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〈
論
文
〉

明
治
期
日
本
の
「
国
際
人
材
」
育
成
と
そ
の
軌
跡

―
―
拓
殖
大
学
を
事
例
と
し
て

長
谷
部　
　
　

茂

要
旨　

一
九
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
、
植
民
地
の
領
有
は
「
大
国
」
の
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
植
民
地
の
も
た
ら
す
富
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以

上
に
、
異
民
族
異
文
化
を
自
国
の
政
策
に
よ
っ
て
統
治
し
え
る
文
明
の
高
さ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

明
治
維
新
以
降
、
日
本
の
国
策
は
、
欧
米
の
文
化
を
全
面
的
に
受
容
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を
は
か
り
、
欧
米
列
強
の
植
民

地
に
な
ら
ぬ
よ
う
実
力
を
身
に
つ
け
、
欧
米
列
強
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
欧
米
は
、
異
民
族
異
文
化
そ
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
と
意
識
し
な
い
ま
で
に
同
化
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
、
同
時
に
「
国
際
社
会
」
へ
の
参
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

脱
亜
か
興
亜
か
を
論
ず
る
前
に
、
日
本
の
国
策
は
す
で
に
脱
亜
入
欧
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
欧
米
文
化
の
受
容
に
汲
々
と
し
て

い
た
明
治
前
半
期
に
お
い
て
、「
国
際
人
材
」
と
は
即
ち
欧
米
の
文
化

―
政
治
制
度
か
ら
科
学
技
術
、
芸
術
ま
で

―
を
身
に
つ
け
た
日
本
人
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
転
す
る
の
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
日
本
が
台
湾
と
い
う
植
民
地
を
獲
得
し
て
か
ら
で
あ
る
。
日
本
は
あ
ま
り
準
備
の

な
い
状
態
で
、
異
民
族
異
文
化
を
統
治
す
る
世
界
の
舞
台
に
立
っ
た
。
日
本
が
大
国
に
な
る
た
め
に
は
、
新
た
な
「
国
際
人
材
」
の
養
成
が
必
要
に

な
る
。
そ
の
最
初
の
形
が
拓
殖
大
学
の
前
身
・
台
湾
協
会
学
校
で
あ
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
国
際
人
材
、
海
外
雄
飛
、
台
湾
、
拓
殖
大
学
、
桂
太
郎
、
後
藤
新
平
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一
、
植
民
地
・
台
湾
領
有
以
後

　

台
湾
総
督
府
民
政
長
官
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
（
の
ち
拓
殖
大
学
第
三
代
学
長（
１
））
は
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
十
二
月
十
七
日
、
台

湾
協
会
学
校
（
拓
殖
大
学
の
前
身
。
そ
の
後
の
校
名
改
称
を
含
め
、
以
下
「
拓
殖
大
学
」
と
総
称
す
る
。）
に
お
け
る
講
演
の
中
で
、「
日

清
戦
争
の
結
果
偶
々
帝
国
の
版
図
に
帰
し
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
台
湾
の
統
治
の
こ
と
に
着
手
し
た
と
申
し
て
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。「
偶
々
」
は
少
し
誇
張
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
治
維
新
以
来
、
西
洋
文
化
の
受
容
に
よ
っ
て
内
向
き
の
近
代
化
を
進
め
て
き

た
日
本
が
、
明
治
維
新
か
ら
三
〇
年
足
ら
ず
で
、
日
清
戦
争
の
勝
利
（
一
八
九
五
年
）
に
よ
り
海
外
に
植
民
地

―
台
湾

―
を
獲
得
し

た
こ
と
は
、
一
大
事
件
で
あ
っ
た
。

　

よ
う
や
く
西
欧
の
植
民
地
と
な
る
危
機
を
脱
し
た
ば
か
り
の
日
本
が
、
翻
っ
て
今
度
は
西
欧
列
強
並
み
に
、
異
民
族
異
文
化
の
土
地
を

治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
領
土
台
湾
は
ま
さ
に
「
日
本
が
果
し
て
文
明
国
と
し
て
東
洋
に
進
出
す
る
能
力
あ
り
や
否
や
の
民

族
的
試
金
石
で
あ
っ
た（

２
）」。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
感
を
持
っ
て
い
た
日
本
人
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
（
一
八
九

七
）
年
に
台
湾
総
督
府
参
与
官
長
石
塚
英
蔵（

３
）が
提
出
し
た
「
台
湾
ニ
関
ス
ル
意
見
書（
４
）」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

台
湾
官
吏
ハ
総
テ
腐
敗
セ
リ
台
湾
官
吏
ニ
ハ
熟
練
誠
実
厳
正
ノ
者
ナ
シ
ト
云
フ
ハ
一
ハ
軍
政
中
ノ
乱
雑
不
規
律
ヲ
根
拠
ト
シ
以
テ
現

在
ヲ
測
断
シ
タ
ル
ト
一
ハ
彼
ノ
疑
獄
事
件
ヲ
以
テ
一
般
ノ
官
吏
社
会
ヲ
概
評
シ
タ
ル
誇
張
ノ
言
タ
ル
ニ
過
キ
ス
ト
雖
又
一
応
ノ
理
由

ノ
存
ス
ル
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
台
湾
官
吏
中
台
湾
ノ
経
営
ヲ
以
テ
自
任
シ
埋
骨
ノ
決
心
ヲ
以
テ
渡
航
シ
タ
ル
人
素
ヨ
リ
之
ア
ル
ヘ
キ
モ
同

時
ニ
左
項
ニ
掲
ク
ル
ノ
分
子
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
如
シ
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一
、
内
地
ニ
於
テ
官
吏
タ
ル
ノ
資
格
ナ
キ
者
ニ
シ
テ
彼
ノ
地
ニ
於
テ
任
官
ノ
栄
誉
ヲ
得
ル
ノ
目
的
ナ
ル
コ
ト

二
、
一
時
官
吏
タ
ル
モ
其
ノ
実
官
吏
以
外
ニ
一
攫
千
金
ノ
投
機
的
目
的
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

三
、
俸
給
ヲ
増
額
シ
又
ハ
恩
給
ヲ
増
額
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
渡
航
シ
タ
ル
コ
ト

四
、
貯
蓄
（
又
ハ
負
債
償
却
）
ノ
目
的
ヲ
以
テ
渡
航
シ
タ
ル
モ
ノ

五
、
台
湾
ニ
於
テ
自
己
ノ
地
位
ヲ
進
メ
以
テ
内
地
ニ
転
任
ス
ル
ノ
地
ト
為
ス
コ
ト

　

以
上
は
、
官
吏
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
だ
が
、
石
塚
は
、
商
人
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

先
ツ
台
湾
ニ
在
ル
内
地
商
人
ハ
未
タ
以
テ
真
正
ノ
商
人
ト
称
ス
ヘ
キ
者
甚
タ
少
ナ
ク
多
ク
ハ
所
謂
有
志
家
又
ハ
壮
士
ノ
輩
ニ
過
ス

随
テ
商
業
上
ノ
経
験
ナ
ク
且
ツ
資
本
ニ
乏
シ
故
ニ
商
業
拙
劣
ニ
シ
テ
商
機
ヲ
見
ル
コ
ト
敏
ナ
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
勿
論
多
ク
ハ
内
地
ノ
商

品
即
チ
マ
ツ
チ
又
ハ
ビ
ー
ル
ノ
如
キ
モ
支
那
商
人
又
ハ
西
洋
商
人
ノ
輸
入
シ
タ
ル
商
品
ヲ
請
売
ス
ル
ニ
止
マ
ル
ノ
有
様
ナ
リ

　

つ
ま
り
台
湾
で
活
動
す
る
に
適
し
た
人
材
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
石
塚
は
ま
た
、
台
湾
語
の
話
せ
る
日
本
人
が
ほ
と

ん
ど
皆
無
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
石
塚
が
待
望
し
た
「
台
湾
ノ
経
営
ヲ
以
テ
自
任
シ
埋
骨
ノ
決
心
ヲ
以
テ
渡
航
シ
タ
ル

人
」
は
、
思
い
の
ほ
か
早
く
、
一
団
と
な
っ
て
日
本
か
ら
赴
任
し
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
台
湾
経

営
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
民
間
組
織
と
し
て
発
足
し
た
台
湾
協
会
が
、
学
校
を
創
設
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
材
の
育
成
事
業
に
着
手
し
た

か
ら
で
あ
る
。
拓
殖
大
学
が
創
設
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
。
最
初
の
卒
業
生
を
台
湾
に
送
り
出
し
た
の
は
三
年
後
の

明
治
三
十
六
年
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
日
本
で
初
め
て
、
海
外
で
働
く
た
め
に
育
成
さ
れ
た
「
国
際
人
材
」
で
あ
っ
た
。
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二
、「
国
際
人
材
」
の
意
味
に
つ
い
て

　

明
治
期
を
題
材
と
す
る
本
稿
に
「
国
際
人
材
」
と
い
う
用
語
を
使
う
の
に
は
些
か
違
和
感
が
あ
っ
た
。「international

」
の
訳
語
で
あ

る
「
国
際
」
で
さ
え
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
明
治
三
十
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
「
国
際
人
材
」
は
、

も
と
よ
り
明
治
の
用
語
で
は
な
い
。
明
治
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
用
語
が
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
盛
ん
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
〇

年
代
で
、
む
し
ろ
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

　

明
治
の
用
語
で
言
え
ば
、「
海
外
に
於
て
仕
事
を
す
る
」「
海
外
に
出
て
有
用
の
働
き
を
す
る
」「
海
外
に
発
展
す
る
」
或
い
は
も
っ
と
直

截
に
「
海
外
に
向
か
っ
て
国
運
発
展
の
先
駆
者
と
な
る
」
人
材
で
あ
る（

５
）。「
国
運
発
展
」
が
些
か
時
代
が
か
っ
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
ま

た
、
国
際
交
流
や
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
用
語
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
普
通
に
使
っ
て
い
る
「
国
際
人
材
」

又
は
「
海
外
人
材
」（
発
展
途
上
国
の
人
材
を
言
う
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
）
の
意
味
に
ほ
ぼ
重
な
る
。

　

も
う
一
つ
の
違
和
感
は
、
拓
殖
大
学
の
初
期
の
人
材
育
成
の
対
象
地
域
が
、
台
湾
及
び
の
ち
に
拡
大
す
る
朝
鮮
、
満
洲
、
南
洋
と
い
っ

た
日
本
の
支
配
し
た
植
民
地
、
又
は
勢
力
圏
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
は
厳
密
に
言
え
ば
国
で
は
な
く
、

一
般
に
「
外
地
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
台
湾
協
会
自
身
「
本
会
は
外
地
関
係
学
校
創
始
の
先
覚
者
と
し
て
時
代
に
先
鞭
を
つ
け
た
」（『
東

洋
文
化
協
会
五
十
年
史
稿
』）
と
自
負
し
て
い
る
。
た
だ
、
初
代
校
長
桂
太
郎（

６
）が
仮
開
校
式
（
明
治
三
十
三
年
九
月
）
の
訓
話
で
「
内
地

と
異
り
て
外マ

人マ

の
間
に
立
ち
て
日
本
人
と
し
て
従
事
す
る
以
上
は
一
は
以
て
我
邦
の
紳
士
と
し
て
我
校
の
出
身
者
た
る
体
面
を
保
ち
て
可

恥
挙
動
な
き
様（

７
）」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
卒
業
生
が
外マ

人マ

の
間
、
即
ち
異
民
族
異
文
化
の
土
地
で
働
く
心
得
を
以
て
赴
任
す
る
先
が
、
外
国

で
あ
る
か
外
地
で
あ
る
か
の
区
別
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
実
際
、
拓
殖
大
学
で
同
じ
教
育
を
受
け
て
「
外
国
」
に
赴
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任
し
た
卒
業
生
も
少
な
く
な
い
（
下
記
統
計
を
参
照
）。
な
に
よ
り
拓
殖
大
学
が
、
戦
後
、
日
本
が
す
べ
て
の
「
外
地
」
を
失
っ
た
の
ち

も
「
国
際
大
学
」
と
し
て
、
創
設
以
来
の
建
学
の
目
的
・
理
念
を
変
え
る
こ
と
な
く
堅
持
し
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
根
拠
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
、「
国
際
人
材
」
の
類
似
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
に
は
違
和
感
以
上
の
も
の
が
あ
る
。
世
界
で
た
だ
一

つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
と
し
て
身
に
つ
け
た
人
材
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
未
知
の
世
界
に
入
っ
て
い
く

よ
り
、
居
な
が
ら
に
し
て
海
外
を
既
知
の
世
界
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
な
、
I
T
的
な
世
界
観
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
に
か
け
て
拓
殖
大
学
が
育
成
し
た
卒
業
生
は
、
ほ
ぼ
六
割
が
海
外
に
赴
任
し
た
。
明
治
期
の
卒
業
生
の
動
向

を
大
正
三
年
度
の
統
計
か
ら
見
る
と
、
そ
の
赴
任
先
は
、
台
湾
九
二
人
、
朝
鮮
二
九
七
人
（
以
上
「
外
地
」）、
支
那
（
中
国
）
一
一
〇
人
、

そ
の
他
外
国
一
五
人
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
総
数
は
物
故
者
五
二
人
を
除
い
て
七
四
六
人
。
内
地
就
職
者
は
二
〇
七
人
で
あ
っ
た（

８
）。

　

拓
殖
大
学
に
つ
い
て
「
国
際
人
材
」
を
語
る
場
合
、
も
う
一
つ
、「
海
外
雄
飛
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
説
明
が
必
要
か
と
思
う
。「
国

際
人
材
」
に
対
応
す
る
の
は
「
海
外
に
雄
飛
す
る
人
材
」
で
あ
る
。
拓
殖
大
学
で
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
「
国
際
人
材
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
外
地
か
外
国
か
を
区
別
し
な
い
点
に
お
い
て
、
よ
り
正
確
に
拓
殖
大
学
人
材
育
成
の
主
旨
を
表
現
し
て
い
る
と
も

言
え
る
。
た
だ
現
代
に
お
い
て
、
死
語
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
拓
殖
大
学
以
外
で
は
、
あ
ま
り
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
ま
し
て
「
海

外
雄
飛
」
に
学
校
の
存
在
意
義
そ
の
も
の
の
よ
う
な
特
別
な
意
味
を
込
め
て
言
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
般
的
な
用
語
と
し
て
は
使
い
づ

ら
い
の
で
あ
る
。

　
『
朝
日
新
聞
』（
縮
刷
版
）
に
お
け
る
「
海
外
雄
飛
」
の
初
出
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
、『
海
外
雄
飛
の
鍵
』（
活
人
社
刊
行
）
と
い

う
本
の
広
告
で
あ
っ
た
。
そ
の
広
告
の
文
句
に
は
「
海
外
移
住
希
望
者
の
栞
と
し
て
有
望
な
る
移
住
恰
適
地
の
状
況
を
調
査
し
其
の
要
を
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記
述
せ
る
も
の
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
記
事
を
見
て
も
、
主
に
ハ
ワ
イ
や
南
米
、
南
洋
諸
島
へ
の
海
外
移
住
を
指
し
て
い
る
。
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
九
月
に
は
『
海
外
雄
飛
』（
青
年
文
庫
）
と
い
う
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
上
記
の
地
域
に
加
え
て
北
米
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
含
み
、
ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
全
世
界
を
網
羅
す
る
本
格
的
な
海
外
渡
航
、
移
住
の
手
引
き
で
あ
る
。「
海
外
雄
飛
」
と

い
う
用
語
が
一
般
に
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
こ
の
頃
（
大
正
七
年
）
だ
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
拓
殖
大
学
に
お
い
て
そ
れ
以
前
に
は

使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
『
台
湾
時
報
』
一
〇
五
号
（
大
正
七
年
六
月
）
に
、
拓
殖
大
学
創
設
以
来
の
英
語
教
員
で
、
の
ち
幹
事
も
務
め
た
元
田
作
之
進（

９
）が
「
海
外

雄
飛
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
寄
稿
し
、
そ
の
中
で
「
海
外
雄
飛
と
云
ふ
こ
と
は
近
頃
の
流
行
語
と
な
っ
て
居
り
ま
す
、
而
し
て
如
何
な
る

意
味
が
之
に
含
ま
れ
て
居
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
就
て
は
、
人
に
よ
り
て
考
も
多
少
違
ひ
ま
す
が
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
元
田
は
幹
事
と

し
て
学
生
と
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
在
学
生
の
話
し
て
い
る
の
を
耳
に
挟
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

単
な
る
流
行
語
で
あ
っ
た
「
海
外
雄
飛
」
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、
学
校
の
公
式
文
書
に
現
れ
る
。
大
学
令
に
よ
る
東
洋
協

会
大
学
と
し
て
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
最
初
の
大
学
一
覧
『
東
洋
協
会
大
学
一
覧
』（
大
正
十
一
年
九
月
）
中
、
冒
頭
「
東
洋
協
會
大
學
設

立
ノ
趣
旨
及
沿
革
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
文
中
に
、
拓
殖
大
学
に
お
け
る
「
海
外
雄
飛
」
の
意
味
、
定
義
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
長
い
が
全
文
の
三
分
の
一
ほ
ど
を
引
用
す
る
。

　

進
取
果
象
ノ
気
質
ニ
充
チ
且
ツ
増
殖
ノ
率
世
界
ニ
類
罕
ナ
ル
我
民
族
ハ
此
局
小
ナ
ル
天
地
ヨ
リ
出
テ
、
海
外
ニ
発
展
セ
サ
ル
可
ラ

サ
ル
宿
命
ヲ
有
ス

　

偶
々
過
ル
数
百
年
間
ノ
社
会
事
情
ハ
我
民
族
ヲ
シ
テ
退
嬰
的
ノ
態
度
ニ
ア
ラ
シ
メ
シ
モ
今
ヤ
事
情
改
マ
リ
且
ツ
年
毎
ニ
加
ハ
ル
自

然
ノ
要
求
ハ
愈
々
之
ヲ
促
シ
テ
止
マ
ズ
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然
カ
モ
之
ヲ
行
フ
テ
先
進
諸
国
ニ
一
籌
ヲ
輸
ス
ル
所
以
ノ
者
ハ
何
ン
ゾ
ヤ
私
ニ
思
フ
ニ
之
ガ
先
達
ト
ナ
ル
人
士
ニ
欠
如
ス
ル
事
其

ガ
重
要
ナ
ル
因
由
ニ
ア
ラ
サ
ル
無
キ
カ
ヲ

　

我
儕
此
処
ニ
見
ル
所
ア
リ
乃
チ
東
洋
協
會
大
學
ヲ
設
立
シ
海
外
ニ
雄
飛
セ
ン
ト
ス
ル
斯
種
ノ
青
年
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ

授
ク
ル
所
ノ
学
科
覆
フ
所
ノ
気
風
皆
之
ガ
実
現
ヲ
期
ス
亦
時
代
ノ
要
求
ナ
リ

　
「
近
頃
の
流
行
語
」
で
あ
り
、
意
味
も
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
た
状
況
か
ら
、
大
学
設
立
の
目
的
と
し
て
「
海
外
に
雄
飛
し
よ
う
と
す
る

青
年
の
育
成
」
が
、
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
拓
殖
大
学
で
は
従
来
、
学
則
が
変
更
さ
れ
て
も
、
設
立
の
目
的
（
学
則
第
一

条
）
に
は
、
必
ず
卒
業
生
の
赴
任
す
べ
き
地
域
を
明
記
し
て
い
た
。
創
設
当
初
は
台
湾
及
び
南
清
地
方
、
明
治
四
十
年
に
韓
国
が
加
わ
り
、

大
正
四
年
に
は
南
洋
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
を
こ
の
時
、
大
学
へ
昇
格
す
る
た
め
、
お
そ
ら
く
は
文
部
省
の
指
導
に
よ
り
、
目
的
を
「
商
業

及
殖
民
に
関
す
る
学
術
」
と
改
め
、
地
名
を
表
記
し
な
く
な
っ
た
。『
東
洋
協
会
大
学
一
覧
』
に
は
、
拓
殖
大
学
の
目
的
が
あ
く
ま
で
「
海

外
」
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
で
あ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
も
言
っ
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
、
こ
の
時
期
に
お
い

て
拓
殖
大
学
の
卒
業
生
は
、
従
前
に
も
ま
し
て
地
域
を
限
定
で
き
な
い
ほ
ど
「
海
外
」
各
地
に
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
言
付
け
加
え
れ
ば
、「
雄
飛
」
は
「
雌
伏
」
と
対
照
し
て
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
何
か
鬱
屈
し
た
も
の
を
晴
ら
そ
う
と
主
観
的
に
働
き
か

け
る
よ
う
な
威
勢
の
良
い
語
感
が
あ
る
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
海
外
発
展
の
躍
進
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
を
背
景
に
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
を
明
治
期
の
本
学
に
照
射
す
る
と
、
実
際
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拓
殖
大
学
の

草
創
期
に
お
け
る
人
材
育
成
は
、「
豪
傑
に
な
ろ
う
と
す
る
な
」
と
桂
校
長
が
訓
戒
し
た
よ
う
に
、
よ
り
着
実
よ
り
慎
重
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
も
、
や
は
り
「
国
際
人
材
」
が
新
し
い
用
語
な
が
ら
、
よ
り
適
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
拓
殖
大
学
が
養
成
し
た
最
初
の
「
国
際
人
材
」
に
し
て
、
そ
の
後
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
台
湾
に
赴
任
し
た
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卒
業
生
の
足
跡
を
追
い
、
そ
の
実
像
を
理
解
し
た
上
で
、
彼
ら
を
育
て
た
学
校
と
教
育
の
実
態
を
解
明
す
る
。
そ
こ
に
は
同
時
に
、
次
世

代
の
青
年
に
対
す
る
、
当
時
の
日
本
の
指
導
者
た
ち
が
描
い
た
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
が
映
し
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。　

三
、
実
例
・
台
湾
に
赴
任
し
た
拓
殖
大
学
卒
業
生

　

日
本
統
治
下
の
台
湾
（
一
八
九
五
～
一
九
四
五
）
に
赴
任
し
た
拓
殖
大
学
卒
業
生
は
、
計
三
七
八
人（

（1
（

 

。
半
世
紀
に
及
ぶ
日
本
の
台
湾
統

治
時
代
に
数
百
万
人
に
及
ぶ
日
本
人
が
台
湾
に
渡
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
物
の
数
で
は
な
い
。
台
湾
の
青
史
に
名
を
遺
し
た
人

物
も
わ
ず
か
で
あ
る
。
台
湾
に
と
っ
て
、
拓
殖
大
学
卒
業
生
一
人
一
人
の
存
在
が
取
り
立
て
て
大
事
で
あ
る
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
彼
ら
を
一
つ
の
使
命
を
負
っ
た
群
像
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
彼
ら
に
共
通
す
る
「
土
着
派
」
的
な
造
型
か
ら
、
明
治
期
に
お
い
て

植
民
地
台
湾
、
ひ
い
て
は
日
本
の
海
外
進
出
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
た
か
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
彼
ら
の
台
湾
で
の
活
躍
は
、
日
露
戦
争
従
軍
通
訳
と
相
俟
っ
て
、
台
湾
協
会
の
教
育
事
業
を
肯
定
し
、
そ
の
後
の
教
育
方
針

を
確
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

１
、
台
湾
の
土
着
派
日
本
人
と
し
て

　

拓
殖
大
学
創
設
の
目
的
は
極
め
て
明
確
で
あ
っ
た
。「
台
湾
協
会
学
校
規
則
」
第
一
条
は
「
台
湾
及
南
清
地
方
ニ
於
テ
公
私
ノ
業
務
ニ
従

事
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
学
術
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
謳
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
台
湾
専
門
の
人
材
」
を
育
成
す
る
学
校
で
あ
っ

た
。
南
清
地
方
と
は
、
主
に
台
湾
と
言
語
風
俗
を
同
じ
く
す
る
対
岸
福
建
省
南
部
を
指
す
。
も
と
よ
り
台
湾
の
た
め
に
考
慮
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
学
生
は
入
学
前
に
、
卒
業
後
海
外
に
赴
任
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
建
学
の
目
的
に
沿
う
べ
く
、
台
湾
語
・
北
京
語
、
植
民
学
、
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商
学
、
法
律
の
基
礎
知
識
、
統
計
学
等
、
即
戦
力
と
な
る
知
識
を
習
得
し
、
何
よ
り
強
靭
な
意
志
と
身
体
を
鍛
錬
し
て
外
地
・
台
湾
に
赴

任
し
た
。

　

学
則
に
あ
る
「
公
私
ノ
業
務
」
の
「
公
」
と
は
官
庁
、「
私
」
は
民
間
企
業
を
指
す
。
就
職
先
は
、
公
私
相
半
ば
し
た
が
、
官
吏
と
な
っ

た
卒
業
生
の
中
に
は
、
官
途
の
半
ば
で
民
間
企
業
に
転
じ
た
者
も
多
か
っ
た
。
卒
業
生
が
就
職
し
た
民
間
企
業
は
、
銀
行
（
主
に
台
湾
銀

行
）、
電
力
会
社
、
製
糖
会
社
、
商
社
の
台
湾
出
先
機
関
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
以
降
で
は
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
等
の
い
わ
ゆ
る
国
策

会
社
他
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
多
数
の
職
場
を
転
々
と
し
た
り
、
個
人
で
起
業
し
た
り
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
現
地
の

風
土
、
習
慣
に
な
じ
め
ず
、
又
は
衛
生
環
境
の
問
題
か
ら
途
中
で
帰
国
し
た
者
や
現
地
で
亡
く
な
っ
た
者
も
い
る
。

　

以
下
、「
公
」「
私
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
卒
業
生
の
赴
任
先
と
職
務
お
よ
び
待
遇
等
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　
（
１
）　
「
公
」
の
業
務
：
官
庁
勤
務　

一
九
三
人

　

官
吏
に
な
っ
た
卒
業
生
は
、
総
督
府
（
本
府
）、
地
方
官
庁
、
地
方
支
局
（
税
務
署
、
専
売
局
等
）
に
勤
務
し
た
。
彼
ら
の
配
属

先
は
、
意
図
し
た
か
の
よ
う
に
分
散
し
て
い
る
。
本
府
で
い
え
ば
、
文
教
局
以
外
の
す
べ
て
の
部
署
に
卒
業
生
の
姿
が
あ
っ
た
。
地

方
官
庁
で
い
え
ば
、
台
湾
全
土
一
二
庁
（
一
二
庁
制
は
一
九
〇
一
年
十
月
～
一
九
二
〇
年
八
月
実
施
）
の
す
べ
て
に
配
属
さ
れ
て
い

る
。
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
赴
任
直
後
に
地
方
に
転
属
し
、
さ
ら
に
各
地
を
転
々
と
し
た
。
主
に
現
地
人
と
接
す
る
基
層
部
門
の

業
務
に
従
事
し
た
。
出
世
コ
ー
ス
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
官
吏
を
定
年
時
ま
で
勤
め
あ
げ
た
卒
業
生
は
少
な
い
。
多
く
は
途
中
で
民

間
企
業
に
転
職
し
た
。

　
『
台
湾
治
績
史（

（1
（

』
所
載
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
現
在
、
台
湾
総
督
府
に
在
職
す
る
公
務
員
（
官
吏
及
び
公
吏
）
は
三
万
八

〇
二
七
人
。
位
階
別
で
は
、
勅
任
官
二
八
人
、
奏
任
官
六
二
人
、
奏
任
官
待
遇
三
〇
人
、
判
任
官
八
七
四
九
人
、
判
任
官
待
遇
七
八

八
一
人
。
こ
れ
以
外
の
公
務
員
は
主
に
本
島
人
（
台
湾
人
）
の
公
吏
、
嘱
託
、
雇
員
、
傭
員
等
で
あ
る
。
巨
大
な
官
僚
機
構
で
あ
っ
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た
。
卒
業
生
は
同
時
期
約
一
五
〇
人
。
も
と
よ
り
「
学
閥
」
は
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
。
卒
業
生
は
「
官
吏
普
通
試
験
」
を
免
除
さ

れ
、
任
官
と
同
時
に
判
任
官
と
な
っ
た
が
、
高
等
文
官
試
験
合
格
の
資
格
が
な
か
っ
た
た
め
、
奏
任
官
に
「
特
進
」
す
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
中
級
官
吏
と
な
る
の
が
精
一
杯
で
あ
り
、
総
督
府
の
中
で
は
、「
属
」
と
呼
ば
れ
る
一
般
職
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点

で
奏
任
官
（
す
な
わ
ち
高
等
官
）
に
任
じ
て
い
た
の
は
わ
ず
か
三
人
。
台
湾
の
官
界
に
お
い
て
ま
っ
た
く
取
る
に
足
ら
な
い
存
在
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
高
等
文
官
試
験
合
格
の
資
格
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
警
察
官
の
よ
う
な
警
察
機
構
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
技
官
の
よ
う
に
専
門
技
術
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
も
出
世
に
は
不
利
で
あ
っ
た
。

　

台
湾
専
門
の
特
別
な
人
材
と
し
て
教
育
を
受
け
、
意
気
軒
高
、
自
信
満
々
に
台
湾
に
第
一
歩
を
記
し
た
卒
業
生
の
感
慨
は
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
総
督
府
や
地
方
官
庁
に
赴
任
し
た
時
に
、
彼
ら
が
感
じ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
理
想
と
現
実
の
間
の
大
き
な

落
差
で
あ
っ
た
ろ
う
。
台
湾
の
巨
大
な
官
僚
機
構
の
中
で
、
彼
ら
は
特
別
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
一
般
職
員
の
一
人
と
し
て
、
彼

ら
か
ら
見
れ
ば
台
湾
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
日
本
か
ら
出
向
し
て
き
た
役
人
の
下
で
、
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
時
に
彼
ら
は
初
め
て
、
桂
太
郎
の
語
っ
た
「
能
く
人
の
手
足
と
為
り
機
関
と
為
る
べ
き
適
材
を
造
く
る
」（
後
述
）
の

意
味
が
分
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
（
２
）　
「
私
」
の
業
務
：
民
間
企
業　

一
八
五
人

　

民
間
企
業
に
赴
任
し
た
卒
業
生
は
、
官
吏
に
な
っ
た
同
窓
と
比
べ
れ
ば
心
理
的
に
は
楽
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
主
な
就

職
先
は
、
台
灣
銀
行
（
四
二
人
）、
製
糖
会
社
（
三
四
人
）、
三
井
物
產
（
六
人
）、
大
倉
組
（
六
人
） 

、
商
船
会
社
（
九
人
。
う
ち
郵

船
会
社
六
人
）、
組
合
（
一
五
人
）、
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
（
一
五
人
）。
勤
務
地
は
主
に
地
方
（
農
村
地
帯
を
含
む
ほ
ぼ
台
湾
全
島
）

の
支
社
、
事
務
所
や
工
場
で
あ
っ
た
。
人
事
異
動
は
ほ
ぼ
台
湾
島
内
に
限
ら
れ
る
。
ま
れ
に
他
の
外
地
（
南
洋
等
）
に
駐
在
し
た
。

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
の
台
湾
産
業
組
合
規
則
公
布
後
は
、
各
種
組
合
で
働
く
卒
業
生
は
年
々
増
加
し
た
（
上
記
一
五
人
）。
ま
た
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昭
和
五
（
一
九
三
五
）
年
以
降
は
、
台
湾
拓
殖
株
式
会
社
等
の
い
わ
ゆ
る
国
策
企
業
に
転
じ
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
公
私
い
ず
れ
の
業
務
か
は
問
わ
ず
、
台
湾
に
渡
っ
た
卒
業
生
の
勤
務
地
は
台
湾
か
台
湾
業
務
に
関
連
す
る
他
の
外
地
に
限
定
さ

れ
て
い
た
。
ま
さ
に
台
湾
専
門
人
材
で
あ
っ
た
。
台
湾
に
赴
任
し
た
他
の
日
本
人
と
比
較
し
て
、
彼
ら
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
。

　
（
１
）　

台
湾
に
赴
任
す
る
前
に
台
湾
語
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

　
（
２
）　

台
湾
の
風
俗
習
慣
に
基
本
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
。

　
（
３
）　

日
本
の
対
外
政
策
に
お
け
る
台
湾
の
位
置
づ
け
を
理
解
し
て
い
た
。

　
（
４
）　

台
湾
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
持
っ
て
い
た
。

　

彼
ら
は
台
湾
の
基
層
社
会
に
お
い
て
台
湾
民
衆
と
直
接
接
触
す
る
職
場
で
日
台
人
間
の
懸
け
橋
に
な
ら
ん
と
し
た
。
学
校
で
の
教
育
は

彼
ら
に
台
湾
へ
の
理
解
、
台
湾
語
の
能
力
と
台
湾
開
発
に
献
身
す
べ
き
抱
負
と
毅
力
を
増
進
さ
せ
た
。
彼
ら
の
「
実
力
」
は
上
司
、
同
僚

を
凌
駕
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
出
世
と
い
う
意
味
で
は
、
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
身
分
、
資
格
的
な
劣
勢
は
と
も
か
く
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど

日
本
で
の
就
職
経
験
が
な
く
、
日
本
の
社
会
と
最
初
か
ら
別
個
の
存
在
で
あ
っ
た
。
協
会
や
学
校
の
指
導
者

―
か
れ
ら
を
激
励
し
た
人

た
ち

―
は
、
あ
ま
り
に
雲
の
上
に
あ
っ
て
、
個
別
に
相
談
を
持
ち
込
め
る
相
手
で
は
な
い
。
彼
ら
は
自
力
で
な
ん
と
か
活
路
を
見
出
す

し
か
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
ま
だ
若
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
在
学
時
か
ら
何
度
も
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
し
、

そ
れ
は
ま
た
明
ら
か
に
学
校
が
そ
う
期
待
し
、
彼
ら
が
選
択
し
た
道
で
あ
っ
た
。

　

以
上
概
説
し
た
と
こ
ろ
が
、
卒
業
生
た
ち
の
台
湾
に
お
け
る
生
活
の
前
提
条
件
で
あ
る
。「
土
着
派
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
厳
密
に
い
え

ば
現
地
の
住
民
（
本
島
人
）
を
指
す
。「
土
着
派
日
本
人
」
と
は
、
強
い
て
言
え
ば
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ
た
日
本
人
（
い
わ
ゆ
る
「
湾
生
」）

が
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
の
学
校
を
卒
業
し
て
赴
任
し
た
一
群
の
日
本
人
に
充
て
る
の
は
お
か
し
い
が
、
た
だ
、
彼
ら
の
特
殊
な
経
歴
と
境
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遇
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
以
外
の
言
葉
が
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る（

（1
（

。

２
、
卒
業
生
の
台
湾
生
活

―
『
学
友
会
報
』
の
記
事
か
ら

　

台
湾
に
赴
任
し
た
卒
業
生
の
個
別
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
創
刊
の
同
窓
会
誌
『
学
友
会

報（
（1
（

』
に
彼
ら
が
寄
稿
し
た
文
章
か
ら
、
そ
の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
（
第
二
五
号
）
あ
た
り
ま
で
は
、
記
事
の
中
心
は
台
湾
で
あ
り
（
そ
れ
以
降
は
朝
鮮
、
満
洲
が
中
心
に
な
る
）、

台
北
、
台
南
に
支
部
が
置
か
れ
、
年
一
度
の
総
会
、
新
赴
任
者
や
転
出
者
、
訪
台
し
た
学
校
関
係
者
の
送
歓
迎
会
の
報
告
の
ほ
か
、
所
管

す
る
業
務
の
紹
介
や
、
台
湾
の
産
業
、
風
俗
習
慣
に
関
す
る
所
感
等
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た
記
事
が
「
台
湾
通
信
」
と
し
て
寄
稿
さ
れ
た
他
、

卒
業
生
の
人
事
異
動
、
簡
単
な
近
況
報
告
が
毎
号
掲
載
さ
れ
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
卒
業
生
を
迎
え
た
台
湾
の
状
況
は
、
彼
ら
の
予
期
し
た
も
の
と
は
違
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
否
、
だ
か
ら
こ
そ
、

卒
業
生
間
の
交
流
は
頻
繁
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
早
速
、
台
北
と
台
南
に
学
友
会
支
部
を
設
立
し
、
定
期
的
に
集
ま
る
他
、
歓
送
迎
会
等
の

行
事
を
催
し
た
。『
学
友
会
報
』
は
、
台
湾
各
地
に
分
散
し
て
、
日
ご
ろ
会
え
な
い
卒
業
生
た
ち
の
消
息
を
伝
え
あ
う
ば
か
り
で
な
く
、
台

湾
以
外
の
赴
任
先
（
朝
鮮
、
中
国
、
の
ち
に
南
洋
、
そ
し
て
内
地
）
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
に
台
湾
に
つ
い
て
、

「
台
湾
通
信
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
一
号
（
一
九
〇
九
年
九
月
）
…
…
学
友
会
台
北
支
部
設
立
大
会
の
模
様
を
伝
え
て
い
る
。
参
加
者
一
九
人
。
う
ち
一

五
人
が
総
督
府
官
吏
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
学
友
会
台
南
支
部
も
設
立
さ
れ
た
。
設
立
大
会
の
参
加
者
は
わ
ず
か
五
人
。
台
湾
銀
行
台

南
支
局
勤
務
二
人
、
台
南
地
方
法
院
（
裁
判
所
）
勤
務
一
人
、
税
関
一
人
、
専
売
局
台
南
支
局
一
人
で
あ
る
。
第
一
期
生
の
水
野
泰
四
郎

が
「
台
湾
人
の
商
取
引
に
つ
い
て
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
台
湾
通
信
」
で
は
な
く
「
調
査
」
と
い
う
分
類
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
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お
り
、
或
い
は
学
校
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
学
友
会
報
』
第
二
号
（
一
九
一
〇
年
一
月
）
…
…
在
学
三
年
生
の
大
橋
力
蔵
が
「
日
本
の
植
民
思
想
と
台
湾
」
を
「
校
報
」
に
寄
稿
し

て
い
る
。
当
時
の
学
生
は
朝
鮮
や
満
洲
ば
か
り
に
目
を
向
け
、
台
湾
を
等
閑
に
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
三
号
（
一
九
一
〇
年
六
月
）
…
…
渡
辺
新
五
郎
（
第
七
期
生
）
が
、
一
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
台
湾
の
貿
易　

附
述
台
湾

の
茶
」
の
報
告
を
寄
せ
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
渡
辺
の
赴
任
先
は
中
国
で
、
当
時
は
上
海
に
い
た
（
の
ち
上
海
公
論
・
上
海
通
信
社

長
）。
台
湾
税
関
安
平
支
署
勤
務
の
後
藤
隆
（
第
七
期
生
）
は
「
安
平
概
略
」
と
題
し
て
、
安
平
港
の
貿
易
統
計
や
、
広
く
安
平
の
歴
史
、

風
俗
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
四
号
（
一
九
一
〇
年
十
月
）
…
…
金
子
輝
雄
（
第
五
期
生
）
が
「
嘉
義
消
息
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
金
子
は
当
時
、
阿

里
山
鉄
道
工
事
の
た
め
、
内
地
か
ら
出
張
し
て
い
た
。
工
事
内
容
を
詳
細
に
報
告
し
た
。
ま
た
三
浦
義
一
（
第
六
期
生
）
は
、「
北
門
嶼
」

（
現
在
の
台
南
県
北
門
郷
）
と
題
し
て
、
当
地
に
お
け
る
製
塩
業
の
実
情
を
報
告
し
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
六
号
（
一
九
一
一
年
六
月
）
…
…
同
年
四
月
に
台
湾
を
訪
問
し
た
学
校
幹
事
で
、
学
友
会
長
で
も
あ
っ
た
門
田
正
経（

（1
（

の

寄
稿
文
を
載
せ
て
い
る
。
門
田
は
台
北
、
台
中
、
嘉
義
、
台
南
、
阿
猴
及
び
打
狗
（
高
雄
）
の
各
地
に
卒
業
生
を
訪
ね
、
卒
業
生
は
そ
れ

ぞ
れ
歓
迎
会
を
開
い
て
い
る
。
門
田
は
日
本
に
戻
る
と
す
ぐ
に
「
台
湾
行
」
と
題
す
る
こ
の
一
文
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
門
田
の
こ
の
訪

問
は
桂
太
郎
校
長
の
委
託
に
よ
り
卒
業
生
の
現
状
を
視
察
す
る
た
め
で
あ
り
、
彼
自
身
に
と
っ
て
は
四
回
目
の
訪
台
で
あ
っ
た
。
卒
業
生

の
中
に
は
す
で
に
来
台
九
年
を
経
て
台
湾
の
生
活
に
特
に
不
平
は
な
い
が
内
地
に
帰
り
た
い
と
こ
ぼ
す
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
宜
蘭
消

息
」
で
は
、
寺
田
彥
七
（
第
七
期
生
）
が
台
湾
北
東
部
開
発
の
状
況
、
物
産
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
七
号
（
一
九
一
一
年
十
月
）
…
…
筆
名
「
鼓
角
」
の
お
そ
ら
く
は
訪
台
早
々
の
卒
業
生
（
第
九
期
生
）
が
「
南
溟
行
」

を
寄
稿
し
、
台
湾
桃
園
に
赴
任
す
る
ま
で
の
経
過
を
描
写
し
て
い
る
。
台
北
に
着
い
た
最
初
の
日
に
、
先
輩
の
森
永
信
光
（
第
一
期
生
）
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を
総
督
府
に
訪
ね
る
と
、
森
永
が
総
督
府
で
働
く
卒
業
生
を
紹
介
し
て
く
れ
、
夜
は
彼
ら
の
歓
待
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
森
永
は
、
同

号
で
小
荒
井
忞
（
台
湾
銀
行
）、
塩
原
恭
平
（
殖
産
局
移
民
課
）、
岡
静
夫
（
通
信
局
庶
務
課
→
高
田
商
会
）、
滝
口
捨
次
郎
（
台
湾
銀
行
）

な
ど
卒
業
生
の
近
況
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
森
永
は
、「
告
在
校
生
諸
君
」
を
寄
稿
し
て
、
在
学
生
に
か
な
り
厳
し
い
意
見
を
述
べ
て
い

る
。
拓
殖
大
学
生
の
当
時
の
実
情
を
伝
え
て
い
る
貴
重
な
意
見
な
の
で
、
少
し
長
く
引
用
す
る
。

　

明
治
三
十
六
年
以
来
台
湾
に
赴
任
し
て
来
た
卒
業
生
の
数
は
随
分
尠
く
な
い
が
其
の
大
多
数
は
自
己
の
任
地
の
事
情
を
充
分
否
幾

分
を
も
研
究
せ
す
し
て
来
た
様
に
思
は
れ
る
実
に
予
の
如
き
も
ご
多
聞
に
洩
れ
ぬ
者
で
あ
る
乍
併
予
等
の
時
代
に
は
未
た
台
湾
も
総

て
の
機
関
が
発
達
し
て
居
ら
す
出
版
物
の
如
き
も
至
つ
て
少
な
く
教
を
乞
う
へ
き
人
も
無
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
幾
分
恕
す
へ
き
点

が
な
い
で
も
な
い
か
今
日
の
卒
業
生
は
辛
き
経
験
を
嘗
め
た
る
先
輩
も
沢
山
あ
り
総
督
府
の
刊
行
物
も
各
方
面
に
渉
つ
て
出
来
て
居

り
其
他
新
聞
雑
誌
等
も
遺
憾
な
く
台
湾
の
事
情
を
紹
介
し
て
居
る
か
ら
今
少
し
台
湾
の
事
情
に
通
し
て
居
る
へ
き
筈
な
る
に
一
般
が

予
等
時
代
の
者
と
仝
し
く
矢
張
り
台
湾
の
事
情
に
疎
い
極
言
す
れ
は
全
く
研
究
し
て
居
ら
ぬ
様
て
あ
る
故
に
学
校
や
協
会
に
尠
か
ら

ぬ
御
苦
労
を
か
け
て
漸
く
地
位
か
極
ま
り
赴
任
し
て
来
て
も
地
位
場
所
其
他
予
想
に
反
し
自
然
不
平
不
満
を
洩
ら
し
未
た
席
温
ま
ら

さ
る
に
転
任
の
運
動
を
為
し
或
い
は
自
己
の
不
利
益
学
校
及
卒
業
生
一
般
の
名
誉
を
考
量
せ
す
友
人
の
忠
言
も
馬
耳
東
風
と
し
帰
へ

つ
て
行
つ
て
仕
舞
ふ
…
…
。

　

森
永
は
、
官
吏
志
望
の
卒
業
生
は
卒
業
間
際
の
と
き
に
必
ず
文
官
高
等
試
験
を
受
け
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
前
号
（
第
六
号
）

で
「
宜
蘭
消
息
」
を
寄
稿
し
た
寺
田
彥
七
が
南
洋
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
同
期
の
八
木
正
憲
と
渡
辺
順
雄
が
連
名
で
伝
え
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
九
号
（
一
九
一
二
年
五
月
）
…
…
在
台
卒
業
生
の
名
簿
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
名
簿
に
よ
れ
ば
、
会
員
総
数
一
四
五
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名
（
当
時
）
の
う
ち
退
会
者
四
九
名
、
死
亡
者
一
〇
名
と
あ
り
、
か
な
り
の
割
合
で
卒
業
生
は
中
途
で
台
湾
を
去
っ
て
い
る
。
最
初
の
卒

業
生
が
赴
任
し
て
ま
だ
九
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
死
亡
者
を
含
め
、
そ
の
理
由
が
台
湾
の
風
土
や
衛
生
状
況
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
詳

ら
か
で
な
い
が
、
生
活
条
件
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
一
〇
号
（
一
九
一
二
年
十
月
）
…
…
桑
原
政
夫
（
第
五
期
生
）
が
「
綠
蔭
記
」
を
寄
稿
。
台
湾
の
果
物
を
詳
し
く
紹
介

し
て
い
る
。
桑
原
は
総
督
府
通
信
局
を
振
り
出
し
に
、
台
南
州
東
石
郡
守
、
台
南
市
助
役
、
台
中
州
員
林
郡
守
、
基
隆
市
長
を
歴
任
し
た

卒
業
生
中
の
出
世
頭
で
あ
り
、
官
吏
の
生
涯
を
全
う
し
た
数
少
な
い
卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
。
桑
原
は
終
戦
後
日
本
に
引
き
揚
げ
た
の
ち

も
、
山
口
県
防
府
市
の
市
史
編
纂
や
図
書
館
業
務
に
業
績
を
残
し
、
助
役
に
な
っ
た
。
金
子
輝
雄
は
、
第
四
号
の
続
き
と
し
て
阿
里
山
鉄

道
建
設
の
状
況
を
伝
え
る
外
、
田
路
市
郎
治
・
近
藤
玄
斎
（
大
日
本
精
糖
）、
塚
本
魁
（
東
洋
精
糖
）、
大
越
篤
（
塩
水
港
製
糖
）
な
ど
嘉

義
在
住
の
学
友
の
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
水
野
泰
四
郎
（
第
一
期
生
）
は
、
台
湾
阿
緱
か
ら
「
通
信
」
を
寄
せ
、
事
務
的
才
能
に

富
ん
だ
着
実
な
人
材
と
し
て
の
卒
業
生
の
価
値
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
二
一
号
（
一
九
一
四
年
十
月
）
…
…
堀
新
平
（
第
一
二
期
生
）
は
「
東
京
か
ら
台
南
ま
で
」
の
一
文
で
、
台
湾
到
着

早
々
、
任
地
台
南
に
向
か
う
汽
車
の
中
で
乗
り
合
わ
せ
た
子
連
れ
の
婦
人
と
思
い
の
ほ
か
台
湾
語
が
通
じ
て
喜
ん
で
い
る
様
を
伝
え
て
い

る
。
ま
た
、
北
條
傳
四
郎
（
第
一
〇
期
生
）
は
、
堀
新
平
を
含
む
台
南
在
住
五
人
の
近
況
を
報
告
し
て
い
る
。

　
『
学
友
会
報
』
第
二
五
号
（
一
九
一
五
年
六
月
）
…
…
高
橋
功
美
（
第
二
期
生
）
が
「
台
湾
通
信
」
に
寄
稿
し
、
彼
の
勤
務
す
る
新
高
製

糖
の
業
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
の
担
当
は
、
さ
と
う
き
び
農
家
と
の
土
地
貸
借
に
関
す
る
交
渉
で
あ
っ
た
。
台
中
台
銀
支
店
勤
務

の
北
川
傳
（
第
一
二
期
生
）
は
、
彼
の
担
当
す
る
銀
行
の
出
納
業
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

一
九
一
〇
年
代
後
期
に
な
る
と
、
卒
業
生
の
目
指
す
海
外
は
、
重
点
が
朝
鮮
半
島
に
移
り
、『
学
友
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
台
湾
情
報
は

次
第
に
減
っ
て
い
く
。
朝
鮮
や
満
洲
に
話
題
を
奪
わ
れ
た
感
の
あ
っ
た
台
湾
が
、
紙
面
に
華
々
し
く
復
活
す
る
の
は
、
第
四
三
号
（
一
九
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二
〇
年
九
月
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
、
最
初
の
文
官
総
督
で
あ
っ
た
田
健
次
郎
総
督
は
、
内
地
の
府
県
行
政
区
分
に
準
じ
た
地
方
行
政

制
を
台
湾
に
持
ち
込
み
、
従
来
の
十
二
庁
制
（
一
二
庁
は
、
台
北
庁
、
桃
園
庁
、
新
竹
庁
、
宜
蘭
庁
、
台
中
庁
、
南
投
庁
、
嘉
義
庁
、
台

南
庁
、
阿
緱
庁
、
花
蓮
港
庁
、
台
東
庁
、
澎
湖
庁
）
を
、
新
た
に
五
州
二
庁
制
度
（
台
北
州
、
新
竹
州
、
台
中
州
、
台
南
州
、
高
雄
州
の

五
州
及
び
花
蓮
港
庁
、
台
東
庁
の
二
庁
）
に
改
め
、
州
の
下
に
三
市
（
台
北
市
、
台
中
市
、
台
南
市
）、
四
七
郡
、
郡
の
下
に
一
五
五
街
庄

を
設
置
し
た
。
地
方
行
政
官
庁
は
州
知
事
、
市
尹
（
市
長
）
の
二
級
制
、
又
は
州
知
事
、
郡
守
、
街
庄
長
の
三
級
制
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
「
五
州
二
庁
制
」
の
下
で
新
た
に
多
く
の
郡
、
市
が
誕
生
し
た
こ
と
は
、
奇
し
く
も
、
拓
殖
大
学
出
身
の
官
吏
に
と
っ
て
も
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
。
高
等
官
・
地
方
首
長
第
一
号
が
卒
業
生
か
ら
生
ま
れ
た
。
東
石
郡
郡
守
と
な
っ
た
第
一
期
生
の
森
永
信
光
が
そ
の
人
で

あ
る
。
森
永
は
制
度
発
足
後
第
一
陣
の
新
任
郡
守
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

新
た
に
実
施
さ
れ
た
地
方
自
治
制
度
は
本
島
人
に
は
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
総
督
府
は
長
年
地
方
の
基
層
社
会
で
現
地
人
と

親
し
く
接
し
、
言
語
、
民
情
を
理
解
す
る
卒
業
生
の
よ
う
な
日
本
人
中
堅
官
吏
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
卒
業
生
に
と
っ
て
、
力
を

発
揮
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
卒
業
生
が
最
初
に
台
湾
に
赴
任
し
た
の
は
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
。
第
一
期
生
は
す
で
に
一
七
年

の
現
地
経
験
を
持
っ
て
い
た
。
官
吏
と
し
て
も
す
で
に
中
堅
で
あ
り
、
台
湾
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
た
が
、
在
台
卒
業
生
の
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
で
あ
っ
た
森
永
で
さ
え
、
郡
守
に
な
る
前
は
、
総
督
府
総
務
局
の
一
課
員
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
以
後
、
卒
業

生
の
中
か
ら
地
方
の
首
長
に
な
る
者
が
続
々
と
現
れ
た
。
郡
守
と
な
っ
た
者
六
人
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
市
尹
（
長
）
に
二
人
が
昇
進
し
て

い
る
。
一
方
、
民
間
に
あ
っ
た
卒
業
生
も
、
地
元
住
民
と
の
交
渉
が
不
可
欠
な
組
合
の
組
織
化
や
、
台
湾
開
発
を
牽
引
す
る
台
湾
拓
殖
株

式
会
社
等
国
策
会
社
の
誕
生
で
、
よ
り
実
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
得
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
学
友
会
報
』
第
四
九
号
（
一
九
二
二
年
六
月
）
…
…
森
永
が
「
我
郡
」
と
題
す
る
長
編
を
寄
稿
し
、
彼
の
赴
任
地
で
あ
る
東
石
郡
の
産

業
、
資
源
お
よ
び
郡
の
行
政
組
織
等
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
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下
っ
て
『
学
友
会
報
』
第
九
一
号
（
一
九
三
二
年
四
月
）
に
は
、
門
田
正
経
と
同
様
、
卒
業
生
を
台
湾
に
訪
ね
た
小
松
原
英
太
郎
第
二

代
校
長（

（1
（

に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
小
松
原
は
、
台
湾
で
卒
業
生
の
就
職
先
に
直
接
働
き
か
け
た
り
、
卒
業
生
た
ち
か
ら
実
地
に
意

見
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
。
台
湾
在
住
卒
業
生
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
第
一
期
生
の
小
荒
井
忞
は
、
こ
の
時
の
出
来
事
と
し
て
次
の
よ

う
な
回
想
を
寄
稿
し
て
い
る
。

…
…
僕
は
満
鮮
の
旅
行
を
早
め
門
司
で
校
長
を
待
ち
合
せ
御
伴
し
て
帰
台
し
た
の
で
あ
つ
た
。
其
時
総
督
府
に
居
ら
る
ゝ
部
局
長
で

協
会
評
議
員
と
な
つ
て
居
る
方
々
と
校
長
と
の
間
に
卒
業
生
の
待
遇
等
に
就
て
随
分
突
込
ん
だ
議
論
が
交
換
さ
れ
た
模
様
で
あ
つ
た

が
、
会
議
後
校
長
は
非
常
に
憂
慮
せ
ら
れ
同
窓
の
数
名
を
一
人
一
人
呼
ん
で
意
見
を
聴
か
れ
た
が
、
僕
は
最
後
に
呼
び
出
さ
れ
て
長

時
間
種
々
な
御
質
問
が
あ
つ
た
。
僕
は
卑
見
を
一
通
り
述
べ
「
結
局
此
の
問
題
は
一
に
吾
々
卒
業
生
の
努
力
な
り
実
力
な
り
に
懸
る

問
題
で
あ
る
。
他
力
も
大
い
に
必
要
で
あ
る
が
自
力
の
覚
悟
な
く
し
て
何
の
価
値
も
な
い
。
母
校
は
卒
業
生
を
出
し
て
既
に
十
年
成

功
者
ら
し
い
者
も
な
い
で
は
な
い
か
と
言
は
れ
る
が
一
足
飛
び
に
成
功
は
か
ち
得
ら
る
ゝ
も
の
で
は
な
い
。
最
初
の
渡
台
者
は
官
庁

に
於
て
殆
ど
係
長
級
で
あ
り
、
会
社
銀
行
に
於
て
は
係
主
任
の
位
置
に
居
り
将
来
を
卜
さ
れ
て
居
る
人
々
も
あ
る
。
後
輩
を
世
話
す

る
様
に
な
る
の
も
玆
数
年
後
で
あ
ら
う
。
徒
ら
に
他
校
出
身
の
人
々
を
羨
む
よ
り
も
有
力
な
る
先
輩
を
持
た
ぬ
吾
々
は
自
己
を
鞭
撻

し
て
孜
々
と
し
て
努
力
し
実
力
を
養
成
し
広
く
認
ら
る
ゝ
事
を
俟
つ
の
み
で
あ
る
。
母
校
に
於
て
も
学
校
の
内
容
充
実
に
亦
生
徒
の

素
質
向
上
に
御
尽
力
を
願
ひ
た
い
」
と
お
答
へ
し
た
ら
何
時
の
間
に
か
校
長
は
僕
の
手
を
固
く
握
つ
て
居
ら
れ
、
老
校
長
の
目
に
は

涙
さ
へ
見
え
た
の
で
あ
つ
た
。

　

小
荒
井
は
台
湾
に
地
歩
を
固
め
、
赴
台
在
台
す
る
卒
業
生
の
支
柱
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
子
息
の
小
荒
井
通
之
も
卒
業
生
（
専
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門
部
第
二
〇
期
生
）
で
あ
る
。
通
之
は
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
、
父
親
の
台
湾
時
代
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

　

私
の
父
は
宮
城
県
仙
台
の
士
族
斉
藤
家
に
生
ま
れ
た
が
故
あ
っ
て
小
荒
井
家
に
養
子
に
い
っ
た
の
で
あ
る
。
養
子
先
の
祖
父
は
仙

台
藩
伊
達
政
宗
公
に
仕
え
学
問
を
教
え
て
い
た
そ
う
で
小
荒
井
の
姓
は
正
宗
公
か
ら
頂
い
た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
る
。
父
は
東
北
学

院
中
等
部
を
卒
業
し
拓
殖
大
学
の
前
身
台

マ

マ

湾
協
会
専
門
学
校
の
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
卒
業
と
同
時
に
斉
藤
の
生
母
を
伴
っ
て
台

湾
に
渡
り
台
湾
銀
行
に
就
職
し
た
の
で
あ
る
。
人
い
ち
ば
い
の
努
力
家
で
頑
固
迄
の
曲
が
っ
た
こ
と
の
嫌
い
な
真
正
直
な
性
格
の
人

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
永
年
台
湾
銀
行
の
支
店
長
と
し
て
台
湾
全
島
を
回
り
勤
務
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
台
湾
銀

行
は
国
立
の
東
京
大
学
か
東
京
商
科
大
学
（
現
在
の
一
橋
大
学
）
出
身
者
で
な
け
れ
ば
出
世
が
出
来
な
い
と
云
わ
れ
て
い
た
が
、
私

立
大
学
出
身
の
者
が
支
店
長
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
当
時
の
台
湾
日
日
新
聞
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
父
が
支
店
長
時
代
台
湾
の
澎
湖
島
に
旧
日
本
海
軍
の
聯
合
艦
隊
が
入
港
し
た
際
歓
迎
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
が
、
台
湾
総

督
・
民
政
長
官
等
が
出
席
さ
れ
た
が
父
も
選
ば
れ
同
席
し
祝
辞
を
述
べ
た
そ
う
で
す
。
台
湾
に
は
数
多
く
の
先
輩
諸
氏
が
要
職
に
就

き
活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
常
に
大
先
輩
と
し
て
前
向
き
に
台
湾
事
業
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

父
は
拓
殖
大
学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
誇
り
と
し
母
校
の
為
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
人
で
し
た
。
昭
和
十
八
年
頃
迄
は
台
湾
で
も
拓

大
受
験
が
可
能
で
大
学
側
の
信
頼
も
厚
く
毎
年
父
の
処
へ
答
案
用
紙
が
送
ら
れ
て
台
北
の
会
場
で
父
が
試
験
官
立
会
の
も
と
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
私
達
の
受
験
時
か
ら
東
京
茗
荷
谷
の
校
舎
で
行
わ
れ
た
の
で
し
た
。
も
と
も
と
後
輩
の
面
倒
を
よ
く
見
る

人
で
し
た
。
昔
は
拓
大
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
学
生
を
褒
美
と
し
て
二
人
ず
つ
毎
年
台
湾
旅
行
へ
大
学
の
費
用
で
寄
こ
す
の
で

す
。
学
校
側
は
小
荒
井
大
先
輩
に
依
額
す
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
通
知
を
貰
え
ば
基
隆
の
港
迄
出
迎
え
に
行
き
、
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
自
費
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で
台
湾
を
案
内
し
土
産
を
持
た
せ
て
帰
国
さ
せ
る
の
で
し
た
。
父
は
こ
よ
な
く
台
湾
を
愛
し
台
湾
発
展
の
為
な
ら
当
地
に
骨
を
埋
め

る
覚
悟
で
し
た
が
、
蔣
介
石
の
命
令
に
よ
り
や
む
な
く
折
角
築
い
た
財
産
を
没
収
さ
れ
や
む
な
く
引
揚
げ
の
身
と
な
り
ま
し
た
。
戦

前
の
拓
大
に
は
台
湾
で
活
躍
し
た
先
輩
諸
氏
の
子
弟
が
多
く
入
学
し
た
が
、
夏
休
み
冬
休
み
に
帰
省
す
る
と
必
ず
集
め
て
温
泉
地
に

連
れ
て
行
き
大
宴
会
を
開
き
楽
し
ま
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
会
社
の
用
事
で
東
京
に
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
忘
れ
ず
に
茗
荷
谷
の
本
校

を
表
敬
訪
問
し
教
職
員
一
同
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
て
帰
っ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　　

小
荒
井
と
と
も
に
第
一
期
生
と
し
て
台
湾
銀
行
に
奉
職
し
た
小
野
泰
四
郎
は
、
台
湾
本
店
勤
務
か
ら
対
岸
南
清
の
福
州
、
汕
頭
、
更
に

は
蘭
印
ス
ラ
バ
ヤ
、
バ
ン
コ
ク
の
各
支
店
を
転
々
と
し
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
バ
ン
コ
ク
で
支
店
長
、
本
店
に
戻
っ
て
調
査
課
長
に
任
じ
て
い
る
。

退
職
後
は
台
湾
一
の
富
豪
・
林
本
源
家
の
総
帥
林
熊
徴
（
東
洋
協
会
台
湾
支
部
評
議
員
）
に
請
わ
れ
て
、
同
家
の
経
営
す
る
大
永
興
業
専

務
取
締
役
、
林
本
源
製
糖
株
式
会
社
常
務
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
。

　

も
う
一
人
、
小
荒
井
と
前
述
の
桑
原
と
並
ん
で
大
正
期
以
降
、
卒
業
生
の
支
柱
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
貝
山
好
美
（
第
一
一
期
生
）
で

あ
っ
た
。
貝
山
は
台
湾
産
業
組
合
規
則
が
公
布
さ
れ
た
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
台
湾
に
赴
任
し
、
当
初
は
総
督
府
殖
産
局
に
勤
務
し

て
い
た
が
、
彼
の
生
涯
は
ほ
と
ん
ど
台
湾
の
組
合
事
業
の
創
始
と
発
展
と
と
も
に
歩
ん
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
社
交
的
で
快
活
、
創
意
に
富

む
貝
山
を
、
総
督
府
は
組
合
事
業
の
専
門
家
に
育
て
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
高
等
官
に
抜
擢
す
る
と
す
ぐ
に
民
間
で
の
組
合
事
業
の

展
開
に
手
腕
を
発
揮
さ
せ
た
。
台
湾
の
命
脈
と
い
わ
れ
た
米
穀
組
合
の
運
営
で
は
、
台
湾
の
立
場
か
ら
本
国
政
府
に
敢
え
て
異
を
唱
え
、

全
島
運
動
を
指
導
し
た（

（1
（

。
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３
、
官
吏
に
な
っ
た
卒
業
生
の
消
息

―
『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
か
ら　

　

台
湾
に
赴
任
し
た
卒
業
生
の
半
数
を
占
め
る
官
吏
在
職
者
に
つ
い
て
は
、
台
湾
総
督
府
の
公
文
書
中
に
、
一
部
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
う
ち
『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
』
に
記
録
の
残
っ
て
い
る
者
は
七
七
人
、
名
前
の
み
の
二
人
を
除
い
て
七
五
人
に
つ
い
て
は
、
何

ら
か
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
桑
原
政
夫
に
つ
い
て
は
実
に
一
四
件
の
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
採
用
、
人
事

異
動
の
文
書
で
無
味
乾
燥
な
内
容
で
あ
る
が
、
添
付
さ
れ
た
内
申
、
履
歴
書
、
診
断
書
か
ら
、
彼
ら
の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

内
申
は
、
昇
級
、
辞
職
、
転
職
等
に
当
た
っ
て
、
職
場
の
上
司
が
台
湾
総
督
宛
そ
の
理
由
を
述
べ
る
文
書
で
あ
る
。
三
二
人
の
卒
業
生

に
つ
い
て
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
う
ち
辞
職
に
関
す
る
も
の
は
一
六
件
あ
る
が
、
実
は
そ
の
う
ち
九
件
、
つ
ま
り
九
人
は
、
辞
職
と
同
時

に
高
等
官
に
昇
級
し
て
い
る
。
内
申
に
は
、
長
年
の
勤
務
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
が
あ
る
。
辞
職
後
の
恩
給
支
給
に
配
慮
し
て
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
例
え
ば
第
九
期
生
の
出
沢
鬼
久
太
に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
の
専
売
局
長
か
ら
在
職
時
の
業
績
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
ア

ヘ
ン
国
際
会
議
で
の
活
躍
等
）
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
実
績
を
評
価
さ
れ
た
昇
級
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

履
歴
書
は
四
七
人
が
確
認
で
き
る
。
官
吏
に
な
っ
て
か
ら
の
履
歴
に
は
決
ま
っ
た
様
式
が
あ
り
、
辞
令
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
新
た
な
情

報
は
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
一
部
採
用
時
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
て
、
卒
業
生
の
台
湾
赴
任
以
前
の
経
歴
が
分
か
る
。
必
ず
し
も
す
べ
て

の
卒
業
生
が
卒
業
後
す
ぐ
に
台
湾
に
赴
任
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
四
期
生
の
川
副
猶
智
は
、
卒
業
後
関
東
都
督

府
、
満
洲
水
産
株
式
会
社
、
朝
鮮
金
融
組
合
等
を
転
々
と
し
て
い
る
。
赤
田
豊
（
第
六
期
生
）
が
卒
業
後
一
時
期
学
校
の
職
員
で
あ
っ
た

こ
と
も
分
か
っ
た
。
ま
た
、
学
校
入
学
以
前
に
数
年
間
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
た
卒
業
生
も
い
た
。

　

診
断
書
は
主
に
辞
職
、
休
職
の
際
に
提
出
さ
れ
る
が
、
卒
業
生
の
う
ち
二
四
人
の
提
出
が
確
認
で
き
た
。
他
に
内
申
の
記
述
か
ら
六
人
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が
病
気
に
よ
る
辞
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
か
ら
、
記
録
の
残
っ
て
い
る
卒
業
生
の
う
ち
実
に
三
〇
人
（
約
四
割
に
当
た
る
）
が
病
気

退
職
で
あ
っ
た
。
特
記
す
べ
き
は
、
前
述
の
と
お
り
卒
業
生
中
、
最
初
の
高
等
官
・
郡
守
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
森
永
信
光
（
第
一
期
生
）

が
郡
守
就
任
後
わ
ず
か
二
年
で
頭
痛
、
疲
労
、
食
欲
不
振
等
に
見
舞
わ
れ
、
神
経
衰
弱
の
病
名
で
辞
職
、
帰
国
し
た
こ
と
で
あ
る
。
卒
業

生
の
期
待
を
一
身
に
受
け
、
相
当
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
台
湾
協
会
が
学
校
を
設
立
す
る
ま
で

　

以
上
述
べ
て
き
た
台
湾
に
赴
任
し
た
卒
業
生
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
彼
ら
が
学
ん
だ
拓
殖
大
学
の
創
設
の
経
緯
と
人
材
育
成
教
育
の
実

際
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

拓
殖
大
学
の
設
置
母
体
で
あ
っ
た
台
湾
協
会
は
、
台
湾
領
有
後
三
年
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
日
本
の
台
湾
統
治
を
民
間
か

ら
支
援
す
る
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。「
台
湾
の
開
発
」
を
主
眼
と
し
て
、
台
湾
の
実
情
を
広
く
調
査
・
研
究
し
て
情
報
を
発
信
す
る
こ

と
、
実
業
上
の
人
的
物
的
交
流
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
そ
の
一
〇
項
目
の
事
業
の
中
に
「
五
、
彼
我
言
語
練
習
ノ
便
ヲ
図
ル
事
」
を

掲
げ
、
台
湾
語
習
得
の
必
要
は
認
め
て
い
た
が
、
学
校
の
経
営
ま
で
は
当
初
、
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
わ
ず
か
二
年
間
で
、
学
校
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
と
も
に
留
学
経
験
者
で
あ
り
異
文
化
理
解
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た

会
頭
桂
太
郎
（
ド
イ
ツ
留
学
）
と
幹
事
長
水
野
遵
（
清
国
留
学
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
桂
太
郎
は
、
か

つ
て
日
清
戦
争
の
際
、
日
清
貿
易
研
究
所
（
の
ち
の
東
亜
同
文
書
院
）
の
学
生
が
、
現
地
で
通
訳
を
買
っ
て
出
て
献
身
的
に
働
い
た
こ
と

に
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
自
身
の
ド
イ
ツ
留
学
体
験
や
日
清
戦
争
で
の
占
領
地
行
政
、
そ
れ
に
続
く
台
湾
総
督
と
し
て
の
経

験
か
ら
、
地
域
の
言
語
と
風
俗
、
文
化
習
慣
の
事
情
に
精
通
し
た
人
材
の
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
。
陸
軍
内
に
あ
っ
て
軍
人
の
清
国
留
学
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を
制
度
的
に
推
し
進
め
た
の
も
桂
で
あ
っ
た
。
水
野
遵
は
、
初
代
台
湾
総
督
府
民
政
局
長
。
清
国
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
の
ち
初
代
台
湾

総
督
樺
山
資
紀
と
行
動
を
と
も
に
し
、
領
台
以
前
の
台
湾
を
熟
知
し
て
い
た
。

　

た
だ
、
実
業
主
体
を
掲
げ
て
主
に
台
湾
事
業
を
展
開
す
る
実
業
家
の
寄
付
と
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
協
会
に
お
い
て
は
、
新
た

な
事
業
（
教
育
事
業
）
に
着
手
す
る
に
は
、
独
断
専
行
は
許
さ
れ
な
い
。
協
会
の
内
部
で
そ
れ
な
り
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
協
会
は
そ
の
機
関
誌
『
台
湾
協
会
会
報
』
を
通
じ
て
、
台
湾
開
発
の
た
め
の
人
材
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
西
欧
列
強
の
植
民

地
経
営
を
例
に
紹
介
し
な
が
ら
、
会
員
の
啓
蒙
に
努
め
て
い
る
。

１
、
協
会
内
の
啓
蒙
活
動

　

学
校
創
設
ま
で
の
動
き
を
台
湾
協
会
機
関
誌
『
台
湾
協
会
会
報
』
の
記
事
か
ら
た
ど
っ
て
み
る
。
機
関
誌
『
台
湾
協
会
会
報
』
に
は
、

列
強
植
民
地
の
事
例
が
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
た
。

　
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
号
に
「
仏
国
殖
民
協
会
」
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
を
植
民
地
に
移
住
さ
せ
る
計
画
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
台
湾
協
会
会
報
』
第
三
、
四
号
で
は
、「
ア
ル
ゼ
リ
ー
の
状
況
及
び
制
度
」
を
連
載
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

経
済
学
者
に
よ
る
自
国
植
民
地
政
策
の
批
判
を
掲
載
す
る
等
、
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
、
こ
と
に
そ
の
同
化
政
策
に
は
批
判

的
で
あ
る
。『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
〇
、
一
二
号
連
載
の
「
仏
国
植
民
地
防
禦
政
策
」（
カ
バ
ー
ル
・
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

植
民
政
策
に
関
す
る
議
案
を
翻
訳
、
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、『
台
湾
協
会
会
報
』
第
五
号
か
ら
編
集
委
員
の
河
合
弘
民
に
よ
る
西
洋
各
国
の
植
民
政
策
の
紹
介
が
、「
独
逸
植

民
政
策
」（
第
五
、
六
号
）、「
和
蘭
植
民
政
策
」、（
第
七
、
八
、
一
〇
、
一
三
号
）、「
仏
国
植
民
政
策
」（
第
一
四
、
一
五
、
一
六
号
）、「
英

国
治
下
に
於
け
る
印
度
」（
第
一
七
号
）、「
以
太
利
植
民
政
策
」（
第
一
八
号
）
の
よ
う
に
矢
継
ぎ
早
に
発
表
さ
れ
る
。
台
湾
を
か
つ
て
支
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配
し
た
こ
と
の
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
を
含
め
た
各
国
の
植
民
政
策
の
現
状
を
伝
え
る
新
聞
報
道
が
主
だ
が
、
河
合
の
（
或
い
は
当
時
に
お
け
る

協
会
の
）
意
向
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
の
論
調
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
を
評
価
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
排
除
す
る
も
の

で
、
政
策
的
に
は
前
者
の
民
間
の
力
に
よ
る
植
民
、
自
治
に
よ
る
植
民
地
統
治
に
賛
成
し
、
後
者
の
政
府
主
導
、
植
民
地
同
化
に
反
対
し

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
協
会
会
員
の
啓
蒙
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

植
民
人
材
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
、『
台
湾
協
会
会
報
』
第
五
号
（
一
八
九
九
年
二
月
）
に
、
桂
会
頭
に
宛
て
た
協
会
評
議
員
阪
谷
芳

郎
の
「
台
湾
大
学
設
立
ニ
関
ス
ル
意
見
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
意
見
」
に
は
前
言
と
し
て
、「
左
に
掲
ぐ
る
は
阪
谷
芳
郎
氏
の
台

湾
大
学
設
置
に
関
す
る
意
見
書
な
り
、
台
湾
今
日
の
現
況
に
鑑
み
れ
ば
、
大
学
設
立
の
如
き
は
、
到
底
短
日
月
の
間
に
成
功
す
べ
し
と
も

思
は
ね
ど
も
、
真
に
台
湾
の
文
化
を
進
め
ん
と
欲
せ
ば
、
必
ず
や
台
湾
大
学
を
設
立
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
吾
人
は
速
に
其
期
の
来
ら
む
事

を
望
む
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
河
合
弘
民
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
後
年
（
昭
和
三
年
）
設
立
さ
れ
た
台
北
帝
国
大
学

と
は
性
格
が
異
な
る
。

　

阪
谷
は
、「
国
家
統
治
の
基
礎
を
定
む
る
は
教
育
に
あ
り
教
育
は
以
て
言
語
文
章
を
一
に
し
人
情
民
心
を
混
一
に
す
る
所
以
な
り
就
中
大

学
は
国
家
の
原
動
力
た
る
べ
き
人
材
を
養
成
す
る
所
に
し
て
開
明
発
達
の
源
泉
た
り
」
と
冒
頭
に
述
べ
、
普
仏
戦
争
の
結
果
、
獲
得
し
た

ア
ル
サ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
に
ド
イ
ツ
政
府
は
直
ち
に
巨
万
の
資
を
投
じ
て
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
大
学
を
設
立
し
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
ま

た
昨
年
（
一
八
九
八
年
）
ス
ー
ダ
ン
を
征
服
す
る
と
直
ち
に
当
地
に
大
学
（Gordon M

em
orial College

）
を
設
置
す
る
準
備
に
着
手
し

た
こ
と
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
も
そ
れ
に
対
抗
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
大
学
を
起
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
等
の
実
例
を
挙
げ
て
、「
台
湾
経
営
上
同

地
に
大
学
を
設
立
す
る
を
一
大
急
務
な
り
と
信
ず
る
も
の
な
り
」
と
結
論
し
て
い
る
。
前
言
に
あ
る
と
お
り
、
協
会
が
こ
の
意
見
の
実
現

に
向
け
て
真
剣
に
調
査
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
協
会
の
会
員
に
台
湾
の
た
め
の
学
校
設
立
の
必
要
性
を
知
ら
し
め
る
役
割
を
果
た
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
七
号
（
一
九
〇
〇
年
二
月
）
で
は
、「
仏
国
大
学
に
於
け
る
植
民
学
の
研
究
」
が
掲
載
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
各

大
学
が
一
八
九
〇
年
代
に
設
置
し
た
植
民
学
に
関
す
る
学
科
課
程
、
履
修
学
生
の
人
数
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
リ
ヨ
ン
商
工
会
議
所
が
企
画
し

て
い
る
「
東
方
フ
ラ
ン
ス
植
民
学
校
」
創
設
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
同
号
の
誌
面
に
拓
殖
大
学
創
立
の
原
案
と
な
っ
た
「
植
民
学
校
設

置
建
議
案
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
協
会
関
係
者
の
注
意
を
引
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
緬
甸
に
於
け
る
行
政
」（『
台
湾
協
会
会
報
』

第
二
〇
号
、
一
九
〇
〇
年
五
月
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
植
民
地
ビ
ル
マ
で
地
方
行
政
を
担
当
し
て
い
るD

eputy Com
m
issioner

の
役
割
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。D

eputy Com
m
issioner

は
、
中
央
の
行
政
長
官
を
補
佐
し
、
警
察
、
監
獄
、
徴
税
、
土
木
建
設
等
地
方
の
業

務
を
任
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の
言
葉
、
地
理
、
風
俗
や
住
民
の
生
活
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
と
い
う
。
協
会
が
台
湾
に
特
化
し
た
人
材
を

検
討
し
た
際
に
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
学
校
設
置
直
後
の
第
二
五
号
（
一
九
〇
〇
年
十
月
）
に
は
「
仏
国
殖
民
政
策
一
班
」
と
「
官

吏
殖
民
」
の
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
植
民
政
策
の
中
央
集
権
主
義
の
失
敗
を
批
判
し
、
日
本
の
台
湾
経
営
が
政

府
主
体
で
進
み
、
国
民
に
海
外
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
気
概
が
な
い
た
め
に
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
風
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
。

２
、
学
校
創
設
に
向
け
た
動
き

　

前
記
の
会
員
向
け
啓
蒙
活
動
を
展
開
し
つ
つ
、
協
会
は
着
々
と
学
校
設
立
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
。
同
じ
く
『
台
湾
協
会
会
報
』

か
ら
そ
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
る
。

　

協
会
発
足
の
年
、
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
の
十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
協
会
の
講
演
会
で
、
協
会
評
議
員
の
伊
沢
修
二
は
「
台

湾
の
学
事
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
（『
台
湾
協
会
会
報
』
第
二
号
掲
載
）。
伊
沢
は
、
領
台
と
同
時
に
台
湾
総
督
府
に
あ
っ
て
、
台
湾
に
お

け
る
教
育
制
度
の
基
礎
を
打
ち
立
て
た
人
物
で
あ
る
。
伊
沢
は
こ
の
年
の
六
月
に
総
督
府
を
辞
し
た
ば
か
り
。
こ
の
講
演
は
、
当
事
者
に
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よ
る
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
台
湾
教
育
事
情
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
十
二
年
四
月
十
一
日
、
水
野
幹
事
長
は
協
会
京
都
支
部
発
会
式
の
席
上
、
初
め
て
台
湾
語
を
教
え
る
学
校
の
設
置
に
言
及
し
た
。

資
金
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
内
地
（
日
本
）
に
設
置
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た
。

　

学
校
設
置
の
た
め
の
準
備
が
本
格
化
す
る
の
は
こ
の
年
の
十
月
、
協
会
幹
事
の
一
人
・
三
枝
光
太
郎
の
台
湾
出
張
か
ら
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
（『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
四
号
）。
三
枝
は
、
明
治
三
十
二
年
十
月
二
十
八
日
に
基
隆
に
到
着
。
即
日
台
北
に
入
り
、
各
機
関

を
精
力
的
に
訪
問
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
国
語
学
校
、
警
官
及
び
司
獄
官
練
習
所
、
台
北
公
学
校
、
台
北
師
範
学
校
等
の
教
育
機
関

が
あ
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
三
枝
の
帰
京
を
報
じ
た
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
五
号
（
一
八
九
九
年
十
二
月
）
掲
載
の
「
寄
贈
書
目
」

に
、
二
〇
種
に
及
ぶ
台
湾
総
督
府
刊
行
物
が
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三
枝
が
台
北
で
入
手
し
、
協
会
に
寄
贈
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
は
、
協
会
の
蔵
書
と
し
て
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
馴
染
み
の
な
か
っ
た
教
育
関
係
の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
学
校
設
置
準
備
の
た
め

の
参
考
と
し
て
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

年
が
改
ま
っ
て
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
一
月
、
町
田
則
文
「
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
」
が
『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
六
号
に
掲

載
さ
れ
た
。
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
は
明
治
二
十
九
年
九
月
の
設
立
。
師
範
部
と
語
学
部
か
ら
な
り
、
師
範
部
で
は
内
地
人
（
日
本
人
）

の
教
師
を
育
成
し
、
語
学
部
で
は
国
語
科
で
本
島
人
（
台
湾
人
）
に
日
本
語
を
、
土
語
（
台
湾
語
）
科
で
内
地
人
に
台
湾
語
を
教
え
た
。

町
田
は
当
時
、
国
語
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
。
土
語
科
の
入
学
資
格
は
小
学
校
卒
業
以
上
、
修
学
三
年
、
台
湾
語
（
毎
週
一
二
時
間
）
を

重
視
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
、
中
学
の
基
礎
科
目
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
に
廃
止
さ
れ
、
卒
業
生
は
わ
ず
か
六
二
人
で
あ
っ
た
。
最
後

の
卒
業
生
が
巣
立
っ
た
翌
年
に
、
拓
殖
大
学
の
最
初
の
卒
業
生
が
生
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
両
者
の
関
連
の
有
無
は
詳
か
で
な
い
。

　

学
校
設
置
の
こ
と
が
協
会
内
で
公
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
月
十
二
日
の
評
議
員
会
以
降
で
あ
る
。
協
会
幹
事
の
一
人
・

石
塚
剛
毅
は
「
植
民
学
校
設
置
建
議
案
」
を
桂
会
頭
宛
に
提
出
し
た
（『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
七
号
）。
同
建
議
案
に
は
下
記
の
「
計
画
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一
斑
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

計
画
一
斑

一
学
科
、
支
那
語
（
台
湾
土
語
を
含
む
）
英
語
、
露
語
、
朝
鮮
語
、
国
際
公
法
、
国
際
私
法
、
行
政
学
、
経
済
学
、
外
交
史
、
殖
民

史
、
憲
法
、（
学
期
を
三
年
と
す
）

一
経
費
、
本
会
基
本
金
の
利
子
及
学
生
授
業
料
を
以
て
し
、
尚
不
足
を
生
ず
べ
き
に
依
り
向
ふ
十
ケ
年
間
国
庫
よ
り
毎
年
約
壱
万
円

の
補
助
を
請
ふ
こ
と

一
卒
業
生
は
無
試
験
に
て
台
湾
総
督
府
判
任
官
に
登
用
さ
れ
数
年
の
後
は
其
成
蹟
に
応
じ
高
等
官
に
採
用
す
る
の
特
典
を
与
へ
ら

る
ゝ
こ
と
、
及
外
務
省
の
挙
行
す
る
外
交
官
領
事
官
試
験
に
応
ず
る
便
を
得
せ
し
む
る
こ
と
、
並
び
に
海
外
実
業
に
従
事
す
る
に
便

な
ら
し
む
る
こ
と

　

こ
の
建
議
案
に
対
し
て
評
議
員
会
は
、
資
金
不
足
を
理
由
に
決
定
を
先
送
り
し
た
。
協
会
内
に
学
校
設
置
に
消
極
的
な
勢
力
が
あ
っ
た

た
め
か
、
或
い
は
同
席
し
て
い
た
後
藤
新
平
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
へ
暗
に
資
金
援
助
を
迫
っ
た
も
の
か
、
定
か
で
な
い
。
ち
な
み
に
台

湾
総
督
府
が
年
間
一
万
円
の
補
助
金
提
供
を
決
定
す
る
の
は
約
一
年
後
の
明
治
三
十
四
年
四
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
議
案
に
お
け
る
学
校

は
、「
植
民
」
を
謳
っ
て
お
り
、
科
目
編
成
、
資
金
の
来
源
や
卒
業
生
の
待
遇
か
ら
み
て
、
単
純
な
語
学
学
校
で
は
な
く
、
あ
き
ら
か
に

「
植
民
地
の
行
政
官
」
を
養
成
す
る
植
民
学
校
だ
っ
た
。
し
か
も
官
立
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
半
官
半
民
で
構
想
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
設
置
認
可
後
の
学
科
課
程
で
は
、
行
政
科
と
実
業
科
を
分
け
て
い
る
が
、
わ
ず
か
二
年
後
に
は
行
政
科
が
廃
止
さ
れ
、「
官
吏
養
成
」

の
色
合
い
が
薄
れ
た
。
公
私
の
業
務
と
い
い
な
が
ら
、
実
業
に
重
点
が
移
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
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四
月
五
日
の
台
湾
協
会
評
議
員
会
で
は
、
再
び
「
植
民
学
校
設
立
」
が
審
議
さ
れ
た
。
ま
ず
石
塚
の
「
建
議
」
を
調
査
す
る
た
め
の
調

査
委
員
二
四
人
が
桂
会
頭
の
推
薦
で
委
嘱
さ
れ
た
。
委
員
に
は
、
前
述
の
三
枝
光
太
郎
、
伊
沢
修
二
や
石
塚
剛
毅
本
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。

同
月
十
九
日
に
第
一
回
調
査
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
学
校
の
設
置
は
実
質
上
、
こ
の
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。
桂
会
頭
は
伊
沢
修
二
を

委
員
長
に
指
名
。
さ
ら
に
校
名
、
学
課
、
経
費
、
設
備
等
を
検
討
し
て
具
体
案
を
作
成
す
る
た
め
の
起
稿
委
員
（
設
置
準
備
委
員
）
と
し

て
、
伊
沢
以
下
五
名
を
指
名
し
た
（『
台
湾
協
会
会
報
』
第
一
九
号
）。
具
体
案
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
「
学
課
」
に
つ
い
て
、

伊
沢
の
意
見
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

翌
五
月
二
十
六
日
の
協
会
第
二
次
総
会
の
席
上
で
、
協
会
学
校
設
立
の
具
体
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
同
年
六
月
二
十
一
日
、

東
京
府
に
対
し
て
学
校
設
置
許
可
申
請
、
同
年
六
月
二
十
六
日
、
設
置
認
可
取
得
。
学
校
設
立
の
正
式
決
定
は
、
七
月
二
十
五
日
の
評
議

員
会
で
あ
っ
た
（『
台
湾
協
会
会
報
』
第
二
三
号
）。

　

こ
う
し
て
同
年
九
月
、「
台
湾
及
南
清
地
方
ニ
於
テ
公
私
ノ
業
務
ニ
従
事
ス
ル
」（
台
湾
協
会
学
校
校
則
第
一
条
）
人
材
の
養
成
を
め
ざ

す
拓
殖
大
学
が
創
設
さ
れ
、
同
年
九
月
十
五
日
仮
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

五
、
拓
殖
大
学
草
創
期
の
特
徴

　

前
述
の
よ
う
に
協
会
は
、
短
期
間
と
は
い
え
、
入
念
な
準
備
と
慎
重
な
議
論
を
重
ね
て
、
日
本
で
最
初
の
「
国
際
人
材
」
育
成
の
た
め

に
特
化
し
た
学
校
を
創
設
し
た
。
そ
の
成
否
は
一
に
卒
業
生
の
活
躍
に
か
か
っ
て
い
た
。
前
掲
「
三
」
に
実
例
と
し
て
紹
介
し
た
卒
業
生

た
ち
が
、
卒
業
後
の
前
途
い
ま
だ
茫
々
た
る
こ
の
よ
う
な
学
校
に
入
学
す
る
の
は
、
よ
ほ
ど
の
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
一

方
、
彼
ら
が
、
不
安
を
払
拭
す
べ
く
学
校
の
用
意
し
た
学
科
課
程
を
ま
じ
め
に
学
び
、
教
師
の
薫
陶
を
熱
心
に
受
け
入
れ
た
こ
と
も
想
像



― 28 ―

明治期日本の「国際人材」育成とその軌跡

に
難
く
な
い
。
彼
ら
が
社
会
人
と
し
て
経
験
し
た
台
湾
の
生
活
が
意
に
叶
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
彼
ら
の
生
涯
は
台
湾
に
赴

任
す
る
前
に
、
そ
の
学
校
教
育
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
自
身
が
こ
の
学
校
に
つ
い
て
、
当
時
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
理

解
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

以
下
に
学
校
草
創
期
の
特
徴
を
六
つ
の
点
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
す
べ
て
「
台
湾
」
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
後
年

「
拓
殖
大
学
」
と
い
う
校
名
が
定
着
す
る
ま
で
、
学
校
は
「
台
湾
学
校
」
と
、
近
隣
住
民
か
ら
も
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
て
い
た
。

１
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
設
立
・
経
営
さ
れ
た
学
校

　

明
治
時
代
の
私
立
学
校
は
主
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
、
仏
教
の
教
団
、
ま
た
は
教
育
者
、
政
治
家
、
社
会
運
動
家
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
。
拓
殖
大
学
の
場
合
、
学
校
を
創
設
し
た
の
は
、
思
想
家
や
教
育
者
、
或
い
は
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
教
団
で
は
な
く
、
植
民
地
台
湾

の
経
営
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
民
間
団
体
・
台
湾
協
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
あ
っ
た
。
台
湾
経
営
の
根
本
が
「
人
」
に
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、

台
湾
に
特
化
し
た
若
い
人
材
の
養
成
を
急
務
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
学
校
の
創
設
、
そ
し
て
学
校
の

目
的
、
経
営
方
針
、
学
則
、
教
員
の
採
用
等
々
学
校
経
営
を
め
ぐ
る
重
要
事
項
は
す
べ
て
協
会
の
総
意
と
し
て
、
協
会
の
理
事
会
、
評
議

員
会
、
総
会
で
審
議
、
決
定
を
経
た
も
の
で
あ
っ
た
。
初
代
校
長
に
は
桂
協
会
会
頭
が
就
任
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
協
会
の
決
定
に
よ
っ

た
。
桂
会
頭
や
幹
事
長
の
水
野
遵
が
当
初
か
ら
学
校
設
置
の
意
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
協
会
の
役
員
、
会
員
を
納
得

さ
せ
る
た
め
に
は
、
機
関
誌
等
を
通
じ
て
啓
蒙
に
努
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

台
湾
協
会
は
そ
の
後
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
、
業
域
を
全
ア
ジ
ア
に
拡
大
し
、
東
洋
協
会
と
改
称
し
た
。
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２
、
海
外
（
外
地
）
で
働
く
人
材
養
成
の
た
め
の
学
校

　

学
校
の
設
立
趣
意
書（

（1
（

に
は
、「
専
ら
新
領
土
経
営
に
要
す
る
往
邁
敢
為
の
人
材
を
養
成
し
彼
我
の
交
情
を
潤
和
便
安
な
ら
し
め
以
て
殖
産

興
業
の
発
展
を
裨
補
し
聊
か
台
湾
の
将
来
に
貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
こ
と
を
期
す
」
と
あ
る
。
労
を
厭
わ
ず
困
難
に
立
ち
向
か
う
気
概
を
持

つ
人
材
を
育
て
、
台
湾
の
開
発
、
発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。
そ
れ
が
学
則
の
形
で
明
文
化
さ
れ
た
の
が
、
第
一
条
「
本
校

ハ
台
湾
及
南
清
地
方
ニ
於
テ
公
私
ノ
業
務
ニ
従
事
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
学
術
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
で
あ
る
。
学
校
の
目
的
を
、
明

確
に
台
湾
及
び
南
清
地
方
（
台
湾
の
対
岸
福
建
省
）
で
働
く
人
材
の
養
成
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
る
。

　

こ
の
第
一
条
に
定
め
る
卒
業
生
の
赴
任
先
は
、
明
治
四
十
年
に
韓
国
が
加
わ
り
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
南
洋
が
加
わ
る
。
大
正

十
一
年
の
大
学
昇
格
以
降
は
地
名
を
表
記
し
な
く
な
っ
た
が
、
卒
業
生
の
赴
任
先
は
す
で
に
特
定
の
地
域
に
限
定
で
き
な
い
ほ
ど
、
ア
ジ

ア
の
広
範
な
地
域
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

協
会
は
主
に
会
員
の
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
会
員
は
、
卒
業
後
の
採
用
を
考
え
て
、
必
要

な
人
材
に
つ
い
て
学
校
、
時
に
は
学
生
に
直
接
意
見
を
述
べ
た
。
そ
の
中
に
は
大
倉
喜
八
郎
、
渋
沢
栄
一
と
い
っ
た
実
業
家
も
い
た（

（1
（

。

３
、
卒
業
生
の
海
外
勤
務
を
義
務
づ
け
て
い
た
学
校

　

学
則
第
十
条
は
「
卒
業
ノ
上
ハ
永
ク
台
湾
及
南
清
地
方
ニ
於
テ
業
務
ニ
従
事
可
仕
候
也
」
と
い
う
在
学
証
書
（
誓
約
書
）
の
提
出
を
求

め
て
い
る
。
卒
業
後
海
外
に
赴
任
で
き
な
い
場
合
は
、
保
証
人
連
署
で
そ
の
理
由
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
卒
業
生
の

約
六
割
が
海
外
に
赴
任
し
て
い
た
。「
国
際
人
材
」
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
学
校
は
多
い
が
、
卒
業
後
に
海
外
赴
任
を
義
務
付
け
る
ま
で
に

徹
底
し
た
学
校
は
、
当
時
の
拓
殖
大
学
だ
け
で
あ
ろ
う
。
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４
、
台
湾
総
督
府
の
認
可
を
必
要
と
し
た
学
校

　

当
初
、
学
校
の
最
大
の
受
益
者
で
あ
っ
た
台
湾
総
督
府
（
外
地
行
政
機
関
）
は
、
年
一
万
円
の
補
助
金
を
創
立
の
翌
年
か
ら
給
付
し
て

い
た
。
他
の
私
学
に
比
べ
教
育
資
金
は
潤
沢
で
あ
っ
た
。
校
舎
も
寄
宿
舎
（
一
九
〇
一
年
完
成
）
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。
一
方
、
台
湾
総
督

命
令
書
に
よ
り
、
学
則
の
変
更
に
は
、
東
京
府
・
文
部
省
の
外
、
台
湾
総
督
府
の
認
可
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
台
湾
総
督
府
は
成
績
優

秀
者
を
優
先
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

台
湾
か
ら
は
総
督
を
は
じ
め
主
だ
っ
た
人
物
が
学
校
を
訪
れ
学
生
に
向
け
て
直
接
話
し
か
け
た
。
の
ち
に
第
三
代
学
長
に
な
る
後
藤
新

平
や
第
二
代
学
監
に
な
る
新
渡
戸
稲
造
等
で
あ
る
。

５
、
全
寮
制
を
採
用
し
、
教
職
員
・
学
生
・
卒
業
生
間
に
一
体
感
の
あ
る
学
校

　

学
校
は
当
時
の
私
学
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
昼
間
授
業
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
全
寮
制
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
教
職
員
・
学
生
・

卒
業
生
間
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
今
の
言
葉
で
い
え
ば
全
人
教
育
が
可
能
と
な
っ
た
。
日
本
人
同
士
の
共
同
生
活
で
相
手
を
心
服
さ
せ
ら

れ
な
い
人
間
は
、
異
民
族
の
間
で
働
き
、
そ
の
信
用
を
勝
ち
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
学
生
を
厳
し
く
指
導
す
る
と
同

時
に
自
主
性
を
尊
重
し
た
。
も
と
よ
り
卒
業
後
の
進
路
を
同
じ
く
す
る
学
生
・
卒
業
生
の
連
帯
は
強
か
っ
た
。

６
、
海
外
勤
務
に
特
化
し
た
学
科
課
程
を
持
つ
語
学
学
校
の
よ
う
な
学
校

　

前
述
し
た
よ
う
な
学
校
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
、
学
生
は
何
を
学
ん
だ
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
海
外
勤
務
に
特
化
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。
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創
立
当
時
（
明
治
三
十
三
年
度
）
と
明
治
三
十
七
年
度
の
学
科
課
程
を
上

に
掲
げ
た
。
草
創
期
の
拓
殖
大
学
で
は
、
語
学
の
履
修
時
間
、
履
修
方
法
を

中
心
に
ほ
ぼ
毎
年
学
科
課
程
に
変
更
を
加
え
て
い
る
。

　

科
目
の
構
成
は
大
き
く
分
け
て
、
語
学
、
商
学
、
法
律
経
済
の
基
礎
と
植

民
に
関
す
る
も
の
の
四
分
野
で
あ
る
。
中
で
も
語
学
は
、
語
学
学
校
並
み
に

充
実
し
て
い
る
。
創
立
時
、
三
年
間
兼
修
す
る
と
し
て
い
た
台
湾
語
と
支
那

官
話
は
、
第
一
、
第
二
学
年
選
択
、
第
三
学
年
兼
修
に
改
め
ら
れ
た
。
語
学

の
履
修
時
間
は
創
立
以
来
微
増
を
繰
り
返
し
た
。
一
足
先
に
現
地
に
赴
任
し

た
卒
業
生
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
十

七
年
度
の
「
台
湾
語
或
は
支
那
語
（
北
京
語
）」
は
、
第
一
、
第
二
学
年
一

二
時
間
、
第
三
学
年
一
四
時
間
、
英
語
は
そ
れ
ぞ
れ
七
時
間
、
六
時
間
、
四

時
間
と
な
り
、
語
学
の
履
修
時
間
は
全
科
目
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
。
な

お
、
支
那
官
話
（
北
京
語
）
は
の
ち
清
語
、
支
那
語
と
改
称
さ
れ
た
。

　

語
学
以
外
で
三
か
年
履
修
す
る
科
目
は
簿
記
だ
け
で
あ
る
。
商
業
地
理
、

商
品
学
、
商
事
要
項
、
商
法
等
、
商
業
関
係
の
科
目
が
多
い
こ
と
は
、
海
外

勤
務
先
に
民
間
企
業
が
増
え
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
（
実
業
科
と
行
政
科

の
区
別
は
明
治
三
十
六
年
度
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
）。
の
ち
に
商
科
大
学
と
な

る
端
緒
が
表
れ
て
い
る
。

図1　創立時（明治 33 年度）学科課程図2　明治 37 年度学科課程
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植
民
論
の
開
講
は
、
学
校
の
成
り
立
ち
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
統
計
学
の
開
講
は
少
し
異
質
な
感
じ
も
あ
る
が
、
台
湾
の
戸
口
調

査
（
国
勢
調
査
）
の
実
施
に
卒
業
生
が
従
事
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
台
湾
総
督
府
の
要
請
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

英
語
以
外
の
語
学
は
、
こ
の
あ
と
、
明
治
四
十
二
年
度
か
ら
「
支
那
語
台
湾
語
又
は
朝
鮮
語
」、
大
正
九
年
度
か
ら
「
支
那
語
露
語
又
は

南
洋
語
」
に
移
行
す
る
。
露
語
と
は
ロ
シ
ア
語
、
南
洋
語
と
は
マ
レ
ー
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
で
あ
る
。
朝
鮮
語
を
選
択
し
た
学
生
は
、
明
治

四
十
年
度
か
ら
は
第
三
学
年
を
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
分
校
で
勉
強
し
た
。

六
、
卒
業
生
に
求
め
ら
れ
て
い
た
資
質

　

前
述
し
た
拓
殖
大
学
草
創
期
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
拓
殖
大
学
が
目
指
し
た
近
代
日
本
を
担
う
べ
き
「
国
際
人
材
」
と
は
ど
の
よ
う
な
青

年
で
あ
っ
た
の
か
を
、
学
校
関
係
者
が
直
接
、
学
生
に
語
り
か
け
た
言
葉
か
ら
分
析
し
て
み
る
。

１
、
学
校
指
導
者
の
薫
陶

　

学
校
創
設
時
に
お
い
て
協
会
及
び
学
校
関
係
者
が
学
生
に
行
っ
た
訓
辞
か
ら
、
彼
ら
の
学
生
の
資
質
に
対
す
る
期
待
、
要
求
に
つ
い
て

語
っ
た
部
分
を
摘
録
す
る
。
引
用
文
中
傍
線
は
筆
者
。

　
（
１
）　

桂
太
郎
校
長

　

仮
開
校
式
（
明
治
三
十
三
年
九
月
）
の
訓
話
は
次
の
と
お
り
。

　

校
長
と
し
て
余
が
生
徒
諸
子
に
切
望
す
る
所
は
本
校
の
以
上
の
如
き
主
旨
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
以
上
は
此
校
の
生
徒
諸
子
は
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能
く
此
意
を
体
し
て
卒
業
の
後
は
台
地
若
し
く
は
南
清
に
於
て
飽
迄
諸
般
の
事
業
に
従
事
す
る
の
志
望
を
堅
固
に
し
て
必
要
な
学
問

智
識
を
養
成
す
る
と
同
時
に
極
め
て
其
体
格
を
壮
健
に
す
る
の
心
掛
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
内
地
と
異
り
て
外
人
の
間
に
立
ち
て

日
本
人
と
し
て
従
事
す
る
以
上
は
一
は
以
て
我
邦
の
紳
士
と
し
て
我
校
の
出
身
者
た
る
体
面
を
保
ち
て
可
恥
挙
動
な
き
様
…
…

　

桂
が
こ
こ
で
語
っ
た
言
葉
は
、
の
ち
「
積
極
進
取
の
気
概
と
あ
ら
ゆ
る
民
族
か
ら
敬
慕
さ
れ
る
に
値
す
る
教
養
と
品
格
を
具
え
た
有
為

な
人
材
の
育
成（

（2
（

」
と
い
う
建
学
の
理
念
・
精
神
と
し
て
明
文
化
さ
れ
、
今
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
三
十
五
年
九
月
の
始
業
式
に
お
け
る
訓
辞
は
次
の
と
お
り
。

　

本
校
学
生
は
何
れ
も
入
校
の
始
に
於
て
決
心
し
入
校
し
た
る
が
如
く
、
卒
業
後
は
内
地
に
於
て
職
業
を
執
る
に
非
ず
し
て
、
台
湾

の
事
業
に
従
事
す
る
者
な
れ
ば
、
其
学
科
も
最
も
時
事
に
適
切
な
る
者
を
授
く
る
次
第
に
て
、
修
業
の
間
に
於
て
も
其
心
を
以
て
勉

強
す
べ
く
、
又
衛
生
に
も
注
意
し
卒
業
後
台
地
の
就
業
に
耐
ゆ
る
こ
と
を
期
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
又
本
校
育
英
の
目
的
は
、
豪
傑
を

造
く
る
に
非
ず
し
て
、
能
く
人
の
手
足
と
為
り
機
関
と
為
る
べ
き
適
材
を
造
く
る
に
あ
れ
ば
、
各
自
此
辺
に
付
て
も
平
生
能
く
心
得

て
、
十
分
奮
発
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む

　
（
２
）　

河
合
弘
民
幹
事

　
『
台
湾
協
会
会
報
』
で
植
民
政
策
の
専
門
家
と
い
う
立
場
で
健
筆
を
振
る
っ
て
い
た
河
合
弘
民
は
、
協
会
が
学
校
の
設
置
を
決
め
る
と
、

学
校
の
幹
事
に
就
任
し
た
。『
台
湾
協
会
会
報
』
第
二
二
号
（
一
九
〇
〇
年
七
月
）
に
「
台
湾
協
会
学
校
の
設
立
」
を
寄
稿
し
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
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今
日
我
国
識
者
の
口
を
極
め
て
台
湾
移
民
を
説
く
あ
る
も
国
民
の
大
半
は
遂
に
対
岸
の
大
災
視
す
る
を
免
れ
ざ
る
所
以
の
者
は
蓋

し
未
だ
植
民
思
想
の
深
く
国
民
の
頭
脳
中
に
浸
潤
せ
ざ
る
に
基
く
者
に
し
て
植
民
思
想
の
国
民
脳
中
に
浸
潤
せ
ざ
る
は
則
ち
対
外
人

材
の
生
れ
来
ら
ざ
る
所
以
な
れ
ば
苟
も
対
外
人
材
の
養
成
を
望
ま
ん
と
せ
ば
必
ず
植
民
思
想
の
普
及
を
計
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
是
即
ち

台
湾
協
会
の
因
て
生
ま
れ
た
る
所
以
に
し
て
実
に
亦
台
湾
協
会
学
校
の
設
立
を
見
た
る
所
以
な
り
。
協
会
学
校
の
目
的
や
斯
の
如
し

故
を
以
て
其
養
成
せ
ん
と
す
る
所
の
学
生
は
勇
邁
敢
為
事
に
臨
て
逡
巡
せ
ず
千
挫
に
屈
せ
ず
万
難
を
排
し
能
く
国
民
膨
脹
の
実
を
全

ふ
す
る
人
材
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す
彼
の
徒
に
図
書
に
沈
湎
し
て
生
な
が
ら
蠧
魚
の
化
身
と
な
る
輩
の
如
き
は
固
よ
り
我
協
会
学

校
の
望
む
処
に
非
ず
然
れ
ど
も
亦
漫
に
大
言
壮
語
を
縦
に
し
て
半
生
何
の
為
す
所
な
く
徒
に
破
帽
弊
袴
の
豪
態
を
学
ぶ
者
は
決
し
て

亦
我
協
会
学
校
の
需
む
る
所
に
非
ず
要
は
唯
着
実
温
厚
必
ず
其
目
的
を
貫
く
の
士
を
養
は
ん
と
欲
す
る
而
已
今
や
我
国
学
生
の
元
気

漸
く
消
沈
し
十
数
年
来
苦
辛
惨
憺
の
余
僅
か
に
練
り
得
た
る
脳
漿
は
総
て
五
斗
米
を
得
ん
が
為
め
に
消
磨
し
尽
く
し
て
半
生
亦
何
の

為
す
所
あ
る
な
し
…
…
我
輩
の
望
む
所
は
此
間
に
立
て
最
も
着
実
に
終
始
一
貫
必
ず
其
目
的
を
徹
せ
ず
ん
ば
已
ま
ざ
る
の
士
を
養
は

ん
と
欲
す
是
れ
実
に
我
協
会
学
校
の
目
的
と
し
て
而
し
て
亦
台
島
百
年
の
長
計
た
る
を
信
ず
れ
ば
な
り

　

河
合
は
、
当
時
の
日
本
人
一
般
民
衆
に
「
大
国
民
」
の
襟
度
が
な
い
こ
と
に
憤
慨
し
、
そ
れ
と
正
反
対
の
資
質
を
学
生
に
求
め
て
い
る
。

　
（
３
）　

児
玉
源
太
郎
台
湾
総
督

　

台
湾
総
督
で
あ
っ
た
児
玉
源
太
郎
は
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
五
月
三
日
に
来
校
し
、
学
生
に
訓
諭
し
た
。
児
玉
は
、
緊
迫
し

つ
つ
あ
る
対
ロ
シ
ア
関
係
を
視
野
に
入
れ
、
台
湾
総
督
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
学
生
の
目
を
広
く
大
陸
に
向
け
さ
せ
よ
う
と
、「
今
日

諸
君
が
学
ば
る
る
所
の
言
葉
の
遣
は
れ
る
範
囲
だ
け
は
皆
諸
君
の
働
き
場
で
あ
る
」
と
い
い
、
台
湾
語
よ
り
は
む
し
ろ
北
京
官
話
を
大
い
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に
活
用
し
て
、「
頑
固
な
場
所
」
で
あ
る
大
陸
清
国
に
赴
き
、「
此
の
頑
固
な
人
を
啓
発
」
す
る
た
め
「
忍
耐
に
依
っ
て
気
永
く
彼
と
交
際

し
、
彼
の
信
用
を
得
て
、
彼
の
及
ば
ぬ
所
を
啓
発
し
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
が
、
諸
君
の
御
責
任
で
あ
ら
う
と
思
ふ
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に

は
即
戦
力
が
必
要
で
あ
り
、「
意
思
は
確
定
し
…
…
仕
事
場
の
位
置
も
確
定
し
て
居
る
」
台
湾
協
会
学
校
の
学
生
こ
そ
期
待
さ
れ
る
人
材
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

　

こ
の
時
の
感
想
を
後
に
本
多
兵
一
（
第
一
期
生
）
は
、
あ
る
鼎
談
の
中
で
「
私
達
は
、
こ
の
学
校
は
台
湾
協
会
の
学
校
な
ん
だ
か
ら
、

台
湾
が
活
動
の
地
盤
だ
と
思
つ
て
お
つ
た
。
と
こ
ろ
が
台
湾
総
督
の
児
玉
さ
ん
が
来
て
生
徒
に
い
ろ
い
ろ
訓
示
を
さ
れ
た
の
で
す
。
君
ら

は
台
湾
と
い
う
よ
う
な
小
さ
い
も
の
を
考
え
て
い
ち
や
い
け
な
い
、
大
陸
を
や
れ
。 

そ
れ
は
卒
業
間
際
で
し
た
が
、
台
湾
じ
や
な
い
、
大

陸
に
大
い
に
着
眼
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
う
話
を
承
っ
て
、
非
常
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
語
っ
た（

（2
（

 

。

　
（
４
）　

新
渡
戸
稲
造
台
湾
総
督
府
殖
産
局
長
心
得

　

新
渡
戸
は
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
六
月
二
十
日
、
寄
宿
舎
で
学
生
向
け
に
講
演
し
、
自
分
は
「
外
国
人
に
は
日
本
の
こ
と
を

君
子
国
の
よ
う
に
言
う
て
い
る
」
が
、
実
は
日
本
人
は
「
家
に
居
つ
て
炬
燵
か
何
か
に
首
を
突
込
ん
で
居
つ
て
、
天
下
丸
呑
み
の
よ
う
な

こ
と
を
言
つ
て
居
る
…
…
四
畳
半
の
君
子
」
だ
と
そ
の
島
国
根
性
と
視
野
狭
窄
を
批
判
し
、「
其
ノ
度
量
を
モ
ツ
ト
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
大
正
六
年
度
の
卒
業
式
の
訓
辞
で
、「
吾
輩
が
諸
君
に
望
む
こ
と
は
個
人
と
し
て
強
か
れ
と
い
ふ
こ
と
を
言
ひ
た
い
の
で
あ
る
、
此

点
は
残
念
な
が
ら
我
国
民
と
し
て
甚
だ
弱
点
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
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（
５
）　

後
藤
新
平
台
湾
総
督
府
民
政
長
官

　

後
藤
新
平
は
、
学
校
創
設
前
の
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
十
月
、「
台
湾
協
会
設
立
に
就
て
所
感
を
述
ぶ
」（『
台
湾
協
会
会
報
』
第

二
号
、
一
八
九
八
年
十
一
月
）
の
中
で
、
日
本
人
が
台
湾
に
赴
任
す
る
場
合
の
覚
悟
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

只
余
り
本
国
が
善
過
ぎ
る
故
に
尋
常
の
覚
悟
で
行
き
ま
す
る
と
云
ふ
と
、
此
民
間
の
事
業
に
従
事
す
る
人
で
も
或
は
官
吏
で
あ
り

ま
し
て
も
、
も
う
其
半
途
に
し
て
既
に
勇
気
沮
喪
す
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に
相
成
り
ま
す
る
の
で
あ
り
ま
す
、
…
…
其
覚
悟
と
云

ふ
も
の
を
堅
ふ
せ
る
と
云
ふ
こ
と
に
付
き
ま
し
て
は
、
協
会
に
於
て
台
湾
の
智
識
を
十
分
に
普
及
し
て
や
る
と
云
ふ
こ
と
は
之
は
一

番
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
も
う
一
つ
必
要
な
こ
と
は
只
今
申
し
ま
し
た
や
う
に
、
本
国
が
善
過
ぎ
る
故
に
覚
悟
を
堅
固
に
さ
せ

る
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
だ
と
云
ふ
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
即
ち
日
本
人
の
品
位
を
台
湾
に
於
て
高
尚
に
保
つ
と
云
ふ
こ
と
、
所
謂
本

国
の
精
神
た
る
所
の
品
位
を
失
は
ぬ
や
う
に
し
て
新
版
図
の
民
に
臨
む
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
…
…
（
台
湾
人
は
）
斬
髪
に
な

つ
て
洋
服
で
も
着
て
居
れ
ば
も
う
少
し
も
変
は
ら
ぬ
、
形
体
上
に
於
て
は
変
は
ら
ぬ
、
其
骨
格
と
云
ふ
も
の
は
却
つ
て
日
本
人
よ
り

か
優
等
で
な
い
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
徒
を
し
て
本
国
の
人
を
尊
敬
す
る
と
云
ふ
意
を
起
さ
し
む
る
と
云
ふ
に
付
て

は
何
が
必
要
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
唯
一
の
精
神
あ
る
許
で
あ
る

　
（
６
）　

門
田
正
経
幹
事
・
学
友
会
長

　

門
田
は
前
述
の
と
お
り
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
に
台
湾
を
訪
問
し
卒
業
生
を
歴
訪
し
た
。
帰
国
後
す
ぐ
に
『
学
友
会
報
』

第
六
号
に
次
の
一
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
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…
…
已
に
台
湾
を
我
版
図
に
入
れ
た
以
上
是
非
と
も
其
経
営
を
完
成
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
其
経
営
の
任
に
当
る
も
の
は
国
民
中

の
何
人
か
で
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
而
し
て
気
候
の
比
較
的
激
烈
な
る
当
地
の
如
き
は
青
壮
の
人
に
し
て
始
め
て
其
任
に
耐
え
得
べ
き

こ
と
を
知
ら
ば
、
五
年
十
年
の
短
年
月
を
以
て
早
く
も
帰
還
の
念
を
起
す
は
腑
甲
斐
な
し
、
心
身
の
健
康
を
欠
く
と
か
他
に
已
む
無

き
事
故
あ
ら
ば
兎
も
角
然
ら
ざ
る
以
上
は
責
め
て
二
十
年
以
上
は
老
ひ
た
る
国
民
に
代
り
て
此
の
土
に
尽
力
す
る
が
宜
か
ろ
う
…
…

　

門
田
は
、
以
前
に
比
べ
て
台
湾
人
が
積
極
的
に
日
本
文
化
、
こ
と
に
日
本
語
を
積
極
的
に
学
ん
で
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
喜

ぶ
と
と
も
に
、
卒
業
生
に
対
し
て
は
、
台
湾
人
が
ど
れ
だ
け
日
本
語
を
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
で
日
本
人
が
台

湾
語
を
学
ば
な
く
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
次
の
よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。

　

…
…
凡
そ
言
語
の
互
通
と
い
ふ
こ
と
は
、
異
種
人
の
間
に
於
て
接
触
の
機
会
な
く
若
し
く
は
接
触
上
に
不
便
の
あ
る
場
合
に
は
左

ま
で
の
効
果
を
見
な
い
が
、
之
に
反
し
て
接
触
の
機
会
を
得
若
く
は
接
触
上
の
便
益
を
増
す
に
随
つ
て
増
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
実

業
の
発
達
信
仰
の
為
め
に
は
両
者
共
に
益
す
る
こ
と
の
多
大
な
る
と
同
時
に
所
謂
同
化
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
同
化
し
て
双

方
相
交
錯
し
て
有
無
相
通
ず
る
と
云
ふ
事
が
殖
民
事
業
の
第
一
歩
で
あ
る
。
其
れ
が
為
め
に
は
善
政
を
施
し
彼
等
を
安
ん
ず
る
事

は
固
よ
り
必
要
で
あ
る
が
、
言
語
を
以
て
意
志
の
疎
通
を
図
り
彼
等
を
し
て
我
れ
を
信
用
せ
し
む
る
の
要
こ
そ
実
に
第
一
で
あ
る
、

…
…
能
く
人
が
同
化
同
化
と
云
ふ
こ
と
は
親
和
の
後
に
来
る
も
の
で
あ
つ
て
後
初
め
て
同
化
す
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
完
全
な
る
殖

民
事
業
が
起
さ
る
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
、
又
た
此
の
親
和
を
図
る
に
当
り
肝
要
な
る
は
可
及
的
相
互
の
利
益
を
計
る
と
云
う
事
で

あ
る
、
夫
れ
を
思
は
ず
好
ま
ざ
る
こ
と
を
強
つ
て
勧
む
る
と
か
、
只
々
我
念
に
駆
ら
れ
て
自
家
の
流
儀
を
の
み
是
と
す
る
は
親
和
の

道
で
無
い
、
総
て
人
は
便
利
を
好
む
も
の
で
あ
る
か
ら
便
利
の
事
は
勧
め
ず
と
も
何
時
の
間
に
か
行
ふ
も
の
で
あ
る
、
台
湾
人
が
頃
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者
進
ん
で
斬
髪
す
る
の
は
敢
え
て
慈
姑
頭
よ
り
も
西
瓜
頭
を
好
む
と
云
ふ
理
で
は
あ
る
ま
い
、
矢
張
り
便
利
だ
か
ら
斬
髪
す
る
の
で
、

頓
が
て
は
台
湾
人
の
有
す
る
便
利
な
風
俗
を
内
地
人
も
真
似
す
る
機
会
が
来
る
に
相
違
な
い

２
、「
国
際
人
材
」
心
得
八
項
目

　

以
上
に
述
べ
た
拓
殖
大
学
草
創
期
の
特
徴
と
学
校
関
係
者
が
学
生
に
向
け
て
語
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
拓
殖
大
学
卒
業
生
に
求
め
ら
れ
て

い
た
資
質
を
八
項
目
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
海
外
発
展
に
大
き
な
理
想
を
掲
げ
た
台
湾
協
会
や
学
校
の
経
営
者
（
当
時
の
対
外

政
策
、
対
外
戦
略
を
主
導
し
た
官
民
の
指
導
者
た
ち
）
が
心
に
描
い
た
、
欧
米
列
強
に
肩
を
並
べ
る
「
大
国
民
」
た
る
次
世
代
の
日
本
人

の
あ
る
べ
き
姿
で
も
あ
っ
た
。

（
１
）	

「
個
人
と
し
て
強
か
れ
」。
国
の
力
を
恃
み
に
せ
ず
、
日
本
の
海
外
発
展
を
自
ら
の
使
命
と
す
る
こ
と
。

（
２
）	

国
家
に
対
し
て
は
、
滅
私
奉
公
、
報
い
を
求
め
ぬ
こ
と
。

（
３
）	

現
地
の
人
々
に
平
等
に
接
し
、
崇
高
な
信
念
を
も
っ
て
彼
ら
を
感
化
し
、
敬
意
と
信
頼
を
か
ち
得
る
こ
と
。

（
４
）	

日
本
の
植
民
政
策
と
国
際
情
勢
を
よ
く
知
り
、
現
地
の
人
々
に
日
本
の
立
場
を
理
解
さ
せ
る
知
識
を
も
つ
こ
と
。

（
５
）	

現
地
の
言
葉
に
精
通
し
、
現
地
人
と
日
本
人
の
間
に
立
っ
て
、
文
化
の
懸
け
橋
と
な
る
こ
と
。

（
６
）	

基
本
的
な
法
律
的
知
識
と
実
務
処
理
能
力
を
身
に
着
け
、
外
地
に
あ
っ
て
は
単
独
で
日
常
の
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

（
７
）	

身
体
を
鍛
錬
し
、
衛
生
知
識
を
身
に
着
け
、
過
酷
な
条
件
の
も
と
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

（
８
）	

組
織
に
忠
実
に
仕
え
、
人
の
手
足
と
な
っ
て
働
き
、
英
雄
豪
傑
に
な
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
。
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こ
こ
に
挙
げ
た
青
年
の
資
質
は
、
明
治
維
新
の
国
際
場
裏
で
苦
心
を
重
ね
た
日
本
の
指
導
者
た
ち
が
、
反
省
の
意
味
も
含
め
て
次
世
代

の
青
年
に
託
し
た
願
い
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
後
半
の（
５
）～（
８
）は
、
と
く
に
卒
業
生
に
求
め
ら
れ
た
特
殊
な
資
質
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
明
ら
か
に
一
私
立
学
校
が
学
生
に
遵
守
を
期
待
す
る
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
が
、
台
湾
に
赴
任
し
た
卒
業
生
の
足
跡
を
た

ど
る
と
、
彼
ら
が
、
多
く
の
挫
折
と
苦
悩
を
経
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
ま
じ
め
に
追
求
し
、
そ
し
て
一
部
は
達
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
心
得
を
実
践
し
た
結
果
、
卒
業
生
は
、
す
な
わ
ち
「
海
外
発
展
の
先
駆
者
」
に
な
る
で
あ
る
。

　

一
つ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
素
質
を
す
べ
て
備
え
た
人
材
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
資
質
は
、
明
ら
か
に
西
欧
諸
国
を
世
界
の
覇
者
た
ら
し
め
た
西
洋
人
の
二
つ
の
類
型

―
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
開
拓

者
（
冒
険
家
、
企
業
家
）

―
を
兼
ね
合
わ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

学
生
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
無
理
難
題
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
相
当
の
覚
悟
で
入
学
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
学
業
を
終
え
て

海
外
に
赴
任
し
た
彼
ら
に
は
、
人
一
倍
の
苦
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
彼
ら
が
あ
え
て
こ
の
生
涯
を
選
ん
だ
の
は
、
個
人
的
な
要
因
も
含

め
て
、
さ
ま
ざ
ま
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
明
治
日
本
が
対
外
的
に
発
展
し
て
い
く
歴
史
の
転
換
点
に
あ
っ
て
、
そ
の
海
外
発
展
の
最
前
線

に
立
つ
の
は
男
子
の
本
懐
だ
と
考
え
た
学
生
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
明
治
の
精
神
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
な
学
校
の
指
導
者
や
教
職
員
に
惹

か
れ
た
学
生
も
い
る
だ
ろ
う
。
単
に
未
知
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
た
と
い
う
学
生
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
一
群
の
同
じ
志
を
持
っ
た

青
年
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
や
は
り
拓
殖
大
学
と
い
う
学
校
の
あ
り
方
に
最
大
の
理
由
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本

稿
「
五
、
拓
殖
大
学
草
創
期
の
特
徴
」
に
挙
げ
た
点
が
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
と
く
に
学
校
創
設
の
目
的
と
し
て
卒
業
後

の
赴
任
先
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
卒
業
後
の
仕
事
、
生
活
に
確
実
に
必
要
な
実
用
的
な
知
識
の
習
得
と
心
身
の

鍛
錬
を
課
し
た
こ
と
、
就
職
先
は
学
校
が
責
任
を
も
っ
て
斡
旋
し
た
こ
と
、
卒
業
生
の
行
く
末
を
常
に
注
視
し
、
と
き
に
視
察
ま
で
行
っ

た
こ
と
等
は
、
学
校
教
育
の
本
来
も
つ
べ
き
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
国
際
人
材
」
の
育
成
の
み
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に
限
ら
な
い
、
時
代
背
景
の
如
何
に
よ
ら
な
い
学
校
教
育
の
永
遠
の
課
題
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

３
、
台
湾
以
降
の
教
育
範
囲
の
拡
大
・
変
遷

　

台
湾
協
会
は
そ
の
業
域
を
次
第
に
台
湾
か
ら
朝
鮮
、
満
州
、
南
洋
諸
島
へ
と
拡
大
し
て
い
き
、
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
東
洋

協
会
と
改
名
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
附
属
の
学
校
で
あ
る
拓
殖
大
学
（
当
時
は
台
湾
専
門
学
校
）
も
「
東
洋
協
会
専
門
学
校
」
と
改
名
し
た
。

「
台
湾
」
を
冠
し
た
期
間
は
、
協
会
に
お
い
て
九
年
、
学
校
に
お
い
て
七
年
と
短
か
っ
た
が
、
協
会
の
事
業
は
、
設
立
主
旨
、
目
的
、
活
動

内
容
ま
で
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
継
ぎ
、
い
わ
ば
「
台
湾
経
験
」
を
他
の
外
地
、
外
国
に
及
ぼ
す
形
で
展
開
し
た
。
教
育
事
業
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
た
学
校
の
経
営
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
学
校
が
育
成
し
た
人
材
が
、
台
湾
に
お
け
る
活
躍
に
よ
っ
て
評
価

を
得
て
、
台
湾
か
ら
朝
鮮
、
満
洲
、
南
洋
へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
協
会
事
業
の
拡
大
を
牽
引
し
た
。
協
会
ト
ッ
プ
は
、

協
会
業
務
の
発
展
が
学
校
の
育
成
し
た
青
年
（
卒
業
生
）
の
台
湾
に
お
け
る
突
出
し
た
働
き
、
ま
た
彼
ら
が
台
湾
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら

積
極
的
に
活
動
の
範
囲
を
朝
鮮
、
満
洲
等
に
広
げ
て
い
っ
た
動
き
が
日
本
各
界
の
評
価
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
て
き
た
と
認
識

し
て
い
た
。
学
校
自
身
の
発
展
が
こ
れ
ら
卒
業
生
の
活
躍
に
負
う
こ
と
は
更
に
い
う
ま
で
も
な
い
。
学
校
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
、

大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
し
、
協
会
の
経
営
を
離
れ
財
団
法
人
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て
「
台
湾
経
験
」
を
目
標
、
モ
デ
ル

と
し
て
、
外
地
で
働
く
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
日
本
は
海
外
に
お
け
る
活
躍
の
場
を
失
っ
た
が
、「
海
外
雄
飛
」
は
今
に
至
る
も
自
他

と
も
に
認
め
る
拓
殖
大
学
の
特
色
の
一
つ
で
あ
り
、
国
際
大
学
を
標
榜
し
て
き
た
。
学
校
は
、
新
た
な
国
際
交
流
の
道
を
模
索
し
つ
つ
学

圏
の
復
興
に
努
め
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、「
海
外
雄
飛
」
の
志
を
抱
く
学
生
は
や
は
り
拓
殖
大
学
を
目
指
し
た
。
彼
ら
は
学
校
の
援

助
の
な
い
状
態
で
、
中
南
米
諸
国
や
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
新
天
地
を
求
め
た
。
そ
の
淵
源
は
、
拓
殖
大
学
が
台
湾
の
た
め
に
作
ら
れ
た
草
創
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の
時
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
だ
と
言
え
る
。

《
註
》

（
１
）		

後
藤
新
平
（
一
八
五
七
～
一
九
二
九
）
は
、
現
在
の
岩
手
県
奥
州
市
生
ま
れ
。
須
賀
川
医
学
校
卒
業
。
愛
知
医
学
校
長
兼
病
院
長
を
経
て
一
八
八

三
年
か
ら
内
務
省
衛
生
局
勤
務
。
一
八
九
〇
年
ド
イ
ツ
留
学
。
帰
国
後
内
務
省
衛
生
局
長
。
日
清
戦
争
帰
還
兵
へ
の
検
疫
業
務
で
行
政
手
腕
を
発
揮
。

一
八
九
八
～
一
九
〇
六
年
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
（
就
任
時
は
民
政
局
長
）、
一
九
〇
六
～
一
九
〇
八
年
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
総
裁
。
逓

信
大
臣　

鉄
道
院
総
裁
、
内
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
東
京
市
長
、
帝
都
復
興
院
総
裁
等
歴
任
。
一
九
一
九
～
一
九
二
九
拓
殖
大
学
長
。
ほ
か
に
少
年

団
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
）
日
本
連
盟
総
長
、
社
団
法
人
東
京
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
）
初
代
総
裁
等
。
晩
年
は
、
ソ
連
と
の
国
交
交
渉
、
普
通

選
挙
に
向
け
て
の
政
治
の
倫
理
化
等
に
尽
力
し
た

（
２
）		

『
東
洋
文
化
協
会
五
十
年
史
稿
』（
拓
殖
大
会
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
、
拓
殖
大
学
翻
刻
刊
行
、
平
成
二
士
二
年
三
月
）。
な
お
、
東
洋
文
化
協
会
は
、

台
湾
・
東
洋
協
会
の
後
身

（
３
）		

石
塚
英
蔵
（
一
八
六
六
～
一
九
四
二
）
は
、
会
津
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
卒
業
。
植
民
地
官
僚
と
し
て
活
躍
。

台
湾
で
は
総
督
府
参
与
官
長
、
の
ち
一
九
二
九
～
一
九
三
一
年
台
湾
総
督
。
ほ
か
に
貴
族
院
議
員
、
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
総
裁
、
枢
密
顧
問
官
等
歴

任

（
４
）		

国
立
公
文
書
館
所
蔵

（
５
）		

い
ず
れ
も
『
拓
殖
大
学
百
年
史　

告
辞
編
』（
拓
殖
大
学
、
平
成
十
七
年
九
月
）
に
見
ら
れ
た
表
現

（
６
）		

桂
太
郎
（（
一
八
四
八
〜
一
九
一
三
）
は
、
長
州
藩
に
生
ま
れ
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
小
隊
を
率
い
て
東
北
に
転
戦
。
維
新
後
、
軍
政
学
修
得
の
た
め

に
ド
イ
ツ
に
留
学
、
陸
軍
大
臣
山
県
有
朋
の
下
で
軍
政
改
革
を
推
進
、
日
清
戦
争
に
は
第
三
師
団
を
率
い
て
出
陣
。
一
八
九
六
年
第
二
代
台
湾
総
督

就
任
。
わ
ず
か
四
か
月
の
在
任
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
台
湾
統
治
に
関
す
る
意
見
書
」
は
そ
の
後
の
台
湾
統
治
の
指
針
に
な
っ
た
。
一
八
九
八
年
台

湾
協
会
会
頭
就
任
。
一
九
〇
〇
年
義
和
団
事
件
に
は
八
か
国
連
合
軍
の
う
ち
最
大
兵
力
を
指
揮
し
た
。
一
九
〇
二
年
第
一
次
桂
内
閣
で
は
日
英
同
盟

締
結
に
成
功
、
日
露
戦
争
に
は
首
相
と
し
て
戦
争
遂
行
に
全
力
を
傾
注
し
た
。
日
露
戦
争
後
は
第
二
次
桂
内
閣
を
発
足
さ
せ
て
韓
国
併
合
を
実
現
し

た
。
一
九
〇
〇
～
一
九
一
三
年
拓
殖
大
学
学
長
在
任
。
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（
７
）		

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

資
料
編
四
』
三
二
一
～
三
二
三
頁

（
８
）		

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

通
史
編
一
』（
拓
殖
大
学
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）
四
四
一
頁

（
９
）		
元
田
作
之
進
（
一
八
六
二
～
一
九
二
八
）
は
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
一
八
七
七
年
に
久
留
米
師
範
学
校
卒
業
後
、
一
八
八
二
年
大
阪
に
出
て
英
学
を

学
び
、
一
八
八
六
年
渡
米
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
等
に
留
学
し
、
博
士
号
を
取
得
し
て
一
八
九
六
年
に
帰
国
。
一
九
〇
〇
年
～
一
九
二
三
年
拓
殖

大
学
で
英
語
を
担
当
。
一
九
〇
七
年
立
教
大
学
長
に
就
任
し
た
。

（
10
）		

『
末
光
欣
也
遺
作　

台
湾
と
拓
殖
大
学
』（
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
参
照
。
人
数
の
確
定
は
、
末
光
欣
也
氏
の
調
査
に
よ
る
。

（
11
）		

『
台
湾
治
績
史
』
井
出
季
和
太
著
、
台
湾
日
日
新
聞
社
、
一
九
三
七
年
、
三
七
四
頁

（
12
）		

岡
本
真
希
子
は
、『
植
民
地
官
僚
的
政
治
史
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
五
日
）
の
中
で
、
台
湾
総
督
府
の
高
級
官
吏
を
、
内
地
の
政
局

と
密
接
に
関
わ
る
「
移
入
官
吏
」
と
長
期
間
本
島
で
勤
務
し
、
内
地
の
人
脈
と
関
わ
ら
な
い
「
在
来
官
吏
」
に
分
類
し
、「
在
来
官
吏
」
を
「
顔
の
見

え
な
い
」
一
群
と
し
、
彼
ら
の
役
人
と
し
て
の
生
涯
は
、
ほ
と
ん
ど
台
湾
島
内
で
完
結
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。「
高
級
官
僚
」
を
「
中
級
官
僚
」

と
改
め
れ
ば
、
卒
業
生
も
「
在
来
官
吏
」
と
言
え
る
が
、
そ
の
背
景
は
異
な
る
。

（
13
）		

一
九
〇
九
年
学
友
会
創
設
と
同
時
に
創
刊
。
創
刊
第
一
号
か
ら
大
正
二
年
十
二
月
五
日
第
一
七
号
ま
で
『
同
窓
會
報
』、
大
正
三
年
二
月
二
十
八
日

第
一
八
号
か
ら
大
正
六
年
十
二
月
十
五
日
第
三
四
号
ま
で
『
會
報
』、
大
正
七
年
五
月
三
十
一
日
第
三
五
号
か
ら
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
五
日
第
一
五

六
号
ま
で
『
学
友
会
報
』。
本
稿
で
は
『
学
友
会
報
』
と
総
称
す
る
。
な
お
、
拓
殖
大
学
で
は
同
窓
生
を
学
友
と
称
す
る
。

（
14
）		

門
田
正
経
（
一
八
六
二
～
一
九
二
四
）
は
、
伊
予
国
松
山
（
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
）
に
生
ま
れ
た
。
愛
媛
県
変
則
中
学
校
（
の
ち
県
立
松
山
東

高
等
学
校
）
卒
業
後
、
慶
応
義
塾
に
入
学
。
慶
応
義
塾
中
退
後
『
朝
野
新
聞
』
に
入
っ
た
。
の
ち
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
の
創
立
に
参
画
し
、
主
筆
も

務
め
た
。
一
八
九
八
年
四
月
、
台
湾
協
会
設
立
に
伴
い
評
議
員
、
一
八
九
九
年
五
月
幹
事
に
就
任
し
た
。
一
九
〇
〇
年
四
月
に
は
台
湾
協
会
学
校
設

立
準
備
の
た
め
の
設
立
調
査
委
員
、
同
五
月
に
創
立
委
員
会
幹
事
。
学
校
設
立
と
同
時
に
幹
事
に
就
任
し
、
一
九
一
九
年
二
月
ま
で
同
職
に
あ
っ
た
。

多
忙
の
桂
に
代
わ
っ
て
学
生
の
監
督
保
護
を
任
さ
れ
て
い
た
。
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
常
に
そ
の
中
枢
に
あ
り
、
一
九
〇
八
年
東
洋
協
会
幹
事
長
、

社
団
法
人
と
な
っ
た
一
九
一
四
年
八
月
に
は
専
務
理
事
に
任
じ
ら
れ
た
。
学
友
会
発
足
（
一
九
〇
八
）
以
来
、
逝
去
の
年
ま
で
会
長
を
務
め
た
。

（
15
）		

二
代
学
長
小
松
原
英
太
郎
（
一
八
五
二
～
一
九
一
九
）
岡
山
市
出
身
。
一
八
七
四
年
に
上
京
し
て
慶
応
義
塾
に
入
学
し
た
が
一
年
足
ら
ず
で
退
塾
。

『
曙
新
聞
』
の
投
書
で
注
目
さ
れ
『
評
論
新
聞
』
編
集
長
と
な
る
。
一
八
七
八
年
一
月
、「
圧
制
政
府
転
覆
す
べ
き
の
論
」
を
発
表
し
、
新
聞
紙
条
例
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違
反
で
逮
捕
、
禁
獄
二
年
。
出
獄
後
一
時
『
朝
野
新
聞
』
に
入
る
が
、
郷
里
岡
山
に
帰
り
『
山
陽
新
報
』
を
発
行
。
の
ち
官
界
に
転
じ
、
外
務
省
御

用
掛
。
一
八
八
四
年
～
一
八
八
七
年
ベ
ル
リ
ン
公
使
館
勤
務
。
帰
国
後
は
内
務
省
に
異
動
、
内
務
大
臣
秘
書
官
、
埼
玉
県
知
事
、
内
務
省
警
保
局
長
、

静
岡
県
知
事
、
長
崎
県
知
事
、
司
法
次
官
、
内
務
次
官
な
ど
を
歴
任
。
一
九
〇
〇
か
ら
貴
族
院
議
員
、
同
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
大
阪
毎
日
新
聞

社
の
社
長
を
務
め
た
。
一
九
〇
八
年
七
月
、
第
二
次
桂
内
閣
で
文
部
大
臣

（
16
）		

創
立
百
年
史
編
纂
室
シ
リ
ー
ズ
N
O
・
44
（
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
、
平
成
二
十
三
年
三
月
）
所
載　

（
17
）		

『
末
光
欣
也
遺
作　

台
湾
と
拓
殖
大
学
』
の
「
別
編
・
評
伝
貝
山
好
美
」
参
照

（
18
）		

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

資
料
編
一
』
掲
載

（
19
）		

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

告
辞
編
』
参
照

（
20
）		

初
出
『
拓
殖
大
学
六
十
年
史
』（
一
九
六
〇
年
）
矢
部
貞
治
序
文

（
21
）		

『
拓
殖
大
学
百
年
史　

資
料
編
四
』
三
三
七
～
三
四
二
頁

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
九
日
）
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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
三
）

─
支
那
事
変
を
中
心
に

─

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
論
文
は
、
支
那
事
変
を
中
心
に
し
て
、
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
地
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
見
解
を
調
査
・
分
析
す
る
も
の

で
あ
る
。
列
強
の
政
府
と
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
満
州
・
中
国
で
の
日
本
の
行
為
を
「
侵
略
」
と
非
難
し
た
際
、
欧
米
の
世
論
と
メ
デ
ィ
ア
は
ほ

と
ん
ど
全
て
反
日
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
政
界
も
日
本
の
政
策
を
非
難
し
た
が
、
知
識
人
の
見
解
は
分
か
れ
た
。
そ
の
一
部
は
日
本
の
行
動

を
弁
護
し
、
支
持
し
た
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
二
つ
の
派
閥
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
評
論
家
・
作
家
の
著
作
を
検
討
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
大
陸
政
策
、
植
民
地
政
策

　

支
那
事
変
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
た
日
中
戦
争
の
勃
発
（
一
九
三
七
年
七
月
）
は
、
西
洋
に
お
け
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
強
い
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
満
州
事
変
、
関
東
軍
に
よ
る
満
州
国
設
立
、
国
際
連
盟
脱
退
以
降
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
際
政
治
体
制
に
お
け
る
日
本

の
地
位
は
孤
立
に
近
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
は
、
西
洋
向
け
の
広
報
・
イ
メ
ー
ジ
結
成
活
動
を
強
化
し
た
。
し
か
し
、
西
洋

に
お
け
る
親
日
派
の
動
力
が
全
て
「
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
に
よ
る
も
の
だ
と
見
る
の
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
自
発
的
に
日

本
側
を
支
持
す
る
知
識
人
も
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
人
物
は
、
世
界
的
に
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
人
小
説
家
で
、
一
九
三
五
年
か
ら
ア
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カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
で
も
あ
っ
た
く
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
（Claude Farrère; 1876 -1957

）
で
あ
る
。

ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
と
日
本
の
出
会
い

　
「
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
の
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
で
知
ら
れ
る
こ
の
人
物
は
、
本
名
を
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
と
言

い
、
リ
ヨ
ン
で
陸
軍
大
佐
の
家
に
生
ま
れ
た（

１
）。
一
八
八
〇
～
一
八
九
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
（
日
本
趣
味
）
の
時
代
で
あ
っ

た
。
東
ア
ジ
ア
を
訪
問
し
た
彼
の
父
親
は
、
中
国
と
日
本
か
ら
き
れ
い
な
陶
器
を
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
ら
の
陶
器
は
、
少
年
時
代
の
フ
レ

ド
リ
ッ
ク
の
日
本
観
、
日
本
文
化
・
美
術
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
フ
ァ
レ
ー
ル
自
身
は
そ
う
語
っ
て

い
る
。

　

若
き
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
、
一
八
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
海
軍
大
学
校
に
入
学
し
て
、
同
級
生
の
日
本
人
「
プ
リ
ン
ス
・
マ

ツ
イ
・
ジ
ン
ザ
ブ
ロ
」（
原
文
で
「prince M

atsui Zinzaburo

」）
と
友
人
に
な
っ
た（
２
）。「
プ
リ
ン
ス
・
マ
ツ
イ
・
ジ
ン
ザ
ブ
ロ
」
が
誰
を

指
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
詳
ら
か
で
な
い
。
時
期
は
日
清
戦
争
勃
発
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
海
軍
大
学
校
の
同
級
生
、

先
輩
や
教
師
は
日
本
海
軍
と
中
国
海
軍
の
軍
艦
数
及
び
砲
兵
を
比
較
分
析
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
中
国
の
勝
利
を
予
測
し
た
。
そ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
海
軍
ば
か
り
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
軍
や
軍
事
評
論
家
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
う
考
え
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
「
日
本
側
の

戦
術
と
精
力
は
戦
闘
に
勝
っ
た（

３
）」。
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
、
ま
だ
「
小
説
家
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
軍
の
人
間
と
し
て

日
本
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
。

　

一
八
九
七
年
に
海
軍
大
学
校
を
卒
業
し
た
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
は
海
軍
士
官
と
な
り
、
同
年
秋
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
で
勤
務
し
た
。
彼
は
そ
の
際
、

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
各
地
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
中
国
、
朝
鮮
、
台
湾
な
ど
を
訪
問
し
た
後
、
一
八
九
九
年
九
月
一
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三
日
に
長
崎
港
に
到
着
。
そ
こ
で
五
日
間
を
過
ご
し
た
。
一
九
二
三
年
三
月
一
三
日
、
パ
リ
で
世
界
的
に
著
名
な
小
説
家
に
な
っ
て
い
た

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
講
演
シ
リ
ー
ズ
『
私
の
極
東
旅
行
』
の
最
終
回
と
し
て
「
近
代
日
本
」
を
語
り
、
日
本
に
対
す
る
最
初
の
印
象
を
「
約

束
の
地
」（la terre prom

ise

）
と
表
現
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
「
約
束
の
地
」
と
言
え
ば
最
高
の
評
価
で
あ
り
、
日
本
を
天
国
に
近

い
国
だ
と
明
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
翌
年
、
そ
の
講
演
内
容
は
旅
行
記
『
私
の
旅
行
』
第
一
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

　

バ
ル
ゴ
ー
ヌ
海
軍
士
官
の
初
来
日
の
印
象
は
す
べ
て
明
る
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
印
象
を
思
い
起
こ
し
て
、
作
家
・
フ
ァ
レ
ー

ル
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
描
写
し
た
。「
日
本
で
は
、
本
当
の
冬
、
本
当
の
春
、
本
当
の
夏
、
本
当
の
秋
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
ま
っ
た

く
同
じ
だ
」。「
日
本
は
、
美
し
い
花
の
国
、
美
味
し
い
果
物
の
国
、
素
晴
ら
し
い
民
芸
の
国
、
ま
た
清
潔
な
国
だ
」。「
日
本
語
に
は
、
悪

口
や
侮
辱
の
言
葉
が
な
い
。
逆
に
、
特
別
な
敬
語
を
持
っ
て
い
る
」。「
日
本
を
描
く
最
も
相
応
し
い
言
葉
は
『joli

』
と
い
う
形
容
詞
だ
」。

フ
ラ
ン
ス
語
の
「joli

」
に
は
「
か
わ
い
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る（
４
）。

　

最
初
の
印
象
が
最
も
強
く
残
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
バ
ル
ゴ
ー
ヌ
の
日
本
に
対
す
る
印
象
も
同
様
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
勤
務
の

時
か
ら
彼
は
、
旅
行
記
、
の
ち
に
小
説
を
執
筆
し
始
め
、
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
「
植
民
地
小

説
」
の
ジ
ャ
ン
ル
は
最
盛
期
に
あ
っ
た
の
で
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
す
ぐ
に
人
気
者
と
な
っ
て
、
一
九
〇
五
年
に
小
説
『
文
明
人
』（
一
九
〇
三

年
）
に
よ
っ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
小
説
及
び
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
植
民
地
で
の
生
活
と
海
軍
の
物
語
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

第
三
共
和
制
の
植
民
地
政
策
を
「
文
明
化
」
と
し
て
賛
美
し
て
い
た
作
家
・
評
論
家
は
、
お
お
む
ね
ア
ジ
ア
民
族
の
文
化
・
文
明
を
愛
好

し
、
中
で
も
ト
ル
コ
人
と
日
本
人
を
高
く
評
価
し
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
も
親
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
、
後
に
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ケ
マ
ル
・

ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
政
権
）
派
、
親
日
派
の
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
〇
四
年
、
日
露
戦
争
の
時
に
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
に
勤
務
し
て
、
帝
政
ロ
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シ
ア
大
使
館
の
人
々
と
交
流
を
持
っ
た
。
戦
争
勃
発
直
後
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
ロ
シ
ア
人
の
知
人
に
「
日
本
は
必
ず
勝
つ
」
と
予
言
し
、

「
気
を
付
け
ろ
！
」
と
警
告
し
た
。
誰
も
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
予
言
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
ツ
ァ
ー
の
ロ
シ
ア
軍
は

よ
く
戦
っ
た
が
、
ミ
カ
ド
〔
当
時
西
洋
で
は
天
皇
陛
下
を
こ
の
よ
う
に
称
し
た
〕
の
日
本
軍
は
も
っ
と
よ
く
戦
っ
た
の
で
勝
利
し
た
」、
と

フ
ァ
レ
ー
ル
は
結
論
し
た
。「
こ
の
戦
争
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
植
民
地
戦
争
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
国
防
の
戦
争
、
国
民
の

戦
争
、
愛
国
の
戦
争
だ
っ
た
」
と
こ
の
作
家
は
解
説
し
た（

５
）。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
日
露
戦
争
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
題
材
に
し
て
小
説
『
戦
闘
』
を
執
筆
し
た（

６
）。
そ
の
作

品
は
フ
ァ
レ
ー
ル
の
最
も
有
名
な
日
本
関
係
の
著
作
に
な
っ
た
。
原
稿
は
地
中
海
勤
務
中
（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
〇
日
～
一
九
〇
八
年

九
月
一
二
日
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
一
一
月
か
ら
保
守
的
新
聞
『
エ
コ
ー
・
ド
・
パ
リ
』
で
連
載
さ
れ
、
単
行
本
が

一
九
〇
九
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
一
九
一
一
年
に
は
改
訂
版
が
出
て
い
る
。

　

文
学
作
品
と
し
て
の
『
戦
闘
』
は
、
戦
争
と
ロ
マ
ン
ス
の
物
語
で
あ
る
が
、
深
く
吟
味
す
れ
ば
、
文
明
の
闘
争
に
つ
い
て
の
作
品
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。『
戦
闘
』
は
、
日
本
海
海
戦
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
一
九
〇
五
年
四
月
二
一
日
か
ら
同
年
五
月
二
九
日
ま
で
を

描
い
て
い
る
。
一
九
一
一
年
改
訂
版
の
著
者
の
前
書
き
に
よ
る
と
、「
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
海
軍
大
将
は
本
書
を
『
海
戦
の
素
晴
ら
し
い
記

録
』
と
評
価
し
た
」
と
い
う
。
海
軍
と
文
学
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
あ
ま
り
的
を
外
す
こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。

　

翻
訳
も
多
数
刊
行
さ
れ
た
。
英
語
（
一
九
一
二
年
）、
ド
イ
ツ
語
（
一
九
一
六
年
）、
ロ
シ
ア
語
（
一
九
一
七
年
）
と
、
日
本
語
の
翻
訳

は
二
種
あ
る
。
映
画
は
少
な
く
と
も
三
部
制
作
さ
れ
た
。
日
本
語
翻
訳
の
う
ち
、
一
つ
目
は
、
高
橋
邦
太
郎
（
一
八
九
八
～
一
九
八
四
年
）

が
訳
し
て
、
一
九
三
〇
年
（
フ
ラ
ン
ス
初
版
本
か
ら
一
九
年
後
）
改
造
社
の
シ
リ
ー
ズ
『
世
界
大
衆
文
学
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
単
行
本

『
ラ
・
バ
タ
イ
ユ
』
で
あ
る
。
訳
者
の
高
橋
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
多
数
の
文
学
作
品
を
翻
訳
し
て
日
本
で
フ
ラ
ン
ス
と
そ
の
文
学
を
紹
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介
・
研
究
し
た
文
学
者
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
作
家
・
詩
人
の
野
口
錚
一
（
一
九
三
一
年
生
）
が
訳
し
て
、
一
九
九
一
年
に
福
岡
市
の
葦

書
房
か
ら
出
さ
れ
た
『
戦
闘
』
で
あ
る（

７
）。
両
書
と
も
、
古
書
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
稀
覯
本
だ
と
言
え
る
。

　

文
明
論
と
し
て
の
『
戦
闘
』
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
後
進
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
対
進
歩
的
ア
ジ
ア
」
の
闘
争
を
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
日
本
人
の
主
役
で
あ
る
海
軍
士
官
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
は
、「『
ロ
シ
ア
』
は
む
し
ろ
『
ア
ジ
ア
』
で
あ
る
。
逆
に
、
我
ら
日
本
人
は

す
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
が
描
い
た
日
本
人
は
、「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
著
者
は
、

日
本
の
勝
利
を
、
欧
州
か
ら
広
い
意
味
で
の
技
術
を
十
分
に
学
ん
で
、
そ
れ
を
武
士
道
と
結
び
つ
け
た
和
魂
洋
才
の
成
功
で
あ
る
と
し
、

技
術
・
戦
術
に
、
近
代
的
戦
争
に
欠
け
て
い
る
武
士
道
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
本
の
勝
利
の
原
因
で
あ
る
と
、
論
じ
た
。
著
者
の

シ
ン
パ
シ
ー
は
明
ら
か
に
日
本
側
に
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
側
を
軽
蔑
す
る
様
子
も
全
く
見
ら
れ
な
い
。『
戦
闘
』
の
ロ
シ
ア
語
版
は
、
一
九
一

〇
～
一
九
二
〇
年
代
に
か
な
り
の
人
気
を
博
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
前
書
き
で
、
こ
の
小
説
に
は
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
が
、
日
本
人
の
主
役

三
人
（
全
員
大
名
家
の
出
身
者
）

―
海
軍
士
官
「
ヨ
リ
サ
カ
・
サ
ダ
オ
侯
爵
」、
そ
の
妻
「
ヨ
リ
サ
カ
・
ミ
ツ
コ
侯
爵
夫
人
」
と
も
う
一

人
の
海
軍
士
官
「
ヒ
ラ
タ
・
タ
カ
モ
リ
子
爵
」

―
は
、「
写
真
的
肖
像
画
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
日
本
の
貴
族
の
総
合
的
な
反
映
」
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
？

　

フ
ラ
ン
ス
人
読
者
に
一
般
受
け
の
す
る
小
説
に
は
、
ロ
マ
ン
ス
が
必
要
で
、
特
に
不
倫
の
物
語
が
望
ま
し
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
年
若

く
魅
力
的
な
貴
婦
人
ミ
ツ
コ
・
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
夫
人
は
、
快
活
な
若
い
英
国
海
軍
士
官
ハ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ェ
ア
ガ
ン
に
思
い
を
寄
せ
浮
気

を
し
た
。
フ
ェ
ア
ガ
ン
の
描
写
は
似
顔
絵
で
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
軍
人
が
一
般
的
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
軍
人
に
対
し
て
好
意
を

感
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の
文
学
作
品
や
回
想
録
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　

物
語
で
は
、
厳
格
な
海
軍
士
官
ヨ
リ
サ
カ
侯
爵
は
日
本
海
海
戦
で
戦
死
し
、
観
戦
武
官
フ
ェ
ア
ガ
ン
も
戦
死
し
た
。
海
戦
の
後
、
ヨ
リ
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サ
カ
侯
爵
と
の
複
雑
な
関
係
か
ら
、
フ
ェ
ア
ガ
ン
を
「
イ
ギ
リ
ス
の
ス
パ
イ
」
で
あ
り
「
我
ら
〔
日
本
人
〕
の
偽
り
の
友
人
」
と
評
し
た

ヒ
ラ
タ
子
爵
は
切
腹
し
た
。
ま
た
不
倫
し
た
ミ
ツ
コ
侯
爵
夫
人
は
、
京
都
の
あ
る
尼
寺
の
尼
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
は
前
書

き
で
、「
日
本
人
侯
爵
夫
人
が
英
国
海
軍
士
官
と
浮
気
し
た
事
実
は
一
度
も
な
く
、
日
本
海
海
戦
直
後
日
本
人
海
軍
士
官
が
切
腹
し
た
事

実
も
な
か
っ
た
」
と
断
っ
て
い
る
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
筆
者
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
軍
事
道
徳
、
家
族
道
徳
に
厳
し
い
日
本
人
読
者

は
、「
外
人
と
の
不
倫
の
物
語
」
に
対
し
て
シ
ン
パ
シ
ー
も
理
解
も
持
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
西
洋
で
は
明
ら
か
に
親
日
小
説
と
見
ら

れ
た
『
戦
闘
』
だ
が
、
日
本
で
は
中
傷
と
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
戦
闘
』
と
い
う
作
品
は
現
在
、
他
の
フ
ァ
レ
ー
ル
作
品
の
大
部
分
と
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
香
水
・
化
粧
品
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ゲ
レ
ン
社
は
一
九
一
九
年
か
ら
そ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
を
冠
し

て
香
水
「M

itsouko

」
を
作
り
始
め
た
。
今
も
そ
の
香
水
は
ゲ
レ
ン
社
を
代
表
す
る
商
品
で
あ
る
。
日
本
語
の
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は
、

「
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
」
よ
り
先
に
「M
itsouko

」（
香
水
）
が
収
録
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
諸
外
国
で
『
戦
闘
』
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
家
・
政
治
評
論
家
ア
ナ
ト
ー
ル
・
ド
・
モ
ン

ジ
ー （A

natole de M
onzie; 1876 -1947

） 

は
、「
二
十
世
紀
に
我
等
が
受
け
た
ア
ジ
ア
関
係
情
報
の
源
は
主
に
小
説
か
ら
で
あ
っ
た
。
資

料
が
足
り
な
い
場
合
に
は
、
想
像
で
補
っ
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
の
『
戦
闘
』
は
我
等
に
極
東
の
教
訓
を
う
ま
く
説
明
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ

て
い
る（

８
）。
フ
ァ
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
で
一
般
的
に
日
本
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
レ
ー
ル
が
評
し
た
日
本
の
大
陸
政
策

　

フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
新
作
を
発
表
し
、
そ
の
多
数
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
。
彼
は
一
九
一
九
年
に
退
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役
し
て
か
ら
も
、
文
学
活
動
を
熱
心
に
続
け
た
。
一
九
三
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
と
し
て
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
・

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
第
二
八
号
会
員
座
席
に
選
ば
れ
た
。
退
役
後
の
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
青
年
時
代
か
ら
国
際
政
治
に
対
す
る
関
心
を
も
っ
て

い
た
の
で
、
小
説
に
限
ら
ず
、
政
治
評
論
も
執
筆
し
て
い
た
。
政
治
の
素
人
と
は
言
え
な
い
こ
の
作
家
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
政
策
、

植
民
地
政
策
を
支
持
し
て
、
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
の
よ
う
な
海
外
の
強
権
的
な
政
権
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
を
見
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス
内
政
に
つ

い
て
は
、
共
和
政
を
基
本
的
に
批
判
せ
ず
、
保
守
主
義
者
、
反
共
産
主
義
者
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス
思
想
の

影
響
を
受
け
た
。「
私
は
モ
ー
ラ
ス
か
ら
正
し
く
考
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
は
述
べ
て
い
る（

９
）。

　
『
私
の
旅
行
』
の
第
一
巻
で
あ
る
『
極
東
旅
行
』（
一
九
二
四
年
）
で
日
本
を
語
る
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
読
者
に
「
武
士
道
、
日

本
人
の
道
徳
規
範
」
を
紹
介
し
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
武
士
道
は
「
我
ら
〔
西
洋
〕
の
騎
士
の
道
徳
規
範
に
似
て
い
る
が
、
も
っ
と
永

遠
的
、
も
っ
と
絶
対
的
、
い
う
ま
で
も
な
く
も
っ
と
文
明
的
」
で
あ
り
、「
十
三
世
紀
か
ら
変
わ
ら
ず
現
在
も
日
本
を
指
導
し
て
い
る（

（1
（

」。

日
米
紛
争
・
戦
争
の
可
能
性
を
検
討
し
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。「
太
平
洋
に
お
け
る
我
ら
の
利
益

は
多
く
な
い
の
で
、
そ
の
地
域
に
紛
争
が
起
こ
っ
た
場
合
、
我
ら
は
中
立
を
守
る
と
確
信
し
て
い
る
。
…
…
現
在
、
私
は
日
本
の
素
晴
ら

し
い
勝
利
を
予
言
で
き
る
。
決
定
的
瞬
間
〔
日
米
決
戦
の
意
味
〕
に
我
ら
の
シ
ン
パ
シ
ー
は
日
本
側
を
支
持
す
る
可
能
性
が
あ
る（

（1
（

」。
そ
の

発
言
は
、『
極
東
旅
行
』
の
最
後
の
下
り
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
フ
ァ
レ
ー
ル
の
日
本
観
、
日
本
政
策
を
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
親
日
派
の
「
声
」
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
日
中
戦
争
勃
発
以
前
に
出
版
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
『
東
洋
の
精
神
的
勢
力　

イ
ン
ド

―
中
国

―
日
本

―
ト
ル
コ
』（
一
九
三
七
年
）
で
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
す

る
西
洋
文
明
と
日
本
文
明
の
基
本
的
近
似
を
論
じ
て
、「
偉
大
な
国
で
あ
る
日
本
に
偉
大
な
人
物
が
い
た
。
信
長
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
、
秀
吉
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
家
康
は
ル
イ
一
四
世
だ
っ
た（

（1
（

」
と
述
べ
た
。
日
本
の
人
口
過
剰
問
題
の
重
要
性
を
認
め
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、「
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
〔
州
〕
ま
た
無
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
が
日
本
の
「
植
民
開
発
の
た
め
に
必
要
な
領
土
」
だ
と
考
え
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た（
（1
（

。
日
中
関
係
の
現
状
を
検
討
し
た
際
、
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
日
本
が
大
陸
に
出
兵
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
的
、
政
治

的
侵
略
を
防
止
す
る
目
的
だ
け
で
あ
る
」
と
論
じ
た（

（1
（

。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
立
場
は
当
時
の
日
本
側
の
宣
伝
に
役
立
っ
た
。
一
九
三
七
年
末
、
日
本
の
外
務
省
は
彼
を
「
絶
対
的
独
立
性
を
持
っ
た

有
名
な
作
家
」
と
し
て
日
本
へ
招
待
し
た
。
フ
ァ
レ
ー
ル
の
二
回
目
の
日
本
訪
問
は
、
一
九
三
八
年
一
月
三
〇
日
に
神
戸
か
ら
始
ま
り
、

二
週
間
に
及
ん
だ
。「
貴
族
の
出
身
、
貴
族
院
議
員
の
息
子
で
あ
り
、
将
来
必
ず
大
使
に
な
る
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
が
言
っ
た
青
年
外
交
官
松

井
明
（
一
九
〇
八
～
一
九
九
四
年
）
は
こ
の
ゲ
ス
ト
に
同
行
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
父
・
松
井
慶
四
郎
は
、
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
、
駐
英
大
使
、

外
相
、
貴
族
院
勅
選
議
員
を
務
め
た
後
、
一
九
三
八
年
に
枢
密
顧
問
官
に
任
命
さ
れ
た
。
パ
リ
で
生
ま
れ
た
松
井
明
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の

予
言
し
た
と
お
り
、
戦
後
、
国
連
大
使
、
駐
フ
ラ
ン
ス
大
使
を
務
め
た
。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
の
日
本
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
近
衛
文
麿
、
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
、
海
軍
大
臣
米
内
光
政
等
と
の
会

見
、
東
京
、
日
光
、
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
、
下
関
の
見
学
、
そ
し
て
朝
鮮
と
満
州
国
へ
の
旅
行
が
組
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
作
家
は
、
海
路

で
帰
国
す
る
と
た
だ
ち
に
『
ア
ジ
ア
の
大
悲
劇
』（
一
九
三
八
年
）
を
執
筆
し
た
。
そ
の
第
一
部
は
日
本
旅
行
記
で
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
印

象
は
「
最
高
」
だ
っ
た
と
言
え
る
。「
日
本
は
変
わ
っ
た
か
」
と
聞
か
れ
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、「
変
わ
っ
て
い
な
い
。
…
…
外
に
新
し
く
内

に
永
遠
の
国
だ
」
と
答
え
た（

（1
（

。
第
二
部
『
一
九
三
八
年
の
中
国
と
日
本
』
は
、
印
象
と
共
に
感
想
の
記
録
で
も
あ
っ
た
。
モ
ロ
ッ
コ
と
イ

ン
ド
シ
ナ
で
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
政
策
の
結
果
を
高
く
評
価
し
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
そ
れ
と
朝
鮮
・
満
州
で
の
日
本
植
民
地
政
策
の
結
果
を

比
較
し
て
日
本
の
成
功
だ
け
を
強
調
し
た（

（1
（

。
そ
の
日
本
を
擁
護
す
る
著
作
は
一
九
四
〇
年
に
森
本
武
也
の
日
本
語
訳
で
出
版
さ
れ
た
。

　
「
若
く
強
い
」
日
本
と
「
古
く
弱
い
」
中
国
と
の
比
較
は
、
著
者
の
感
想
の
中
心
に
な
っ
た
。
大
陸
に
お
い
て
満
州
国
以
外
に
も
日
本
が

「
拡
大
」
す
る
こ
と
を
何
の
疑
い
も
な
く
支
持
し
て
い
た
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
中
国
の
地
域
政
権
を
「
暴
力
団
」
と
呼
ん
で
、
ソ
連
の
「
侵

略
」
を
非
難
し
た
。「
今
日
本
が
中
国
で
戦
っ
て
い
る
闘
争
は
、
中
国
と
中
国
人
に
反
対
す
る
闘
争
で
は
な
い
。
共
産
主
義
に
反
対
す
る
闘
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争
だ
。
秩
序
と
文
明
の
た
め
の
闘
争
、
モ
ス
ク
ワ
の
隷
属
に
反
対
す
る
闘
争
だ
。
…
…
秩
序
、
文
化
と
社
会
平
和
の
国
日
本
は
、
自
分
に

迫
る
ク
レ
ム
リ
ン
風
の
野
蛮
行
為
の
普
及
を
我
慢
で
き
な
い
」
と
フ
ァ
レ
ー
ル
は
断
言
し
た（

（1
（

。

　

フ
ラ
ン
ス
右
翼
の
知
識
人
と
政
治
家
は
、
新
し
い
戦
争
の
可
能
性
を
論
じ
る
時
、
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
ば
か
り
で
な
く
、
ソ
連
に
つ
い
て
も
、

危
険
と
見
な
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
の
元
首
脳
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
元
活
動
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
リ
オ
（Jacques D

oriot; 1898 - 
1945

）
は
、
一
九
三
四
年
に
モ
ス
ク
ワ
と
喧
嘩
・
断
絶
し
た
後
、
フ
ァ
シ
ス
ト
風
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
党
を
設
立
し
て
、
ソ
連
と
の
協
力
関

係
を
激
し
く
批
判
し
た
。「
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
な
く
な
っ
た
。
世
界
の
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
で

ゲ
ー
ム
を
す
る
ソ
連
し
か
な
い
。
…
…
ソ
ビ
エ
ト
、
そ
れ
は
戦
争
だ
よ
。
…
…
そ
の
〔
一
九
三
五
年
の
仏
ソ
条
約
締
結
〕
直
後
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
東
洋
に
向
か
い
、
日
本
に
反
対
し
た
。
…
…
数
週
間
後
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ソ
連
政
策
が
変
わ
っ
た
。
も
っ
と
戦
略
的
に
な
っ
て
、

そ
の
政
策
は
現
実
的
に
動
き
は
じ
め
た
。
…
…
〔
ア
ジ
ア
で
〕
日
本
の
前
進
を
止
め
る
た
め
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
参
戦
も
し
か
ね
な
い
」
と
、

ド
リ
オ
は
一
九
三
六
年
夏
、
支
那
事
変
勃
発
一
年
前
に
、
こ
う
発
言
し
て
い
た（

（1
（

。

　

一
九
三
九
年
七
月
に
フ
ァ
レ
ー
ル
は
、
新
し
い
政
治
評
論
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
を
書
き
上
げ
、
同
年
一
〇
月
に
単
行
本

で
出
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
者
岡
倉
正
雄
の
日
本
語
訳
は
一
九
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
エ
ッ
セ
イ
に
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
極
西
」

（l’Extrem
e O
ccident

）
と
称
し
て
、
日
本
の
文
明
を
論
じ
た
。

　
「
日
本
人
は
絶
対
的
に
東
洋
の
民
族
で
は
な
い
。
二
千
年
く
ら
い
ア
ジ
ア
の
辺
境
に
住
ん
で
い
た
日
本
人
は
物
理
的
に
ア
ジ
ア
人
に
似

て
い
る
が
、
そ
れ
は
外
観
の
類
似
だ
け
だ
。
歴
史
と
国
民
性
に
お
い
て
日
本
人
は
、
ア
ジ
ア
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ま

た
オ
セ
ア
ニ
ア
と
連
な
っ
て
い
る
。
道
徳
的
に
日
本
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
近
い
。
ロ
シ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
ま
た
ド
イ
ツ
人
よ
り
フ

ラ
ン
ス
人
に
近
い
。
…
…
日
本
の
歴
史
は
極
西
の
歴
史
だ
。
…
…
日
本
近
代
史
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
の
コ
ピ
ー
の
よ
う
に
見

え
る
。
…
…
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
模
倣
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
日
本
人
は
、
本
能
で
も
、
た
ぶ
ん
起
源
に
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
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だ（
（2
（

」。
フ
ラ
ン
ス
人
と
日
本
人
の
特
に
近
い
本
質
は
「
国
民
意
識
と
愛
国
心
」
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

一
九
三
六
年
一
一
月
の
西
安
事
件
に
基
づ
い
た
小
説
『
十
一
時
』（
一
九
四
〇
年
）
で
も
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
極
西
論
」
の
宣
伝
を
続
け
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
日
本
も
、
多
面
的
ア
ジ
ア
で
あ
る
中
国
が
全
然
分
か
ら
な
い
。
日
本
人
は
極
東
の
民
族
で
は
な
く
、
極
西
の
民
族
だ（

（2
（

」。

著
者
が
想
像
し
た
現
在
の
日
本
は
、「
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、
も
っ
と
規
律
正
し
い
〔
国
〕。
イ
ギ
リ
ス
だ
が
、
も
っ
と
平
等
の
〔
国
〕。
イ
タ
リ

ア
だ
が
、
全
体
主
義
と
ド
イ
ツ
化
を
拒
否
し
た
〔
国
〕」
で
あ
る（

（2
（

。

　

フ
ァ
レ
ー
ル
に
よ
る
と
、
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
は
似
て
い
る
が
、
中
国
人
は
こ
の
両
民
族
と
基
本
的
に
違
う
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
、
ま
た
日
本
の
政
府
と
外
交
官
が
中
国
人
を
自
身
と
全
く
同
じ
よ
う
な
人
物
だ
と
考
え
る
の
は
、
主
要
な
間
違
い
で
あ
っ
た
。
中
国

人
は
他
の
民
族
と
基
本
的
に
違
う
の
で
、
そ
れ
は
大
変
な
間
違
い
で
あ
っ
た
。
中
国
人
が
ほ
か
の
民
族
よ
り
良
い
か
悪
い
か
で
は
な
い
。

全
く
違
う
と
い
う
こ
と
だ（

（2
（

」。
そ
れ
で
は
フ
ァ
レ
ー
ル
は
「
反
中
」
で
あ
っ
た
の
か
。
小
説
『
十
一
時
』
に
描
か
れ
た
西
洋
風
独
裁
者
「
ス

ン
・
テ
ョ
・
ウ
ェ
イ
」（
蒋
介
石
）
は
道
徳
的
な
兵
士
だ
が
、
元
帥
「
ク
ン
・
ウ
ェ
ン
・
チ
ュ
ン
」（
張
学
良
）
は
モ
ス
ク
ワ
の
パ
ペ
ッ
ト

で
、
極
悪
人
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
の
最
後
の
日
本
観
を
反
映
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。　

「
日
本
之
所
謂
御
平
和
」
を
批
判
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
と
絶
賛
し
た
フ
ラ
ン
ス
人

　

支
那
事
変
の
勃
発
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
「
ビ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
」
に
な
っ
て
、
日
本
の
大
陸
政
策
に
対
す
る
議
論
が
続
け
ら
れ
た
。

　

蒋
介
石
政
権
の
法
律
顧
問
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
（Jean Escarra; 1885 -1955

）
法
学
博
士
は
、
中
国
政
策
を
弁
護
し
て
、
日
本

政
策
を
よ
り
激
し
く
非
難
し
た
。
本
論
文
の
第
二
部
で
筆
者
は
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
中
国
に
対
す
る
日
本
政
策
と
現
在

紛
争
の
法
的
側
面
に
つ
い
て
の
意
見
書
』（
一
九
三
七
年
末
）
を
論
じ
て
い
る（

（2
（

。
支
那
事
変
勃
発
以
前
の
出
来
事
を
概
説
し
て
、
エ
ス
カ
ッ
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ラ
ー
は
、
将
来
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
予
言
、
警
告
を
発
し
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
ジ
ア
で
反
日
戦
争
を
戦
う
能
力
が
足
り
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
両
国
の
能
力
が
少
し
で
も
弱
く
な
っ
た

ら
、
リ
ス
ク
が
最
大
に
な
る
〔
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
向
け
の
ヒ
ン
ト
〕。
特
に
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
た
め
現
在
の
紛
争
に
直
接
的
な

関
係
が
あ
り
、
日
本
の
勝
利
は
破
綻
を
意
味
す
る
。
…
…
直
截
な
反
日
参
戦
ば
か
り
で
な
く
、
列
強
〔
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ

カ
〕
は
、
国
際
連
盟
で
日
本
に
対
す
る
制
裁
を
断
乎
と
し
て
加
え
る
手
段
が
あ
る
。
…
…
日
本
の
軍
事
力
、
経
済
力
を
絶
対
的
に
弱
め
る

の
は
、
紛
争
の
最
小
の
結
果
と
し
て
基
本
的
に
重
要
で
あ
る（

（2
（

」。

　

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
国
際
法
と
そ
の
違
反
を
語
る
に
止
ま
ら
ず
、
以
上
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
言
語
を
は
っ
き
り
利
用
し
た
。
し
か
し
、
一

九
三
七
年
一
二
月
末
以
後
、
日
本
軍
の
勝
利
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
七
月
、
支
那
事
変
勃
発
一
年
後
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー

が
出
し
た
新
し
い
論
文（

（2
（

の
カ
バ
ー
に
は
、
漢
字
で
『
日
本
之
所
謂
御
平
和
』（
フ
ラ
ン
ス
語
「L’honorable paix japonaise

」）
と
タ
イ

ト
ル
が
書
か
れ
て
い
た
。
明
ら
か
に
皮
肉
の
意
味
で
あ
る
。

　

中
国
弁
護
・
日
本
非
難
の
総
合
的
基
礎
概
論
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
論
文
は
一
九
三
八
年
四
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
仕
組
み
は
法
学
者
・

弁
護
士
で
あ
る
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
議
論
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。『
序
文
』（
一
一
～
一
八
頁
）
で
著
者
は
、
主
に
「
事
実
を
ま
げ

て
、
数
字
〔
統
計
〕
を
軽
々
し
く
扱
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
を
ね
つ
造
す
る
」
ば
か
り
で
な
く
「
嘘
を
常
習
的
に
つ
い
て
い
る
」「
日
本
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
」（
一
一
～
一
二
頁
）、
日
本
政
府
、
外
務
省
、
陸
軍
・
海
軍
な
ど
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
具
体
的
に
批
判
・
否
定
し
て
い
る
。
そ

の
コ
メ
ン
ト
の
中
に
注
意
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
フ
ァ
レ
ー
ル
に
対
す
る
明
白
な
批
判
で
あ
る
。「
ロ
テ
ィ
ー（

（2
（

に
続
く
海
軍
士
官
の
文
学
作
品
は
、
日
本
陸
海
軍
兵
士
の
『
義

侠
的
な
』
心
の
テ
ー
マ
を
悪
用
し
て
い
る
。
中
立
的
〔
公
平
な
〕
傍
観
者
は
、
中
国
で
彼
ら
〔
日
本
の
兵
士
〕
が
行
っ
た
多
く
の
野
蛮
な

行
為
を
立
証
し
て
い
る
」（
一
四
頁
）。
二
つ
目
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
日
的
立
場
の
批
判
で
あ
る
。「
複
数
の
新
聞
で
嘘
や
見
損
な
い
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の
簡
単
な
反
論
を
公
刊
す
る
の
は
不
可
能
だ
が
、
日
本
の
手
先
は
、
小
切
手
を
必
要
な
人
の
手
に
渡
し
、
そ
れ
〔
嘘
・
見
損
な
い
〕
を
う

ま
く
公
刊
す
る
」（
一
七
頁
）。
三
つ
目
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
左
翼
・
右
翼
の
日
本
観
・
中
国
観
を
論
じ
た
点
で
あ
る
。「
日
本
は
秩
序
、

平
和
、
幸
福
を
代
表
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
右
翼
の
人
々
は
そ
の
側
を
支
持
す
る
」（
一
七
頁
）
と
共
に
「
反
フ
ァ
シ
ス
ト
は
中
国

側
を
支
持
す
る
」（
一
四
一
頁
）。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
右
翼
新
聞
『L’action française

』
の
反
中
宣
伝
を
直
接
に
批
判
し
た
。「
本
流
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
機
関
紙
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
新
聞
は
、「
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
絶
が
必
要
だ
」
と
発
言
し
た
（
一
一
〇
頁
）。

　

第
一
章
『
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
民
族
』（
一
九
～
五
一
頁
）
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
国
人
と
日
本
人
を
比
較
し
た
際
、「
中
国
は
民
族
よ

り
文
明
」
で
、「
中
国
の
家
族
は
人
類
が
結
成
し
た
機
関
の
最
も
優
秀
な
も
の
だ
」
と
述
べ
た
（
二
〇
～
二
一
頁
）。
逆
に
、「
日
本
人
は
教

育
を
受
け
て
も
未
開
の
部
分
を
保
持
し
て
い
る
」（
三
七
頁
）。
中
国
で
の
日
本
陸
軍
の
「
野
蛮
行
為
」、
日
本
で
の
殺
人
・
ク
ー
デ
タ
ー
の

試
み
に
注
意
し
て
、「
日
本
は
自
由
な
討
論
の
国
で
は
な
く
」、「
国
会
は
国
の
運
命
に
役
割
を
果
た
さ
ず
」、「
陸
海
軍
が
内
閣
を
設
置
す

る
」（
三
九
～
四
〇
頁
）
等
と
述
べ
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
あ
る
程
度
正
し
か
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
中
国
は
ど
の
よ
う

な
国
だ
っ
た
の
か
、
と
も
反
論
で
き
る
。
著
者
に
よ
る
と
、「
ア
ジ
ア
で
秩
序
と
文
明
の
擁
護
者
、
完
全
に
近
代
化
さ
れ
た
日
本
と
後
れ
て

野
蛮
な
中
国
の
俗
悪
な
対
立
は
、
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
日
本
が
買
収
し
た
新
聞
の
虚
構
だ
。
そ
の
中
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
力
を
も

つ
新
聞
も
あ
る
」（
二
九
～
三
〇
頁
）。

　

第
二
章
『
侵
略
の
政
策
』（
五
三
～
九
一
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
の
大
陸
政
策
史
の
総
合
的
概
論
を
さ
ら
に
進
め
て
、
批
判
の
鉾
先
を

「
非
民
俗
化
と
同
化
」
の
植
民
地
政
策
に
向
け
た
。
朝
鮮
半
島
は
「
弾
圧
の
王
国
」
で
、「
朝
鮮
人
は
奴
隷
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
」
な
ど

と
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
述
べ
た
（
六
二
頁
）。
こ
こ
で
も
親
日
・
反
日
の
観
察
者
の
印
象
・
見
解
は
逆
で
あ
っ
た
が
、
海
外
か
ら
見
た
日
本
の

朝
鮮
政
策
は
特
別
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。「
中
華
民
族
と
そ
の
反
抗
の
意
志
を
弱
め
る
手
段
」
と
し
て
日
本
の
阿
片
生
産
・
販
売
政
策

を
批
判
し
た
後
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
阿
片
政
策
も
忘
れ
な
か
っ
た
（
七
六
～
八
一
、
一
九
九
頁
）。
東
亜
に
お
け
る
仏
英
競
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争
の
足
跡
で
は
な
い
か
と
。

　

第
三
章
『
原
因
と
口
実
』（
九
三
～
一
二
三
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
国
内
の
人
口
過
剰
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
問
題
の
事
実
を

認
め
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
国
と
協
力
し
て
平
和
的
な
解
決
が
可
能
だ
と
論
じ
て
、「
日
本
の
拡
大
は
侵
略
戦
争
の
み
」
な
の
で
、
解
決

の
助
け
に
な
ら
な
い
（
九
六
～
九
八
頁
）。
逆
に
、
中
国
で
の
共
産
主
義
の
思
想
と
運
動
の
偉
大
な
影
響
力
と
そ
の
危
険
性
の
テ
ー
ゼ
は
、

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
に
よ
っ
て
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
嘘
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
ソ
連
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
働
き
か
け
は
二
〇
年
に
及
ぶ
が
、

そ
の
影
響
力
は
社
会
的
に
も
、
地
域
的
に
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
蒋
介
石
と
国
民
党
の
反
共
闘
争
だ
、
と
著
者
は
強
調

し
た
（
一
二
一
～
一
二
三
頁
）。

　

第
四
章
『
責
任
』（
一
二
五
～
一
四
六
頁
）
で
著
者
は
、
日
本
の
「
侵
略
政
策
」
と
「
国
際
条
約
違
反
」
だ
け
で
な
く
、
西
洋
と
中
国
の

間
違
い
も
認
め
た
。「
日
中
戦
争
勃
発
直
前
、
中
国
が
弱
体
化
し
た
に
つ
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
〔
ソ
連
〕
と
中
国
共
産
党
の
責
任
が
重
い
。

…
…
中
国
全
体
が
ソ
ビ
エ
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
共
産
党
の
活
動
が
海
外
で
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
支
持

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
〔
そ
の
た
め
〕
中
国
の
統
一
は
遅
れ
て
困
難
に
な
っ
た
。
中
央
政
府
〔
国
民
党
政
権
〕
の
権
威
は
危
険
に

瀕
し
て
い
る
。
ソ
連
は
、
外
蒙
古
を
と
ら
え
て
、
他
の
地
域
に
進
入
し
た
際
、
日
本
と
同
様
に
中
国
の
領
土
保
全
を
尊
重
し
な
い
」
と
エ

ス
カ
ッ
ラ
ー
は
結
論
し
た
（
一
四
四
～
一
四
五
頁
）。

　

第
五
章
『
法
律
と
暴
力
』（
一
四
七
～
一
九
六
頁
）
で
国
際
法
か
ら
見
る
日
中
紛
争
の
本
質
と
特
徴
を
詳
細
に
分
析
し
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー

は
、
中
国
が
地
域
的
二
国
間
協
定
に
違
反
し
て
い
た
と
し
て
も
、
日
本
は
国
際
法
の
基
本
的
条
約
に
違
反
し
て
い
る
、
と
強
調
し
た
。
筆

者
は
こ
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
国
際
法
関
係
論
考
を
以
前
、
検
討
し
て
い
る（

（2
（

の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

　

第
六
章
『
知
ら
れ
て
こ
な
い
こ
と
』（
一
九
七
～
二
二
七
頁
）
で
著
者
は
、
紛
争
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
一
つ
目
の
結
論
は
、
日

本
か
中
国
の
「
決
定
的
勝
利
は
不
可
能
だ
。
…
…
日
本
と
中
国
が
緒
戦
で
戦
っ
て
も
、
太
平
洋
に
権
益
を
も
つ
国
家
は
中
立
を
履
行
し
て
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い
る
。
し
か
し
、
平
和
条
約
〔
の
準
備
・
交
渉
の
時
〕
に
つ
い
て
、
列
強
は
も
ち
ろ
ん
声
を
出
す
」（
二
〇
〇
頁
）。
二
つ
目
は
、
親
日
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
と
異
な
り
、
日
本
の
勝
利
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
に
対
し
て
よ
り
危
険
だ
が
、
中
国
が
勝
利
す
れ
ば
、
そ
の
危
険
性
は
な
い
（
二

〇
一
～
二
〇
二
頁
）。
三
つ
目
は
、「
中
国
で
の
日
本
の
勝
利
は
外
国
〔
西
洋
の
列
強
〕
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
。
…
…
逆
に
、

中
国
に
於
け
る
そ
の
立
場
は
さ
ら
に
危
な
く
な
る
」（
二
〇
六
頁
）。
中
国
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
見
解
に
基
づ
い
て
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
日
本

の
侵
略
に
対
し
て
「
弱
い
」
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
方
針
を
批
判
し
て
、
日
本
の
軍
事
力
は
誇
張
さ
れ
て
き
た
の
で
、
反
日
経
済
的
制
裁
は
日

本
侵
略
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
高
い
、
と
述
べ
た
（
二
一
四
～
二
一
六
頁
）。
そ
れ
と
共
に
『
結
語
』（
二
二
九
～
二
三
一
頁
）
で
著
者

は
、「
国
際
相
互
援
助
」
と
「
集
団
安
全
保
障
体
制
」
を
「
素
晴
ら
し
い
幻
」
だ
と
皮
肉
を
込
め
て
評
価
し
た
（
二
三
一
頁
）。

　

読
物
で
は
な
く
、
知
識
人
一
般
向
け
の
論
文
と
し
て
書
か
れ
た
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
の
本
に
は
註
と
参
考
文
献
が
あ
る
。
し
か
し
、
引
用
さ

れ
た
資
料
と
著
作
は
殆
ど
全
て
親
中
・
反
日
で
あ
る（

（3
（

。
一
つ
の
代
表
的
な
例
は
、
中
国
通
と
し
て
知
ら
れ
た
ロ
ゼ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ー（Roger 

Lévy; 1887 -1978

）
の
作
品
『
極
東
と
太
平
洋
』（
一
九
三
五
年
）
と
『
日
中
関
係
』（
一
九
三
八
年
）
で
あ
る
。
当
時
太
平
洋
問
題
研
究

会
（Com

ité d’études des problèm
es de Pacifique

）
書
記
長
で
あ
っ
た
レ
ヴ
ィ
ー
は
、
満
州
事
変
の
時
に
『
満
州
は
、
だ
れ
の
も

の
か
？
』（
一
九
三
二
年
）
を
発
表
し
中
国
の
立
場
を
弁
護
し
て
、
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
で
毛
沢
東
の
思
想
と
行
動
を
紹
介
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た

『
田
中
上
奏
文
』
の
偽
造
を
認
め
な
が
ら
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
「
そ
の
内
容
を
簡
単
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
（
九
〇
～
九

一
頁
）。

　

原
稿
を
書
き
終
わ
っ
た
後
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
改
め
て
東
亜
を
訪
問
し
て
、
一
九
三
八
年
五
月
二
一
日
に
国
民
党
政
権
の
臨
時
首
都
に

な
っ
た
武
漢
市
で
『
前
書
き
』
を
執
筆
し
た
（
七
～
一
〇
頁
）。
現
地
調
査
し
た
結
果
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
感
想
と
結
論
を
書
い
た
。
一

つ
目
は
、「
日
中
戦
争
勃
発
は
、
中
国
に
と
っ
て
二
年
早
く
、
日
本
に
と
っ
て
二
年
遅
か
っ
た
」（
八
頁
）。
二
つ
目
は
、「
戦
争
は
、
中
国

人
兵
士
の
ゆ
る
み
、
日
本
軍
の
不
敗
性
、
日
本
人
兵
士
の
軍
律
と
義
侠
的
な
精
神
に
つ
い
て
の
神
話
を
粉
砕
し
た
。
中
国
陸
軍
に
勤
務
し
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て
い
る
ド
イ
ツ
人
将
校
が
言
っ
た
通
り
、
中
国
人
は
素
晴
ら
し
い
兵
士
で
あ
り
、
日
本
人
〔
兵
士
〕
と
同
じ
く
勇
敢
だ
が
、
よ
り
賢
く
規

律
正
し
い
」（
八
～
九
頁
）。
三
つ
目
は
、「
明
日
講
和
が
決
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
時
的
休
戦
だ
け
に
な
る
」（
九
頁
）。
四
つ
目

は
、「
極
東
紛
争
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
は
不
可
分
だ
」（
九
頁
）。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
の
影
響
力
は
中
国
で
も
日
本
で
も
強
か
っ
た
が
、

「
ド
イ
ツ
が
中
国
へ
の
支
援
を
停
止
す
れ
ば
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
適
当
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
」。
そ
う
し
な
か
っ
た
ら
「
戦
後
ア

ジ
ア
で
白
人
に
残
さ
れ
た
遺
産
を
、
我
が
〔
フ
ラ
ン
ス
人
〕
は
全
部
失
う
リ
ス
ク
が
高
い
」、
と
述
べ
て
著
者
は
『
前
書
き
』
を
完
成
し
た

（
一
〇
頁
）。

　

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
著
『
日
本
之
所
謂
御
平
和
』
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
親
中
・
反
日
的
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
解
説
・
弁
護
と
し
て
最
も
詳

細
か
つ
総
合
的
な
論
文
で
あ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
、
本
研
究
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。

　

日
中
戦
争
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
東
洋
学
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
作
家
、
評
論
家
も
こ
の
テ
ー
マ
を
論
じ
た
。
そ
の
一
人
は
フ

ラ
ン
ス
社
会
党
に
近
か
っ
た
政
治
・
社
会
評
論
家
、
思
想
家
フ
ェ
リ
シ
エ
ン
・
シ
ャ
ラ
イ
（Félicien Challaye; 1875 -1967

）
で
あ
る
。

日
仏
関
係
史
の
中
で
そ
の
著
作
と
行
動
は
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
紹
介
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

シ
ャ
ラ
イ
は
、
一
九
〇
一
年
に
日
本
と
中
国
を
初
め
て
訪
問
し
、
旅
行
記
『
日
本
と
極
東
に
て
』（
一
九
〇
五
年
）、
後
に
『
絵
の
日
本
』

（
一
九
一
五
年
）
を
出
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
、
日
本
（
一
九
一
七
年
六
月
末
～
九
月
末
）、
朝
鮮
（
一
〇
月
）、
中
国
（
一
〇
月
末
～

一
二
月
末
）、
改
め
て
日
本
（
一
九
一
八
年
一
二
月
末
～
一
九
一
九
年
四
月
末
）
で
政
治
事
情
を
研
究
し
て
、
朝
鮮
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ

を
通
っ
て
帰
国
し
た（

（3
（

。
研
究
論
文
『
中
国
の
政
治
、
日
本
の
政
治
』（
一
九
二
一
年
）
と
『
日
本
労
働
運
動
』（
一
九
二
一
年
）
は
そ
の
成
果

で
あ
っ
た
。
ま
た
シ
ャ
ラ
イ
は
エ
ッ
セ
イ
『
日
本
の
心
』（
一
九
二
七
年
）
と
『
日
本
の
昔
話
』（
一
九
三
一
年
）
を
出
し
て
い
る（

（3
（

。

　

以
上
の
著
書
を
通
読
し
て
、
著
者
は
親
日
で
あ
っ
た
と
結
論
で
き
る
。
フ
ァ
レ
ー
ル
と
同
様
に
、
シ
ャ
ラ
イ
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
時
代
に

生
ま
れ
育
っ
て
き
た
の
で
「
美
し
い
日
本
」
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
。
左
翼
平
和
主
義
者
と
し
て
彼
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
中
国
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民
主
主
義
運
動
を
高
く
評
価
し
た
。
支
那
事
変
勃
発
の
時
、
シ
ャ
ラ
イ
は
長
く
極
東
の
現
実
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、『
中
国
、
日
本
と
列

強
』（『
結
語
』
日
付
一
九
三
八
年
一
月
一
日
）
を
出
し
た
。

　

シ
ャ
ラ
イ
の
立
場
は
親
中
と
言
え
る
が
、
反
日
と
言
え
ば
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
中
国
政
府
顧
問
の
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
中
華
民
国
を

近
代
的
な
民
主
主
義
の
国
家
と
し
て
描
い
た
が
、
独
立
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
、
人
権
擁
護
者
シ
ャ
ラ
イ
は
、
第
一
章
『
中
国
』（
九
～
三
〇

頁
）
で
、
戦
争
と
暴
力
を
嫌
う
平
和
的
民
族
が
長
期
的
に
列
強
に
抑
圧
さ
れ
て
き
た
不
平
等
な
境
遇
と
し
て
中
国
人
を
悲
し
く
描
い
て
、

国
民
党
政
権
の
近
代
化
へ
の
努
力
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
見
せ
た
。
第
二
章
『
日
本
』（
三
一
～
五
〇
頁
）
で
シ
ャ
ラ
イ
は
、
日
本
近
代
化
の
成

功
を
賞
賛
し
た
後
こ
う
結
論
し
た
。「
日
本
が
、
弱
く
危
険
に
瀕
し
た
国
で
あ
り
な
が
ら
、
民
族
の
力
を
合
わ
せ
て
、
自
分
の
自
由
を
守
る

た
め
に
も
海
外
で
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
も
強
く
な
っ
た
の
は
、
全
世
界
へ
の
教
訓
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
列
強
が
異

な
る
人
類
・
非
キ
リ
ス
ト
教
の
国
を
対
等
と
見
な
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
…
…
残
念
な
が
ら
、
そ
の
成
功
は
日
本
首
脳
の
心
を
堕
落

さ
せ
た（

（3
（

」。
シ
ャ
ラ
イ
は
日
本
の
人
口
過
剰
問
題
の
存
在
を
認
め
た
が
、
そ
の
事
実
は
「
他
の
も
っ
と
弱
い
国
を
占
領
す
る
権
利
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た（

（3
（

。

　

第
三
章
『
中
日
関
係
』（
五
一
～
六
六
頁
）
で
そ
の
近
代
史
を
概
論
し
た
中
で
、
シ
ャ
ラ
イ
は
、
日
本
の
大
陸
政
策
を
批
判
し
、
日
本
人

政
治
家
は
中
国
を
「
ア
ジ
ア
の
バ
ル
カ
ン
〔
半
島
〕」、
危
険
な
無
秩
序
の
地
域
と
見
な
し
た
と
述
べ
た（

（3
（

。
第
四
章
『
中
日
関
係
と
列
強
』

（
六
七
～
七
九
頁
）
で
著
者
は
、
各
国
と
の
関
係
を
簡
単
に
説
明
し
て
、「
中
国
の
青
年
は
自
由
主
義
、
革
命
、
非
宗
教
化
の
フ
ラ
ン
ス
を

特
に
尊
重
す
る
」
と
強
調
し
た（

（3
（

。
第
五
章
『
現
在
の
中
日
紛
争
』（
八
一
～
八
八
頁
）
で
著
者
は
国
際
連
盟
の
立
場
を
支
持
し
た
。

　

シ
ャ
ラ
イ
の
見
解
・
予
言
と
し
て
『
結
語
』（
八
九
～
九
五
頁
）
は
注
意
を
引
く
。
一
つ
目
は
、「
日
本
が
罪
深
い
侵
略
の
責
任
者
で
あ
る

こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
」。
二
つ
目
は
、「
軍
事
的
に
勝
利
し
て
も
日
本
が
支
障
な
く
中
国
全
土
を
統
制
で
き
る
可
能
性
は
低
い
」。

し
か
し
、
日
本
国
内
で
「
ミ
カ
ド
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
」
と
い
う
国
家
社
会
主
義
指
導
下
の
社
会
革
命
に
関
す
る
著
者
の
予
言
は
、
少
な
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く
と
も
無
邪
気
だ
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

　

親
日
的
立
場
を
擁
護
す
る
知
識
人
の
も
う
一
人
は
、
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
「
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
」
を
名
乗
っ

た
ベ
ル
ギ
ー
人
ロ
ジ
ェ
ー
・
ド
・
シ
ャ
テ
ロ
ー
侯
爵
（Chalux, 

本
名Roger de Chateleux; 1878 -1956

）
は
、
様
々
な
活
動
の
経
験

を
持
っ
て
い
る
。
主
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
映
画
監
督
と
し
て
知
ら
れ
た
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
、
一
九
一
〇
～
一
九
二
〇
年
代
、
中
国
長

期
滞
在
中
に
多
数
の
地
域
を
訪
問
し
た
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
中
国
に
長
く
住
ん
で
も
、
中
国
人
の
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
認

め
た（

（3
（

。
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
彼
は
改
め
て
日
本
と
中
国
を
訪
問
し
て
、
旅
行
記
・
評
論
『
中
日
紛
争
を
巡
っ
て
』（
一
九
三
八
年
）
を
出

し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
っ
て
も
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
一
九
三
八
年
に
新
聞
『L’action française

』
と
協
力
し
て
い
た
の
で
、
フ
ラ
ン

ス
に
読
者
が
多
く
、
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
感
想
を
語
っ
た
著
者
は
、
東
亜
政
治
事
情
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
て
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
等
の
立
場
に
反
論
し
た
。「
あ
る
欧
米
人
は

『
中
国
の
平
等
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
政
権
』
を
『
日
本
の
絶
対
権
力
』
と
対
立
さ
せ
る
。
そ
れ
が
い
け
な
い
。
日
本
の
普
通
選
挙
権
と
法
律
の

平
等
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
は
な
い
、
と
信
じ
る
人
物
が
い
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
は
絶
対
、
共
和
国
で
は
な
い
。
現
在

の
政
権
は
独
裁
政
権
だ
。
中
国
人
に
は
主
権
が
な
く
、
投
票
も
し
な
い
。
…
…
日
本
で
は
『
平
民
が
嫌
な
戦
争
と
飢
餓
の
た
め
不
満
を
抱

き
革
命
を
始
め
る
』
と
言
わ
れ
る
が
、
私
は
中
国
に
行
く
前
日
本
を
訪
問
し
て
、
帰
り
道
に
も
訪
日
し
、
ミ
カ
ド
の
帝
国
は
秩
序
が
完
璧

だ
」
と
感
じ
た
。「
…
…
中
国
は
統
一
し
て
い
る
と
信
じ
る
人
物
も
い
る
。
…
…
し
か
し
、
北
京
の
中
国
人
と
広
州
の
中
国
人
の
差
異
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
差
異
と
同
様
で
あ
る（

（4
（

」。

　
「
基
本
的
に
世
界
は
日
本
が
嫌
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
」
と
聞
か
れ
て
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
躊
躇
な
く
こ
う
答
え
た
。「
日
本
が
世
界
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
危
険
な
敵
手
に
な
っ
た
の
で
。
…
…
世
界
は
新
し
い
列
強
が
生
ま
れ
た
と
理
解
し
た
。
そ
の
時
か
ら
反
日
の
感
情
も
生
ま

れ
た
」。
そ
の
た
め
日
本
人
は
「
ど
こ
で
も
敵
を
見
つ
け
て
、
脅
迫
妄
想
を
持
つ
ら
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
後（

（4
（

、
著
者
は
「
警
備
の
国
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家
」
日
本
に
お
け
る
自
分
の
経
験
を
紹
介
し
た
。
親
日
的
な
著
作
で
は
こ
の
よ
う
な
物
語
は
例
外
だ
と
結
論
で
き
る
。

　

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
の
文
書
は
、
一
部
は
資
料
の
引
用
（
蒋
介
石
と
毛
沢
東
の
宣
言
を
含
め
て
）
で
、
一
部
は
読
み
や
す
い
旅
行
記
で
あ

る
。
そ
の
内
容
を
詳
細
に
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
が
、
著
者
の
主
要
な
感
想
だ
け
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
一
つ
目
は
、
北
中
国
で
は
「
住

民
が
占
領
日
本
軍
と
仲
が
良
く
、
あ
る
地
域
で
は
日
本
人
が
解
放
者
と
み
な
さ
れ
た（

（4
（

」。
そ
の
件
に
つ
い
て
の
説
明
は
特
に
長
い
。
二
つ

目
は
、「
中
国
人
は
基
本
的
に
外
国
人
が
嫌
い
で
憎
む
。
…
…
青
年
中
国
は
我
ら
か
ら
得
た
政
治
的
理
想
を
尊
重
す
る
が
、
そ
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
西
洋
人
の
憎
悪
と
不
可
分
だ
。
…
…
あ
る
列
強
が
譲
歩
を
す
れ
ば
、
中
国
は
そ
れ
を
軟
弱
と
考
え
て
も
っ
と
外
人
嫌
い
に
な

る（
（4
（

」。
三
つ
目
は
、
中
国
共
産
党
は
実
に
強
い
し
、
そ
の
行
動
を
統
制
す
る
ソ
連
は
ど
ん
ど
ん
「
東
亜
の
中
心
に
、
支
那
本
部
に
向
け
て

侵
入
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
日
中
戦
争
は
「
ソ
ビ
エ
ト
と
中
国
共
産
党
が
望
ん
だ
戦
争
」
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
が
見
て
描
い
た
日
本
軍
と
中
国
軍
の
比
較
は
、
明
ら
か
に
日
本
軍
の
為
に
な
っ
た
。「
中
国
人
よ
り
平
和
を
好
む
民
族
が

世
界
に
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
中
国
に
は
ど
こ
で
も
兵
士
が
そ
ん
な
に
多
い
の
か
」
と
シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
は
皮
肉
を
込
め
て
聞
い
た（

（4
（

。
結
論
と

し
て
、「
一
般
的
な
意
見
と
違
っ
て
、
日
本
が
中
国
を
攻
略
で
き
る
望
み
は
な
い
」
と
著
者
は
述
べ
た（

（4
（

。

　

シ
ャ
リ
ュ
ッ
ク
ス
の
本
は
「
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品
」
な
の
か
。
筆
者
は
彼
の
旅
行
と
仕
事
の
背
景
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

右
翼
で
あ
る
著
者
は
本
心
か
ら
日
本
の
大
陸
政
策
を
支
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
著
作
は
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
世
論
の
一

部
を
明
確
に
代
表
し
て
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
、
政
治
家
、
政
治
評
論
家
は
、
満
州
事
変
以
降
の
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
を
検
討
、
評
価
す
る
際
、
親
日
派

と
親
中
派
に
分
か
れ
た
。
親
日
派
は
、
必
ず
し
も
反
中
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
れ
ば
、
東
亜
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大

に
比
較
す
れ
ば
日
本
の
拡
大
は
危
険
で
な
い
、
と
評
し
た
。
立
場
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
、
親
日
派
も
親
中
派
も
、
日
本
を
列
強
の
一
つ
と
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見
な
し
て
、
中
国
を
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
と
比
較
で
き
な
い
国
際
的
地
位
の
国
、
国
際
政
治
の
主
体
で
は
な
く
、
客
体
と
見
な

し
た
点
で
は
共
通
す
る
。
支
那
事
変
勃
発
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
親
日
派
と
親
中
派
の
対
立
は
激
化
し
た
。
筆
者
は
そ
の
問
題
を
研
究
し

つ
づ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。

《
註
》

		


本
稿
の
引
用
は
全
て
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）		

フ
ァ
レ
ー
ル
関
係
文
学
評
論
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
多
数
。
評
伝
は
、A

lain Q
uella-V

illeger, Le Cas Farrere: du Goncourt a la Disgrace 

（Paris: Presses de la Renaissance, 1989

）。「
フ
ァ
レ
ー
ル
と
日
本
」
の
専
門
的
研
究
は
、
入
門
的
な
論
文
一
件
し
か
な
い
、Patrick Beille-

vaire, A
pres ‘La Bataille’: l‘egarem

ent japonophile de Claude Farrere Les carnets de l’exotism
e. Faits et im

aginaires de la guerre 

russo-japonaise （1904 -1905

） （Paris: K
ailash, 2005

）.  

（
2
）		Claude Farrere, M

es voyages. I. La prom
enade d‘Extrem

e-Orient （Paris: Flam
m

arion, 1924

）, p. 277. 

（
3
）		

同
上
、p. 278.

（
４
）		

同
上
、pp. 249 -250, 255, 257.

（
５
）		

同
上
、pp. 275 -279.

（
6
）		Claude Farrere, La Bataille （Paris: Paul O

llendorf, 1911
） 

。
本
稿
で
利
用
し
た
再
版
、
日
露
戦
争
関
係
文
学
作
品
集
、1905. Autour de 

Tsoushim
a （Paris: O

m
nibus, 2005

）。

（
7
）		

ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル
著
、
高
橋
邦
太
郎
訳
『
ラ
・
バ
タ
イ
ユ
』（
世
界
大
衆
文
学
全
集
第
五
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
）

；

ク
ロ
ー
ド
・

フ
ァ
レ
ー
ル
著
、
野
口
錚
一
訳
『
戦
闘
』（
葦
書
房
、
一
九
九
一
年
）。

（
8
）		A

natole de M
onzie, Petition pour l’histoire （Paris: Flam

m
arion, 1942

）, pp. 84 -85.

（
9
）		Eugen W

eber, L’Action francaise （Paris: Stock, 1964

） pp. 568.

（
10
）		Claude Farrere, M

es voyages. I. La prom
enade d‘Extrem

e-Orient, pp. 238 -239.
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（
11
）		

同
上
、p. 284.

（
12
）		Claude Farrère, Forces spirituelles de l’ Orient: Inde – Chine – Japon – Turquie （Paris: Flam

m
arion, 1937

）, p. 159.
（
13
）		
同
上
、p. 169, 171. 

（
14
）		
同
上
、p. 172.

（
15
）		Claude Farrère, Souvenirs （Paris: A

rthem
e Fayard, 1953

）, p. 269.

（
16
）		Claude Farrère, Le grand dram

e de l’Asie （Paris: Flam
m

arion, 1938

）, p. 42, 48.

日
本
語
訳
、
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
レ
ー
ル 

著
、
森
本
武

也
訳
『
ア
ジ
ア
の
悲
劇
』（
日
光
書
院
、
一
九
四
〇
年
）。

（
17
）		

同
上
、p. 105.

（
18
）		

同
上
、pp. 113 -114.

（
19
）		Jacques D

oriot, La France ne sera pas un pays d’esclaves （Paris: Les œ
uvres françaises, 1936

）, pp. 105 -106, 57. 

（
20
）		Claude Farrère, L’Europe en Asie （Paris: Flam

m
arion, 1939

）, p. 8, 56. 

日
本
語
訳
、
ク
ロ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
レ
ル 

著
、
岡
倉
正
雄
訳
『
ア

ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
新
世
代
叢
書
、
育
生
社
、
一
九
四
一
年
）。

（
21
）		

同
上
、p. 36. 

（
22
）		Claude Farrère, La onziem
e heure （Paris: Flam

m
arion, 1940

）, p. 127.

（
23
）		

同
上
、p. 274. 

（
24
）		Claude Farrère, L’Europe en Asie, p. 19.

（
25
）		

詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）

―
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
に

い
た
る
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
二
号
二
〇
一
八
年
）。

（
26
）		Jean Escarra, Réflexions sur la politique du Japon a l’ égard de la Chine et sur quelques aspects juridiques du conflit actuel 

（<Perpignan: L’Indépendant, 1937>

）, pp. 25 -26. 

（
27
）		Jean Escarra, L’honorable paix japonaise （Paris: Bernard Grasset, 1938
）. 

引
用
し
頁
番
号
は
本
文
で
括
弧
内
に
記
し
た
。

（
28
）		

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
（Pierre Loti; 

本
名 Louis M

arie-Julien V
iaud; 1850 – 1923

）、
フ
ラ
ン
ス
海
軍
士
官
、
旅
行
・
ロ
マ
ン
ス
の
小
説
で
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世
界
的
に
有
名
な
作
家
、
植
民
地
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
フ
ァ
レ
ー
ル
の
先
駆
者
。
日
本
を
訪
問
し
た
後
、
旅
行
記
『
秋
の
日
本
』（
一
八
八
九

年
）
と
小
説
『
お
菊
さ
ん
』（
一
八
八
七
年
）
を
執
筆
し
た
。

（
29
）		Jean Escarra, Le Conflit Sino-Japonais et la Societé des Nations

（Paris: Publications de la conciliation internationale, 1933

）; 

ワ

シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）（
同
上
）。

（
30
）		

例
え
ば
、T. O

’Conroy, The M
enace of Japan （London: H

urst &
 Blackett, 1933; 

再
出
版London: H

utchinson, 1938

）; Freda U
tley, 

Japan’s Feet of Clay （London: Faber &
 Faber, 1936; 

フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
、Le Japon aux pieds d’argile （Paris: Payot, 1937

）。
オ
・
コ

ン
ロ
イ
著
作
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳
（
一
九
三
四
年
）
が
反
日
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
に
利
用
さ
れ
た
。

（
31
）		Roger Lévy: 1

） A qui la M
andchourie? （Paris: Pedone, 1932

）; 2

） Extrêm
e-Orient et Pacifique （Paris: A

rm
and Colin, 1935

）; 
3

） Relations de la Chine et du Japon 

（Paris: Paul H
artm

ann, 1938

）; 4

） Regards sur l’Asie 

（Paris: A
rm

and Colin, 1952; 5

） La 
révolte de l’Asie 

（Paris: PU
F, 1965

）; 6

） M
ao Tso-Tong 

（Paris: Seghers, 1967

）. 

筆
者
は
レ
ヴ
ィ
ー
の
日
本
大
陸
政
策
観
を
も
っ
と
深
く

研
究
す
る
予
定
が
あ
る
。

（
32
）		Félicien Challaye, La Chine, le Japon et les puissances （Paris: Rieder, 1938

）, p. 7.

シ
ャ
ラ
イ
の
評
伝
か
詳
し
い
研
究
が
な
い
。

（
33
）		Félicien Challaye: 1

） Au Japon et en Extrêm
e-Orient 

（Paris: A
rm

and Colin, 1905

）; 2

） Le Japon illustré 

（Paris: Larousse, 
1915

）; 3

） La Chine et le Japon politiques 

（Paris: Felix A
lacan, 1921

）; 4

） Le m
ouvem

ent ouvrier au Japon 

（Paris: Felix A
lcan, 

1921

）; 5

） Le cœ
ur japonais （Paris: Payot, 1927
）; 6
） Contes et légendes du Japon （Paris: F. N

athan, 1931

）.

（
34
）		Félicien Challaye, La Chine, le Japon et les puissances, pp. 39 -40.

（
35
）		

同
上
、p. 42.

（
36
）		

同
上
、p. 53.

（
37
）		

同
上
、p. 76.

（
38
）		

同
上
、pp. 91 -94.

（
39
）		«Chalux», Autour du conflit Sino-Japonais （Bruxelles: O

ffi
ce de publicité, 1938

）, p. 28, 41. 

（
40
）		

同
上
、pp. 6–9.
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（
41
）		

同
上
、pp. 11–14.

（
42
）		

同
上
、pp. 54–55.

（
43
）		
同
上
、pp. 66–69.

（
44
）		
同
上
、pp. 105–106, 129. 

（
45
）		

同
上
、p. 150. 

（
46
）		

同
上
、p. 233. 

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
八
年
十
一
月
一
日
）
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〈
論
文
〉

〈
世
話
好
き
な
継
母
の
日
本
〉

一
〇
〇
年
に
わ
た
る
来
日
ロ
シ
ア
人
の
受
容
か
ら
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
露
交
流
の
特
徴

ポ
ダ
ル
コ
・
ピ
ョ
ー
ト
ル

要
旨　

日
本
の
「
近
代
化
」
は
「
西
欧
化
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
明
治
・
大
正
期
の
日
本
人
の
概
念
で
は
ロ
シ
ア
も
当
然
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
開
国
以
降
の
日
露
両
国
の
交
流
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
進
ん
だ
が
、
他
の
欧
米
諸
国
と
比
較
す
れ
ば
か
な
り
遅
れ
て
い
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
は
、
日
本
に
居
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
ロ
シ
ア
国
籍
を
も
つ
者
は
、
欧
米
国
籍
者
の
第
六
位
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
に
、
日
本
に
亡
命
ロ
シ
ア
人
（
白
系
露
人
）
が
数
千
人
も
移
住
し
、
在
日
ロ
シ
ア
国
籍
者
が
急
増

す
る
。
一
九
二
〇
―
一
九
四
〇
年
代
の
日
本
で
〈
白
人
〉
と
い
え
ば
、
英
・
米
国
の
出
身
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
白
系
露
人
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
主
な
居
住
地
は
、
外
国
人
が
多
く
、「
西
欧
化
」
さ
れ
た
関
東
（
東
京
・
横
浜
）、
関
西
（
神
戸
）、
そ
し
て
気
候
・
風
土
が
ロ
シ
ア
に
近
い
北

海
道
（
函
館
、
旭
川
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
従
来
多
民
族
・
多
言
語
の
国
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
出
身
た
ち
は
、
日
本
当
局
は
彼
ら
を
皆
、
自
称
に
関
わ

ら
ず
「
ロ
シ
ア
人
」
と
み
な
し
た
。

　

一
九
二
五
年
一
月
の
日
ソ
基
本
条
約
の
締
結
後
、
日
本
の
ロ
シ
ア
人
は
、「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
と
「
無
国
籍
白
系
露
人
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
に
は
様
々
な
身
分
を
持
つ
者
が
い
た
が
、
一
方
、
ソ
ビ
エ
ト
人
は
主
に
政
府
機
関
関
係
者
で
あ
っ
た
。
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戦
後
、
白
系
ロ
シ
ア
人
が
激
減
し
、
一
方
、
日
ソ
国
交
回
復
（
一
九
五
六
）
後
に
来
日
ソ
ビ
エ
ト
人
が
急
増
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
八
五
年
に
始

ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、
従
来
の
外
交
官
や
他
の
政
府
関
係
者
に
加
え
て
、
民
間
団
体
や
一
般
市
民
に
と
っ
て
も
日
本
入
国
が
比
較
的
に
簡

単
に
な
っ
た
。
短
期
滞
在
の
観
光
客
の
ほ
か
、
両
国
の
大
学
間
交
流
に
伴
い
、
日
本
留
学
を
目
指
す
ロ
シ
ア
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
二
〇
一
八
年

度
に
日
本
に
出
入
国
し
た
ロ
シ
ア
国
籍
者
の
総
数
は
約
七
万
人
で
、
同
年
度
に
日
本
に
居
留
す
る
ロ
シ
ア
人
の
数
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
で
英
・

仏
に
次
い
で
三
位
だ
っ
た
。

　

一
九
九
一
年
末
ソ
連
が
一
五
カ
国
に
分
か
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
諸
国
の
市
民
た
ち
が
日
本
を
訪
れ
る
際
に
使
用
す
る
共
通
語
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。

彼
ら
の
数
を
加
え
れ
ば
、
在
日
居
留
す
る
旧
ソ
連
人
の
総
数
は
年
度
に
よ
っ
て
１
万
人
以
上
に
な
る
。
在
日
ロ
シ
ア
人
同
士
の
交
流
を
保
持
す
る
た

め
に
、
関
東
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
、
一
九
九
三
年
に
〈
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ブ
〉
を
設
立
し
た
。
ク
ラ
ブ
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
旧
ソ
連
諸

国
の
出
身
者
も
参
加
し
て
お
り
、
共
通
語
は
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
ソ
連
を
ロ
シ
ア
と
、
ロ
シ
ア
人
を
ロ
シ
ア
国
内
の
少
数
民
族
と
混
同
す
る
場
合
が
ま
だ
多
い
。
言
語
に
つ
い
て
も
、
旧
ソ
連
の
出
身

な
ら
ば
ロ
シ
ア
語
も
流
暢
で
あ
る
は
ず
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
旧
ソ
連
諸
国
の
出
身
者
は
、
日
本
在
住
中
に
民

族
を
問
わ
ず
ロ
シ
ア
語
取
得
者
と
し
て
雇
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
在
日
ロ
シ
ア
人
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
、
受
容
の
問
題
、
日
露
交
流
、〈
世
話
好
き
な
継
母
〉

は
じ
め
に

　

ロ
シ
ア
人
は
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
江
戸
時
代
の
「
赤
蝦
夷
」（
こ
の
「
赤
」
は
、
ロ
シ
ア
人
の
髪
の
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毛
、
ま
た
は
軍
人
の
制
服
の
色
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
が
、
厳
密
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
）、
あ
る
い
は
「
オ
ロ
シ
ア
ジ
ン
」
が
あ
り
、
さ

ら
に
明
治
後
半
に
入
る
と
当
時
の
日
露
関
係
を
反
映
し
て
「
露
助
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
後
期
に
は
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」

や
「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
が
登
場
し
た
。
こ
の
「
白
系
ロ
シ
ア
」
の
「
白
」
は
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
「
赤
」
に
対
し
て
そ
れ
に
敵
対
し
た
人
々

を
指
し
示
す
呼
称
で
あ
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
以
前
の
支
配
階
級
に
属
す
る
資
本
家
、
地
主
、
貴
族
お
よ
び
内
戦
期
に
白
衛
軍

に
参
加
し
た
将
校
、
兵
士
さ
ら
に
は
商
人
や
一
部
の
知
識
人
、
彼
ら
の
家
族
な
ど
が
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
九
一
年
一

二
月
に
起
こ
っ
た
旧
ソ
連
邦
の
解
体
後
は
、「
ロ
シ
ア
人
」
が
総
呼
称
と
し
て
再
び
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
露
戦
争
後
、
両
国
間
の
交
流
は
、
貿
易
（
特
に
、
漁
業
な
ど
）
を
は
じ
め
と
す
る
色
々
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
他
の
諸
国
と

日
本
と
の
交
流
に
比
較
す
る
と
、
ロ
シ
ア
は
か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
在
日
ロ
シ
ア
人
の
数
も
あ
ま
り
増
え
ず
、
外
交
機
関
・

他
の
公
務
員
を
除
い
て
、
わ
ず
か
数
十
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
一
九
一
五
年
以
降
、
来
日
ロ
シ
ア
人
が
増
え
た
が
、
そ
の
理
由
は
第
一
次

世
界
大
戦
に
よ
る
日
露
軍
事
交
流
な
ど
に
あ
る
。
戦
争
中
に
日
本
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
行
っ
た
様
々
な
発
注
に
関
し
て
、
英
・
米
・
仏
に

次
ぐ
第
四
位
の
納
入
国
で
あ
っ
た（

１
）。
と
り
わ
け
、
ロ
シ
ア
政
府
が
求
め
た
軍
需
注
文
の
受
取
り
の
た
め
の
専
門
要
員
、
大
使
館
の
新
し
い

ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
、
家
族
と
と
も
に
来
日
し
た
。
さ
ら
に
当
時
日
露
協
約
の
た
め
の
準
備
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
来
日
し

た
人
々
も
い
た（

２
）。
し
か
し
、「
大
勢
露
人
」
が
日
本
に
来
た
と
い
う
の
は
、
革
命
の
恐
怖
か
ら
逃
げ
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。

一
．
白
系
ロ
シ
ア
人
に
関
す
る
統
計

　

一
九
一
七
年
末
以
降
の
亡
命
者
に
関
す
る
調
査
や
彼
ら
の
出
国
・
入
国
な
ど
の
計
算
は
当
時
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
の
ち
に
調
べ
ら
れ

た
デ
ー
タ
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、「
精
算
」
で
は
な
く
「
概
算
」
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
け
る
亡
命
者
総
計
ま
た
は
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移
住
者
の
行
先
に
関
す
る
小
統
計
は
、
複
数
の
資
料
を
比
較
し
た
場
合
に
差
が
か
な
り
大
き
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
赤
十
字
社
の
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
日
付
報
告
に
お
け
る
デ
ー
タ
で
は
、
一
九
六
万
三
千
五
百
人
の
難
民
が
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
国
際
連
盟
（
一
九
二
二
―
一
九
四
六
）
の
第
三
回
総
会
の
一
九
二
二
年
三
月
二
四
日
付
報
告
（
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
セ
ン
報

告
」）
で
は
、
一
五
〇
万
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
六
年
九
月
、
国
際
連
盟
が
「
ロ
シ
ア
人
難
民
」
の
数
を
一
六
〇
万
人

と
定
め
て
い
る（

３
）。
こ
れ
は
特
に
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
欧
米
諸
国
へ
移
住
し
た
旧
帝
政
ロ
シ
ア
出
身
の
亡
命
者
は
、
現

地
で
人
口
調
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
除
い
て
は
普
通
、
日
本
に
在
住
し
た
ロ
シ
ア
人
と
違
っ
て
宗
教
や
血
統
な
ど
を

無
視
し
て
自
分
を
「
ロ
シ
ア
人
」
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
あ
っ
た（

４
）。
各
国
の
登
録
に
も
「
民
族
・
国
籍
設
定
」
に
関
す
る
誤
算
が
あ
っ

た
。
特
に
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
先
ず
「
ロ
シ
ア
人
」
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
既
に
独
立
国
家
に
な
っ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
バ
ル
ト
三
国
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
各
地
に
生
ま
れ
た
亡
命
者
は
、
当
局
の
目
か
ら
見
れ
ば
ほ

と
ん
ど
例
外
な
く
「
ロ
シ
ア
人
」
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
一
年
に
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
は
初
め
て
政
治
的
大
赦
を
公
表
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
三
年
七
月
四
日
付
ソ
連
人
民
委
員
会
議
［
一

九
一
七
―
一
九
四
六
年
の
ソ
連
国
家
の
最
高
行
政
機
関
、
一
九
四
六
年
三
月
よ
り
「
ソ
連
閣
僚
会
議
」
と
呼
ば
れ
る
］
の
法
令
が
公
表
さ

れ
、
そ
れ
は
各
国
に
散
ら
ば
っ
た
ロ
シ
ア
出
身
た
ち
も
ソ
連
代
表
部
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
徴
兵
適
齢
者
は
直
ち
に
帰
国
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
帰
国
し
な
い
場
合
は
、
刑
事
罰
を
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
警
告
も
な
さ
れ
た
。
一
九
二
四
年
七
月
九
日
付
ソ

連
人
民
委
員
会
令
は
、
そ
の
大
赦
を
モ
ン
ゴ
ル
お
よ
び
西
中
国
へ
亡
命
し
た
兵
卒
軍
人
に
も
適
用
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
一
〇
年
間
（
一
九
二
一
―
一
九
三
一
）
に
お
い
て
帰
国
し
た
亡
命
者
は
一
八
万
一 

四
三
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た（
５
）。
と
り
わ
け
、

帰
国
し
た
亡
命
者
の
大
部
分
（
一
二
万
一 

三
四
三
人
）
が
、
大
赦
同
年
（
一
九
二
一
年
）
以
後
、
帰
国
直
後
に
逮
捕
さ
れ
た
り
、
銃
殺
さ

れ
た
り
し
た
と
い
う
情
報
が
海
外
へ
も
届
き
、
そ
れ
以
上
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
た
が
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
九
二
一
年
以
後
も
、
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ロ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
運
動
は
続
い
て
い
た
。　

　

白
系
ロ
シ
ア
人
の
な
か
に
は
、
一
般
市
民
の
他
に
、
世
界
的
に
有
名
な
作
家
、
作
曲
家
や
声
楽
家
な
ど
が
お
り
、
移
住
先
の
文
化
に
新

鮮
な
刺
激
を
も
た
ら
し
た
知
識
人
や
、
経
営
上
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
そ
の
地
に
持
ち
込
ん
だ
企
業
家
も
少
な
く
な
か
っ
た（

６
）。

二
．
身
分
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
社
会
的
地
位
・
国
籍
の
問
題

　

世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
ロ
シ
ア
人
の
間
で
は
、
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
自
分
の
身
分
・
国
籍
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題
が
大
き
く

な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
を
全
体
と
し
て
呼
ぶ
単
語
で
あ
る
。
普
通
、
各
国
は
そ
こ
へ
や
っ
て
来
た
ロ
シ
ア
人
を
「
難
民
」
ま
た

は
「
避
難
民
」（
ロ
シ
ア
語
は «Беж

енец»
）
と
し
た
が
、「
亡
命
者
」（
ロ
シ
ア
語
は «Эмигрант»

、
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
）
や
「
移
住
者
」（
ロ

シ
ア
語
は «П

ереселенец»

）
と
し
た
国
も
あ
る
。 

　

し
か
し
、
各
国
に
は
上
記
の
単
語
の
使
用
に
関
す
る
色
々
な
問
題
が
お
こ
り
、
混
乱
な
ど
も
あ
っ
た
た
め
、
国
際
連
盟
な
ど
の
国
際
的
機

関
で
も
そ
れ
を
整
理
す
る
幾
つ
か
の
試
み
が
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
に
、
国
際
連
盟
の
難
民
・
捕
虜
高
等
弁
務
官
（“H

aut Com
m

issaire 

pour les Refugies”

）
に
な
っ
た
ナ
ン
セ
ン
は（
７
）、
ロ
シ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
は
じ
め
と
す
る
難
民
の
地
位
・
身
分
証
明
書
に
関
す
る

問
題
を
国
際
連
盟
の
会
議
に
提
起
し
た
。
一
九
二
二
年
七
月
五
日
と
一
九
二
六
年
五
月
三
一
日
の
両
国
際
協
定
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
セ

ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
が
決
め
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
三
一
ヶ
国
が
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

８
）。
一

九
二
六
年
五
月
一
二
日
の
国
際
的
協
定
は
、
ソ
連
か
ら
保
護
を
受
け
ず
他
国
の
国
籍
を
持
た
な
い
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
者
を
「
ロ
シ
ア
難

民
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
決
め
た（

９
）。
一
九
二
七
年
九
月
二
六
日
、
国
際
連
盟
総
会
は
、
難
民
の
地
位
の
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
を
提
起
し
た
。

翌
年
六
月
二
八
―
三
〇
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
難
民
の
法
的
地
位
に
関
す
る
政
府
間
会
議
（«Conference intergouvernem

entale pour 
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le Statut juridique des refugies

） 

が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
五
ヶ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

ス
イ
ス
、
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
）
の
代
表
者
の
他
に
、
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
法
律
家
や
、
高
等
弁
務
官
補
佐
官
ジ
ョ

ン
ソ
ン
（M

.Johnson

）
と
国
際
職
業
局
長
補
佐
官
バ
ル
タ
ー（B.Balter

）
な
ど
が
参
加
し
た
。
最
後
に
、
エ
ジ
プ
ト
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
除
い
て
、
他
の
一
二
ヶ
国
は
一
九
二
八
年
六
月
三
〇
日
付
の
「
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
難
民
の
法
的
地

位
に
関
す
る
協
定
」（“A

rrangem
ent du 30 juin 1928. Relatif au statut juridique des refugies russes et arm

eniens”

）
に

調
印
し
た
が
、
そ
の
全
文
を
認
め
る
場
合
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
）
と
そ

の
大
部
分
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ス
イ
ス
）
ま
た
は
一
部
し
か
認
め
な
い
場
合 

（
ギ
リ
シ
ア
、
エ
ス
ト
ニ

ア
）
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
八
日
、
同
じ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ロ
シ
ア
人
お
よ
び
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
難
民
の
法
的
地
位
に

関
す
る
国
際
協
定
が
結
ば
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
二
万
五
千
人
以
上
の
難
民
は
や
っ
と
身
分
証
明
書
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。「
ナ
ン
セ
ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
一
年
間
有
効

で
あ
り
、
そ
の
手
数
料
は
約
四
〇
米
ド
ル
（
平
均
）
で
あ
っ
た
。
国
内
・
国
外
で
の
手
続
き
や
移
住
、
就
職
な
ど
に
も
利
用
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

上
記
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
際
的
機
関
は
普
通
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
を
去
っ
た
人
々
を
「
難
民
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
決
め
た
が
、
本

稿
で
は
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
」、「
亡
命
者
」
な
ど
の
単
語
も
「
難
民
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
用
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九

一
七
年
十
月
革
命
以
降
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
を
、
ソ
連
国
籍
を
持
つ
者
を
除
い
て
、「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
や
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
」（
略
名
「
亡

命
者
」）
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
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三
．
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
来
日
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

①　

亡
命
者
の
数
と
そ
の
原
因

　

一
九
一
八
年
以
降
日
本
に
も
、
他
の
諸
国
同
様
に
白
系
ロ
シ
ア
人
が
移
住
し
て
き
た
が
、
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
少
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
日
ソ
国
交
正
常
化
（
国
交
樹
立
）
直
前
の
一
九
二
四
年
末
に
は
、
在
日
ロ
シ
ア
国
籍
者
と
し
て
八
一
四
名
が
記
録
さ
れ
て

い
る
（
当
時
、
日
本
と
ソ
連
は
ま
だ
国
交
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
も
「
帝
政
ロ
シ
ア
」
の
代
表
で
あ
っ
た
機
関
と
し
て

そ
の
機
能
を
存
続
さ
せ
て
い
た
か
ら
、
在
日
ロ
シ
ア
人
は
総
じ
て
「
白
系
」
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
）。
彼
ら
の
日
本
国
で
の
居
住
地

分
布
は
、
東
京
・
横
浜
を
中
心
と
す
る
関
東
地
方
、
次
に
神
戸
、
北
海
道
等
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
。
日
本
へ
の
移
住
が
少
な
か
っ
た
主

要
な
理
由
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
１
）　
「
現
金
提
示
制
度
」-

一
九
二
〇
年
二
月
一
七
日
以
降
、
来
日
す
る
外
国
人
は
国
籍
を
問
わ
ず
一
人
当
た
り
一
、五
〇
〇
円
を
所
持

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
規
が
実
施
さ
れ
た
。
但
し
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
身
元
保
証
人
さ
え
居
れ
ば
、
所
持
金
が

少
な
く
と
も
入
国
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
（
２
）　

日
本
国
内
の
経
済
状
況
に
関
す
る
知
識
の
不
足
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
関
す
る
不
安
感
等
が
あ
る
。

　
（
３
）　

心
理
的
障
害
（
ロ
シ
ア
と
言
語
、
文
化
の
相
違
、
風
習
に
対
す
る
無
知
等
）
が
あ
る
。

　

当
時
の
満
州
を
経
由
し
た
亡
命
者
に
と
っ
て
の
選
択
肢
は
ア
メ
リ
カ
（
南
米
も
含
む
）
以
外
に
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
し
か
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た（

（1
（

。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
距
離
が
あ
ま
り
に
も
遠
く
、
国
内
情
勢
も
知
ら
ず
、
さ
ら
に
は
亡
命
生
活
の
最
初
に
も
っ

と
も
必
要
で
あ
る
様
々
な
援
助
が
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
選
択
は
難
民
に
魅
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（1
（

。
ま
た
日
本
も
、
中
国
か
ら
さ
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ほ
ど
離
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
亡
命
者
に
と
っ
て
は
理
想
的
な
国
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
日
本
に
つ
い
て
は
言
語
の

問
題
、
国
内
状
況
・
特
に
市
況
に
対
す
る
未
知
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
以
来
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
偏
見
の
問
題
な
ど
が
、
こ
の
時
点
で
の
日

本
選
択
を
踏
み
留
ま
ら
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
す
る
と
い
う
選
択
に
も
、
言
葉
の
問
題
や
市
況
に
関
す
る
情
報
不
足
と
い

う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
が
、
西
欧
文
化
の
国
、
特
に
「
あ
ら
ゆ
る
国
か
ら
の
移
民
や
亡
命
者
な
ど
が
設
立
し
た
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
魅
力
は
「
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
の
地
」
と
し
て
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

日
本
と
中
国
を
比
較
す
る
と
、
中
国
は
ま
ず
、
ロ
シ
ア
と
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
故
郷
へ
簡
単
に
戻
れ
る
と
い
う
こ
と
や
、

シ
ベ
リ
ア
開
発
の
当
初
か
ら
中
国
の
人
々
、
製
品
、
噂
な
ど
に
慣
れ
て
お
り
、「
隣
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
日
本
は
革
命
の
六

〇
年
前
ま
で
見
知
ら
ぬ
国
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
及
び
中
国
の
両
国
で
外
交
官
と
し
て
務
め
た
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ア
ブ
リ
コ

ソ
フ
（D

. I. A
brikossow

）
の
結
論
を
借
り
れ
ば
、「
な
ぜ
か
、
ロ
シ
ア
人
は
中
国
領
内
の
生
活
に
よ
り
早
く
慣
れ
る
事
実
が
あ
る
」
と

い
う
。

　

本
研
究
で
利
用
し
た
主
な
資
料
は
、
筆
者
が
取
材
で
収
集
し
た
も
の
を
除
い
て
、
駐
日
帝
政
ロ
シ
ア
大
使
館
（
以
下
、「
旧
ロ
シ
ア
大
使

館
」
と
呼
ぶ
）
の
発
信
通
信
・
報
告
等（

（1
（

、
さ
ら
に
亡
命
生
活
を
送
っ
た
帝
政
ロ
シ
ア
の
外
交
官
の
書
簡
や
大
使
館
最
後
の
代
理
大
使
を
務

め
た
上
述
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
が
晩
年
に
書
い
た
回
想
録
の
原
稿
で
あ
る（

（1
（

。
彼
の
在
日
勤
務
期
間
は
、
一
九
一
三
―
一
九
一
四
年
及
び
一
九

一
六
―
一
九
二
四
年
の
二
期
で
計
一
〇
年
間
だ
っ
た
。
一
九
二
五
年
の
日
ソ
国
交
樹
立
後
、
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
旧
大
使
館
を
閉
館
し
、
東

京
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
一
一
月
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
移
住
し
、
そ
こ
で
以
前
に
執
筆
し
た

回
想
録
を
没
す
る
ま
で
書
き
続
け
た
と
い
う
。

　

上
記（
２
）と（
３
）の
た
め
、
日
本
に
来
た
白
系
ロ
シ
ア
人
の
居
住
分
布
は
、
特
に
外
国
人
が
多
く
、
最
も
「
西
欧
化
」
さ
れ
た
東
京
・

横
浜
、
ま
た
、
港
町
の
神
戸
、
気
候
・
雰
囲
気
の
面
で
ロ
シ
ア
に
近
い
北
海
道
な
ど
で
高
か
っ
た
。　
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最
終
的
に
日
本
を
移
住
の
目
的
地
と
し
て
選
択
し
た
者
の
数
は
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
人
の
程
度
で
あ
っ
た
が
、
日
本
を
経
由
地
と
し

て
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
移
住
を
予
定
し
た
者
た
ち
は
、「
外
国
人
」
と
し
て
の
登
録
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

そ
う
し
た
一
時
的
移
住
者
を
含
め
る
と
、
上
記
を
二
～
三
倍
上
回
る
、
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
露
帝
国
の
崩

壊
に
伴
い
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
、「
国
籍
（
出
身
地
）」
よ
り
も
宗
教
・
血
統
な
ど
に
求
め
た
人
が
多
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
人
達
は
主
に
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
」、
回
教
の
タ
タ
ー
ル
人
は
「
回

教
人
」、
さ
ら
に
ト
ル
コ
国
籍
を
得
た
上
で
「
ト
ル
コ
人
」
と
し
て
登
録
し
た
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
名
乗
っ
た
り
し

た
。
例
え
ば
、
あ
る
資
料
に
よ
る
と
、
在
日
ユ
ダ
ヤ
教
協
会
は
、
総
数
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
人
の
亡
命
者
を
受
け
た
と
記
述
し
て
い
る（

（1
（

。
し

か
し
、
他
の
資
料
と
比
較
す
れ
ば
、
恐
ら
く
、
誤
算
か
過
大
に
見
積
も
っ
た
計
算
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
日
本
に
定
住
し
た
白
系
ロ
シ
ア
人
（
日
ソ
国
交
が
樹
立
さ
れ
た
一
九
二
五
年
一
月
二
五
日
以
降
、「
無
国
籍
人
」
と
な
る
）

は
、
少
な
く
と
も
数
千
人
と
見
ら
れ
る
。

②
亡
命
者
に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
策

　

日
本
政
府
は
、
上
述
の
「
現
金
提
示
」
と
い
う
規
則
の
ほ
か
に
も
様
々
な
措
置
を
取
っ
て
い
た
。
何
千
人
も
の
異
国
人
が
、
短
期
間
で

は
あ
る
が
日
本
列
島
に
あ
ふ
れ
た
こ
と
は
、
一
三
世
紀
の
ク
ビ
ラ
イ
の
元
寇
（
来
襲
事
件
）
後
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
の
法

律
は
、「
他
国
の
亡
命
者
の
受
入
れ
」
や
「
来
日
移
住
者
（
移
民
）
の
取
り
扱
い
」
と
い
う
問
題
を
そ
れ
以
前
に
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
政
府
の
最
初
の
反
応
は
「
上
陸
禁
止
」
と
い
う
も
の
に
な
っ
た
。
結
局
、
や
っ
と
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
は
殆
ど
軍
隊
・
そ
の
他
の
団

体
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
か
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
（
家
族
・
親
戚
・
友
達
な
ど
）
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
駐
日
ロ
シ
ア
外
交
官
た
ち
は
、
日
本
政
府
の
対
亡
命
者
の
態
度
が
し
ば
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
関
す
る
心
配
を
募
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ら
せ
た
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
難
民
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
彼
ら
の
地
位
や
そ
れ
に
関
連
す
る
義
務
・
権
利

な
ど
が
定
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
亡
命
者
自
身
（
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
に
お
け
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
組
織
・
機
関

な
ど
）
が
検
討
し
た
規
則
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
在
住
す
る
亡
命
者
は
、
そ
の
総
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
日

本
政
府
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
手
本
に
倣
う
べ
き
か
ど
う
か
、
疑
問
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
九
二
一
年
秋
、
今
度
一
一
月
頃
日
本
を
去
る
直
前

に
、
最
後
の
帝
政
ロ
シ
ア
大
使
、
ク
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（V

. N
. K
rupenskii

）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住
の
亡
命
者
が
持
つ
「
社
会
地
位
・
そ

の
特
徴
」
に
関
す
る
覚
書
き
を
、
日
本
外
務
省
に
出
し
た
が
、
本
人
も
そ
の
執
行
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
は
小
さ
く
、
期
待
も
ほ
と
ん
ど

し
て
な
い
と
認
め
て
い
る
。

　

他
方
、
亡
命
者
自
身
は
、
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
期
待
を
、
国
際
連
盟
に
よ
る
援
助
に
か
け
、
国
際
連
盟
が
彼
ら
を
絶
対
に
救
っ
て
く

れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
旧
大
使
館
の
ス
タ
ッ
フ
も
、
こ
れ
は
国
際
連
盟
に
し
か
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
［
一
九
二
二

年
二
月
一
五
日
付
の
ギ
ル
ス
の
手
紙
、
一
九
二
二
年
四
月
七
日
付
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
の
返
事
］。
特
に
、
国
際
連
盟
が
参
加
し
な
け
れ
ば
、

日
本
を
去
る
際
に
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
入
国
ビ
ザ
を
取
得
出
来
な
く
な
る
、
と
い
う
噂
が
亡
命
者
間
に
広
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
二
三
年
八
月
三
一
日
、
関
東
大
震
災
の
前
日
付
の
旧
大
使
館
の
報
告
に
は
、「
極
東
に
お
け
る
現
状
況
で
、
我
が
国
の
難
民
の
破
綻
を

防
ぐ
力
は
、
国
際
連
盟
よ
り
他
は
な
か
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
［
一
九
二
三
年
八
月
三
一
日
付
報
告
］。 

③　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
と
亡
命
ロ
シ
ア
人

　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
は
東
京
・
横
浜
を
初
め
と
す
る
数
多
く
の
都
市
、
村
な
ど
を
破
壊
し
、
死
傷
者
は
一
三
万
人
以

上
を
超
え
、
五
七
万
人
が
住
居
を
奪
わ
れ
た
。
全
損
害
は
一
九
二
三
年
の
評
価
額
で
六
五
億
円
（
当
時
日
本
の
全
財
産
の
一
〇-

一
一
％
）

に
上
っ
た
。
世
界
の
マ
ス
コ
ミ
は
お
互
い
に
競
争
す
る
か
の
よ
う
に
、
災
害
の
重
苦
し
い
記
事
を
載
せ
た
。
例
え
ば
、
地
震
直
後
の
あ
る
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著
書
に
は
「
大
き
な
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
全
体
が
な
く
な
り
、
海
軍
等
も
消
え
て
し
ま
い
」、「
日
本
国
は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
二

流
ま
た
は
三
流
の
国
へ
の
低
下
に
な
る
は
ず
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
災
害
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
東
京
と
横
浜
の
近

辺
は
、
空
襲
後
の
よ
う
な
景
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
四
年
一
月
に
は
、「
一
〇
〇
日
が
経
っ
て
か
ら
は
、
東
京
が
復
活
す
る
気
配

が
あ
り
、
…
…
町
は
既
に
復
興
的
活
動
が
感
じ
ら
れ
る
。（

（1
（

」
な
ど
の
落
ち
つ
い
た
記
事
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

旧
ロ
シ
ア
大
使
館
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
中
庭
に
避
難
者
の
受
付
や
毛
布
・
布
団
な
ど
を
備
え
て
「
臨
時
キ
ャ
ン
プ
」

の
よ
う
な
措
置
を
行
っ
て
い
た
。
代
理
大
使
を
務
め
た
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
公
式
に
市
役
所
へ
援
助
を
求
め
た
。
彼
の
要
求
は
満
た
さ
れ
、

当
局
が
祖
国
か
ら
の
援
助
を
受
け
入
れ
ず
、
帰
国
も
出
来
な
か
っ
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
常
に
好
意
的
な
態
度
を
守
っ
て
い
た
こ
と

は
、
大
使
館
の
報
告
に
度
々
現
れ
る
。
ま
た
、
大
使
館
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
、
大
使
館
の
日
本
人
職
員
は
し
ば
ら
く
日
本
外
務
省

か
ら
特
別
配
給
食
糧
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
大
使
館
は
地
震
後
直
ぐ
に
日
本
政
府
に
対
し
、
哀
悼
・
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

ち
な
み
に
、
ロ
シ
ア
人
の
死
傷
者
は
約
六
〇
人
に
上
っ
た
、
と
い
う
［
出
典
：
一
九
二
三
年
一
〇
月
二
三
日
付
の
旧
大
使
館
で
作
成
し
た

名
簿
］。

　

日
本
政
府
の
特
別
令
に
よ
っ
て
、
震
災
直
前
に
関
東
に
在
住
し
た
外
国
人
は
、
出
来
る
限
り
早
く
日
本
を
去
ら
せ
る
か
、
安
全
な
地
域

へ
移
住
さ
せ
る
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
帰
国
や
海
外
移
住
が
出
来
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
人
は
、
日
本
国
内
で
移
住
す
る
他

な
く
な
っ
た
。
移
住
先
は
、
以
前
か
ら
外
国
人
居
留
地
や
様
々
な
外
国
人
向
け
の
施
設
が
あ
っ
た
神
戸
を
中
心
と
す
る
関
西
に
な
っ
た
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
日
本
の
港
に
い
た
す
べ
て
の
汽
船
が
動
員
さ
れ
、
総
計
四
〇
〇
人
以
上
を
運
ん
だ
。
神
戸
で
は
、
地
震
の
情
報
が

届
く
と
、
た
だ
ち
に
居
留
外
国
人
に
よ
る
「
神
戸
外
国
人
援
助
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
し
て
「
亡
命
ロ
シ
ア
人
向
け
援
助
小
委
員
会
」

も
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
小
委
員
会
は
、
亡
命
者
の
受
付
・
臨
時
宿
泊
・
集
金
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
約
四
〇
〇
人
の
受
入
れ
の

措
置
を
取
っ
た
。
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日
本
外
務
省
は
、
最
初
か
ら
出
国
許
可
書
や
そ
の
他
の
必
要
な
書
類
を
提
供
し
始
め
、
大
使
館
へ
の
特
別
の
事
情
説
明
書
を
発
行
し
た
。

そ
の
中
で
、
東
京
・
横
浜
の
食
糧
不
足
危
機
や
失
業
、
他
の
諸
問
題
に
つ
い
て
書
い
た
上
で
、
将
来
も
亡
命
者
の
状
況
が
悪
化
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
最
も
良
い
方
法
は
日
本
を
去
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
大
使
館
の
協
力
を
求
め

た
。

　

そ
の
た
め
に
、
ロ
シ
ア
大
使
館
お
よ
び
陸
軍
武
官
が
出
し
た
三
万
円
に
加
え
て
、「
神
戸
外
国
人
援
助
委
員
会
」
か
ら
三
万
円
、
日
本

の
慈
善
組
織
か
ら
二
万
円
、
さ
ら
に
兵
庫
県
知
事
か
ら
も
二
万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
［
当
時
一
円
＝
〇
・
八
米
ド
ル
］。
そ
の
使
用
は
、

ロ
シ
ア
大
使
館
の
資
金
を
除
い
て
、
上
記
の
小
委
員
会
の
監
督
下
に
あ
っ
た
［
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
付
の
報
告
］。
も
ち
ろ
ん
、
亡
命

者
の
日
本
国
内
の
移
動
は
無
料
に
な
り
、
政
府
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
小
さ
な
損
害
報
償
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
、
さ
ら
に
他
の
西
欧
諸
国
へ
の
入
国
査
証
（
ビ
ザ
）
の
規
制
も
一
時
的
弱
ま
り
、
日
本
を
去
る
こ
と
を
望
ん
で

い
た
ロ
シ
ア
人
に
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
。
結
局
、
神
戸
の
小
委
員
会
と
ロ
シ
ア
大
使
館
の
共
同
の
努
力
に
よ
っ
て
、
新
定
住
地
を
求

め
た
約
三
〇
〇
人
の
亡
命
者
の
う
ち
二
五
〇
人
以
上
を
日
本
か
ら
送
り
出
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
大
多
数
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
、
ア

メ
リ
カ
入
国
許
可
を
取
得
し
な
か
っ
た
者
は
メ
キ
シ
コ
や
カ
ナ
ダ
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
約
三
〇
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
途
中
で
も
、
ソ
ビ
エ
ト
政
府
に
よ
る
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
へ
の
帰
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
続
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
へ

帰
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

日
本
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
ロ
シ
ア
難
民
は
、
正
に
運
が
良
か
っ
た
。
半
年
余
り
過
ぎ
て
、
駐
東
京
米
大
使
館
が
一
九
二
四
年
七
月
一
六

日
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
新
し
い
移
民
規
則
を
発
表
し
、
そ
れ
以
降
の
ア
メ
リ
カ
移
住
は
以
前
に
比
べ
て
極
め
て
複
雑
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
出
身
国
（
国
籍
）
に
よ
る
許
可
割
当
及
び
新
し
い
申
請
手
順
、
と
い
う
二
つ
の
条
件
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
以
降
、

ロ
シ
ア
出
身
者
の
担
当
機
関
は
駐
リ
ガ
（
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
）
ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
な
り
、
抽
選
等
の
ロ
シ
ア
人
割
当
数
は
月
に
一
八
九
人
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程
度
に
な
っ
た
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
遠
い
極
東
各
地
に
お
け
る
亡
命
者
に
は
、
難
し
い
手
続
き
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
［
一

九
二
四
年
七
月
二
五
日
付
の
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
が
書
い
た
手
紙
］。

④　

日
本
へ
の
亡
命
者
の
「
第
一
波
」・
そ
の
特
徴

　

一
九
一
七
年
二
月
革
命
と
一
〇
月
革
命
後
、
来
日
し
た
ロ
シ
ア
人
の
大
多
数
は
、
い
わ
ゆ
る
〈
偶
然
に
来
た
人
〉
で
あ
っ
た
。
日
本
に

定
住
す
る
こ
と
も
考
え
ず
、
異
文
化
・
異
郷
に
お
け
る
生
活
や
仕
事
の
経
験
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
彼
ら
は
、
革
命
の
脅
威
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
自
ら
の
〈
遠
い
将
来
〉
に
関
す
る
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
大
混
乱
に
陥
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
を
立
ち
去
っ
た

彼
ら
は
、
異
郷
に
お
い
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
そ
の
人
々
の
中
に
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
地
方
官
僚
や
、
小
役
人
退
役
将
校
、
貴
族
身
分（

（1
（

、

さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
地
域
の
政
府
の
大
臣
や
官
吏
、
そ
れ
に
一
般
的
市
民
な
ど
が
い
た
。
全
て
の
財
産
を
捨
て
て
、
祖
国
か
ら
命
か
ら
が
ら
逃

げ
出
し
た
彼
ら
は
、
や
っ
と
来
日
し
た
が
、
生
活
費
の
不
足
を
は
じ
め
、
他
国
へ
の
入
国
ビ
ザ
等
の
問
題
に
よ
っ
て
日
本
に
し
ば
ら
く
残

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
皆
が
「
古
き
良
き
過
去
」
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
、
一
時
的
に
日
本
に
住
み
な
が
ら
、
将
来
は
ア
メ
リ
カ
か
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
行
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
ま
た
、「
露
国
が
再
び
立
派
な
君
主
立
憲
国
に
復
活
す
る
時
期
を
待
ち
た
い
」
と
い
う
人
も
い

た
［『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
七
年
一
二
月
一
七
日
付
］。
そ
の
た
め
日
本
に
根
を
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
社
会
に
受
容
さ
れ
る

こ
と
も
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。
地
震
後
の
復
興
に
関
連
し
た
国
際
的
援
助
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
彼
ら
に
救
助
の
チ
ャ
ン
ス
が
再
び
現
れ

た
。
地
震
は
、
無
事
に
生
き
残
っ
た
亡
命
者
の
大
部
分
に
と
っ
て
、
自
分
の
「
脱
走
」
を
続
け
る
た
め
の
動
因
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
か
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
関
東
大
震
災
を
体
験
し
た
ロ
シ
ア
人
は
、
な
る
べ
く
日
本
を
去
ろ
う
と
試
み
た
。
彼
ら
を
来
日
し
た
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
「
第

一
波
」
と
す
れ
ば
、
関
東
大
震
災
そ
の
も
の
は
、
旧
帝
政
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
へ
向
か
う
「
亡
命
」
と
い
う
現
象
の
「
第
一
波
」
と
「
第
二
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波
」
の
境
界
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
関
東
大
震
災
以
降
に
来
日
し
た
白
系
ロ
シ
ア
人
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
に
根
を
下
ろ
し

た
者
ば
か
り
で
あ
る
。

⑤　
「
第
二
波
」
の
亡
命
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

　

一
九
二
三
年
以
降
も
ロ
シ
ア
人
は
日
本
に
移
住
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
日
本
を
定
住
地
と
し
て
選
ん
だ
亡
命
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
地
震
後
に
来
た
者
ば
か
り
で
、
彼
ら
の
一
般
的
特
性
も
ま
た
地
震
の
前
と
は
違
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
大
分
は
、「
第
一
波
」

と
異
な
り
、
庶
民
階
級
身
分
者
が
多
く
、
シ
ベ
リ
ア
に
住
ん
で
い
た
農
民
、
小
売
店
主
や
行
商
人
、
更
に
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
提
督
（A

. V
. 

K
olchak

）
の
も
と
に
白
衛
軍
で
兵
役
を
勤
め
た
兵
隊
や
コ
サ
ッ
ク
等
、
つ
ま
り
物
事
を
現
実
的
に
考
え
た
人
々
が
地
震
の
後
に
移
住
し

た
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
来
日
す
る
前
に
既
に
亡
命
生
活
の
経
験
を
中
国
な
ど
の
他
国
で
し
て
い
た
の
で
、
異
郷
へ
の
受
容
や
そ
れ
に

伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
準
備
を
済
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
場
合
、
普
通
あ
る
〈
新
入
り
の
よ
そ
者
〉
と
〈
こ
の

土
地
の
者
〉
の
間
に
あ
る
壁
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
在
住
中
に
も
っ
と
も
成
功
を
お
さ
め
、
日
本
人
に
も
認

め
ら
れ
た
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
モ
ロ
ゾ
フ
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
野
球
選
手
ス
タ
ル
ヒ
ン
の
両
親
、
さ
ら
に
音
楽
家
の
レ
オ
・
シ
ロ
タ
や
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ
ー
な
ど
が
、
こ
の
「
第
二
波
」
に
所
属
す
る
亡
命
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
新
入
り
」
と
も

い
え
る
ロ
シ
ア
人
は
、
西
欧
化
へ
の
道
に
立
っ
た
ば
か
り
の
当
時
の
日
本
社
会
の
需
要
を
理
解
し
な
が
ら
、
先
ず
は
布
地
・
洋
服
な
ど
の

行
商
者
と
し
て
活
躍
し
、
更
に
ロ
シ
ア
料
理
店
な
ど
で
も
成
功
し
た
。
大
正
・
昭
和
前
期
の
日
本
は
、
ま
だ
保
守
的
で
伝
統
が
厳
し
い
国

で
あ
り
、
す
べ
て
の
職
業
・
専
門
な
ど
は
普
通
、
息
子
が
父
親
を
相
続
し
た
。
ほ
と
ん
ど
全
部
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
相
続
の
パ
タ
ー

ン
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
西
欧
化
の
影
響
が
全
く
届
か
な
か
っ
た
地
域
も
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
は
何
百
年
前
と
同
じ

よ
う
に
現
地
に
あ
る
店
し
か
知
ら
ず
、
そ
こ
に
あ
る
物
ば
か
り
買
っ
て
満
足
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
が
、
生
ま
れ
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て
初
め
て
「
外
国
人
商
人
」
に
出
会
う
と
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
」
等
を
受
け
る
と
共
に
、「
外
国
製
品
」
と
い
わ
れ
れ
ば
ど
ん
な

に
つ
ま
ら
な
い
物
で
あ
っ
て
も
、
買
っ
て
く
れ
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
。
銅
か
ら
造
っ
た
時
計
を
「
金
」
と
し
て
売
っ
た
り
、
詐
欺
を
行
っ

た
り
す
る
行
商
者
の
数
も
増
え
て
き
た
。
正
直
を
モ
ッ
ト
ー
に
す
る
行
商
者
で
も
、
儲
け
が
驚
く
ほ
ど
多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
何
人

も
が
あ
っ
と
い
う
間
に
金
持
ち
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

若
い
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
日
本
の
会
社
ま
た
は
既
に
日
本
に
根
を
下
ろ
し
た
「
第
一
波
」
の
亡
命
者
た
ち
に
呼
ば
れ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
や

上
海
か
ら
日
本
に
来
る
場
合
も
あ
っ
た
。
彼
ら
の
一
部
に
は
、
商
売
目
的
の
短
期
間
の
来
日
に
留
ま
ら
ず
、
結
局
日
本
に
定
住
す
る
よ
う

に
し
た
人
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
日
本
は
彼
ら
に
と
っ
て
全
く
未
知
な
場
所
で
は
な
く
、
す
で
に
人
脈
な
ど
も
で
き
て
い
た
の
で
、

「
第
一
波
」
の
難
民
と
の
差
は
大
き
か
っ
た
。
彼
ら
の
移
住
の
最
大
の
理
由
は
、
経
済
的
理
由
で
あ
り
、
他
に
は
、
現
地
の
人
口
過
剰
や
そ

れ
に
伴
う
失
業
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
内
戦
終
了
に
伴
っ
て
発
生
し
た
新
た
な
移
民
の
問
題
で
あ
っ
た
。
混

乱
の
沿
海
州
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
隣
国
に
逃
げ
込
ん
だ
。
彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
ま
ず
ハ
ル
ビ
ン
・
大
連
方
面
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
ハ
ル
ビ
ン
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
増
加
は
、
町
の
ロ
シ
ア
人
社
会
に
緊
張
を
持
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
へ
の

新
た
な
移
住
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
旧
ロ
シ
ア
大
使
館
は
最
初
か
ら
彼
ら
の
受
け
入
れ
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
対
策
を
と
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
分
の
意
志
で
来
日
し
た
彼
ら
は
、
外
交
官
の
目
か
ら
見
れ
ば
「
真
の
難
民
」
で
は
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
［
一
九
二
四
年
一
月
一
二
日
付
の
大
使
館
発
信
書
］。

　

つ
ま
り
、
関
東
大
震
災
は
、
数
年
間
に
亙
っ
て
日
本
に
居
留
す
る
外
国
人
の
分
布
図
を
変
え
る
と
と
も
に
、
来
日
ロ
シ
ア
人
社
会
の
「
イ

メ
ー
ジ
」
を
は
じ
め
、
そ
の
社
会
階
層
や
職
業
分
野
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
第
二
波
」
の
亡
命
者
は
、
日
常
の
生

活
に
対
す
る
現
実
的
な
態
度
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
自
分
達
の
「
過
去
」
の
生
活
は
も
う
戻
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
よ
く

理
解
し
て
い
た
。
母
国
に
帰
る
つ
も
り
で
自
ら
の
生
活
基
盤
を
整
え
る
こ
と
な
く
暮
ら
し
て
い
た
「
第
一
波
」
と
異
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
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〈
庶
民
固
有
の
現
実
〉
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
も
、
彼
ら
の
決
意
の
構
成
要
素
と
し
て
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

⑥　
「
無
国
籍
」
の
地
位
へ
の
転
換

　

関
東
大
震
災
に
よ
る
も
う
一
つ
の
思
い
が
け
な
い
政
治
的
な
結
果
は
、
日
ソ
国
交
樹
立
の
延
期
で
あ
る
。
そ
の
事
前
準
備
や
必
要
な
条

件
は
ほ
と
ん
ど
全
部
一
九
二
三
年
夏
末
ま
で
に
終
了
し
、
後
は
公
式
の
手
続
き
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
大
規
模
な
災

難
と
そ
れ
に
続
い
た
復
興
の
諸
問
題
の
た
め
、
大
連
（
一
九
二
一
年
一
一
月
一
二
日
―
一
九
二
二
年
二
月
六
日
）
及
び
長
春
（
一
九
二
二

年
九
月
四
―
二
五
日
）
の
両
会
議
で
達
し
た
中
間
結
果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
ま
で
手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
。
両
国
の
国
交
樹
立

の
問
題
は
、
一
時
的
に
そ
の
重
要
性
を
失
っ
た
。
そ
れ
を
結
果
と
し
て
、
旧
帝
政
大
使
館
は
そ
の
存
在
期
間
を
約
一
八
ヶ
月
伸
ば
す
こ
と

に
な
っ
た
。

　

一
九
二
四
年
末
、
駐
北
京
芳
沢
大
使
は
、
ソ
ビ
エ
ト
公
使
レ
フ
・
カ
ラ
ハ
ン
（L.M

.K
arakhan

）
と
会
見
し
、
二
国
間
交
渉
を
回
復
し

た
。
結
局
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
に
日
ソ
国
交
樹
立
の
日
ソ
基
本
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
亡
命
し
て
き
た

ロ
シ
ア
人
の
社
会
的
地
位
を
い
か
に
処
理
す
る
か
は
ま
だ
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
旧
ロ
シ
ア
代
理
大
使
を
務
め
た
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
は
、

幣
原
外
務
大
臣
と
の
最
後
の
会
見
で
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
の
地
位
や
日
本
政
府
の
彼
ら
に
対
す
る
態
度
・
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行

い
、
最
後
に
「
無
国
籍
」
身
分
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
人
は
、
政
治
的
活
動
を
避
け
る
限
り
、
当
局
か
ら
守
ら
れ
る
、
と
い
う
結
論
を
得
た
。

以
降
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
は
、「
ソ
ビ
エ
ト
人
」
と
「
無
国
籍
」（
亡
命
ロ
シ
ア
人
ま
た
は
白
系
ロ
シ
ア
人
）
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
た
。
ア
ブ
リ
コ
ソ
フ
本
人
は
、
晩
年
に
書
い
た
回
想
録
の
中
で
、
そ
の
亡
命
者
に
関
す
る
決
議
は
、
正
式
な
文
章
や
形
式
用

紙
で
は
な
く
、
ま
る
で
手
書
き
の
よ
う
な
一
枚
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
当
時
は
そ
れ
以
上
何
も
得
る
可
能
性
が
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
日
本
政
府
は
そ
の
約
束
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に
は
中
国
政
府
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が
ソ
連
へ
の
亡
命
者
の
引
渡
し
等
を
時
々
行
っ
て
い
た
が
、
日
本
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
事
件
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ブ
リ
コ

ソ
フ
の
引
用
を
あ
げ
れ
ば
、「
日
本
は
、
我
々
ロ
シ
ア
難
民
に
と
り
、
世
話
好
き
な
義
母
に
な
っ
た（

（2
（

」
と
い
う
。

四
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
来
日
ロ
シ
ア
人
・
そ
の
特
徴

①　

来
日
ロ
シ
ア
人
の
「
第
三
波
」　　
　
　
　
　

 

　

第
二
次
世
界
大
戦
争
終
了
以
後
、
日
本
在
住
ロ
シ
ア
人
の
状
況
が
ま
た
変
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
〇
日
付
お
よ
び
一

九
四
六
年
一
月
二
〇
日
付
の
ソ
連
最
高
会
議
令
に
よ
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
「
ロ
シ
ア
愛
国
者
」
や
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
反
対
者
」
と

い
う
資
格
に
当
た
る
亡
命
者
は
ソ
連
国
籍
に
入
る
権
利
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
六
年
六
月
一
四
日
付
の
ソ
連
最
高
会

議
幹
部
会
の
令
に
よ
っ
て
、
元
帝
政
ロ
シ
ア
の
各
地
域
に
生
ま
れ
た
亡
命
者
や
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
ソ
連
国
籍
に
入
る
権
利
や
既
に
そ
の

国
籍
を
な
く
し
た
者
も
再
び
入
籍
が
出
来
る
よ
う
な
権
利
を
得
た
。
そ
れ
は
、
ソ
連
政
府
が
亡
命
者
を
ロ
シ
ア
へ
誘
う
よ
う
な
最
後
の
試

み
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
フ
ラ
ン
ス
（
約
一
万
一
〇
〇
〇
人
）、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
（
六
〇
〇
〇
人
以
上
）
な
ど
に
住
ん
で
い
た
白
系

ロ
シ
ア
人
と
彼
ら
の
子
孫
た
ち
が
、
大
勢
帰
国
を
希
望
し
て
き
た
と
い
う
。
満
州
国
在
住
の
白
系
ロ
シ
ア
人
も
、
約
二
万
九
〇
〇
〇
人
が

駐
ハ
ル
ビ
ン
ソ
連
領
事
館
へ
帰
国
の
応
募
を
し
た（

（2
（

。
多
く
の
人
は
、
一
度
帰
国
し
て
か
ら
ま
た
収
容
所
に
送
ら
れ
た
り
、
ほ
か
の
圧
迫
を

受
け
た
り
し
た
が
、
彼
ら
の
大
部
分
は
再
び
亡
命
者
に
な
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
。

　

一
方
、「
西
」
か
ら
の
帰
国
者
に
対
し
て
、「
東
」
へ
の
移
住
は
一
九
四
〇
―
一
九
五
〇
年
代
に
も
続
い
て
い
た
。
満
州
国
に
暮
ら
し

た
白
系
ロ
シ
ア
人
を
は
じ
め
、
上
海
、
天
津
な
ど
で
亡
命
生
活
を
送
っ
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ィ
・
ピ
」（D

P, 

“D
isplaced Persons”

、
日
本
語
で
「
強
制
的
移
住
者
」
と
い
う
）
の
呼
称
で
、
中
国
の
各
地
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
列
島
を
経
由
地
と
し
て
、
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し
ば
ら
く
そ
こ
で
の
臨
時
キ
ャ
ン
プ
で
滞
在
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
さ
ら
に
日
本
へ
も
送
り
出
さ
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
は
、
ま
だ
占
領
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
た
め
、
D
P
の
大
部
分
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
移
住
し
た
が
っ
た

が
、
以
前
か
ら
日
本
在
住
の
親
戚
・
他
の
血
縁
関
係
を
持
っ
た
人
々
は
、
日
本
に
定
住
す
る
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
一
九

五
〇
年
代
以
降
日
本
に
定
住
し
た
亡
命
者
に
関
す
る
資
料
は
あ
ま
り
見
付
か
ら
ず
、
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
個
人
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

も
極
め
て
少
な
い
。
恐
ら
く
、
そ
れ
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
は
来
日
ロ
シ
ア
人

の
「
第
三
波
」
を
形
成
す
る
。

　

戦
後
の
時
代
、
白
系
ロ
シ
ア
人
の
影
響
や
日
本
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
役
割
は
、
戦
前
と
比
べ
れ
ば
、
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ

る
〈
過
去
の
思
い
出
〉
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
彼
ら
の
大
部
分
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
る

が
、
そ
し
て
彼
ら
の
〈
二
世
・
三
世
〉
は
、
戦
後
の
日
本
の
「
経
済
的
奇
跡
」
な
ど
を
予
測
せ
ず
、
様
々
な
苦
し
み
の
再
発
を
避
け
る
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
一
部
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
ソ
連
が
い
わ
ゆ

る
「
雪
解
け
」
の
時
期
に
入
っ
た
た
め
、
対
亡
命
者
の
政
策
も
変
る
と
い
う
噂
に
よ
っ
て
帰
国
し
た
者
も
い
る
。
な
お
、
日
本
に
最
後
ま

で
住
む
こ
と
を
希
望
し
た
人
々
は
日
本
国
籍
を
取
り
、
日
本
人
と
結
婚
し
、
ま
す
ま
す
自
分
の
「
ロ
シ
ア
性
」
お
よ
び
そ
の
他
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
正
式
の
統
計
か
ら
も
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
の
呼
称
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
、
二
〇
世
紀
末
ま

で
に
「
無
国
籍
者
」
と
い
え
ば
、
亡
命
ロ
シ
ア
人
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
難
民
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
地
か
ら
の
出
身
を

含
む
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
日
本
に
お
け
る
「
白
系
ロ
シ
ア
人
」
の
最
盛
期
は
、
大
正
後
期
・
昭
和
前
半
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

②　

旧
ソ
連
解
体
以
降
の
来
日
ロ
シ
ア
人
「
第
四
波
」

　

戦
後
の
在
日
亡
命
ロ
シ
ア
人
が
激
減
し
た
一
方
、
日
ソ
国
交
回
復
（
一
九
五
六
）
後
は
来
日
す
る
ソ
ビ
エ
ト
人
が
急
増
し
た
。
と
り
わ
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け
、
一
九
八
五
年
に
始
ま
っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
降
、
従
来
の
外
交
官
そ
の
他
の
政
府
関
係
者
に
加
え
て
、
民
間
団
体
や
一
般
市
民
に

と
っ
て
も
日
本
入
国
は
比
較
的
に
簡
単
に
な
っ
た
。
短
期
滞
在
の
観
光
客
の
ほ
か
、
両
国
の
大
学
間
交
流
に
伴
い
、
日
本
留
学
を
目
指
す

ロ
シ
ア
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
例
え
ば
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
発
生
し
た
一
九
八
五
年
に
日
本
居
留
し
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
国
籍
（
当
時
）

の
者
は
三
二
二
人
だ
っ
た
が
、
一
〇
年
間
で
そ
れ
は
約
一
〇
倍
程
度
ま
で
増
加
し
た
と
い
う
。

　

一
九
九
一
年
末
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
解
体
し
、
一
五
カ
国
に
分
か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
国
か
ら
の
人
々
は
、
今
度
は
国
籍
が
異
な
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
日
本
を
訪
れ
る
際
に
使
用
す
る
共
通
語
は
、
し
ば
ら
く
は
、
従
来
通
り
の
ロ
シ
ア
語
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
二
〇
〇
四
年
度
に
日
本
に
出
入
国
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
み
の
国
籍
者
の
総
数
は
四
万
三
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
り
、
同
年
度
に
日
本
に

居
留
す
る
ロ
シ
ア
人
の
数
は
七
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
と
い
う
。
そ
れ
に
他
の
旧
ソ
連
邦
の
各
地
の
出
身
の
数
を
加
え
れ
ば
、
日
本
に
居
留

す
る
旧
ソ
連
人
の
総
数
は
年
度
に
よ
っ
て
は
一
万
人
前
後
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
語
教
育
の
現
状
を
見
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
大
使
館
付
属
学
校
を
例
に
挙
げ
る
と
、
こ
の
学
校
は
、
同
じ
二
〇
〇
四
年
度
の
生
徒

数
が
二
一
五
名
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
教
育
制
度
に
則
っ
て
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
一
一
年
間
の
義
務
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
都
内
に
勤

務
す
る
ロ
シ
ア
外
交
官
の
子
供
を
は
じ
め
、
関
東
地
域
に
在
住
す
る
一
般
の
ロ
シ
ア
市
民
の
子
供
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
学
校
で

は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
他
に
、
通
信
教
育
も
行
わ
れ
、
関
東
地
域
以
外
の
子
ど
も
で
も
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

在
学
証
明
書
・
成
績
証
明
書
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
国
立
機
関
や
そ
の
他
の
教
育
機
関
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

在
日
ロ
シ
ア
人
同
士
の
交
流
を
保
持
す
る
た
め
に
、
関
東
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
は
、
ソ
連
崩
壊
後
ま
も
な
く
、
一
九
九
三
年
に
〈
ロ

シ
ア
・
ク
ラ
ブ
〉（
ロ
シ
ア
語
で «Русский клуб»

，〈
ル
ス
キ
ー
・
ク
ル
ー
ブ
〉）
を
設
立
し
た
が
、
そ
れ
は
後
に
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ブ
に

分
割
し
て
し
ま
っ
た
。
各
ク
ラ
ブ
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
旧
ソ
連
諸
国
の
出
身

者
が
い
る
の
で
、
共
通
語
は
基
本
的
に
ロ
シ
ア
語
で
あ
る
。
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二
〇
一
六
年
度
、
日
本
に
居
留
す
る
ロ
シ
ア
国
籍
者
の
総
数
は
八
三
〇
六
人
で
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
に
次
い
で
三
位
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
居
留
し
、
そ
の
三
分
の
一
以
上
は
東
京
及
び

関
東
地
方
に
集
ま
っ
て
い
る
。
旧
ソ
連
人
の
中
で
ロ
シ
ア
人
の
次
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
一
六
九
九
人
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
一
五
〇
三
人
）

か
ら
の
出
身
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
以
前
の
よ
う
に
ソ
連
を
ロ
シ
ア
と
、
ロ
シ
ア
人
を
ロ
シ
ア
国
内
の
少
数
民
族
と
混
同
す
る
場
合
が
ま
だ
多
い
。
言
語
に
つ
い

て
も
、
旧
ソ
連
の
出
身
な
ら
ば
ロ
シ
ア
語
も
流
暢
で
あ
る
は
ず
と
一
般
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
一
方
、
旧
ソ
連
諸
国

の
多
く
で
は
、
ロ
シ
ア
語
が
ま
だ
第
二
国
語
ま
た
は
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
諸
国
の
出
身
者
た
ち
は
、
日
本
在
住
中
に
出
身
地
・

出
身
民
族
を
問
わ
ず
ロ
シ
ア
語
教
師
と
し
て
雇
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ベ
ル
リ
ッ
ツ
外
国
語
学
校
や
多
数
の
大
学
で
は
、

ロ
シ
ア
語
教
師
の
な
か
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
）、
タ
タ
ー
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
（
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ
ル
系
）
な
ど
が
い
る
。
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〈
論
文
〉

今
日
の
日
中
関
係
に
お
け
る
五
四
運
動
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

山　

本　

秀　

也

要
旨　

本
稿
は
、
一
九
一
九
年
に
発
生
し
た
五
四
運
動
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
示
威
行
動
の
モ
デ
ル
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
百
年
を
経
た
現
代
中
国

に
お
け
る
学
生
大
衆
運
動
が
依
然
こ
の
モ
デ
ル
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
運
動
の
表
象
と
し
て
「
反
日
」
が
掲
げ
ら
れ
た
場
合

に
み
ら
れ
る
影
響
の
広
が
り
は
、
日
本
と
の
関
係
に
対
し
明
確
な
影
響
を
与
え
て
き
た
点
を
た
ど
り
、
日
中
関
係
が
二
〇
一
九
年
に
発
生
か
ら
百
年

を
経
た
五
四
運
動
の
影
か
ら
逃
れ
得
な
い
背
景
に
五
四
運
動
精
神
を
「
愛
国
主
義
」
に
の
み
求
め
る
中
国
共
産
党
の
歴
史
解
釈
が
介
在
す
る
こ
と
を

論
証
し
た
。
他
方
、
政
治
的
な
要
請
か
ら
均
衡
を
欠
く
解
釈
の
下
で
五
四
運
動
精
神
の
中
核
的
な
継
承
者
と
自
ら
を
規
定
す
る
共
産
党
が
、
現
実
の

国
家
統
治
に
お
い
て
は
百
年
前
の
北
洋
軍
閥
を
凌
駕
す
る
強
権
手
段
を
も
っ
て
学
生
運
動
を
弾
圧
す
る
矛
盾
を
抱
え
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

た
。
現
状
で
は
極
め
て
難
し
い
想
定
で
は
あ
る
が
、
将
来
へ
の
展
望
と
し
て
、
普
遍
的
価
値
に
通
じ
る
「
民
主
と
科
学
」
に
着
目
し
た
中
国
民
主
化

の
取
り
組
み
が
力
を
得
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の
思
想
的
閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
五
四
運
動
、
反
日
、
民
主
化
、
愛
国
主
義
、
中
国
共
産
党
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は
じ
め
に

　

清
朝
崩
壊
後
の
中
国
政
治
は
、
北
京
を
拠
点
と
す
る
軍
閥
支
配
に
孫
文
率
い
る
革
命
勢
力
が
広
東
省
を
拠
点
に
挑
む
構
図
で
推
移
し
、

孫
の
死
没
後
に
蔣
介
石
が
引
き
継
い
だ
北
伐
（
第
三
次
）
の
完
成
で
一
九
二
八
年
十
二
月
に
ひ
と
ま
ず
国
民
政
府
に
よ
る
全
国
統
一
を
み

た
。
こ
の
間
、
二
十
世
紀
初
頭
の
国
際
情
勢
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
生
起
お
よ
び
終
戦
後
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
に
よ
っ
て
国
際
秩
序
の
再

構
築
を
み
た
が
、
中
国
は
こ
の
戦
後
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
パ
リ
講
和
会
議
に
期
待
を
抱
き
な
が
ら
も
結
果
と
し
て
列
強
に
対
す
る
不
平

等
条
約
の
解
消
を
果
た
す
に
至
ら
ず
、
戦
勝
国
の
日
本
か
ら
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
の
核
で
あ
っ
た
山
東
省
の
権
益
を
回
収
で
き
な
い
ま

ま
「
戦
後
」
を
迎
え
た
。

　

ア
ジ
ア
初
の
共
和
制
に
踏
み
出
し
た
は
ず
の
国
家
の
現
勢
に
知
識
層
の
不
満
が
高
ま
る
状
況
で
、
一
九
一
九
年
五
月
四
日
、
北
京
大
学

の
学
生
ら
が
北
京
の
中
心
に
位
置
す
る
天
安
門
前
で
デ
モ
行
進
を
実
施
し
、「
山
東
の
権
利
回
収
」「
対
華
二
十
一
カ
条
撤
廃
」
を
叫
ん
だ
。

こ
れ
が
五
四
運
動
で
あ
り
、
北
京
大
学
図
書
館
長
を
務
め
た
李
大
釗
ら
中
国
共
産
党
の
創
設
メ
ン
バ
ー
が
こ
の
運
動
に
深
く
か
か
わ
っ
た
。

五
四
運
動
百
年
を
迎
え
、
中
国
共
産
党
は
二
〇
一
九
年
四
月
に
人
民
大
会
堂
で
記
念
式
典
を
開
き
、
習
近
平
総
書
記
（
国
家
主
席
）
が
公

式
演
説
を
行
っ
た
。
習
の
演
説
は
本
稿
で
指
摘
す
る
通
り
五
四
運
動
の
精
神
を
党
の
支
配
に
都
合
よ
く
部
分
拡
大
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
同
時
に
結
党
（
一
九
二
一
年
）
の
僅
か
二
年
前
に
発
生
し
た
こ
の
運
動
を
強
く
肯
定
す
る
党
の
公
式
史
観
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
百
年
の
節
目
に
あ
っ
て
内
外
に
示
す
こ
と
に
は
な
っ
た
。

　

で
は
、
中
国
共
産
党
の
認
識
す
る
五
四
運
動
の
基
本
的
な
意
義
と
は
何
か
。
中
国
共
産
党
の
指
導
権
を
手
に
し
た
延
安
時
代
の
毛
沢
東

は
、
一
九
三
九
年
に
発
表
し
た
運
動
二
十
年
を
記
念
し
た
原
稿
で
、「
中
国
の
反
帝
・
反
封
建
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
が
す
で
に
新
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し
い
段
階
に
発
展
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（
１
）」
と
述
べ
た
。
毛
沢
東
は
、
五
四
運
動
こ
そ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
先
導
さ
れ
た
旧
民
主
主

義
革
命
が
、
労
働
者
階
級
、
学
生
大
衆
、
新
興
の
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
を
担
い
手
と
し
た
「
新
民
主
主
義
革
命
」
に
移
行
す
る
分
水
嶺

だ
と
の
認
識
を
打
ち
立
て
た
の
で
あ
り
、
こ
の
歴
史
認
識
に
よ
っ
て
第
二
次
国
共
内
戦
の
結
果
で
あ
る
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
や
、
こ

れ
に
続
く
一
九
五
〇
年
代
の
社
会
主
義
建
設
へ
の
移
行
を
経
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
共
産
党
自
身
が
統
治
の
正
統
性
を
確
信
す
る
に
至
っ

て
い
る
。

　

戦
後
わ
が
国
に
お
け
る
五
四
運
動
の
先
行
研
究
は
、
ま
さ
に
五
四
運
動
を
新
民
主
主
義
革
命
の
始
ま
り
と
す
る
毛
沢
東
の
見
解
を
主
た

る
検
討
の
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
相
対
的
に
下
火
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
新
潟
大
学
の
武
藤
秀
太
郎

は
「
ソ
連
を
中
心
と
し
た
社
会
主
義
圏
の
崩
壊
が
挙
げ
ら
れ
よ
う（

２
）」
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
毛
沢
東
の
掲
げ
た
革
命
戦
略
が
新
民
主

主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
必
然
と
し
て
い
た
た
め
、
東
欧
民
主
化
に
続
く
一
九
九
二
年
の
ソ
連
崩
壊
で
毛
沢
東
の
想
定
し
た
枠
組

み
が
有
効
性
を
失
っ
た
結
果
で
あ
る
と
武
藤
は
総
括
し
て
い
る
。

　

共
産
党
政
権
成
立
後
の
中
国
政
治
を
俯
瞰
す
る
と
き
、「
逢
九
必
乱
（
末
尾
九
の
年
に
は
動
乱
が
起
き
る
）」
と
は
人
口
に
膾
炙
し
た
表

現
で
あ
る
。
共
産
党
政
権
成
立
の
一
九
四
九
年
に
始
ま
り
、
一
九
五
九
年
の
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
、
一
九
六
九
年
の
中
ソ
紛
争
、
一
九
七
九
年

の
中
越
戦
争
、
そ
し
て
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
、
一
九
九
九
年
の
法
輪
功
問
題
、
二
〇
〇
九
年
の
ウ
ル
ム
チ
暴
動
な
ど
、
新
中
国
建

国
を
祝
う
べ
き
十
周
年
ご
と
に
政
情
に
か
か
わ
る
重
大
事
件
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
香
港
で
の
大
規
模
抗
議
活
動
が
書
き
加
え
ら
れ
た
二

〇
一
九
年
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
「
五
四
運
動
百
年
（
五
月
四
日
）」、「
天
安
門
事
件
三
十
年
（
六
月
四
日
）」、「
中
華
人
民
共
和
国
成

立
七
十
年
（
十
月
一
日
）」
と
い
う
周
年
が
重
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
に
対
す
る
共
産
党
政
権
の
対
応
が
関
心
を
集
め
た
。
毛
沢

東
が
中
央
人
民
政
府
の
成
立
を
天
安
門
の
楼
上
か
ら
宣
言
し
、
新
政
権
で
最
初
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
天
安
門
前
で
挙
行
さ
れ
た
こ
と
を
想

起
す
る
な
ら
、
中
国
共
産
党
の
在
り
様
に
深
く
か
か
わ
る
こ
の
三
つ
の
事
象
に
天
安
門
と
周
辺
空
間
が
政
治
上
の
ト
ポ
ス
（
場
所
）
と
し
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て
共
通
し
て
い
る
。
共
産
党
政
権
下
で
天
安
門
、
お
よ
び
集
会
の
規
模
拡
大
に
備
え
て
共
産
党
政
権
下
で
拡
張
整
備
さ
れ
た
天
安
門
広
場

が
、
政
治
的
な
象
徴
性
を
獲
得
す
る
発
端
を
作
っ
た
の
が
ま
さ
に
五
四
運
動
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
先
駆
的
な
政
治
運
動
で
あ
っ
た
五
四
運
動
が
残
し
た
幾
つ
か
の
外
形
的
な
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
①
学
生
を
主
導
勢
力
と
す

る
運
動
の
組
織
と
実
施
、
②
「
日
貨
排
斥
」
な
ど
日
本
を
標
的
と
し
た
排
外
的
な
主
張
、
③
「
愛
国
無
罪
」
を
掲
げ
た
公
然
た
る
有
形
力

の
集
団
的
行
使
、
④
天
安
門
及
び
周
辺
の
象
徴
的
利
用

―
に
注
目
す
る
。
そ
の
上
で
、
五
四
運
動
を
称
揚
し
て
き
た
共
産
党
政
権
下
で

の
政
治
運
動
が
、
い
ず
れ
も
五
四
運
動
の
行
動
様
式
と
そ
の
精
神
を
包
括
的
、
な
い
し
は
部
分
的
に
踏
襲
し
、
運
動
の
遂
行
に
あ
た
り
五

四
運
動
の
在
り
様
に
自
ら
の
行
動
を
重
ね
た
こ
と
を
適
示
す
る
。

　

一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
（
第
二
次
）、
お
よ
び
そ
の
先
例
と
な
っ
た
一
九
七
六
年
四
月
の
天
安
門
事
件
（
第
一
次
）
が
い
ず
れ
も
武

力
鎮
圧
と
い
う
流
血
の
事
態
を
招
い
た
こ
と
で
、
中
国
共
産
党
は
そ
の
政
権
下
で
生
起
す
る
示
威
活
動
を
躊
躇
な
く
弾
圧
す
る
と
の
理
解

が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
四
運
動
に
正
義
愛
国
の
肯
定
評
価
を
与
え
る
公
式
史
観
の
下
で
、
運
動
の
鎮
圧
に
当
た
っ
た
段
祺
瑞

率
い
る
北
洋
政
府
が
必
然
的
に
「
反
動
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
歴
史
認
識
を
こ
う
し
た
現
状
に
重
ね
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
五
四

運
動
後
の
新
民
主
主
義
革
命
で
自
ら
を
政
治
的
中
核
と
位
置
づ
け
る
中
国
共
産
党
が
、
他
方
で
同
じ
く
五
四
運
動
精
神
を
掲
げ
る
学
生
運

動
を
弾
圧
す
る
こ
と
は
行
為
に
於
い
て
皮
肉
に
も
北
洋
軍
閥
と
同
じ
役
回
り
を
演
じ
た
こ
と
に
な
る
。
公
式
に
称
揚
す
る
理
念
と
統
治
の

現
実
は
、
党
自
身
は
も
と
よ
り
中
国
国
民
に
と
っ
て
も
本
来
は
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
を
内
包
す
る
現
象
で
あ
る
。
五
四
運
動
を
称
揚
す
る
共

産
党
政
権
が
五
四
運
動
精
神
の
大
き
な
柱
で
あ
る
民
主
と
科
学
、
と
り
わ
け
民
主
化
の
主
張
を
封
じ
込
め
ざ
る
を
得
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

上
の
弥
縫
策
や
、
こ
の
矛
盾
の
顕
在
化
を
避
け
る
べ
く
五
四
精
神
の
主
題
と
し
て
「
愛
国
主
義
」
の
み
を
殊
更
に
強
調
す
る
こ
と
で
、
五

四
運
動
を
原
型
と
す
る
学
生
・
大
衆
の
自
発
的
な
デ
モ
の
封
じ
込
め
を
強
化
し
て
い
る
現
状
を
検
討
し
た
い
。
検
討
の
対
象
と
な
る
運
動

と
し
て
は
、
武
藤
ら
の
先
行
研
究
も
触
れ
て
い
る
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
新
し
い
事
例
だ
け
で
は
不
足
で
あ
り
、
五
四
運
動
に
続
く
国
民
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党
統
治
時
代
の
事
例
を
概
括
的
に
見
当
す
る
ほ
か
、
一
九
八
〇
年
代
の
「
学
潮
」
と
呼
ば
れ
た
民
主
意
識
形
成
期
の
学
生
運
動
に
ま
で
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
五
四
運
動
を
め
ぐ
る
中
国
共
産
党
の
政
治
評
価

　

五
四
運
動
が
百
年
を
経
た
中
国
の
政
治
・
社
会
に
公
然
た
る
影
響
を
与
え
る
前
提
と
し
て
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
肯
定
的
な
歴
史
評
価

が
大
枠
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
今
日
ま
で
厳
然
と
横
た
わ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
中
国
近
現
代
史
の
視
点
か
ら
五
四
運
動
を
詳
論
す
る
こ

と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
運
動
に
対
す
る
党
の
評
価
に
絞
っ
て
述
べ
る
。

　

今
日
、
中
国
で
最
も
一
般
的
な
公
式
評
価
は
、
例
え
ば
代
表
的
な
辞
典
で
あ
る
『
大
辞
海
』
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
「
中
国
人
民
に
よ

る
反
帝
国
主
義
・
反
封
建
主
義
の
愛
国
運
動
」
と
い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
運
動
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
辞
書
の
『
百
度

百
科
』
は
「
五
四
運
動
」
の
項
目
で
「
五
四
精
神
の
核
心
的
内
容
は
愛
国
、
進
歩
、
民
主
、
科
学
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
評
価
の
大
枠
で
あ
る
が
、
五
四
精
神
の
ど
の
部
分
に
評
価
の
重
点
を
置
く
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
（
第
二

次
）
以
後
の
共
産
党
指
導
部
、
と
り
わ
け
現
在
の
習
近
平
指
導
部
に
関
し
て
検
討
を
要
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
後
段
で
述
べ

た
い
。

　

一
貫
し
た
五
四
運
動
に
対
す
る
中
国
共
産
党
の
肯
定
評
価
は
、
運
動
を
主
導
し
た
北
京
大
学
の
学
内
情
勢
と
密
接
に
か
か
わ
る
。
五
四
運

動
、
お
よ
び
こ
れ
と
一
体
を
な
す
新
文
化
運
動
に
か
か
わ
っ
た
左
派
知
識
人
に
李
大
釗
、
陳
独
秀
が
い
る
が
、
同
大
学
図
書
館
主
任
だ
っ

た
李
は
運
動
前
年
の
一
九
一
八
年
に
「
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
会
」
を
学
内
で
組
織
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
や
は
り
同
大
で
文
科
学
長
だ
っ

た
陳
の
支
持
を
も
得
て
、
運
動
で
そ
の
指
導
勢
力
と
な
っ
た（

３
）。
中
国
共
産
党
の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
な
る
当
時
代
表
的
な
左
派
知
識
人
が
運
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動
の
母
体
形
成
を
指
導
・
支
持
し
た
こ
と
は
、
運
動
翌
年
の
一
九
二
〇
年
に
中
国
共
産
主
義
青
年
団
の
前
身
組
織
と
な
る
中
国
社
会
主
義

青
年
団
が
新
文
化
運
動
の
基
盤
の
上
に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
播
を
受
け
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
と
併
せ
、
党
が
い
わ
ば
同
時
代
感
覚
を
も
っ

て
運
動
を
自
然
に
肯
定
す
る
素
地
と
な
る
条
件
と
も
な
っ
た
。

　

党
の
政
治
理
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
五
四
運
動
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
替
わ
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
指
導
す
る
新
民
主
主
義
革

命
の
開
始
だ
と
し
た
前
述
の
毛
沢
東
の
論
断
に
集
約
さ
れ
る
。
毛
は
一
九
三
九
年
五
月
に
こ
の
小
論
『
五
四
運
動
』
を
新
聞
紙
上
で
発
表

す
る
と
と
も
に
、
延
安
根
拠
地
で
五
月
四
日
に
開
か
れ
た
五
四
運
動
二
十
年
記
念
の
青
年
大
会
で
『
青
年
運
動
の
方
向
』
と
題
す
る
演
説

も
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
論
点
を
集
成
す
る
形
で
、
毛
は
一
九
四
〇
年
一
月
に
『
新
民
主
主
義
論
』
の
発
表
に
至
る
。
党
内
に

お
け
る
毛
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
確
立
さ
れ
た
延
安
時
代
に
五
四
運
動
を
新
民
主
主
義
革
命
の
発
起
点
と
す
る
論
考
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
、
当
然
で
は
あ
る
が
運
動
へ
の
肯
定
評
価
を
共
産
党
政
権
の
成
立
前
後
を
通
じ
て
不
動
の
も
の
と
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
偉
大
な
領
袖
」
と
さ
れ
た
毛
沢
東
の
論
述
に
重
要
な
論
点
を
与
え
た
こ
と
で
、
五
四
運
動
へ
の
評
価
も
単
な
る
肯
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、

毛
沢
東
思
想
に
与
え
ら
れ
た
無
謬
性
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
早
期
の
中
国
共
産
党
員
と
し
て
『
共
産
党
宣
言
』
の
中
国
語
訳
（
一

九
三
〇
年
版
）
に
あ
た
り
、
共
産
党
政
権
の
成
立
後
は
山
東
大
学
の
学
長
を
務
め
た
華
崗
が
共
産
党
政
権
初
期
の
一
九
五
二
年
に
発
表
し

た
『
五
四
運
動
史
』
の
以
下
の
論
述
は
そ
の
典
型
と
い
え
る
一
例
で
あ
る
。

　
「
五
四
運
動
の
偉
大
な
歴
史
的
意
義
は
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
で
は
我
々
は
五
四
運
動
の
史
実
の
研
究
か
ら
ど
ん
な
教
訓
を
得
た

の
か
。
第
一
の
重
要
な
教
訓
は
五
四
運
動
が
中
国
近
代
革
命
史
上
ま
さ
に
時
代
を
画
す
る
大
事
件
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
一
方
で
中
国
の
旧
民
主
主
義
革
命
の
時
期
を
終
わ
ら
せ
、
同
時
に
中
国
の
新
民
主
主
義
革
命
の
新
た
な
時
期
を
開
い
た
点
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
根
本
的
な
性
格
は
五
四
運
動
の
中
で
は
も
と
よ
り
曖
昧
模
糊
と
し
た
ま
ま
で
、
五
四
運
動
後
も
長
期
に
わ
た
り
諸
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説
が
入
り
交
じ
り
ど
れ
が
正
し
い
の
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
理
論
が
事
実
か
ら
遙
か
に
落
後
し
て
い
た

証
左
で
あ
り
、
且
つ
こ
う
し
た
弱
点
の
た
め
に
革
命
が
被
っ
た
損
害
す
ら
も
十
分
重
視
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
に

至
り
、
五
四
運
動
か
ら
二
十
一
年
の
久
し
き
を
経
て
、
毛
沢
東
同
志
が
新
民
主
主
義
論
を
発
表
し
て
よ
う
や
く
こ
の
問
題
の
解
釈
が

は
っ
き
り
と
し
、
よ
う
や
く
五
四
運
動
に
一
つ
の
歴
史
的
結
論
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る（

４
）」

　

こ
こ
で
は
毛
沢
東
思
想
に
与
え
ら
れ
た
絶
対
的
な
指
導
性
と
五
四
運
動
に
対
す
る
歴
史
評
価
が
明
確
な
形
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

華
崗
が
「
諸
説
が
入
り
交
じ
り
」
と
切
り
捨
て
た
の
は
、
多
様
な
五
四
運
動
研
究
や
異
な
る
視
点
に
よ
る
自
由
な
議
論
で
あ
り
、
こ
れ
が

許
さ
れ
る
状
態
こ
そ
学
術
的
に
も
社
会
的
に
も
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
中
国
は
も
と
よ
り
海
外
に
お
け
る
後
年
の
五
四

運
動
研
究
ま
で
も
毛
沢
東
の
新
民
主
主
義
論
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
相
当
程
度
に
難
し
い
ほ
ど
、
毛
が
五
四
運
動
に
与
え
た
評
価
の
影
響
は

大
き
か
っ
た
。

　

五
四
運
動
の
公
式
評
価
が
言
及
し
て
い
る
「
反
帝
国
主
義
」
が
対
華
二
十
一
カ
条
に
端
を
発
す
る
日
本
の
対
中
政
策
を
指
す
こ
と
は
自

明
で
あ
る
が
、
対
日
抗
戦
下
に
あ
っ
た
一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
の
毛
沢
東
の
論
述
が
国
内
情
勢
の
推
移
を
日
本
と
の
戦

い
と
い
う
足
下
の
現
実
に
結
び
つ
け
た
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
青
年
運
動
の
方
向
』
で
、
毛
は
「
い
ま
の
抗
日
戦
争

は
中
国
革
命
の
新
し
い
段
階
で
あ
り
、
し
か
も
、
も
っ
と
も
偉
大
な
、
も
っ
と
も
躍
動
し
て
い
る
、
も
っ
と
も
生
気
に
み
ち
た
新
し
い
段

階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
青
年
た
ち
は
大
き
な
責
務
を
に
な
っ
て
い
る
。
わ
が
中
国
の
数
十
年
ら
い
の
革
命
運
動
は
か
ず
か
ず
の
奮

闘
の
段
階
を
へ
て
き
た
が
、
い
ま
の
抗
日
運
動
ほ
ど
広
範
な
も
の
は
一
度
も
な
か
っ
た（

５
）」
と
述
べ
、
孫
文
に
始
ま
っ
た
と
す
る
中
国
革
命

（
旧
民
主
主
義
革
命
）
が
毛
の
想
定
し
た
新
民
主
主
義
革
命
に
お
い
て
は
対
日
抗
戦
で
「
新
た
な
段
階
」
を
迎
え
た
と
強
調
し
て
い
る
。
こ

こ
で
毛
は
「
抗
日
戦
争
の
根
本
政
策
は
抗
日
民
族
統
一
戦
線
」
と
ま
で
断
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
革
命
を
遂
行
す
る
勢
力
が
五
四
運
動
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を
主
導
し
た
学
生
（
す
な
わ
ち
青
年
知
識
層
）
か
ら
「
主
力
軍
」
と
し
て
の
「
労
農
大
衆
」
に
浸
透
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
対
日
抗
戦
と

い
う
情
勢
変
化
を
利
用
し
て
広
範
な
民
族
統
一
戦
線
の
構
築
を
め
ざ
す
と
い
う
革
命
構
想
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
民
族
統
一
戦
線
を
中
国
共
産
党
が
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
反
帝
国
主
義
」
の
闘
争
と
、
国
内
政
治
に
お
け
る
「
反
封
建
主

義
」
の
闘
争
に
勝
利
す
る
と
い
う
毛
沢
東
の
構
想
は
、
続
く
『
新
民
主
主
義
論
』、
さ
ら
に
一
九
四
五
年
四
月
の
『
連
合
政
府
論
』
で
よ
り

政
権
奪
取
へ
の
具
体
性
を
備
え
た
理
論
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
革
命
構
想
の
出
発
点
と
位
置
付
け
る
五
四
運
動
を
「
反

帝
国
主
義
・
反
封
建
主
義
の
愛
国
運
動
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
毛
沢
東
理
論
の
主
要
論
文
に
つ
い
て
指
導
思
想
の
無

謬
性
や
政
権
奪
取
の
正
統
性
を
担
保
す
る
上
で
中
国
共
産
党
に
す
れ
ば
必
然
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
四
運
動
の
学
生
隊
伍
が
「
対
華

二
十
一
カ
条
撤
廃
」
な
ど
日
本
を
標
的
と
し
た
排
外
的
主
張
を
掲
げ
、
暴
徒
化
し
た
参
加
者
が
親
日
派
と
さ
れ
た
交
通
総
長
曹
汝
霖
の
邸

宅
を
焼
き
討
ち
し
、
居
合
わ
せ
た
駐
日
公
使
章
宗
祥
に
暴
行
を
加
え
た
事
件
を
も
っ
て
「
愛
国
主
義
的
行
動
」
と
の
評
価
を
与
え
、
さ
ら

に
二
十
年
後
の
対
日
抗
戦
中
に
毛
沢
東
が
中
国
革
命
遂
行
の
文
脈
で
抗
日
の
重
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
五
四
運
動

が
現
代
の
中
国
政
治
、
と
り
わ
け
対
日
外
交
や
中
国
国
内
で
の
国
民
教
育
に
お
い
て
、
日
本
の
歴
史
認
識
問
題
を
殊
更
に
批
判
対
象
と
す

る
政
治
的
動
機
に
与
え
続
け
て
い
る
影
響
は
大
き
い
。

　

中
国
政
府
は
五
月
四
日
を
「
青
年
節
」
と
し
て
五
四
運
動
を
記
念
す
る
。
こ
れ
は
、
中
国
共
産
党
支
配
下
に
あ
っ
た
陝
西
・
甘
粛
・
寧

夏
辺
区
の
青
年
組
織
に
よ
る
決
定
を
一
九
三
九
年
に
党
が
組
織
的
に
追
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
共
産
党
政
権
成
立
後
の
一
九
四
九

年
十
二
月
に
政
務
院
（
現
・
国
務
院
）
が
国
の
記
念
日
に
指
定
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
長
く
十
四
歳
以
上
の
青
年
に
半
日
の
休
暇
が

与
え
ら
れ
て
き
た
が
、
国
務
院
法
制
弁
公
室
が
休
暇
適
用
の
上
限
年
齢
を
「
二
十
八
歳
以
下
」
と
す
る
解
釈
を
二
〇
〇
八
年
に
提
示
す
る

な
ど
、
活
動
の
実
施
管
理
は
全
く
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

他
方
、
中
国
国
民
党
の
対
応
を
み
る
と
、
国
民
政
府
も
一
時
同
様
に
五
月
四
日
を
青
年
節
に
定
め
た
が
、
国
民
党
傘
下
の
青
年
組
織
で
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あ
る
三
民
主
義
青
年
団
が
設
立
の
た
め
開
い
た
一
九
四
三
年
三
月
の
第
一
次
全
国
代
表
大
会
で
、
辛
亥
革
命
の
先
駆
け
と
な
っ
た
一
九
一

一
年
の
広
州
黄
花
崗
起
義
に
ち
な
み
三
月
二
十
九
日
を
青
年
節
に
改
定
し
た
。
混
同
を
避
け
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
「
五
四
青
年
節
」「
三
二

九
青
年
節
」
と
呼
ば
れ
る
。『
毛
沢
東
選
集
（
第
二
巻
）』
が
『
青
年
運
動
の
方
向
』
文
末
の
青
年
節
に
関
す
る
注
釈
で
「
国
民
党
は
青
年

の
革
命
化
を
お
そ
れ
、
こ
の
決
定
を
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
感
じ
、
三
月
二
十
九
日
を
青
年
の
日
と
す
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
た（

６
）」
と
わ
ざ

わ
ざ
言
及
し
た
こ
と
は
、
中
国
政
治
に
お
い
て
は
五
四
運
動
の
評
価
が
毛
沢
東
の
革
命
理
論
を
通
じ
た
結
果
共
産
党
の
側
に
握
ら
れ
、
政

権
の
正
統
性
を
示
す
重
要
な
歴
史
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
状
況
を
図
ら
ず
も
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

二
、
示
威
活
動
と
し
て
の
五
四
運
動
の
モ
デ
ル

　

中
国
共
産
党
政
権
下
で
の
自
発
的
な
、
す
な
わ
ち
程
度
の
差
は
あ
れ
体
制
と
の
摩
擦
を
招
く
示
威
活
動
に
投
射
さ
れ
た
五
四
運
動
の
影

響
を
読
み
取
る
上
で
、
運
動
の
概
略
を
こ
こ
で
行
動
分
析
的
に
整
理
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
五
四
運
動
の
動
機
だ
が
、
事
実
と
し
て
は
通
説
の
通
り
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
山
東
権
益
問
題
が
ほ
ぼ
日
本
の
主
張
に
沿
う
形

で
決
着
を
み
た
点
に
尽
き
る
。
講
和
会
議
に
は
北
京
、
広
東
の
南
北
両
政
府
の
代
表
が
参
加
す
る
挙
国
態
勢
で
臨
ん
だ
も
の
の
、
駐
米
公

使
顧
維
鈞
の
熱
弁
も
空
し
く
日
本
の
周
到
な
外
交
工
作
を
前
に
山
東
権
益
の
回
収
を
訴
え
た
中
国
の
要
求
は
退
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
事
実
が
五
四
運
動
を
引
き
起
こ
す
に
は
遠
近
二
つ
の
状
況
が
作
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
世
界
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
広
が
り
、

②
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
国
内
世
論
の
喚
起
に
よ
る
影
響

―
で
あ
ろ
う
。
①
に
関
し
て
は
、
米
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
が
一
九
一
八
年
一
月
に
提
示
し
、
講
和
会
議
で
の
米
国
の
主
張
を
形
成
し
た
十
四
カ
条
か
ら
な
る
平
和
原
則
が
、
植
民
地
問
題
の
解
決

を
め
ぐ
り
「
民
族
自
決
」
を
掲
げ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
抗
日
」
意
識
に
視
座
を
絞
る
な
ら
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
山
東
問
題
の
発
端
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と
な
っ
た
対
華
二
十
一
カ
条
を
は
じ
め
、
近
く
は
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
で
五
四
運
動
の
約
二
カ
月
前
に
起
き
た
三
一
独
立
運
動
の
動
静
も

中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
②
に
関
し
て
は
、
上
海
紙
『
申
報
』
な
ど
の
中
国
メ
デ
ィ
ア
が
講
和
会
議
の
動

静
を
報
じ
、
権
益
回
収
を
め
ぐ
る
外
交
の
失
敗
を
め
ぐ
る
世
論
の
憤
激
を
誘
っ
た
。
と
り
わ
け
、
パ
リ
に
滞
在
し
て
講
和
会
議
の
動
静
を

追
っ
た
梁
啓
超
が
国
内
に
送
っ
た
電
報
の
報
告
は
、
一
部
が
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
さ
れ
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
へ
の
署
名
拒
否
を
求
め

る
世
論
を
突
き
動
か
し
、
五
四
運
動
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
一
九
年
五
月
四
日
の
街
頭
行
動
は
、
午
後
一
時
に
北
京
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
三
千
人
規
模
の
学
生
ら
が
天
安
門
前
に
集
結
し
、

決
起
集
会
を
開
い
た
の
に
続
き
、
請
願
書
を
列
強
の
外
交
団
に
手
交
す
べ
く
天
安
門
の
南
東
に
位
置
す
る
東
交
民
巷
の
外
国
公
使
館
区
域

に
移
動
し
た
。
当
日
が
日
曜
日
だ
っ
た
こ
と
で
、
学
生
ら
は
当
直
書
記
官
が
代
表
者
数
人
と
の
面
会
に
応
じ
た
米
国
を
除
き
、
英
仏
伊
の

公
使
館
で
は
公
使
不
在
と
の
理
由
で
請
願
書
手
交
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
公
使
館
区
域
の
門
外
で
待
機
を
命
じ
ら
れ
た
デ
モ

隊
と
と
も
に
「
親
日
派
」
と
さ
れ
た
交
通
総
長
曹
汝
霖
の
北
京
城
内
の
邸
宅
に
詰
め
か
け
た
。
曹
は
一
時
帰
国
中
の
駐
日
公
使
章
宗
祥
と

昼
食
を
終
え
て
共
に
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
生
ら
は
北
洋
政
府
が
配
し
て
い
た
警
察
官
の
警
備
を
破
っ
て
邸
内
に
な
だ
れ
込
む
と

邸
宅
に
放
火
し
、
邸
内
に
隠
れ
た
曹
を
発
見
で
き
な
い
ま
ま
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
章
に
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
加
え
負
傷
さ
せ
た（

７
）。

　

こ
の
五
四
運
動
初
日
の
行
動
概
要
か
ら
、
本
論
の
冒
頭
で
挙
げ
た
後
世
の
行
動
で
モ
デ
ル
と
な
る
要
素
を
改
め
て
摘
出
す
る
と
、
①
学

生
主
導
の
運
動
、
②
「
日
貨
排
斥
」
な
ど
日
本
を
標
的
と
す
る
排
外
的
主
張
、
③
「
愛
国
無
罪
」
を
掲
げ
た
有
形
力
の
集
団
的
行
使
、
④

天
安
門
及
び
周
辺
の
利
用

―
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
五
四
運
動
そ
の
も
の
の
要
素
に
つ
い
て
の
み
述
べ
、
後
の
パ
タ
ン
化
や

そ
の
派
生
形
態
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
挙
げ
た
要
素
に
横
た
わ
る
「
愛
国
＝
排
外
」
と
い
う
狭
隘
な
民
族
主
義
が
止
揚

さ
れ
、
五
四
運
動
の
精
神
の
高
み
と
い
う
べ
き
民
主
と
科
学
の
理
念
に
置
換
さ
れ
た
場
合
、
現
代
中
国
に
あ
っ
て
民
主
化
、
す
な
わ
ち
一

党
独
裁
に
挑
戦
す
る
極
め
て
強
い
原
動
力
と
な
り
得
る
。
こ
れ
こ
そ
中
国
共
産
党
が
民
主
化
を
警
戒
、
抑
圧
す
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
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学
生
、
と
り
わ
け
北
京
大
学
が
五
四
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
①
に
関
し
て
は
、
中
華
民
国
の
初
代
教
育
総
長
を
務
め
た
蔡
元
培
が
一
九

一
六
年
に
第
二
代
の
北
京
大
学
校
長
に
着
任
し
て
掲
げ
た
「
思
想
の
自
由
の
原
則
を
循
し
、
兼
容
並
包
の
義
を
取
る
」
と
い
う
校
訓
、
す

な
わ
ち
古
来
儒
教
に
覆
い
尽
く
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
中
国
の
知
的
空
間
に
あ
っ
て
思
想
と
学
問
の
自
由
を
敢
然
と
掲
げ
た
蔡
の
革
新
的

な
教
育
理
念
と
、
こ
の
理
念
の
下
で
北
京
大
学
に
招
聘
さ
れ
た
李
大
釗
、
陳
独
秀
、
胡
適
ら
新
文
化
運
動
の
旗
手
で
あ
っ
た
気
鋭
の
知
識

人
に
よ
る
教
育
が
疑
い
な
く
大
き
く
影
響
し
た
。
近
代
的
教
育
機
関
に
属
す
る
学
生
と
い
う
新
興
の
若
年
知
識
層
の
形
成
と
発
展
に
は
、

欧
米
の
最
新
知
識
を
吸
収
し
造
語
を
考
案
し
つ
つ
漢
語
に
置
換
す
る
膨
大
な
作
業
に
取
り
組
ん
だ
明
治
維
新
後
の
日
本
か
ら
知
的
成
果
が

陸
続
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
や
、
各
地
の
高
等
教
育
機
関
に
日
本
の
教
育
者
が
多
数
招
聘
さ
れ
た
事
績
に
も
着
眼
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

蔡
元
培
の
下
に
集
め
ら
れ
た
教
職
員
の
布
陣
が
五
四
運
動
の
素
地
形
成
に
果
た
し
た
役
割
は
突
出
し
た
も
の
で
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
体
制

の
も
と
で
、
五
四
運
動
が
国
立
北
京
大
学
に
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
驚
く
に
あ
た
ら
な
い（

８
）」
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
Ｋ
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
の
指
摘

は
十
分
に
肯
首
し
得
る
。

　

五
四
運
動
は
北
京
で
の
示
威
行
動
に
続
き
、
天
津
、
上
海
、
広
州
な
ど
地
方
都
市
へ
の
学
生
デ
モ
の
波
及
と
、
こ
れ
に
続
く
小
規
模
商

人
、
手
工
業
労
働
者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
形
態
を
取
り
つ
つ
運
動
を
継
続
し
た
。
毛
沢
東
の
新
民
主
主
義
革
命
を
め
ぐ
る
論
考
は
、
こ
の

過
程
に
始
ま
る
労
働
者
、
さ
ら
に
は
農
民
各
層
の
伸
長
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
四
運
動
の
掲
げ
た
反
帝
国
主
義
を
は
じ
め
と
す

る
主
張
が
地
理
的
な
横
の
広
が
り
と
社
会
の
階
層
を
貫
く
縦
の
浸
透
を
獲
得
し
得
た
点
は
、
行
動
を
通
じ
て
組
織
さ
れ
た
学
生
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た（

９
）。
社
会
変
革
に
学
生
が
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
す
と
の
意
識
は
前
述
の
中
国
共
産
党
に
よ
る
五
四
運
動
の
称
揚
を
通

じ
て
引
き
継
が
れ
た
。
後
に
第
三
世
代
の
党
指
導
部
を
形
成
し
た
一
九
二
〇
年
代
生
ま
れ
の
共
産
党
要
人
で
は
、
江
沢
民
、
喬
石
、
銭
其

琛
ら
の
よ
う
に
一
九
四
〇
年
代
の
上
海
な
ど
、
と
り
わ
け
戦
後
の
国
共
内
戦
期
に
あ
っ
て
国
民
党
の
支
配
地
域
で
地
下
学
生
組
織
の
活
動

を
経
た
ケ
ー
ス
が
決
し
て
稀
で
な
い
。
さ
ら
に
、
文
化
大
革
命
中
の
紅
衛
兵
に
つ
い
て
す
ら
、
五
四
運
動
か
ら
半
世
紀
を
記
念
し
た
『
人
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民
日
報
』、『
紅
旗
』、『
解
放
軍
報
』
の
共
同
社
説
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
お
い
て
、
青
年
知
識
分
子
、
紅
衛
兵
の
戦
士
ら
が

立
派
な
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
は
十
分
に
肯
定
し
得
る
。
だ
が
、
彼
ら
は
五
四
運
動
以
来
の
革
命
的
知
識
分
子
が
必
ず
歩
む
道

―
労
働
者
、

農
民
、
兵
士
と
結
合
す
る
道
を
同
じ
く
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ（

（1
（

」
と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
文
化
大
革
命
に
お
け
る
政
治
理
論
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
な
お
、
五
四
精
神
が
中
国
社
会
に
お
け
る
群
体
と
し
て
の
学
生
に
残
し
た
遺
産
の
重
さ
を
示
す
。

　

次
に
②
は
ど
う
か
。
五
四
運
動
が
山
東
省
の
主
権
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
侵
害
排
除
を
運
動
目
的
に
掲
げ
た
こ
と
で
、
運
動
は
「
愛
国

主
義
」「
反
帝
国
主
義
」
の
範
疇
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
認
識
が
実
際
の
学
生
ら
の
思
潮
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
、
五
四

運
動
に
続
く
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
頻
発
し
た
学
生
運
動
を
通
じ
て
、「
抗
日
」
は
社
会
に
共
有
さ
れ
る
「
大
義
」
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
。

と
く
に
中
国
共
産
党
が
江
西
省
瑞
金
根
拠
地
に
お
い
て
「
中
華
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
共
和
国
臨
時
政
府
」
と
し
て
抗
日
救
国
を
掲
げ
、
さ
ら
に
毛

沢
東
が
長
征
途
上
の
遵
義
会
議
（
一
九
三
五
年
一
月
）
で
党
の
指
導
権
を
奪
取
す
る
に
あ
た
り
、
当
時
存
亡
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
い

た
党
の
存
立
基
盤
を
よ
り
明
確
な
形
で
「
抗
日
救
国
」
と
い
う
「
大
義
」
に
求
め
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。

　

一
九
三
五
年
八
月
一
日
に
共
産
党
が
「
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
国
同
胞
に
告
ぐ
る
の
書
」（
八
一
宣
言
）
で
発
し
た
抗
日
を
目
標
と
す
る

内
戦
停
止
と
統
一
戦
線
構
築
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
共
産
党
の
国
内
工
作
を
通
じ
て
中
国
社
会
に
拡
散
し
た
。
三
五
年
十
二
月
九
日
に
北
京

で
起
き
た
抗
日
へ
の
挙
国
体
制
を
求
め
る
学
生
運
動
「
一
二
九
抗
日
救
亡
運
動
」（
一
二
九
運
動
）
は
、
八
一
宣
言
を
受
け
た
共
産
党
の
組

織
的
な
工
作
で
あ
り
、
こ
こ
で
デ
モ
の
隊
伍
が
高
唱
し
た
抗
日
映
画
「
風
雲
児
女
」（
同
年
五
月
公
開
）
の
主
題
歌
「
義
勇
軍
行
進
曲
」
が

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
か
ら
七
十
年
を
経
た
今
日
ま
で
国
歌
と
な
っ
て
い
る
。
党
が
国
家
の
全
般
を
指
導
す
る
党
国
体
制
の
下
で
、
抗

日
を
「
大
義
」
と
す
る
共
産
党
の
遺
伝
子
が
中
国
全
体
に
組
み
込
ま
れ
、
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
と
の
間
で
何
ら
か
の
摩
擦

が
生
じ
れ
ば
中
国
国
内
で
反
日
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
素
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
有
形
力
の
行
使
が
「
愛
国
主
義
」
を
掲
げ
る
こ
と
で
容
認
さ
れ
得
る
と
い
う
③
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
近
年
の
反
日
デ
モ
で
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登
場
す
る
「
愛
国
無
罪
」
と
の
標
語
が
こ
の
概
念
を
端
的
に
示
す
の
で
あ
る
が
、
排
外
的
な
動
機
に
基
づ
く
暴
力
的
な
集
団
行
動
が
政
治

的
に
追
認
さ
れ
た
例
で
は
、
五
四
運
動
の
約
二
十
年
前
に
遡
る
義
和
団
事
件
が
よ
り
顕
著
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
愛
国
無
罪
」
と
い
う
表

現
が
明
確
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
②
で
述
べ
た
抗
日
救
国
戦
線
の
構
築
を
要
求
す
る
運
動
が
広
が
る
過
程
で
沈
鈞
儒
ら
七
人
が
逮
捕
さ
れ

た
一
九
三
六
年
五
月
の
「
七
君
子
事
件
」
と
、
続
く
沈
ら
の
釈
放
要
求
運
動
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
五
四
運
動
は
こ
の
二
つ
の
事
象
の
ほ

ぼ
中
間
に
位
置
す
る
が
、
曹
汝
霖
の
邸
宅
襲
撃
と
章
宗
祥
へ
の
集
団
暴
行
が
愛
国
主
義
の
大
義
の
下
で
行
わ
れ
、
加
害
学
生
ら
へ
の
処
分

の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
が
結
局
処
罰
な
し
で
決
着
し
た
こ
と
は
、
大
義
を
掲
げ
る
暴
力
が
二
十
世
紀
を
迎
え
て
な
お
中
国
社
会
に
是
認
さ

れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
処
罰
の
肯
定
論
は
五
四
運
動
当
時
に
北
京
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学
を
講
じ
て
い
た
哲
学
者
梁
漱
溟
が
提
起
し
た
。
梁

の
「
学
生
事
件
を
論
ず
」
と
題
す
る
「
国
民
公
報
」
紙
上
で
の
論
説
は
文
明
国
家
で
あ
れ
ば
法
律
に
従
っ
て
訴
追
手
続
き
を
進
め
よ
と
い

う
明
快
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、
逮
捕
学
生
の
釈
放
を
求
め
る
学
生
組
織
の
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
商
工
団
体
の
学
生
支
持
表
明
、
さ
ら
に
北

京
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
各
大
学
の
校
長
ら
に
よ
る
秩
序
回
復
の
取
り
組
み
が
相
次
ぐ
中
、
学
生
ら
は
釈
放
さ
れ
、
検
察
の
訴
追
は
退
け

ら
れ
た
。
邸
宅
襲
撃
や
暴
行
傷
害
と
い
う
刑
事
事
件
を
め
ぐ
り
、
被
害
者
で
あ
る
曹
汝
霖
、
章
宗
祥
に
対
し
て
「
国
を
売
っ
た
罪
」
が
問

わ
れ
た
過
程
は
、
そ
の
言
葉
を
直
接
用
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、「
愛
国
無
罪
」
の
理
念
が
社
会
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　

最
後
に
④
で
挙
げ
た
天
安
門
の
利
用
を
み
よ
う
。
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
天
安
門
の
歴
史
は
明
・
永
楽
年
間
の
北
京
遷
都
に
伴
い

王
宮
で
あ
る
紫
禁
城
の
第
一
門
と
し
て
十
五
世
紀
初
頭
に
建
造
さ
れ
た
承
天
門
に
遡
る
。
焼
失
後
、
清
朝
に
よ
る
十
七
世
紀
中
葉
の
再
建

で
天
安
門
に
名
を
改
め
、
そ
の
後
も
大
規
模
な
修
築
を
経
つ
つ
、
門
の
位
置
は
当
初
の
建
設
当
時
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
天
安
門
の
左
右
に

は
長
安
左
門
、
長
安
右
門
が
あ
り
、「
千
歩
廊
」
と
呼
ば
れ
た
天
安
門
か
ら
中
華
門（

（1
（

ま
で
の
長
方
形
通
路
を
加
え
た
T
字
形
の
空
間
が
形

成
さ
れ
、
辛
亥
革
命
後
の
一
九
一
三
年
元
旦
の
一
般
開
放
ま
で
立
ち
入
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
今
日
の
天
安
門
広
場
は
こ
の
千
歩
廊
を

大
き
く
拡
張
す
る
形
で
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
十
周
年
を
控
え
一
九
五
九
年
九
月
に
造
成
さ
れ
た
。
五
四
運
動
の
当
時
は
長
安
左
門
、
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右
門
の
敷
居
に
あ
た
る
門
檻
が
撤
去
さ
れ
、
主
要
道
路
と
し
て
長
安
街
の
東
西
往
来
が
本
格
化
し
た
時
期
に
当
た
る
。

　

政
治
的
な
位
置
づ
け
か
ら
天
安
門
を
み
れ
ば
、
明
清
の
王
朝
期
に
は
新
皇
帝
の
即
位
な
ど
極
め
て
重
要
な
布
告
で
あ
る
「
金
鳳
頒
詔
」

が
そ
の
楼
閣
上
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
長
安
街
の
貫
通
を
受
け
て
可
能
に
な
っ
た
天
安
門
上
か
ら
の
閲
兵
式
が
一
九
一
三
年
十
月
に
臨
時

大
総
統
袁
世
凱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
閲
兵
式
や
政
治
式
典
に
よ
る
権
威
や
格
式
は
学
生
ら
の
大
衆
運
動
の
モ
デ
ル
形
成
と

は
必
ず
し
も
交
わ
ら
な
い
。
後
の
示
威
行
動
で
舞
台
と
し
て
活
用
さ
れ
る
の
は
天
安
門
前
の
広
場
空
間
で
あ
り
、
楼
閣
の
占
拠
を
目
指
し

た
運
動
も
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
五
四
運
動
と
こ
れ
に
続
く
一
九
二
〇
年
代
の
政
治
活
動
で
天
安
門
周
辺
の
使
用
状
況
に

着
目
し
た
東
京
藝
術
大
学
、
市
川
紘
司
の
研
究（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
北
京
大
学
の
教
員
、
学
生
が
一
九
一
八
年
十
一
月

十
五
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
天
安
門
前
の
広
場
で
開
催
し
た
「
演
説
大
会
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
北
洋
政
府
の
大
総
統
徐
世
昌
が
紫
禁
城

太
和
殿
で
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
記
念
式
典
を
実
施
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
た
開
催
で
あ
り
、
わ
ず
か
半
年
後
に
起
き
る
五
四
運
動
と
相

当
な
参
加
者
が
重
な
り
、
問
題
意
識
が
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
市
川
は
続
く
一
九
二
〇
年
代
の
運
動
で
天
安
門
周

辺
の
利
用
が
進
ん
だ
原
点
は
や
は
り
五
四
運
動
に
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
当
然
の
判
断
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
四
運
動
の
学
生
デ
モ
は
な
ぜ
天
安
門
前
を
集
結
地
点
と
し
た
の
か
。
半
年
前
の
「
演
説
会
」
が
参
加
者
の
記
憶
に
新
し
か
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、
合
理
的
な
理
由
は
デ
モ
が
抗
議
文
の
手
交
を
予
定
し
て
い
た
外
国
公
使
館
の
並
ぶ
東
交
民
巷
に
隣

接
し
て
い
た
と
い
う
、
ご
く
常
識
的
な
利
便
性
に
求
め
る
こ
と
が
妥
当
だ
ろ
う
。
焼
き
討
ち
騒
ぎ
と
な
っ
た
五
月
四
日
の
デ
モ
に
続
き
、

五
四
運
動
は
北
京
に
限
っ
て
も
学
生
の
街
頭
演
説
、
ビ
ラ
ま
き
は
連
日
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
活
動
で
天
安
門
で
の
集
結
が
確
認
さ
れ

る
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
。
市
川
の
研
究
は
五
四
運
動
二
日
目
に
あ
た
る
五
月
五
日
に
文
筆
家
周
作
人
が
目
撃
し
た
光
景
を
ま
と
め

た
随
筆
「
前
門
遇
馬
隊
記
」
を
引
用
し
て
、
天
安
門
前
の
空
間
東
側
に
あ
っ
た
戸
部
街
付
近
で
鎮
圧
に
出
動
し
た
騎
馬
警
官
隊
と
学
生
の

衝
突
を
記
し
て
お
い
る
が
、
初
日
に
抗
議
文
の
手
交
が
米
国
公
使
館
を
除
い
て
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
こ
の
衝
突
は
東
交
民
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巷
へ
の
突
入
を
図
る
学
生
と
そ
の
阻
止
を
め
ぐ
る
警
備
陣
と
の
小
競
り
合
い
と
解
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
天
安
門
前
で

あ
る
こ
と
に
格
別
の
意
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
五
四
運
動
が
後
の
学
生
ら
の
運
動
に
与
え
た
モ
デ
ル
に
つ
い
て
原
型
と
な
っ
た
要
素
に
つ
い
て
概
略
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の

要
素
は
、
も
と
よ
り
五
四
運
動
の
当
事
者
が
自
覚
的
に
実
践
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
軍
閥
期
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
行
動
の
反

復
の
中
で
練
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
中
国
共
産
党
が
新
民
主
主
義
革
命
の
進
展
成
果
と
し
て
確
認
す
る
こ
と
で
固
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
五
四
運
動
モ
デ
ル
の
反
復
的
確
認

　

五
四
運
動
が
運
動
モ
デ
ル
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
る
過
程
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
学
生
を
主
体
と
し
た
大
衆
運
動
が
重
要
な
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
の
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
多
論
を
要
さ
な
い
。
市
川
は
五
四
運
動
後
の
一
九
二
〇
年
代
に
北
京
で
行
わ
れ
た
学
生
、
労
働
者
、

商
工
団
体
な
ど
の
街
頭
で
の
活
動
三
十
項
目
を
挙
げ
て
天
安
門
周
辺
の
利
用
状
況
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
一
九
二
七
年
の
双
十

節
（
十
月
十
日
）
に
北
京
に
在
っ
た
奉
天
軍
閥
張
作
霖
の
閲
兵
式
の
ケ
ー
ス
は
大
衆
運
動
と
は
性
格
が
異
な
る
た
め
除
外
す
る
と
し
て
、

残
る
二
十
九
項
目
の
う
ち
十
九
項
目
の
街
頭
行
動
で
天
安
門
前
を
集
結
地
点
、
ま
た
は
演
説
集
会
の
会
場
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
。
デ
モ
の
訴
求
内
容
を
み
る
と
国
民
大
会
へ
の
批
判
な
ど
内
政
問
題
へ
の
移
行
が
顕
著
で
あ
り
、
東
交
民
巷
の
外
国
公
使

館
区
に
隣
接
す
る
と
い
う
五
四
運
動
当
時
の
対
外
的
な
要
因
は
多
く
の
ケ
ー
ス
で
後
退
し
つ
つ
も
、
天
安
門
前
が
示
威
活
動
で
頻
繁
に
利

用
さ
れ
る
場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
北
京
の
中
央
に
位
置
す
る
と
い
う
利
便
性
を
超
え
て
、
政
治
的
な
ト
ポ
ス
と
し
て
の
地
位
を
天
安
門
前
の
空
間
が
獲
得
す

る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
認
知
を
補
強
す
る
表
象
（
ト
ー
テ
ム
）
と
し
て
の
物
語
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
役
割
を
果
た
し
た
例
と
し
て
は
、
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一
九
二
六
年
の
「
三
一
八
惨
案
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
次
国
共
合
作
の
下
で
数
千
人
の
学
生
ら
が
三
月
十
八
日
に
天
安
門
前
に
集
結
し
、

「
国
民
大
会
」
を
掲
げ
る
大
規
模
政
治
集
会
に
続
き
、
段
祺
瑞
ら
北
洋
政
府
の
首
脳
に
面
会
を
求
め
北
京
城
内
の
国
務
院
に
詰
め
か
け
た
結

果
、
軍
閥
部
隊
の
発
砲
で
死
傷
者
多
数
が
出
た
事
案
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
代
表
は
北
方
区
執
行
委
員
会
書
記
と
な
っ
て
い
た
李
大
釗

で
あ
り
、
流
血
地
点
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
出
発
地
と
な
っ
た
天
安
門
前
を
五
四
運
動
に
続
く
政
治
の
舞
台
と
し
て
知
ら
し
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
事
案
の
発
端
が
北
伐
戦
下
の
緊
張
状
態
に
日
本
海
軍
艦
が
巻
き
込
ま
れ
た
偶
発
的
な
紛
争
（
大
沽
事
件
）
で
あ
り
、
義
和
団
議

定
書
に
基
づ
き
八
カ
国
政
府
が
北
洋
政
府
に
突
き
つ
け
た
外
交
通
牒
が
抗
議
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
事
案
が
「
愛
国
主
義
」
の
範
疇
に
落

と
し
込
ま
れ
た
こ
と
も
評
価
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

市
川
の
研
究
は
、
都
市
機
能
と
し
て
の
広
場
に
つ
い
て
論
じ
た
ポ
ー
ル
・
ズ
ッ
カ
ー
の
見
解
を
引
用
し
、
広
場
の
変
化
が
建
物
の
改
築

や
破
壊
な
ど
「
物
理
的
な
理
由
」
と
、
広
場
へ
の
人
の
反
応
や
解
釈
の
変
化
な
ど
「
心
理
的
な
理
由
」
に
よ
る
こ
と
を
挙
げ
る（

（1
（

。

　

天
安
門
前
の
空
間
が
政
治
的
ト
ポ
ス
と
認
識
さ
れ
る
過
程
は
、
ま
さ
に
「
心
理
的
な
理
由
」
の
積
み
上
げ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
過

程
は
、
五
四
運
動
に
よ
る
政
治
性
の
萌
芽
が
「
三
一
八
惨
案
」
を
嚆
矢
と
す
る
一
九
二
〇
年
代
の
基
礎
的
経
験
の
蓄
積
を
経
て
、
前
述
し

た
「
一
二
九
抗
日
救
亡
運
動
」（
一
九
三
五
年
）
で
学
生
・
大
衆
運
動
の
段
階
が
一
応
の
完
成
を
み
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
こ
れ
は
一
九
三

七
年
七
月
に
勃
発
し
た
盧
溝
橋
事
件
か
ら
一
九
四
五
年
九
月
の
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
北
京
が
実
質
的
に
日
本
の
占
領
及
び
親
日
政

権
の
支
配
に
置
か
れ
、
中
国
共
産
党
の
地
下
組
織
が
注
目
す
べ
き
学
生
・
大
衆
運
動
を
発
動
し
得
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
が
、
戦
後
の
動
静
に
天
安
門
が
か
か
わ
っ
た
事
例
み
る
と
、
第
二
次
国
共
内
戦
期
の
一
九
四
七
年
五
月
に
共
産
党
が
組
織
し
た
「
反
飢

餓
、
反
内
戦
、
反
迫
害
」
を
掲
げ
る
学
生
・
大
衆
運
動
（
五
二
〇
事
件
）
は
北
京
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
レ
ベ
ル
の
運
動
規
模
で
国
民
党
政

権
を
揺
さ
ぶ
っ
た
政
治
性
は
大
き
い
と
は
い
え
、
北
京
で
の
デ
モ
に
限
れ
ば
す
で
に
構
築
さ
れ
て
い
た
パ
タ
ン
を
踏
襲
し
た
以
上
の
特
異

性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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共
産
党
政
権
下
で
の
天
安
門
の
政
治
性
に
つ
い
て
は
、
政
権
の
成
立
と
同
時
、
す
な
わ
ち
一
九
四
九
年
十
月
一
日
に
毛
沢
東
が
中
華
人

民
共
和
国
の
中
央
人
民
政
府
成
立
を
宣
言
し
、
人
民
解
放
軍
に
よ
る
最
初
の
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
「
開
国
大
典
」
が
新
た
な
性
格

を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で
に
獲
得
さ
れ
た
ト
ポ
ス
の
政
治
性
が
ま
さ
に
五
四
運
動
を
原
型
と
し
た
学
生
・
大
衆
運
動
と
い
う
「
民
に
よ
る
権

威
へ
の
挑
戦
」
に
集
約
さ
れ
る
の
に
対
し
、
開
国
大
典
の
挙
行
は
「
官
に
よ
る
権
威
の
宣
揚
」
と
い
う
対
極
的
な
意
味
を
付
与
し
た
。
こ

の
権
威
性
の
下
で
、
前
述
し
た
天
安
門
広
場
の
大
規
模
な
拡
幅
造
成
が
建
国
十
周
年
に
あ
た
る
一
九
五
九
年
に
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
の
で
あ
り
、
ズ
ッ
カ
ー
の
主
張
す
る
「
物
理
的
な
理
由
」
が
天
安
門
お
よ
び
周
辺
空
間
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
都

市
空
間
の
経
時
的
な
変
遷
を
無
視
し
た
名
称
の
遡
及
的
援
用
は
避
け
、
共
産
党
政
権
に
よ
る
拡
幅
以
後
に
つ
い
て
の
み
「
天
安
門
広
場
」

の
名
称
を
使
う
。
天
安
門
の
楼
閣
は
一
九
六
九
年
十
二
月
か
ら
翌
年
四
月
に
行
わ
れ
た
秘
密
工
事
に
よ
っ
て
完
全
に
撤
去
さ
れ
、
現
代
建

築
基
準
に
適
合
し
た
原
寸
大
の
レ
プ
リ
カ
と
し
て
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
近
年
共
産
党
自
身
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（1
（

が
、
耐
震
設
計
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
毛
沢
東
ら
式
典
に
参
加
す
る
指
導
者
の
安
全
を
考
慮
し
た
施
工
は
、
ま
さ
に
天
安
門
お
よ
び
天
安
門
広
場
の
公

式
な
権
威
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
へ
の
裏
付
け
で
も
あ
ろ
う
。

　

天
安
門
広
場
を
舞
台
と
し
た
共
産
党
政
権
下
で
の
政
治
活
動
は
、「
官
の
権
威
」
と
「
民
の
挑
戦
」
の
要
素
が
時
に
絡
み
合
い
、
時
に
対

立
す
る
形
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
対
極
に
あ
る
二
つ
の
性
格
だ
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
五
四
運
動
を
起
点
と
す
る
こ

と
は
強
く
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。
共
産
党
政
権
の
抱
え
る
矛
盾
や
ジ
レ
ン
マ
も
ま
た
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

中
国
の
学
生
に
よ
る
政
治
運
動
と
し
て
、
共
産
党
政
権
下
で
最
大
の
規
模
と
な
っ
た
の
は
、
む
ろ
ん
文
化
大
革
命
に
お
け
る
紅
衛
兵
運

動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
文
革
研
究
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
紅
衛
兵
は
対
立
す
る
別
の
紅
衛
兵
セ
ク
ト
を
は
じ
め
、
古
い
思
想
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
「
四
旧
」、
さ
ら
に
打
倒
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
劉
少
奇
ら
「
走
資
派
」
な
ど
に
対
し
て
は
ラ
ジ
カ
ル
な
挑
戦
を
厭
わ
な
か
っ
た

半
面
、『
人
民
日
報
』
な
ど
の
共
同
社
説
「
五
四
運
動
五
十
年
」（
一
九
六
九
年
五
月
四
日
付
）
が
紅
衛
兵
こ
そ
五
四
運
動
の
正
統
な
系
譜
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に
連
な
る
と
位
置
付
け
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
を
頂
点
と
す
る
権
威
に
は
忠
実
で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
に
天
安
門
広
場
で
計
七
回
行
わ
れ

た
毛
沢
東
に
よ
る
紅
衛
兵
接
見
は
、
第
二
回
（
八
月
三
十
一
日
）
を
除
き
毎
回
百
万
人
以
上
が
参
加
し
た
規
模
を
も
っ
て
天
安
門
広
場
の

ト
ポ
ス
に
政
治
的
な
記
憶
を
積
み
重
ね
た
が
、「
官
の
権
威
」
に
よ
る
承
認
を
求
め
た
集
会
で
あ
っ
た
こ
と
自
体
、
五
四
運
動
以
後
の
本
来

的
な
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
「
民
の
挑
戦
」
と
は
完
全
に
異
な
る
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
次
章
で
論
じ
る
一
九
八
〇
年
代
に
発
生
し
た
学
生
運
動
（
い
わ
ゆ
る
「
学
潮
」）
は
、「
反
日
」
を
掲
げ
る
当
初
の
運
動

か
ら
民
主
化
に
目
標
を
転
換
す
る
こ
と
で
「
民
の
挑
戦
」
へ
と
収
斂
し
、
そ
の
結
果
、
一
九
八
九
年
六
月
の
天
安
門
事
件
（
第
二
次
）
で

か
つ
て
の
北
洋
軍
閥
や
、
国
民
政
府
官
憲
に
よ
る
鎮
圧
が
児
戯
に
等
し
く
み
え
る
ま
で
の
凄
惨
な
武
力
弾
圧
を
「
人
民
の
軍
隊
」
に
よ
っ

て
蒙
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
前
段
階
に
当
た
る
一
九
七
〇
年
代
に
目
を
向
け
れ
ば
、
周
恩
来
死
去
へ
の
追
悼
活
動
が
鎮
圧
さ
れ
た
一
九
七
六
年
四
月
の
天
安
門

事
件
（
第
一
次
）
と
、
七
八
年
秋
ご
ろ
か
ら
七
九
年
三
月
ま
で
北
京
・
西
単
の
「
民
主
の
壁
」
に
張
り
出
さ
れ
る
壁
新
聞
や
非
公
認
出
版

物
を
通
じ
活
発
な
言
論
が
展
開
さ
れ
た
「
北
京
の
春
」
が
中
国
民
主
化
運
動
の
変
遷
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
上
で
は
重
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
が
目
的
と
す
る
五
四
運
動
が
そ
れ
以
後
の
学
生
・
大
衆
運
動
に
残
し
た
影
響
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
七
六
年
の
天
安
門

事
件
は
文
革
派
要
人
へ
の
反
発
は
強
か
っ
た
に
せ
よ
、
行
動
の
目
的
と
様
態
は
周
恩
来
の
追
悼
活
動
か
ら
踏
み
出
す
間
も
な
く
短
時
間
で

民
兵
ら
に
征
圧
さ
れ
、
そ
の
後
は
七
八
年
の
再
評
価
ま
で
の
過
程
が
政
治
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
早
期
に
名
誉
回
復
の
決
着
を
み
た
。「
北

京
の
春
」
に
つ
い
て
は
中
国
民
主
化
運
動
の
主
要
人
物
の
一
人
と
な
る
魏
京
生
が
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
と
は
い
え
、
基
本
的
に
活
動
は
言

論
表
明
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
鄧
小
平
が
実
権
を
固
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
活
動
終
息
に
追
い
込
ま
れ
た
。
い
ず
れ
も
八
〇
年
代
の
学
生
運

動
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
北
京
の
春
」
は
具
体
的
な
要
求
を
掲
げ
る
デ
モ
、
集
会
を
伴
わ
な
い
形
態
の
特
殊
性
の
た

め
、
そ
の
意
義
や
八
〇
年
代
へ
の
影
響
を
認
め
つ
つ
も
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。
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四
、「
愛
国
主
義
」
の
日
中
関
係
へ
の
投
射

　

一
九
八
〇
年
代
の
学
生
運
動
と
し
て
は
、
三
つ
の
運
動
の
波
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
一
九
八
五
年
九
月
に
北
京
で
発
生
し
た

中
曽
根
康
弘
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
（
同
年
八
月
十
五
日
）
へ
の
抗
議
デ
モ
、
②
一
九
八
六
年
十
二
月
に
安
徽
省
合
肥
の
中
国
科
技

大
学
に
始
ま
り
全
国
約
二
十
都
市
百
五
十
校
に
広
が
っ
た
自
由
・
民
主
を
訴
え
る
学
内
集
会
と
デ
モ
、
③
一
九
八
九
年
四
月
の
胡
耀
邦
追

悼
に
端
を
発
し
、
六
月
四
日
の
武
力
弾
圧
を
迎
え
た
天
安
門
事
件
（
以
下
、「
第
二
次
」
の
表
記
は
省
略
）

―
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

以
後
、
純
粋
な
形
で
の
学
生
運
動
は
今
日
ま
で
封
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
米
国
、
日
本
を
標
的
と
し
た
排
外
的
な
街
頭

デ
モ
は
八
〇
年
代
の
運
動
と
様
相
を
大
き
く
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

街
頭
、
学
内
で
の
示
威
活
動
の
パ
タ
ン
か
ら
、
五
四
運
動
の
モ
デ
ル
と
の
類
似
性
を
俯
瞰
す
る
と
、
上
述
し
た
五
四
運
動
に
み
ら
れ
た

四
点
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
「
学
生
主
導
の
運
動
」、「
排
外
主
張
」、「
愛
国
主
義
を
掲
げ
た
有
形
力
行
使
」、「
天
安
門
の
利
用
」
を
概
ね
全

て
踏
襲
し
得
た
の
は
、
①
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
満
州
事
変
の
発
端
で
あ
る
柳
条
湖
事
件
の
記
念
日
（
九
月
十
八
日
）
に
北
京
大
学
、
清
華

大
学
の
学
生
ら
千
人
以
上
が
「
日
本
軍
国
主
義
打
倒
」
な
ど
を
叫
び
、
天
安
門
広
場
を
デ
モ
行
進
し
た
ほ
か
、
当
日
の
前
後
に
北
京
大
学

で
学
内
集
会
を
繰
り
返
し
、
北
京
の
日
本
大
使
館
へ
の
抗
議
書
簡
手
交
も
学
内
討
議
で
要
求
事
項
に
上
が
っ
て
い
た（

（1
（

。
他
方
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
は
「
愛
国
無
罪
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
党
中
央
宣
伝
部
長
を
務
め
た
朱
厚
沢
の
回
顧
文
に
よ
れ
ば
、
国
慶
節
に
あ
た
る
一
〇

月
一
日
に
陝
西
省
西
安
市
に
波
及
し
た
数
千
人
規
模
の
学
生
デ
モ
で
は
、
商
店
に
掲
げ
ら
れ
た
「
日
本
製
写
真
機
材
展
示
販
売
」
の
横
断

幕
が
焼
き
捨
て
ら
れ
た
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
運
動
は
前
月
の
終
戦
の
日
に
お
け
る
首
相
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
を
契
機
と
し
て
と
ら
え
た
行
動

で
あ
り
、
日
本
か
ら
見
た
場
合
の
ち
の
靖
国
問
題
に
与
え
た
中
国
の
外
交
圧
力
に
与
す
る
現
象
だ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
理
解
は
決
し
て
誤
り
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
運
動
が
対
外
開
放
に
よ
る
日
本
製
品
の
輸
入
増
加
で
中
国
の
対
日
貿
易
赤
字
が
拡

大
し
た
こ
と
へ
の
不
満
と
い
う
、
本
来
は
街
頭
デ
モ
に
な
じ
み
に
く
い
事
象
ま
で
も
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
且
つ
こ
れ
を
「
第
二
の
中

国
侵
略
」
と
ま
で
断
じ
て
い
た
点
は
、
運
動
の
未
熟
さ
に
よ
る
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
消
化
し
き
れ
な
い
。
参
加
者
が
数
千
人
規
模
に
達

し
た
点
は
日
本
が
こ
と
さ
ら
排
外
攻
撃
の
標
的
と
な
り
易
い
と
い
う
五
四
運
動
以
降
の
モ
デ
ル
分
析
を
補
強
す
る
好
例
で
は
あ
る
が
、
他

方
こ
の
運
動
に
続
く
八
〇
年
代
の
学
生
運
動
で
は
日
本
に
照
準
を
当
て
る
排
外
的
な
主
張
が
再
び
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
如
何
な
る
理
由
か
。

　

国
営
新
華
社
通
信
出
身
の
中
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
楊
継
縄
に
よ
れ
ば
、
デ
モ
の
初
日
と
同
じ
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
天
安

門
広
場
に
隣
接
す
る
人
民
大
会
堂
で
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
全
国
代
表
大
会
で
、
こ
の
学
生
デ
モ
の
処
理
方
針
が
討
議
さ
れ
、「
党
委
員

会
指
導
者
が
学
校
に
深
く
入
り
込
み
学
生
と
直
接
対
話
す
べ
き
で
あ
る（

（1
（

」
と
す
る
対
話
解
決
が
胡
耀
邦
の
主
導
で
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
結

果
、
警
察
な
ど
に
よ
る
鎮
圧
も
学
生
の
検
挙
も
な
く
事
態
は
短
期
間
に
終
息
し
て
お
り
、
学
生
ら
と
し
て
は
「
反
日
」
を
掲
げ
る
こ
と
で

党
指
導
部
の
関
心
を
引
き
寄
せ
、
実
際
に
孫
平
化
ら
当
局
が
派
遣
し
た
日
本
専
門
家
と
の
対
話
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
。
八
五
年
の
デ
モ
が

八
〇
年
代
後
半
の
学
生
運
動
全
体
を
束
ね
る
共
通
の
助
走
で
あ
っ
た
と
み
る
な
ら
そ
の
効
果
は
十
分
で
あ
り
、
着
火
剤
と
し
て
の
「
反
日
」

の
役
割
が
八
〇
年
代
に
つ
い
て
は
こ
の
最
初
の
運
動
だ
け
で
達
せ
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
は
続
く
民
主
化
運
動
が
描
い
た
軌
跡
と
矛
盾
し
な

い
。

　

事
実
、
八
五
年
の
デ
モ
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
当
時
北
京
大
学
物
理
系
研
究
生
の
劉
剛
は
、
天
安
門
事
件
か
ら
二
十
年
後
に
筆
者
が
亡

命
先
の
米
国
内
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
靖
国
問
題
な
ど
「
反
日
」
を
掲
げ
た
デ
モ
を
実
行
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
あ
の
デ

モ
は
確
か
に
日
本
批
判
を
訴
え
て
い
た
。
中
国
人
が
そ
う
し
た
感
情
を
内
に
抱
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
表
面
的
な
話
で
も
あ
っ
た
。
日
本
批
判
を
ぶ
ち
ま
け
る
こ
と
で
、
共
産
党
政
権
に
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
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る
。
劉
剛
個
人
の
軌
跡
を
み
て
も
、
続
く
八
六
年
の
学
生
運
動
で
引
き
続
き
北
京
で
の
指
導
役
を
務
め
、
鎮
圧
後
の
八
八
年
に
は
北
京
大

学
を
拠
点
に
民
主
化
サ
ー
ク
ル
と
な
る
「
民
主
サ
ロ
ン
」
の
活
動
に
か
か
わ
り
、
八
九
年
の
天
安
門
事
件
で
は
警
察
の
指
名
手
配
リ
ス
ト

で
三
番
目
の
主
犯
に
挙
げ
ら
れ
て
逮
捕
、
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
八
〇
年
代
の
中
国
民
主
化
運
動
が
「
反
日
」
体
験
を
八
五
年
に
通
過
し
、

理
論
、
行
動
の
両
面
で
学
生
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
止
揚
す
る
過
程
を
自
ら
体
験
し
た
人
物
の
例
で
あ
る
。

　

胡
耀
邦
の
総
書
記
解
任
に
至
る
②
の
一
九
八
六
年
十
二
月
の
学
生
運
動
で
は
、
安
徽
省
合
肥
の
中
国
科
学
技
術
大
学
で
地
方
選
挙
へ
の

不
満
が
民
主
化
要
求
を
掲
げ
た
学
内
集
会
や
デ
モ
と
な
り
、
上
海
な
ど
各
地
に
飛
び
火
し
た
。
天
安
門
広
場
と
の
か
か
わ
り
は
逮
捕
者
を

出
し
運
動
の
幕
切
れ
と
な
る
八
七
年
一
月
一
日
の
北
京
で
の
デ
モ
だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
の
運
動
で
は
デ
モ
の
外
形
的
な
特
徴
以
上
に
、「
民

主
」「
科
学
」
と
い
う
よ
り
本
質
的
な
五
四
運
動
の
精
神
が
中
国
民
主
化
運
動
の
柱
と
し
て
明
示
さ
れ
た
。
旧
ソ
連
の
反
体
制
学
者
に
ち
な

み
「
中
国
の
サ
ハ
ロ
フ
」
と
呼
ば
れ
た
天
体
物
理
学
者
、
方
励
之
が
中
国
科
技
大
の
副
校
長
の
職
を
追
わ
れ
た
の
は
運
動
が
抑
え
込
ま
れ

た
八
七
年
一
月
で
あ
る
が
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
化（

（2
（

」
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
当
局
の
批
判
を
受
け
た
八
六
年
当
時
の
言
論
を
み
る
と
、

五
四
運
動
へ
の
言
及
が
有
意
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
解
職
を
機
に
北
京
で
民
主
化
へ
の
傾
斜
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
方
は
、
五
四
運

動
精
神
の
評
価
と
実
行
を
書
簡
や
寄
稿
、
ス
ピ
ー
チ
を
通
じ
て
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

近
現
代
中
国
の
学
生
運
動
で
出
発
点
と
な
っ
た
五
四
運
動
の
系
譜
に
お
い
て
、
③
に
挙
げ
た
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
に
到
っ
て
、
五

四
精
神
の
神
髄
で
あ
る
「
民
主
」「
科
学
」
の
要
求
と
、
政
治
的
ト
ポ
ス
と
し
て
の
天
安
門
広
場
が
融
合
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
生

運
動
の
外
的
特
徴
に
挙
げ
た
「
反
日
」
は
八
九
年
の
運
動
で
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
政
治
体
制
改
革
を
求
め
、
自
由
と
民
主

に
傾
倒
す
る
社
会
思
潮
と
こ
れ
に
参
加
す
る
知
識
人
の
構
成
を
み
て
も
①
に
挙
げ
た
八
五
年
の
事
例
に
始
ま
る
八
〇
年
代
後
半
の
民
主
化

の
う
ね
り
が
連
続
性
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
学
生
を
最
も
容
易
に
街
頭
へ
送
り
出
す
「
反
日
」
と
い
う
着
火
剤
を
毎
度
使
用

す
る
仕
掛
け
は
八
〇
年
代
後
半
の
社
会
思
潮
に
お
い
て
最
早
必
要
な
か
っ
た
。
党
内
改
革
派
や
在
野
の
民
主
化
要
求
に
対
し
「
ブ
ル
ジ
ョ
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ア
自
由
化
」
と
の
論
難
を
浴
び
せ
、
党
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
「
社
会
主
義
の
道
」「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
の
堅
持
な
ど
「
四
つ
の
基
本
原
則
」

の
下
で
そ
の
殲
滅
を
決
意
し
た
鄧
小
平
や
党
内
保
守
派
に
し
て
も
、
一
党
独
裁
を
否
定
す
る
民
主
化
思
潮
の
連
続
性
を
む
し
ろ
早
期
に
認

識
し
た
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
連
続
性
を
政
治
の
最
高
レ
ベ
ル
で
断
ち
切
る
必
要
を
認
め
た
こ
と
が
、
改
革
派
指
導
者
の
胡
耀
邦
、
趙
紫
陽

を
八
七
年
、
八
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
失
脚
に
追
い
込
む
判
断
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
体
制
改
革
が
天
安
門
事
件
を
境
に
三
十
年

に
及
び
事
実
上
凍
結
さ
れ
、
民
主
化
へ
の
弾
圧
が
む
し
ろ
激
化
し
て
き
た
こ
の
三
十
年
間
の
中
国
の
情
勢
は
、
自
由
、
民
主
の
訴
え
が
連

続
性
や
社
会
へ
の
拡
散
性
を
獲
得
す
る
以
前
に
「
断
片
」
な
い
し
「
萌
芽
」
の
ま
ま
葬
り
去
る
と
い
う
、
天
安
門
事
件
で
共
産
党
が
得
た

教
訓
の
冷
酷
な
る
実
践
で
も
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
安
門
事
件
に
至
る
学
生
、
大
衆
運
動
が
盛
り
上
が
り
の
最
中
に
あ
っ
た
一
九
八
九
年
五
月
四
日
は
五
四
運
動
七
十
年
の

記
念
日
で
あ
り
、
当
日
に
は
自
ら
の
行
動
に
五
四
運
動
を
重
ね
る
学
生
ら
が
北
京
市
内
で
十
数
万
人
規
模
の
デ
モ
を
展
開
し
た
。
連
日
の

示
威
活
動
で
掲
げ
ら
れ
た
政
府
批
判
や
民
主
化
要
求
を
糾
合
す
る
理
念
と
し
て
五
四
精
神
を
取
り
込
む
こ
と
は
蓋
し
当
然
の
流
れ
で
あ
る
。

先
行
し
て
こ
の
点
を
意
識
し
て
い
た
方
励
之
は
、
こ
の
七
十
年
を
記
念
し
た
論
考
で
、
五
四
運
動
と
連
動
し
て
儒
教
に
よ
る
束
縛
か
ら
の

解
放
を
掲
げ
た
新
文
化
運
動
の
先
駆
性
を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
中
国
の
改
革
の
難
し
さ
を
挙
げ
て
「
五
四
か
ら
今
ま
で
七
十
年
が
過
ぎ
た

が
、
さ
ら
に
何
年
を
過
ご
せ
ば
、
中
国
に
転
機
が
訪
れ
る
の
か
？
こ
の
問
題
を
思
う
度
に
焦
慮
、
心
痛
、
失
望
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る（

（2
（

」

と
論
じ
た
。
悲
観
的
と
も
と
れ
る
論
調
は
こ
の
論
考
が
胡
耀
邦
の
死
去
直
前
に
あ
た
る
八
九
年
四
月
四
日
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
よ
う
が
、
天
安
門
事
件
の
悲
劇
的
な
結
末
と
、
さ
ら
に
今
日
に
至
る
強
権
支
配
の
継
続
を
予
見
し
た
か
の
悲
観
論
は
、
方
励
之
が
二

〇
一
二
年
四
月
に
事
実
上
の
亡
命
先
で
あ
る
米
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
死
去
す
る
ま
で
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。

　

学
生
に
よ
る
五
四
精
神
導
入
の
試
み
と
し
て
は
、「
民
主
サ
ロ
ン
」
の
拠
点
と
な
っ
た
北
京
大
学
で
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
新
五
四
』
と
、

天
安
門
事
件
の
中
心
的
な
学
生
組
織
だ
っ
た
全
国
高
校
学
生
自
治
聯
合
会
（
高
自
聯
）
が
発
表
し
た
「
新
五
四
宣
言
」
が
確
認
で
き
る
。
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『
新
五
四
』
は
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
北
京
大
学
歴
史
系
一
年
の
王
丹
ら
が
、
や
は
り
胡
耀
邦
死
去
よ
り
早
い
八
九
年
四

月
五
日
に
ガ
リ
版
刷
で
創
刊
号
を
発
行
し
た
も
の
で
、
巻
頭
の
「『
新
五
四
』
宣
言
」
で
は
編
集
方
針
と
し
て
「
思
想
、
言
論
の
真
の
自
由

は
天
賦
の
人
権
に
し
て
神
聖
不
可
侵
で
あ
る
。
ま
た
多
元
的
な
声
の
存
在
は
社
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
正
し
く
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
糧
で

あ
る（

（2
（

」
と
の
視
座
を
掲
げ
た
。
前
述
の
五
四
運
動
七
十
年
を
記
念
す
る
デ
モ
当
日
に
高
自
聯
が
発
表
し
た
「
新
五
四
宣
言
」
は
、「
本
日
、

我
々
は
古
き
民
族
の
象
徴
で
あ
る
天
安
門
の
前
で
、
七
十
年
前
の
先
達
に
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
全
国
人
民
に
宣
言
す
る
」
と
述
べ
た

上
、
天
安
門
広
場
で
の
示
威
活
動
を
「
五
四
運
動
の
継
続
と
発
展
」
と
断
言
し
た（

（2
（

。
の
ち
に
「
零
八
憲
章
」
の
発
表
な
ど
民
主
化
運
動
へ

の
取
り
組
み
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
劉
暁
波
は
、
高
自
聯
の
発
表
し
た
宣
言
に
つ
い
て
「
激
情
が
ほ
と
ば
し
り
出
て
い
る
だ
け

で
、
空
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
多
い
と
失
望
し
た（

（2
（

」
と
い
う
感
想
を
残
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
同
名
の
二
つ
の
宣
言
が
い
ず
れ

も
学
部
学
生
ら
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
宣
言
を
よ
り
高
度
な
理
論
に
練
り
上
げ
、
実
践
す
る
時
間
を
無
慈
悲
な
弾

圧
で
奪
わ
れ
た
悲
劇
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
悲
劇
が
他
な
ら
ぬ
劉
暁
波
自
身
に
も
長
期
投
獄
と
実
質
的
な
獄
死
と

い
う
形
で
二
〇
一
七
年
七
月
に
降
り
か
か
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
中
国
共
産
党
政
権
に
よ
る
弾
圧
が
五
四
運
動
に
対
す
る
北
洋
軍
閥
の
弾

圧
な
ど
足
元
に
も
及
ば
ぬ
徹
底
ぶ
り
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　

天
安
門
事
件
以
降
、
中
国
で
民
主
化
を
掲
げ
る
学
生
運
動
は
厳
し
く
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
の
示
威
活
動
と
し
て
は
、
土
地

収
用
反
対
闘
争
や
年
金
支
給
を
め
ぐ
る
退
役
軍
人
の
座
り
込
み
な
ど
経
済
的
、
社
会
的
要
求
に
よ
る
局
地
的
な
争
議
（
い
わ
ゆ
る
「
群
体

性
事
件
」）
の
中
国
各
地
で
の
頻
発
や
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
イ
ス
ラ
ム
系
諸
民
族
に
代
表
さ
れ
る
宗
教
・
民
族
問
題
を
背
景
と
し
た

抵
抗
活
動
を
除
け
ば
、
学
生
が
集
団
で
関
与
し
た
大
規
模
な
街
頭
デ
モ
は
外
国
を
標
的
と
す
る
も
の
に
絞
ら
れ
る
。
主
な
も
の
は
、
コ
ソ

ボ
紛
争
下
の
一
九
九
九
年
五
月
に
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
駐
在
の
中
国
大
使
館
が
米
軍
機
に
「
誤
爆
」
さ
れ
た
事
案
に
対
す
る
北
京
・
建
国
門
外

の
米
国
大
使
館
（
当
時
）
へ
の
大
規
模
な
学
生
ら
の
反
米
デ
モ
と
、
日
本
政
府
の
沖
縄
県
尖
閣
諸
島
国
有
化
へ
の
反
発
を
機
に
起
き
た
二
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〇
一
二
年
九
月
の
反
日
デ
モ
で
あ
る
。

　

在
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
中
国
大
使
館
の
誤
爆
事
件
は
、
発
生
が
北
京
に
伝
え
ら
れ
た
五
月
八
日
が
土
曜
日
に
あ
た
り
、
週
末
の
二
日
間
に
わ

た
り
大
使
館
街
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
当
時
、
筆
者
は
北
京
特
派
員
と
し
て
こ
の
デ
モ
を
現
場
で
取
材
し
た
が
、
大
使
館
に
接
続
す
る
道

路
周
辺
で
警
察
が
デ
モ
の
誘
導
に
当
た
り
、
デ
モ
に
参
加
す
る
学
生
に
は
専
用
バ
ス
が
用
意
さ
れ
る
な
ど
、
明
ら
か
に
当
局
の
介
入
や
統

制
が
み
ら
れ
、
他
方
で
米
国
大
使
館
や
近
隣
の
英
国
大
使
館
へ
の
投
石
は
制
止
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
デ
モ
自
体
を
米
国
に
圧

力
を
加
え
る
た
め
の
中
国
政
府
の
策
動
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
筆
者
は
当
時
の
取
材
を
踏
ま
え
こ
の
見
解
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
デ
モ

に
関
し
て
学
生
の
反
米
行
動
を
政
府
が
完
全
に
抑
え
込
め
ば
民
族
主
義
の
暴
発
か
ら
政
府
の
弱
腰
批
判
に
転
ず
る
可
能
性
が
あ
っ
た
ろ
う

し
、
逆
に
デ
モ
の
長
期
化
を
許
せ
ば
同
様
に
統
制
不
能
の
状
況
が
出
来
す
る
可
能
性
も
、
天
安
門
事
件
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
の
節
目
に
当

た
り
十
分
に
あ
り
得
た
。
デ
モ
の
許
可
を
大
使
館
街
に
限
定
し
、
宿
舎
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
デ
モ
現
場
の
往
復
に
バ
ス
を
提
供
し
た
こ

と
も
、
表
面
的
な
便
宜
供
与
を
超
え
て
往
復
の
行
動
を
制
限
す
る
こ
と
で
天
安
門
広
場
へ
の
蝟
集
を
防
い
だ
こ
と
は
、
ま
さ
に
中
国
政
府

が
五
四
運
動
モ
デ
ル
の
再
演
を
警
戒
し
た
措
置
と
み
て
全
く
実
際
の
状
況
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

反
日
を
直
接
掲
げ
た
二
〇
一
二
年
九
月
の
デ
モ
は
、
五
十
以
上
の
都
市
へ
の
波
及
や
日
系
商
店
・
企
業
へ
の
略
奪
や
焼
き
討
ち
、
在
留

邦
人
へ
の
暴
行
を
伴
う
事
態
の
深
刻
さ
に
お
い
て
、
小
泉
純
一
郎
内
閣
当
時
の
二
〇
〇
五
年
四
月
前
後
に
数
都
市
で
み
ら
れ
た
反
日
デ
モ

を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
詳
細
に
比
較
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
二
〇
〇
五
年
の
動
き
は
中
国
社
会
に
瀰
漫
し
て
い
た
歴

史
問
題
を
め
ぐ
る
過
去
数
年
の
反
日
気
運
を
引
き
継
い
だ
自
発
性
が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
尖
閣
諸
島
国
有
化
を
発
端
と
し
た
二
〇
一
二

年
の
事
案
は
東
京
都
に
よ
る
購
入
構
想
が
表
面
化
し
た
同
年
四
月
か
ら
中
国
政
府
の
反
発
と
公
式
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
先
行
し
て
反
日
気

運
が
醸
成
さ
れ
る
と
い
う
官
製
色
の
濃
い
傾
向
を
有
し
て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
二
年
の
事
案
で
は
、
北
京
の
日
本
大
使
館
前

で
の
デ
モ
で
「
百
元
（
約
千
二
百
円
）
を
も
ら
っ
て
デ
モ
に
集
ま
っ
た
人
も
い
る（

（2
（

」
と
い
う
証
言
を
は
じ
め
、
現
場
の
警
察
関
係
者
が
暴
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力
沙
汰
を
容
認
し
て
い
た
と
の
情
報
も
広
く
報
道
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
情
報
の
真
偽
を
逐
一
検
証
す
る
方
法
は
な
い
が
、
同
年
十
一
月
の

第
十
八
回
中
国
共
産
党
大
会
を
経
て
総
書
記
に
就
任
し
た
習
近
平
の
指
導
部
が
日
中
関
係
を
国
交
正
常
化
後
最
悪
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き

下
げ
た
政
治
の
方
向
性
と
完
全
に
一
致
し
た
こ
と
は
濃
厚
な
官
製
色
と
い
う
運
動
の
特
性
を
示
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
反
日
事
案
に
包
含
さ
れ
る
官
と
民
の
要
素
は
多
寡
が
無
論
あ
っ
た
に
せ
よ
、
日
章
旗
の
焼
却
や
日
本
大
使
館
の
投
石
に
始

ま
り
日
系
商
店
の
略
奪
や
果
て
は
中
国
人
ユ
ー
ザ
ー
の
日
本
車
ま
で
も
対
象
と
し
た
破
壊
や
暴
力
の
数
々
が
、「
愛
国
無
罪
」
の
叫
び
に
よ

り
相
当
程
度
正
当
化
さ
れ
、
公
然
と
行
わ
れ
た
事
実
に
変
わ
り
は
な
い
。
五
四
運
動
に
参
加
し
た
学
生
が
同
じ
叫
び
の
も
と
で
交
通
総
長

曹
汝
霖
の
邸
宅
を
襲
撃
し
た
先
例
は
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
五
四
運
動
精
神
の
政
治
利
用
と
中
国
共
産
党
の
ジ
レ
ン
マ

　

五
四
運
動
か
ら
百
年
を
経
て
、
中
国
の
政
治
、
社
会
に
残
し
た
当
面
の
と
こ
ろ
最
も
強
く
継
承
さ
れ
た
遺
産
が
「
愛
国
無
罪
」
を
掲
げ

て
の
暴
力
的
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
標
的
に
は
唯
一
で
は
な
い
に
せ
よ
依
然
日
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
易
く
、
反
日
を
掲
げ
る
こ
と
が
行
動
の

激
化
と
広
が
り
に
お
い
て
最
大
効
率
の
「
燃
焼
度
」
を
み
せ
る
と
い
う
事
実
は
否
定
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
歴
代
の
中
国
政
権
、
と

り
わ
け
国
内
の
国
民
弾
圧
が
与
え
た
衝
撃
と
、
国
外
で
の
冷
戦
終
結
や
ソ
連
崩
壊
に
よ
り
統
治
の
レ
ジ
テ
マ
シ
ー
が
大
き
く
傷
つ
い
た
江

沢
民
以
降
の
歴
代
共
産
党
政
権
に
と
り
、
歴
史
問
題
で
日
本
に
論
難
を
加
え
る
こ
と
は
求
心
力
を
修
復
す
る
上
で
有
用
で
あ
り
、
江
沢
民

の
下
で
一
九
九
四
年
八
月
に
共
産
党
中
央
委
員
会
が
公
布
し
た
「
愛
国
主
義
教
育
実
施
要
綱
」
は
そ
の
柱
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

江
沢
民
が
愛
国
主
義
に
よ
る
国
民
統
合
に
言
及
し
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
早
く
総
書
記
就
任
後
初
め
て
迎
え
た
一
九
九
〇
年
五
月
の
青
年

節
、
す
な
わ
ち
五
四
運
動
七
十
一
年
の
記
念
演
説（

（2
（

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
江
沢
民
は
「
現
代
中
国
に
あ
っ
て
、
愛
国
主
義
と
社
会
主
義
は
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本
質
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
社
会
主
義
体
制
の
維
持
を
愛
国
主
義
の
発
揚
に
託
す
論
法
を
展
開
し
、「
新
た
な
歴
史
的
条
件
の
下

で
愛
国
主
義
の
伝
統
を
継
続
的
に
発
揚
す
る
た
め
に
は
、
広
く
深
く
愛
国
主
義
教
育
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
教
育
は
少
年
児

童
の
時
か
ら
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。「
愛
国
主
義
教
育
」
に
名
を
借
り
た
中
国
の
反
日
教
育
は
、
江
沢
民
政
権
下
で
南
京
事

件
な
ど
を
め
ぐ
る
「
歴
史
認
識
」
が
日
中
関
係
の
課
題
と
し
て
表
面
化
し
た
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
そ
の
「
実
施
要
綱
」
が
問
題

視
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
江
沢
民
の
基
本
構
想
は
す
で
に
こ
の
五
四
運
動
七
十
一
年
の
演
説
に
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で

な
い
。

　

江
沢
民
演
説
で
示
さ
れ
た
「
愛
国
主
義
」
の
偏
向
し
た
政
治
利
用
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
一
年
前
の
一
九
八
九
年
五
月
に
総
書
記
在
任
中

の
趙
紫
陽
が
行
っ
た
五
四
運
動
七
十
年
の
記
念
演
説（

（2
（

と
比
較
す
る
こ
と
で
一
目
瞭
然
と
な
る
。
こ
こ
で
は
趙
も
五
四
運
動
を
「
偉
大
な
反

帝
反
封
建
の
愛
国
運
動
」
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
「
偉
大
な
新
文
化
運
動
、
偉
大
な
思
想
啓
蒙
と
思
想
解
放
の
運
動
だ
っ
た
」
と
述
べ
、

「
愛
国
、
民
主
と
科
学
」
の
継
承
と
発
展
を
均
等
に
訴
え
て
い
る
。
む
し
ろ
、「
民
主
が
な
く
、
科
学
が
な
け
れ
ば
、
社
会
主
義
は
な
く
、

社
会
主
義
の
現
代
化
も
な
い
」
と
し
た
社
会
主
義
の
位
置
づ
け
に
は
、
一
年
後
に
江
沢
民
が
試
み
た
愛
国
主
義
へ
の
す
り
替
え
な
ど
微
塵

も
紛
れ
込
む
余
地
は
な
い
。

　

五
四
精
神
の
神
髄
を
「
愛
国
主
義
」
の
ほ
ぼ
一
点
に
求
め
る
恣
意
的
な
定
義
付
け
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
の
五
四
運
動
百
年
に
あ
た
り

習
近
平
が
行
っ
た
記
念
演
説
で
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
る
に
至
っ
た
。「
白
話
」
使
用
の
提
唱
を
通
じ
て
格
式
だ
ら
け
の
文
語
文
で
塗
り
固
め
た

儒
教
支
配
の
厚
い
壁
に
自
由
な
思
想
の
風
穴
を
開
け
た
新
文
化
運
動
や
、
民
主
と
科
学
と
い
う
五
四
精
神
の
近
代
的
な
特
徴
は
、
指
導
者

の
言
説
を
は
じ
め
中
国
共
産
党
の
公
式
な
言
語
空
間
か
ら
天
安
門
事
件
以
降
の
三
十
年
間
で
隅
に
追
い
や
ら
れ
、
党
の
支
配
に
好
都
合
な

形
で
の
「
愛
国
主
義
」
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
歪
ん
だ
状
況
が
続
く
。
党
の
支
配
の
範
疇
に
と
ど
ま
る
限
り
は
暴
力
を
伴
う
「
愛
国
無
罪
」

も
許
容
な
い
し
黙
認
さ
れ
る
半
面
、
学
生
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
百
年
前
の
北
洋
政
府
へ
の
批
判
と
同
様
に
党
の
支
配
に
矛
先
を
向
け
る
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可
能
性
は
悉
く
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。
集
会
、
結
社
、
信
仰
、
報
道
出
版
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
を
含
む
言
論
や
表
現
の
自
由
が
抑

圧
さ
れ
る
中
国
社
会
の
現
状
は
、
恰
も
趙
紫
陽
が
一
九
八
九
年
の
五
四
運
動
記
念
演
説
で
民
主
や
科
学
が
封
じ
ら
れ
た
社
会
の
在
り
様
と

し
て
述
べ
た
「
反
民
主
、
反
科
学
的
な
も
の
や
、
愚
昧
さ
ら
に
は
野
蛮
な
も
の
が
氾
濫
し
横
行
す
る
だ
ろ
う
」
と
の
予
言
に
合
致
す
る
。

　

初
期
の
中
国
共
産
党
メ
ン
バ
ー
が
深
く
か
か
わ
っ
た
五
四
運
動
を
称
揚
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
政
治
的
な
粉
飾
と
恣
意
的
な
選
別
を
施

し
、
軍
閥
の
弾
圧
が
児
戯
に
思
え
る
ま
で
の
強
権
的
な
抑
圧
で
国
民
に
向
き
合
う
現
状
は
、
五
四
運
動
の
隊
伍
が
掲
げ
た
理
想
に
照
ら
す

な
ら
ば
中
国
共
産
党
の
統
治
が
抱
え
込
ん
だ
政
策
哲
学
上
の
深
刻
な
ジ
レ
ン
マ
に
違
い
な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
根
底
か
ら
是
正
す
る
た

め
に
は
、
民
主
化
を
想
定
し
た
政
治
体
制
改
革
の
軌
道
に
立
ち
戻
る
ほ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
安
門
事
件
以
降
三
十
年
に
わ
た
り

政
治
体
制
改
革
を
封
印
し
て
政
権
を
引
き
継
い
だ
党
指
導
部
が
こ
う
し
た
認
識
を
共
有
し
て
い
る
と
は
想
像
し
難
い
。
中
国
共
産
党
支
配

の
下
で
、
指
導
部
の
都
合
の
み
を
反
映
し
た
五
四
運
動
精
神
の
再
構
築
と
、
あ
る
べ
き
民
主
化
路
線
と
の
乖
離
は
、
予
見
し
得
る
将
来
に

お
い
て
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
が
不
可
避
と
思
え
る
状
況
に
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
秩
序
構
築
と
中
国
の
権
益
回
復
を
め
ぐ
る
摩
擦
の
下
で
起
き
た
五
四
運
動
に
つ
い
て
、
後
の

中
国
社
会
に
引
き
継
が
れ
た
学
生
・
大
衆
運
動
の
モ
デ
ル
と
い
う
外
形
的
な
特
性
を
示
し
つ
つ
、「
愛
国
主
義
」
を
運
動
参
加
者
が
共
有
す

る
こ
と
で
示
威
行
動
は
容
易
に
反
日
性
を
帯
び
る
傾
向
を
明
示
し
た
。
中
国
に
お
け
る
五
四
運
動
評
価
は
、
毛
沢
東
の
提
起
し
た
新
民
主

主
義
革
命
の
理
論
を
一
歩
も
離
れ
ず
、
社
会
主
義
体
制
へ
の
移
行
後
も
自
ら
を
中
核
と
位
置
づ
け
る
論
拠
に
直
結
す
る
。
こ
う
し
て
み
れ

ば
、
党
が
五
四
運
動
の
公
式
評
価
を
堅
持
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
半
面
、
五
四
運
動
精
神
の
重
要
な
柱
で
あ
る
民
主
と
科
学
に
依
拠
す
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る
学
生
、
知
識
人
ら
の
思
想
の
自
由
を
封
じ
込
め
る
現
状
が
五
四
運
動
本
来
の
在
り
様
と
激
し
く
乖
離
す
る
こ
と
も
ま
た
避
け
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
上
述
の
よ
う
に
、
弾
圧
す
る
側
の
中
国
共
産
党
も
、
弾
圧
さ
れ
る
側
の
中
国
民
主
化
勢
力
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
五
四
運
動
を
評
価
し
、
五
四
精
神
の
継
承
者
を
自
負
す
る
と
い
う
あ
る
種
の
奇
観
を
呈
し
て
い
る
の
が
現
代
中
国
の
姿
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
奇
観
の
大
き
な
特
徴
が
、
五
四
運
動
の
精
神
的
本
質
を
愛
国
主
義
に
集
約
さ
せ
る
中
国
共
産
党
の
試
み
で
あ
る
こ
と
は
本
稿

で
も
論
じ
た
が
、
五
四
運
動
の
遺
産
か
ら
「
民
主
」
を
切
り
捨
て
、
産
業
高
度
化
や
国
防
強
化
に
資
す
る
先
端
技
術
に
偏
し
た
「
科
学
」

の
み
を
振
興
さ
せ
て
い
る
中
国
の
国
家
政
策
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
民
主
な
き
強
権
体
制
に
科
学
が

ひ
れ
伏
す
状
況
は
、
狭
隘
な
愛
国
主
義
が
も
た
ら
す
反
日
活
動
よ
り
も
さ
ら
に
危
険
で
あ
り
、
そ
の
進
行
は
ま
さ
に
五
四
運
動
百
年
の
今

日
、
世
界
が
目
撃
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
四
運
動
七
十
年
の
記
念
演
説
で
趙
紫
陽
が
愛
国
、
民
主
、
科
学
の
三
要
素
を
並
列
さ
せ

て
訴
え
た
よ
う
に
、
こ
の
三
要
素
の
均
衡
を
実
現
す
る
こ
と
が
中
国
国
民
の
福
祉
と
国
際
秩
序
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

《
註
》

（
１
）		

毛
沢
東
「
五
四
運
動
」『
毛
沢
東
選
集
（
第
二
巻
）』（
外
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
三
一
五
頁

（
2
）		

武
藤
秀
太
郎
『「
抗
日
」
中
国
の
起
源
』（
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
頁

（
3
）		

石
川
忠
雄
『
中
国
共
産
党
史
研
究
』（
慶
應
通
信
、
一
九
六
三
年
）
四
頁

（
4
）		

華
崗
『
五
四
運
動
』（
新
文
芸
出
版
社
、
一
九
五
二
年
）
二
〇
八-
二
〇
九
頁

（
5
）		

毛
沢
東
「
青
年
運
動
の
方
向
」『
毛
沢
東
選
集
（
第
二
巻
）』
三
二
八
頁

（
6
）		

同
書
、
三
三
一
頁

（
7
）		

武
藤
、
二
三
七-

二
四
三
頁

（
8
）		

Ｊ
・
Ｋ
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
（
市
古
宙
三
訳
）『
中
国
（
下
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
二
五
八
頁
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（
9
）		

同
書
、
二
五
九
頁

（
10
）		
「
五
四
運
動
五
十
年
」『
人
民
日
報
』（
一
九
六
九
年
五
月
四
日
付
）

（
11
）		
武
藤
、
二
四
五-

二
四
七
頁

（
12
）		

皇
城
の
南
に
位
置
す
る
国
門
と
さ
れ
、
明
清
で
は
「
大
明
門
」「
大
清
門
」
と
呼
ば
れ
た
。「
中
華
門
」
の
名
は
中
華
民
国
か
ら
中
華
人
民
共
和
国

に
引
き
継
が
れ
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
天
安
門
広
場
の
拡
幅
工
事
で
撤
去
さ
れ
、
門
の
名
も
一
切
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
跡
地
に
は
毛
主
席
紀
念

堂
が
建
つ

（
13
）		

市
川
紘
司
「
五
四
運
動
と
一
九
二
〇
年
代
の
大
衆
運
動
に
お
け
る
天
安
門
広
場
の
使
わ
れ
方
に
関
す
る
研
究
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』

二
〇
一
八
年
三
月
、
第
八
三
巻
第
七
四
五
号
）
五
七
三-

五
八
二
頁

（
14
）		

市
川
、
五
八
〇
頁

（
15
）		

「
重
建
天
安
門
」（
二
〇
一
六
年
）〈http://w
w

w
.zgdsw

.org.cn/BIG5/n1/2016/0406/c244522 -28253859.htm
l

〉（
二
〇
一
九
年
八
月
一
日

閲
覧
）
な
ど
複
数
の
中
国
共
産
党
中
央
部
局
や
機
関
紙
、
一
般
サ
イ
ト
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

（
16
）		

「
北
京
で
反
中
曽
根
デ
モ
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
五
年
九
月
十
九
日
付
朝
刊
）

（
17
）		

「
朱
厚
沢
憶
一
九
八
五
年
胡
耀
邦
平
息
北
京
学
潮
」（
二
〇
一
五
年
）〈http://culture.dw

new
s.com

/history/new
s/2015 -10 -07/59686330.

htm
l

〉〉（
二
〇
一
九
年
八
月
六
日
閲
覧
）

（
18
）		

楊
継
縄
『
中
国
改
革
年
代
的
政
治
闘
争
』（Excellent Culture Press

、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）
三
〇
二
頁

（
19
）		

「
遥
か
な
る
天
安
門
⑥
、
愛
国
の
危
う
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
」『
産
経
新
聞
』（
二
〇
〇
九
年
六
月
一
日
）

（
20
）		

原
文
は
「
資
産
階
級
自
由
化
」。
共
産
党
中
央
顧
問
委
員
会
主
任
だ
っ
た
鄧
小
平
が
一
九
八
六
年
の
学
生
運
動
に
あ
た
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
化
思
潮

の
防
遏
を
求
め
、
政
治
改
革
に
重
点
を
置
く
胡
耀
邦
、
趙
紫
陽
ら
改
革
派
と
の
溝
を
広
げ
る
根
源
と
な
っ
た

（
21
）		

一
例
と
し
て
、「
談
政
治
体
制
改
革
」『
方
励
之
文
集
（
第
二
巻
）』（
方
励
之
文
集
編
集
出
版
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
六
月
）
二
一
三
頁

（
22
）		

方
励
之
「
従
北
京
天
文
台
看
中
国
民
主
進
程

―
紀
念
五
四
70
年
」〈http://beijingspring.com

/bj2/2009/240/2009326162245.htm

〉（
二

〇
一
九
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）

（
23
）		

「『
新
五
四
』
宣
言
」『
新
五
四
』〈http://w

w
w

.tiananm
enduizhi.com

/2015/04/blog-post_4.htm
l

〉（
二
〇
一
九
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）
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今日の日中関係における五四運動のリフレクション

（
24
）		

「
新
五
四
宣
言
」〈http://w

w
w

.tiananm
enduizhi.com

/2015/05/blog-post_2.htm
l

〉（
二
〇
一
九
年
八
月
十
五
日
閲
覧
）

（
25
）		

余
傑
（
劉
燕
子
編
、
劉
、
横
澤
泰
夫
訳
）『
劉
暁
波
伝
』（
集
広
舎
、
二
〇
一
八
年
）
一
四
四
頁

（
26
）		
「
一
二
〇
〇
円
も
ら
っ
て
デ
モ
参
加
」『
産
経
新
聞
』（
二
〇
一
二
年
九
月
二
十
一
日
付
朝
刊
）

（
27
）		
「
江
沢
民
、『
愛
国
主
義
と
我
が
国
の
知
識
分
子
の
使
命
』
に
つ
い
て
演
説
」『
人
民
日
報
』（
一
九
九
〇
年
五
月
四
日
付
）

（
28
）		

「
建
設
と
改
革
の
新
時
代
に
五
四
精
神
を
さ
ら
に
発
揚
し
よ
う

―
趙
紫
陽
、
首
都
青
年
の
五
四
運
動
を
記
念
す
る
七
十
周
年
大
会
で
の
講
話
」

『
人
民
日
報
』（
一
九
八
九
年
五
月
四
日
付
）

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
）
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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

印
中
・
日
印
関
係
と
中
国
の
覇
権
主
義

─
チ
ベ
ッ
ト
人
と
し
て
の
視
点
か
ら

─

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

要
旨　

国
際
社
会
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
存
在
感
が
徐
々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
人
口
一
三
億
人
を
超
え
、
経
済
面
で
も
著
し
い
成
長
を
続
け
る
イ
ン

ド
は
、
近
い
将
来
、「
世
界
の
工
場
」
と
称
さ
れ
る
中
国
を
追
い
越
す
と
見
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
日
本
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
。
日
印
関
係
の
歴
史
は
古
く
、
特
に
近
年
で
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
森
喜
朗
首
相
と
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
と
の
間
で
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
日

印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
出
、
そ
の
後
、
徐
々
に
深
化
を
遂
げ
て
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、
さ
ら
に
内
容
が
具
体
化
し
て
い
き
、
二
〇
一
四
年
九
月
の
モ
デ
ィ
首
相
来
日
に
際
し
て
安
倍
晋
三
首
相
と
「
日
印
特
別
戦
略
的
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発
し
た
。
こ
の
間
、
首
相
間
の
年
次
相
互
訪
問
を
筆
頭
に
、
安
全
保
障
分
野
に
お
い
て
も
防
衛
大
臣
間
、
あ
る

い
は
国
家
安
全
保
障
局
間
で
定
期
協
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
日
印
合
同
の
軍
事
演
習
も
行
わ
れ
た
。
中
国
が
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
は
、
明

ら
か
に
経
済
・
軍
事
面
で
の
習
近
平
政
権
の
覇
権
主
義
傾
向
と
密
接
に
繫
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
の
港
湾
開
発
を
支
援
す
る
「
真
珠
の

首
飾
り
」
戦
略
も
人
民
解
放
軍
の
足
場
を
置
く
こ
と
で
海
上
交
通
路
を
確
保
し
イ
ン
ド
洋
を
自
ら
の
勢
力
下
に
収
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ

ン
ド
、
そ
し
て
日
本
は
、
そ
ん
な
中
国
と
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
対
峙
す
べ
き
な
の
か
。
歴
史
的
切
り
口
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
覇
権
主
義
、
チ
ベ
ッ
ト
、
日
印
関
係
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
・
太
平
洋
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は
じ
め
に
―
イ
ン
ド
が
中
国
を
追
い
越
す
可
能
性

―

　

近
年
、
中
国
を
凌
ぐ
勢
い
で
イ
ン
ド
の
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ド
、
中
国
い
ず
れ
も
人
口
が
爆
発
的

に
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
現
段
階
で
は
中
国
が
世
界
第
一
位
の
約
一
三
億
九
〇
〇
〇
万
人
、
イ
ン
ド
が
第
二
位
の
一
三
億
四
〇
〇
〇
万
人

だ
が
、
国
連
の
推
計
に
よ
る
と
二
〇
二
七
年
前
後
に
は
イ
ン
ド
が
中
国
を
抜
き
、
人
口
世
界
一
と
な
る
見
通
し
で
あ
る（

１
）。
経
済
規
模
で
は
、

中
国
が
世
界
第
二
位
、
イ
ン
ド
が
第
七
位
と
開
き
が
あ
る
が
、
潜
在
的
に
は
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
イ
ン
ド
が
中
国
を
追
い
越
す
と
の

見
方
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
中
国
は
製
造
業
を
中
心
に
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
著
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
間
も
な
く

イ
ン
ド
に
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
は
政
権
発
足
間
も
な
い
二
〇
一
四
年
九
月
に
「
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア

（M
ake in India

）」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
イ
ン
ド
を
「
も
の
づ
く
り
」
の
拠
点
に
し
よ
う
と
訴
え
た
。
実
際
、
例
え
ば

日
本
の
自
動
車
産
業
で
は
、
イ
ン
ド
に
工
場
を
移
転
し
て
い
る
企
業
も
多
く
、
中
で
も
ス
ズ
キ
は
大
成
功
を
収
め
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
も
イ
ン
ド
も
古
代
文
明
か
ら
続
く
大
国
で
あ
る
。
特
に
中
国
は
唐
の
僧
侶
・
玄
奘
三
蔵
（
三
蔵
法
師
）
の
よ

う
に
仏
教
を
始
め
と
し
て
多
く
の
文
化
を
「
天
竺
」
か
ら
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
人
が
自
国
の
文
化
の
源
を
古
代
中
国
に

求
め
る
こ
と
に
対
し
て
劣
等
感
を
抱
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
人
も
イ
ン
ド
に
劣
等
感
を
持
つ
傾
向
が
残
っ
て
い
る
。
逆
に
イ
ン
ド
も
、

過
去
に
繰
り
返
し
中
国
か
ら
領
土
侵
犯
を
受
け
て
お
り
、
特
に
一
九
六
二
年
一
〇
月
の
中
国
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
え
の
軍
事
侵
入
は
大
き

な
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
五
月
の
核
実
験
の
際
も
、
当
時
の
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
は
、
こ
れ
を
自
衛
の
た
め
と
し
た

上
で
、
中
国
の
脅
威
が
動
機
だ
っ
た
と
明
言
し（

２
）、
同
じ
く
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
も
中
国
を
「
仮
想
敵
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
と
し
た
。
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そ
れ
は
基
本
的
に
今
も
変
わ
り
は
な
い
。

　

近
年
に
お
い
て
も
、
中
国
の
イ
ン
ド
に
対
す
る
挑
発
が
続
く
。
印
中
国
境
沿
い
に
道
路
や
ダ
ム
を
次
々
と
建
設
し
、
自
然
の
川
の
流
れ

に
変
更
を
加
え
て
水
力
発
電
所
を
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
地
に
強
い
戦
車
を
導
入
し
て
軍
事
演
習
を
頻
繁
に
実
行
し
、
羊
飼
い
、
民

兵
を
先
発
隊
と
し
て
迷
い
込
ん
だ
よ
う
に
見
せ
か
け
て
イ
ン
ド
領
内
に
送
り
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
近
年
の
中
国
に
よ
る
透
明
性
を
欠
い
た
軍
事
力
の
増
強
、
特
に
積
極
的
な
海
洋
進
出
は
、
安
全
保
障
上
の
大

き
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
尖
閣
諸
島
に
し
て
も
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
国
際
法
上
、
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
中
国
は
自
ら
が
捏
造
し
た
歴
史
的
根
拠
に
基
づ
い
て
領
土
権
を
主
張
し
、
周
辺
海
域
で
は
頻
繁
に
中
国
公
船
に
よ
る
領
海
侵
犯
が
続

い
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
「
能
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す
」
が
如
く
、
虎
視
眈
々
と
力
を
蓄
え
て
き
た
中
国
は
、
習
近
平
国
家
主
席
が
登
場
し
て
以
降
、
そ

の
野
心
を
隠
す
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
代
わ
っ
て
世
界
の
覇
権
国
に
な
る
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
、
そ
し
て
日
本

は
今
後
、
中
国
の
覇
権
主
義
と
ど
う
向
き
合
い
、
対
峙
す
べ
き
な
の
か
。
か
つ
て
、
中
国
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
故
国
を
奪
わ
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
人
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

一
、
印
中
間
の
緩
衝
地
帯
だ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト

　

イ
ン
ド
と
中
国
は
、
幾
度
と
な
く
小
競
り
合
い
を
演
じ
て
き
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
帝
国
、
清
朝
の
頃
は
衝
突
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
国
の
中
間
に
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
緩
衝
地
帯
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
イ
ン
ド
を

植
民
地
支
配
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
地
政
学
的
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
複
雑
に
絡
み
合
う
中
で
、
チ
ベ
ッ
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ト
は
一
七
世
紀
か
ら
鎖
国
政
策
を
採
り
、
そ
れ
を
維
持
し
、
独
立
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
日
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
連
邦
共
和
国
」
と
「
中
華
人
民
共
和
国
」
は
、
い
ず
れ
も
新
し
い
国
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
一
九
四
七
年
八
月

一
五
日
に
約
二
〇
〇
年
の
長
き
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し
、「
イ
ン
ド
連
邦
共
和
国
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
こ
れ
を
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ
て
「
新
生
イ
ン
ド
」
が
チ
ベ
ッ
ト
と
深
い
関
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
の
中
国
は
一
九
四
六
年
六
月
、
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共
産
党
軍
と
蔣
介
石
率
い
る
中
国
国
民
党
軍
に
よ
る
国
共
内
戦
が
勃
発
し
、

最
終
的
に
中
国
共
産
党
軍
が
勝
利
を
収
め
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
北
京
を
首
都
と
す
る
「
中
華
人
民
共
和
国
」
が
で
き
、
敗
北
し

た
蔣
介
石
は
「
中
華
民
国
」
を
台
湾
に
移
転
さ
せ
た
。
イ
ン
ド
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ネ
ル
ー
首
相
で
、
中
国
の
方
は

毛
沢
東
が
実
権
を
牛
耳
り
、
周
恩
来
が
実
務
処
理
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
二
つ
の
新
国
家
誕
生
と
同
時
に
主
権
国
家
・
チ
ベ
ッ
ト
は
独
立
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
中
華
人
民
共
和
国
」
成
立
間
も

な
く
、
突
如
し
て
中
国
共
産
党
が
「
チ
ベ
ッ
ト
は
中
国
の
一
部
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
を
外
国
の
帝
国
主
義
者
よ
り
解
放
す
る
た
め
に
チ

ベ
ッ
ト
め
ざ
し
て
人
民
解
放
軍
が
進
軍
す
る
」
と
発
表
し
た
の
で
あ
る（

３
）。
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
通
り
、
チ
ベ
ッ
ト
と
の
国
境
付
近
に
人
民

解
放
軍
を
送
り
込
ん
で
攻
撃
訓
練
・
準
備
を
開
始
し
た
。「
帝
国
主
義
者
」
と
言
っ
て
も
、
長
い
間
、
鎖
国
政
策
を
採
っ
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト

に
は
当
時
、「
帝
国
主
義
者
」
ど
こ
ろ
か
外
国
人
は
数
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
こ
れ
に
対
し
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
「
チ
ベ
ッ
ト
は
中

国
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
を
支
配
す
る
外
敵
勢
力
な
ど
そ
も
そ
も
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
外
国
の
帝
国

主
義
者
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
を
解
放
す
る
必
要
な
ど
な
い
」
と
の
抗
議
声
明
を
出
し
、
同
時
に
国
境
防
備
を
固
め
よ
う
と
し
た（

４
）。
し
か
し
、
こ
の

年
の
一
〇
月
に
は
四
万
人
近
い
人
民
解
放
軍
が
チ
ベ
ッ
ト
東
部
に
押
し
寄
せ
、
抵
抗
す
る
チ
ベ
ッ
ト
軍
を
瞬
く
間
に
制
圧
し
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
国
連
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ネ
パ
ー
ル
、
そ
し
て
イ
ン
ド
に
対
し
て
も
救
済
を
求
め
た
。
イ

ン
ド
政
府
は
「
こ
の
侵
略
は
中
国
の
益
に
な
ら
ず
、
平
和
に
も
貢
献
し
な
い
」
と
し
、
サ
ル
ダ
ー
ル
・
パ
テ
ー
ル
副
首
相
兼
内
務
大
臣
も
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「
伝
統
的
に
平
和
を
愛
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
民
に
対
し
て
武
力
を
行
使
す
る
の
は
遺
憾
な
行
為
で
あ
る
。
世
界
に
は
チ
ベ
ッ
ト
ほ
ど
平
和
を
愛

す
る
国
は
な
い
」
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
独
立
を
認
め
る
べ
き
と
主
張
し
た（

５
）。
さ
ら
に
、
ラ
ー
ジ
ェ
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
大
統
領
も
イ

ン
ド
議
会
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

６
）。

　

わ
が
政
府
は
偉
大
な
る
隣
国
、
中
国
と
の
間
に
友
好
関
係
を
保
ち
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
政
府
が
、
平
和
的
交
渉
手
段

が
ひ
ら
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
軍
事
作
戦
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
我
々
は
非
常
に
遺
憾
に
思

う
。
チ
ベ
ッ
ト
は
イ
ン
ド
の
隣
国
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
何
世
紀
も
の
昔
よ
り
文
化
そ
の
他
の
深
い
絆
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ

え
イ
ン
ド
は
チ
ベ
ッ
ト
で
発
生
し
て
い
る
出
来
事
に
関
心
を
抱
く
必
要
が
あ
り
、
ま
た
こ
の
平
和
の
国
の
独
立
が
保
た
れ
る
こ
と
を

希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
時
す
で
に
遅
し
」
で
あ
っ
た
。
ネ
ル
ー
首
相
に
至
っ
て
は
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
メ
ノ
ン
外
務
大
臣
の
よ
う
な
容
共
主
義
者
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
ま
で
耳
を
傾
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
中
国
政
府
の
外
交
戦
術
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
の
ネ
ル
ー
首
相
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
と
難
民
に
対
す
る
支
援
を
見
る
限
り
、
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
を
見
捨
て
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
優
柔
不
断
な
性
格

故
に
右
往
左
往
す
る
羽
目
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

　

そ
し
て
一
九
五
一
年
五
月
、
中
国
は
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
バ
ッ
ク
に
極
め
て
不
平
等
な
一
七
条
協
定
（
中
央
人
民
政
府
と
チ
ベ
ッ
ト
地

方
政
府
の
チ
ベ
ッ
ト
平
和
解
放
に
関
す
る
協
約
）
を
強
要
し
た
の
で
あ
る
。
頼
れ
る
国
の
な
い
チ
ベ
ッ
ト
は
ラ
サ
か
ら
北
京
に
使
節
団
を

派
遣
し
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
、
一
行
は
北
京
で
拘
束
状
態
に
遭
い
、
仮
に
拒
否
す
れ
ば
ラ
サ
に
侵
攻
す
る
と
恫
喝
さ
れ
て
し
ま
う
。
使

節
団
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
か
ら
全
権
委
任
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
た
め
、
公
印
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
中
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国
は
、
使
節
団
に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
と
の
連
絡
す
ら
さ
せ
ず
、
公
印
を
偽
造
し
て
無
理
や
り
一
七
条
協
定
に
調
印
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、

こ
れ
は
国
際
法
上
、
無
効
で
あ
る
。
締
結
と
同
時
に
効
力
を
発
し
た
一
七
条
協
定
の
主
た
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
一
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
人
民
は
団
結
し
て
、
帝
国
主
義
侵
略
勢
力
を
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
駆
逐
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
民
は
中
華
人
民
共
和
国

の
祖
国
の
大
家
族
の
中
に
戻
る
。

　
　

第
四
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
の
現
行
政
治
制
度
に
対
し
て
は
、
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
固
有
の
地
位
お
よ
び
職
権

に
も
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。
各
級
官
吏
は
従
来
ど
お
り
の
職
に
就
く
。

　
　

第
七
条  　

中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
が
規
定
す
る
宗
教
信
仰
自
由
の
政
策
を
実
行
し
、
チ
ベ
ッ
ト
人
民
の
宗
教
信
仰
と

風
俗
習
慣
を
尊
重
し
、
ラ
マ
寺
廟
を
保
護
す
る
。
寺
廟
の
収
入
に
は
中
央
は
変
更
を
加
え
な
い
。

　
　

第
八
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
軍
は
逐
次
人
民
解
放
軍
に
改
編
し
、
中
華
人
民
共
和
国
国
防
武
装
兵
力
の
一
部
と
す
る
。

　
　

第
九
条　
　

チ
ベ
ッ
ト
の
実
際
状
況
に
基
づ
き
、
チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
言
語
、
文
字
お
よ
び
学
校
教
育
を
逐
次
発
展
さ
せ
る
。

　
　

第
一
〇
条　

チ
ベ
ッ
ト
の
実
際
状
況
に
基
づ
き
、
チ
ベ
ッ
ト
の
農
・
牧
畜
・
商
工
業
を
逐
次
発
展
さ
せ
、
人
民
の
生
活
を
改
善
す
る
。

　
　

第
一
一
条　

チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
各
種
の
改
革
は
、
中
央
は
強
制
し
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
地
方
政
府
は
み
ず
か
ら
進
ん
で
改
革
を
進
め
、

人
民
が
改
革
の
要
求
を
提
出
し
た
場
合
、
チ
ベ
ッ
ト
の
指
導
者
と
協
議
す
る
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
決
す
る
。

　
　

第
一
三
条　

チ
ベ
ッ
ト
に
進
駐
す
る
人
民
解
放
軍
は
、
前
記
各
項
の
政
策
を
遵
守
す
る
。
同
時
に
取
引
は
公
正
に
し
、
人
民
の
針
一

本
、
糸
一
本
と
い
え
ど
も
取
ら
な
い
。

　

中
国
政
府
を
「
中
央
」、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
「
地
方
政
府
」、
中
国
を
「
祖
国
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
た
も
の
の
、
当
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時
は
、
中
国
を
「
宗
主
国
」
程
度
と
し
か
受
け
止
め
な
か
っ
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
わ
ば
香
港
よ
り
先
に
中

国
が
企
て
た
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
「
一
国
二
制
度
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
項
目
は
悉
く
破
ら
れ
た
ば
か
り
か
全

く
逆
の
こ
と
を
さ
れ
た
。

　

一
方
、
中
国
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
力
を
排
除
す
べ
く
、
様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
っ
た
。
結
局
、
イ
ン
ド
も
中
国
と
の

外
交
関
係
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
一
九
五
四
年
四
月
、
イ
ン
ド
政
府
と
中
国
政
府
は
「
中
華
人
民
共
和
国
と
イ
ン
ド
共
和
国
の

中
国
チ
ベ
ッ
ト
地
方
と
イ
ン
ド
間
の
通
商
・
交
通
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
六
月
の
周
恩
来
の
イ
ン
ド
訪
問
に
際
し
て
は
、
そ
の
前
文

に
あ
る
①
領
土
・
主
権
の
相
互
尊
重
、
②
相
互
不
可
侵
、
③
相
互
内
政
不
干
渉
、
④
平
等
互
恵
、
⑤
平
和
共
存
の
「
平
和
五
原
則
」
を
再

確
認
す
る
。
イ
ン
ド
と
中
国
の
蜜
月
関
係
は
、
こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
と
っ
て
悲
劇
の
始
ま
り
で

も
あ
っ
た
。

　

平
和
五
原
則
は
、
そ
の
後
、
印
中
間
の
友
好
促
進
に
お
け
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
ビ
ル
マ
の
ウ
ー
・
ヌ
、

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
チ
ト
と
い
っ
た
戦
後
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
も
、
こ
れ
に
共
鳴
し
、
一
九
五
五
年
四
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
バ
ン
ド
ン
会
議
（
第
一
回
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
会
議
）
で
も
、「
バ
ン
ド
ン
十
原
則
」
に
、
こ
の
平
和
五
原
則
の
精
神
が
引
き
継
が
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
約
束
を
悉
く
無
視
し
た
の
は
中
国
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
か
ら
搾
取
し
て
い
る
の
は
何
の
生
産
性
も
持
た
な
い

僧
侶
た
ち
で
あ
る
と
し
て
彼
ら
を
糾
弾
し
、
地
主
、
豪
族
、
貴
族
を
対
象
に
打
倒
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
、「
人
民
の
敵
」
と
し
た
。

こ
う
し
て
徐
々
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
を
頂
点
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
の
社
会
体
制
を
破
壊
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
憤
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち

は
人
民
解
放
軍
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
ラ
サ
の
民
衆
が
立
ち
上
が
る
。
一
九
五
九
年
三
月
一
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の

ラ
サ
の
人
口
の
凡
そ
半
分
に
当
た
る
三
万
人
も
の
人
々
が
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
夏
期
の
離
宮
で
あ
る
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
に
集
結
し
、「
チ
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ベ
ッ
ト
独
立
」、
そ
し
て
「
中
国
軍
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
出
て
行
け
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
続
け
た
。
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
有
す
る

人
民
解
放
軍
と
民
衆
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト
軍
と
の
睨
み
合
い
が
続
く
中
、
二
〇
日
、「
血
塗
ら
れ
た
金
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
大
虐
殺
が
始

ま
っ
た
。
人
民
解
放
軍
は
一
斉
に
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
に
向
け
砲
撃
し
始
め
、
民
衆
も
ろ
と
も
吹
き
飛
ば
し
、
同
時
に
セ
ラ
、
ガ
ン
デ
ン
、
デ

プ
ン
の
三
大
寺
院
も
破
壊
し
、
僅
か
三
日
間
で
一
万
人
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
人
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

　

人
民
解
放
軍
の
攻
撃
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
命
を
も
顧
み
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
何
と
か
イ
ン
ド
へ
の
出
国
に
成
功
し
、
チ
ベ
ッ
ト

亡
命
政
府
を
樹
立
す
る
。
こ
の
時
、
八
万
人
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
に
従
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
を
後
に
し
た
。
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
法
王
の
政
治
亡
命
し
、
庇
護
の
要
請
を
受
け
た
ネ
ル
ー
首
相
は
、
よ
う
や
く
事
の
重
大
さ
を
認
識
し
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
へ
の
入

国
と
滞
在
を
許
可
す
る
以
下
の
よ
う
な
電
文
を
送
っ
た（

７
）。

　

わ
が
閣
僚
た
ち
と
と
も
に
、
私
は
あ
な
た
方
を
歓
迎
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
方
が
、
イ
ン
ド
に
無
事
到
着
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
喜
ん
で
猊
下
、
ご
家
族
並
び
に
随
員
団
に
イ
ン
ド
滞
留
の
た
め
の
必
要
な
便
宜
を
は
か

ら
い
ま
す
。
猊
下
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
イ
ン
ド
国
民
は
、
猊
下
に
対
し
て
敬
意
の
念
を
捧
げ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
チ
イ
ニ
イ
・
バ
イ
バ
イ
（
イ
ン
ド
と
中
国
は
兄
弟
）」
と
ま
で
言
わ
れ
た
印
中
蜜
月
時
代
は
終
わ
り
を
告

げ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
殺
戮
、
破
壊
、
強
奪
が
繰
り
返
さ
れ
、
一
二
〇
万
人
以
上
も
チ
ベ
ッ
ト
人
が
命
を
奪
わ
れ
、
七
〇
〇
〇
ヵ

所
に
も
及
ぶ
寺
院
が
破
壊
さ
れ
た（

８
）。

　

国
連
の
下
部
機
関
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
「
計
画
的
・
組
織
的
虐
殺
」
と
認
定
し
、
国
連
総
会
で
も
複
数
回
、
非
難
決
議
が
可
決
さ

れ
て
い
る
が
、
中
国
政
府
は
、
こ
れ
を
「
紙
屑
」
扱
い
に
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
で
は
六
〇
年
以
上
が
経
っ
た
今
で
も
中
国
政
府
に
よ
る
人
権
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弾
圧
が
繰
り
広
げ
れ
て
い
る
。
集
会
や
表
現
、
信
仰
の
自
由
を
抑
圧
し
、
二
四
時
間
体
制
で
人
々
を
監
視
し
て
い
る
。
鄧
小
平
時
代
に
緩

和
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
教
育
や
使
用
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
運
動
会
で
チ
ベ
ッ
ト
語
の
放
送
が
な
く
な
り
、
僧
院
が
取
り
壊
さ

れ
、
中
国
共
産
党
が
僧
院
を
運
営
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
の
代
わ
り
に
習
近
平
主
席
の
写
真
を
拝
む
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た

情
報
が
頻
繁
に
筆
者
の
と
こ
ろ
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
一
五
〇
名
以
上
も
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
、
中
国
政
府
に

抗
議
す
る
た
め
自
ら
灯
油
を
被
っ
て
焼
身
自
殺
を
図
り
、
未
だ
多
く
の
無
辜
の
民
が
「
政
治
犯
」
と
し
て
獄
中
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
は
イ
ン
ド
に
も
侵
入
し
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
亘
っ
て
印
中
間
で
戦
火
を
交
え
る
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。
後
に
ネ
ル
ー
首

相
は
、
仮
に
チ
ベ
ッ
ト
が
独
立
を
維
持
し
て
い
れ
ば
印
中
間
の
軍
事
的
衝
突
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
と
口
々
に
反
省
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。

二
、
中
国
に
よ
る
覇
権
主
義
の
波
及

　

香
港
に
先
駆
け
た
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
第
一
弾
の
「
一
国
二
制
度
」
は
極
め
て
悲
惨
な
状
態
を
招
き
幻
と
消
え
た
。
そ
し
て
今
、
香
港

の
「
一
国
二
制
度
」
も
同
じ
運
命
に
直
面
し
て
い
る
。
香
港
返
還
ま
で
の
中
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
当
時
、
最
高
実
力
者
で
あ
っ
た
鄧

小
平
中
国
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
は
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
を
恫
喝
し
、「
そ
の
気
に
な
れ
ば
中
国
は
そ
の
日
の
う
ち
に
香

港
に
入
り
、
占
領
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
ま
で
言
っ
て（

９
）、
半
ば
無
理
や
り
に
一
九
八
四
年
一
二
月
一
九
日
、「
英
中
連
合
声
明
」
を
発
し

た
。
そ
こ
で
は
「
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、
香
港
地
区
（
香
港
島
、
九
竜
、「
新
界
」
を
含
む
。
以
下
香
港
と
称
す
る
）
の
祖
国
へ
の
復

帰
が
全
中
国
人
民
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
が
一
九
九
七
年
七
月
一
日
か
ら
香
港
に
対
し
主
権
行
使
を
回
復
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
」
と
「
連
合
王
国
政
府
は
、
連
合
王
国
政
府
が
一
九
九
七
年
七
月
一
日
に
、
香
港
を
中
華
人
民
共
和
国
に
返
還
す

る
こ
と
」
に
加
え
、
中
国
は
香
港
を
「
特
別
行
政
区
」
と
し
、
そ
の
根
拠
法
と
な
る
「
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
」
を
五
〇
年
間
、
即
ち
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二
〇
四
七
年
ま
で
は
変
え
ず
、
既
存
の
司
法
制
度
を
始
め
現
行
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
香
港
の

中
国
化
は
凄
ま
じ
い
勢
い
で
進
み
、「
一
国
二
制
度
」
は
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
四
年
九
月
か
ら
二
ヵ
月
半
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
た
「
雨
傘
革
命
」、
そ
し
て
二
〇
一
九
年
四
月
に
立
法
会
に
提
出
さ
れ
た
「
逃
亡
犯
条
例
改
正
案
」
に
端
を
発
す
る
香
港
の
デ
モ
は
、

香
港
の
自
由
と
民
主
主
義
、
人
権
が
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
。
香
港
市
民
が
「
香
港
の
存
亡
の
た
め
に
戦
う
」
と
決
起
す
る
の

は
当
然
で
あ
る（

（1
（

。
一
九
九
七
年
七
月
、
中
国
へ
の
香
港
返
還
式
典
に
出
席
し
た
後
、
来
日
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
は
「
で
き
れ
ば
香
港

は
手
放
し
た
く
な
か
っ
た
。（
香
港
の
中
国
へ
の
返
還
を
取
り
決
め
た
中
英
共
同
声
明
に
）
調
印
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
の
か
、
と
時
々
自

問
す
る
」
と
、
そ
の
心
情
を
語
っ
て
い
る（

（1
（

。
後
悔
の
念
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

今
や
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
か
つ
て
の
「
大
英
帝
国
」
ほ
ど
の
力
が
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
覇
権
を
奪
っ
た
ア
メ
リ
カ

も
、
今
日
で
は
中
国
と
同
じ
土
俵
で
戦
う
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
冷
戦
構
造
の
中
、
対
ソ
戦
略
の
一
環
と
し
て
中
国
に
対
し
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
協
力
し
、
膨
張
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
自
身
に
も
責
任
が
あ
ろ
う
。
中
国
共
産
党
の
体
質
と
野
望
を
見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
が
、

今
の
中
国
の
傲
慢
さ
と
過
信
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
日
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

か
つ
て
日
中
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ
際
、
ソ
連
を
覇
権
主
義
国
と
見
做
す
中
国
は
日
本
に
対
し
て
「
反
覇
権
条
項
」
の
明
記
を
日
本
に

求
め
た
。
こ
の
時
、
日
本
は
最
終
的
に
は
、
そ
の
危
険
性
を
理
解
し
条
文
に
お
い
て
「
両
締
約
国
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
に
お
い
て
も
又
は
他
の
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
覇
権
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
覇
権
を
確
立
し
よ
う

と
す
る
他
の
い
か
な
る
国
又
は
国
の
集
団
に
よ
る
試
み
に
も
反
対
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
」
と
の
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
を
了
解
し
た
。

し
か
し
、
今
や
中
国
は
自
ら
が
覇
権
主
義
国
と
な
り
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
、
西
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
向
け
て
、
着
々
と
侵
攻
を
企

て
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
に
何
ら
恥
じ
る
こ
と
も
言
い
訳
す
る
こ
と
も
な
い
。

　

今
、
中
国
は
「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復
興
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
二
〇
四
九
年
ま
で
に
、
こ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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筆
者
は
幼
少
の
頃
か
ら
、
中
国
に
侵
略
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
一
人
と
し
て
、
長
く
中
国
に
関
心
を
持
ち
、
い
や
持
た
ざ
る
を
得
な
い
人

生
を
歩
ん
で
き
た
。
こ
こ
で
改
め
て
感
じ
る
の
は
、
中
国
の
根
本
問
題
は
、
や
は
り
漢
民
族
の
中
に
潜
在
的
に
内
在
し
て
い
る
中
華
思
想

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
に
は
中
華
思
想
に
基
づ
く
「
世
界
覇
権
」
の
幻
想
が
あ
る
。
辛
亥
革
命
を
起
こ
し
た
孫
文
以
来
、
清

朝
の
頃
と
同
じ
縮
図
を
持
つ
「
中
華
帝
国
」
を
築
く
と
い
う
大
き
な
目
標
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
目

標
は
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
途
方
も
な
い
誇
大
妄
想
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
今
の
習
近
平
政
権

が
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
内
容
を
見
れ
ば
、
決
し
て
単
な
る
誇
大
妄
想
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
一
帯
一
路
」
構
想
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
で
習
近
平
主
席
が
提

唱
、
世
界
に
向
け
て
発
表
し
た
も
の
で
、
中
国
西
部
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
「
陸
」
の
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
ベ

ル
ト
（
一
帯
）」、
中
国
沿
岸
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
沿
岸
部
、
ア
フ
リ
カ
東
岸
ま
で
を
結
ぶ
「
海
」
の
「
二
一

世
紀
海
上
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
一
路
）」
の
二
つ
の
ラ
イ
ン
を
軸
と
す
る
。
こ
れ
が
仮
に
現
実
の
も
の
と
な
れ
ば
、「
一
帯
一
路
」
に
該
当
す

る
国
は
六
〇
数
ヵ
国
に
も
及
び
、
中
国
が
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
亘
る
巨
大
経
済
圏
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国

は
、
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
地
域
へ
の
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
当
該
国
の
経
済

水
準
を
底
上
げ
す
る
と
同
時
に
交
通
網
の
形
成
に
よ
っ
て
貿
易
円
滑
化
を
図
り
、
地
域
経
済
の
統
合
を
推
進
す
る
と
の
「
美
名
」
の
下
、

対
象
と
な
る
国
々
へ
の
政
治
的
パ
ワ
ー
を
持
つ
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、「
一
帯
一
路
」
構
想
は
国
際
社
会
全
体
の
「
公
共
財
」

で
は
な
く
、
中
国
自
身
の
国
際
社
会
に
お
け
る
優
位
性
確
立
の
た
め
の
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

　
「
一
帯
一
路
」
構
想
で
は
、
①
政
策
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
、
②
道
路
の
相
互
通
行
を
行
う
、
③
貿
易
の
円
滑
化
を
図

る
、
④
通
貨
の
流
通
を
強
化
す
る
、
⑤
国
民
の
心
を
互
い
に
通
い
合
わ
せ
る
と
い
う
「
互
連
互
通
」（
相
互
接
続
）
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
経
済
交
流
の
促
進
を
趣
旨
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
中
で
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も
①
と
⑤
は
、
事
実
上
、
中
国
の
覇
権
主
義
に
世
界
の
国
々
が
屈
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
陸
」
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
、
人
民
解
放
軍

が
自
由
に
移
動
で
き
る
鉄
道
や
道
路
、「
海
」
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
中
国
海
軍
が
展
開
し
得
る
港
湾
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
中
華
思
想
の
具
現
化
、
中
国
の
「
世
界
覇
権
」
が
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
く
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
筆
者
の
故
郷
で
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
ウ
イ
グ
ル
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）、
南
モ
ン
ゴ
ル
と
い
っ
た
中
国
が
制
圧
し
て
い
る
地

域
も
「
一
帯
一
路
」
構
想
の
要
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
が
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
国
際
社
会
全
体
を
覆
い
包
も
う
と
し
て
い
る
今
、
日
本
が
手
を
携
え
る
べ
き
は
イ

ン
ド
で
あ
る
。
確
か
に
中
国
は
世
界
の
超
大
国
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
、
い
や
世
界
で
も
最
も
成
熟
し
た
民
主
主
義
国
は
ど
こ
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
日
本
と
イ
ン
ド
で
あ
る
。
地
政

学
的
に
も
ア
ジ
ア
の
南
西
部
に
位
置
す
る
イ
ン
ド
、
東
に
位
置
す
る
日
本
が
連
携
・
連
帯
を
図
り
、
そ
の
輪
の
中
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

を
含
め
れ
ば
、
ア
ジ
ア
全
体
の
安
定
と
平
和
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

三
、
戦
後
の
日
印
関
係
と
現
在

（
１
）　

岸
首
相
と
ネ
ル
ー
首
相

　

で
は
、
こ
こ
で
日
本
と
イ
ン
ド
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
イ
ン
ド
は
昔
か
ら
親
日
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
戦

後
、
日
本
に
お
い
て
イ
ン
ド
の
重
要
性
を
真
っ
先
に
認
識
し
た
の
は
岸
信
介
首
相
だ
っ
た
。
一
九
五
七
年
五
月
、
就
任
間
も
な
く
、
岸
首

相
は
東
南
ア
ジ
ア
六
ヵ
国
歴
訪
の
旅
に
出
た
。
訪
問
し
た
国
は
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ

ラ
ン
カ
）、
タ
イ
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
岸
首
相
は
日
米
安
保
条
約
の
改
定
を
目
指
し
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
六
ヵ
国
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歴
訪
は
、
改
定
を
ア
メ
リ
カ
側
に
提
起
す
る
た
め
の
環
境
整
備
す
る
た
め
の
一
環
だ
っ
た
。
岸
首
相
は
「
ア
ジ
ア
に
平
和
と
繁
栄
を
も
た

ら
す
こ
と
が
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
所
以
で
あ
り
、
同
じ
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
国
家
、
民
族
と
し
て
日
本
は
ア
ジ
ア
外
交
を
積
極
的
に
展

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
地
位
を
つ
く
り
上
げ
る
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
中
心
は
日
本
で
あ
る
こ
と

浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
」
と
意
気
込
ん
で
い
た（

（1
（

。

　

イ
ン
ド
を
訪
れ
た
岸
首
相
は
ネ
ル
ー
首
相
と
会
談
し
た
。
当
時
、
イ
ン
ド
は
中
立
主
義
外
交
を
掲
げ
て
い
た
。
世
界
は
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
す
る
自
由
主
義
陣
営
と
ソ
連
を
中
心
と
す
る
共
産
・
社
会
主
義
陣
営
と
に
別
れ
た
冷
戦
た
け
な
わ
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

時
期
に
ネ
ル
ー
首
相
は
ア
メ
リ
カ
に
も
ソ
連
に
も
肩
入
れ
し
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
採
っ
て
い
た
。
ネ
ル
ー
首
相
は
岸
首
相
に
イ
ン
ド

の
基
本
方
針
に
つ
い
て
「
一
国
の
基
本
政
策
は
、
そ
の
国
の
お
か
れ
て
い
る
周
囲
の
情
勢
と
立
場
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
は
イ

ギ
リ
ス
と
長
い
因
縁
が
あ
る
ほ
か
、
ソ
ビ
エ
ト
や
中
共
と
も
長
大
な
国
境
で
接
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
イ
ン
ド
が
独
立
を
維
持
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
自
由
、
共
産
ど
ち
ら
か
の
陣
営
に
も
偏
し
な
い
、
軍
事
的
な
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し
な
い
中
立
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
た

だ
し
中
立
は
、
思
想
的
に
は
あ
り
え
な
い
。
自
由
か
反
自
由
か
、
と
い
う
場
合
に
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
だ
。

私
は
、
思
想
的
に
は
自
由
の
立
場
を
は
っ
き
り
と
る
」
と
説
明
し
た（

（1
（

。
日
米
関
係
に
重
き
を
置
く
岸
首
相
の
考
え
に
ネ
ル
ー
首
相
は
何
ら

異
論
を
唱
え
ず
、
会
談
は
友
好
的
に
行
わ
れ
た
。

　

岸
首
相
が
イ
ン
ド
に
到
着
し
た
翌
日
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
郊
外
の
野
外
広
場
で
「
岸
総
理
歓
迎
国
民
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
集
ま
っ
た
大

衆
を
前
に
ネ
ル
ー
首
相
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。
些
か
長
い
が
、
こ
れ
は
日
印
関
係
が
い
か
に
緊
密
で
あ
る
か
を
示
す
極
め
て
重
要
な

演
説
な
の
で
、
岸
首
相
の
著
書
『
二
〇
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』（
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
八
二
年
）
か
ら
引
用
し
た
い（

（1
（

。

　
「
君
た
ち
は
日
本
と
い
う
国
を
知
っ
て
い
る
か
。
イ
ン
ド
か
ら
み
る
と
ず
っ
と
東
の
ほ
う
の
、
太
平
洋
の
中
の
四
つ
の
島
を
中
心
と
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し
た
小
さ
い
島
国
で
、
イ
ン
ド
の
よ
う
な
大
き
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
そ
の
総
理
が
、
今
日
来
ら
れ
て
い
る
。
自
分
は
そ
こ
の
総
理

を
心
か
ら
歓
迎
し
て
い
る
」

　
「
私
の
子
供
の
と
き
に
日
露
戦
争
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ロ
シ
ア
は
世
界
で
一
番
強
い
陸
軍
を
持
っ
て
い
た
が
、
日

本
は
ア
ジ
ア
の
ち
っ
ぽ
け
な
国
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
国
が
戦
争
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
っ
ち
が
勝
つ
か
は
戦
う
前
に
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
世
界
中
が
、
日
本
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦

争
を
し
て
み
る
と
日
本
が
連
戦
連
勝
、
遂
に
勝
っ
た
の
だ
」

　
「
英
国
か
ら
こ
の
イ
ン
ド
が
独
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
と
て
も
か
な
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
い
く
ら
わ
れ
わ
れ
が
頑
張
っ
て
も
、
こ
う
い
う
顔
色
を
し
て
い
る
も
の
は
白
人

に
か
な
わ
な
い
ん
で
、
イ
ン
ド
独
立
な
ど
と
い
っ
て
も
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
残
念
な
が
ら
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
ん
な
と
き
に
日
本
が
ロ
シ
ア
を
や
っ
つ
け
た
。
あ
の
ち
っ
ぽ
け
な
日
本
が
世
界
一
の
陸
軍
国
の
ロ
シ
ア
を
や
っ
つ
け
た
の
だ
。
お

れ
た
ち
は
日
本
よ
り
国
も
広
い
し
人
間
も
多
い
。
お
れ
た
ち
だ
っ
て
決
意
い
か
ん
、
努
力
い
か
ん
で
は
や
れ
な
い
は
ず
が
な
い
」

　
「
必
ず
イ
ン
ド
は
独
立
で
き
る
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
私
の
一
生
を
イ
ン
ド
独
立
運
動
に
捧
げ
、
何
度
も
監

獄
に
入
れ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
決
し
て
く
じ
け
ず
、
と
う
と
う
イ
ン
ド
を
独
立
さ
せ
た
。
そ
の
お
手
本
は
日
本
だ
」

　
「
日
本
中
が
焼
け
野
原
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
戦
争
が
す
ん
で
一
〇
年
そ
こ
そ
こ
し
か
た
た
な
い
の
に
立
派
に
復
興

し
、
科
学
技
術
も
西
洋
に
く
ら
べ
て
す
こ
し
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
私
た
ち
が
参
考
に
し
て
イ
ン
ド

の
建
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
う
い
う
国
の
総
理
大
臣
を
い
ま
、
お
迎
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

　

イ
ギ
リ
ス
に
隷
従
し
、
屈
辱
と
搾
取
に
甘
ん
じ
て
い
た
イ
ン
ド
に
と
っ
て
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
勝
利
は
大
き
な
励
み
と
な
り
、
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そ
れ
が
ネ
ル
ー
首
相
の
独
立
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
先
の
大
戦
で
原
子
爆
弾
を
落
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
見
事
に

再
起
し
た
日
本
を
見
習
う
よ
う
目
の
前
の
イ
ン
ド
の
人
々
に
奮
起
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
演
説
に
岸
首
相
は
甚
く
感
激
し
た
と
い
う
。

こ
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
岸
首
相
の
孫
・
安
倍
晋
三
首
相
も
イ
ン
ド
訪
問
の
際
に
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
も
、
紙
面
の

関
係
上
、
割
愛
し
た
が
、
演
説
の
中
で
ネ
ル
ー
首
相
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
の
一
九
四
五
年
八
月
に
、
広
島
（
六
日
）、
長
崎
（
九

日
）
に
ア
メ
リ
カ
が
投
下
し
た
二
発
の
原
爆
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
余
り
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
で
は
八
月
六
日

に
な
る
と
、
そ
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
、
国
会
に
お
い
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
る
。
世
界
広
し
と
言
え
ど
、
当
事
国
た
る
日
本
を
除

き
、
黙
祷
を
行
っ
て
い
る
国
は
イ
ン
ド
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
年
の
秋
、
今
度
は
ネ
ル
ー
首
相
の
日
本
訪
問
も
実
現
し
た
。

（
２
）　

イ
ン
ド
の
核
実
験
と
森
首
相
の
訪
印

　

岸
首
相
に
次
い
で
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
重
視
し
た
の
が
中
曽
根
康
弘
首
相
で
あ
っ
た
が
、
二
一
世
紀
目
前
に
な
る
と
、
小
渕
恵
三
首

相
も
日
印
関
係
強
化
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
渕
首
相
の
盟
友
・
野
呂
田
芳
成
元
防
衛
庁
長
官
は
、
長
ら
く
チ
ベ
ッ
ト
の
支
援
活
動

に
も
取
り
組
ん
だ
が
、
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
政
権
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
と
は
特
に
親
し
か
っ
た
。
小
渕
首
相
は
、
一
九
九
八
年
五
月
の

イ
ン
ド
の
核
実
験
に
よ
り
冷
却
化
し
た
日
印
関
係
を
修
復
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
訪
問
を
考
え
た
。
イ
ン
ド
の
核
実
験
は
一
九
七
四
年
五
月

以
来
の
こ
と
で
、
こ
の
時
は
中
国
の
イ
ン
ド
へ
の
侵
入
に
対
す
る
対
抗
措
置
と
し
て
実
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
核
実
験
は
五
月
一
一
日

に
三
回
、
一
三
日
に
二
回
行
わ
れ
た
。
場
所
は
前
回
と
同
じ
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に
近
い
タ
ー
ル
砂
漠
で
あ
っ
た
。
日

本
を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
欧
米
諸
国
は
イ
ン
ド
に
対
し
て
経
済
制
裁
措
置
を
採
っ
た
。
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
激
し

く
抗
議
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
停
止
し
た
。

　

当
時
、
日
印
間
の
協
力
・
発
展
に
向
け
献
身
的
に
東
奔
西
走
し
た
の
が
平
林
博
駐
イ
ン
ド
特
命
全
権
大
使
で
あ
っ
た
。
平
林
大
使
は
、
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そ
の
誠
実
な
人
柄
か
ら
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
は
勿
論
、
特
に
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国
防
大
臣
か
ら
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
国

防
大
臣
は
大
の
親
日
家
で
、
執
務
室
に
は
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
の
写
真
を
飾
る
ほ
ど
、「
日
本
人
と
日
本
政
府
の
立
場
」
を
十
分
に
理
解
し

て
い
た
。
二
〇
一
九
年
一
月
二
九
日
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
元
国
防
大
臣
の
逝
去
に
際
し
、
平
林
元
大
使
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ

ス
元
イ
ン
ド
国
防
大
臣
を
偲
ん
で
」
と
題
す
る
追
悼
文
を
日
印
協
会
が
発
行
す
る
『
月
刊
イ
ン
ド
』
二
〇
一
九
年
二
・
三
月
号
に
寄
せ
て

い
る（

（1
（

。
　

駐
イ
ン
ド
大
使
と
し
て
着
任
し
た
二
ヵ
月
後
の
一
九
九
八
年
五
月
、
イ
ン
ド
は
核
実
験
を
強
行
し
ま
し
た
。
核
実
験
の
立
役
者
の

一
人
で
し
た
が
、
本
来
は
核
兵
器
反
対
論
で
あ
り
、
ま
た
「
超
」
の
つ
く
親
日
家
で
し
た
。
わ
が
国
は
こ
れ
に
抗
議
し
、
新
規
の
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
も
停
止
し
ま
し
た
。
核
実
験
に
抗
議
す
る
筆
者
に
対
し
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
大
臣
曰
く
。「
イ
ン
ド
の
核
実

験
は
中
国
の
核
に
対
す
る
抑
止
力
を
示
す
た
め
に
已
む
に
已
ま
れ
ず
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
核
兵
器
に
は
大
反
対
で
あ
る
。

日
本
が
唯
一
の
核
兵
器
被
災
国
と
し
て
抗
議
す
る
気
持
ち
は
十
分
理
解
す
る
の
で
、
米
欧
な
ど
諸
外
国
の
経
済
制
裁
な
ど
に
は
反
発

す
る
が
、
貴
大
使
の
抗
議
や
日
本
政
府
に
よ
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
停
止
措
置
に
つ
い
て
は
甘
ん
じ
て
受
け
る
」

　

以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。
平
林
大
使
も
「
抗
議
は
日
印
友
好
関
係
を
損
な
う
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
核
実
験
の
広
が
り

を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
原
則
的
立
場
や
感
情
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
」
と
繰
り
返
し
た
訴
え

た（
（1
（

。
そ
ん
な
中
、
核
実
験
後
の
イ
ン
ド
と
の
関
係
修
復
に
努
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
小
渕
首
相
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
が
核
実
験
を
し
た
当
時

は
橋
本
龍
太
郎
政
権
で
、
小
渕
首
相
は
外
務
大
臣
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
然
、
イ
ン
ド
に
対
し
て
抗
議
し
た
も
の
の
、
橋
本
政
権
の
後
を

継
い
で
小
渕
政
権
が
で
き
る
と
、
真
っ
先
に
訪
印
の
検
討
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
小
渕
首
相
は
志
半
ば
で
脳
梗
塞
に
倒
れ
、
内
閣
総
辞
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職
に
至
り
、
後
に
鬼
籍
に
入
る
。
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
の
が
後
任
の
森
喜
朗
首
相
で
あ
っ
た
。

　

森
首
相
は
小
渕
前
首
相
の
思
い
を
胸
に
二
〇
〇
〇
年
八
月
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
順
で
南
ア
ジ

ア
を
訪
問
し
た
。
こ
の
訪
問
は
「
各
国
と
の
間
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
人
的
交
流
等
広
範
な
分
野
で
の
友
好
協
力
関
係
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
も
の
で
、
特
に
「
国
際
社
会
の
中
で
戦
略
的
な
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
強
化
し
、
二
一
世
紀

に
向
け
た
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
主
眼
」
と
し
た
も
の
だ
っ
た（

（1
（

。
森
首
相
は
、
ま
ず
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
カ

ル
ナ
タ
カ
州
の
州
都
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
を
訪
れ
た
。
沿
道
に
は
多
く
の
人
々
で
溢
れ
、
森
首
相
を
熱
烈
歓
迎
し
、
デ
リ
ー
で
は
ヴ
ァ
ジ
パ

イ
首
相
と
の
会
談
は
も
ち
ろ
ん
、
ナ
ラ
ヤ
ナ
ン
大
統
領
、
カ
ン
ト
副
大
統
領
、
野
党
で
あ
る
イ
ン
ド
国
民
会
議
の
ソ
ニ
ア
・
ガ
ン
デ
ィ
ー

党
首
を
表
敬
訪
問
し
、
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
連
盟
で
は
演
説
会
に
も
臨
ん
だ
。
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
と
は
、「
二
一
世
紀
に
お
け
る
日
印
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
宣
言
を
発
出
し
、
こ
れ
に
よ
り
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
う
ち
無
償
援
助
が
復
活
し
、
有
償
援
助
も
約
一
年
後
に
再

開
さ
れ
た
。（

３
）　

安
倍
首
相
と
イ
ン
ド

　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
今
度
は
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
首
相
が
日
本
に
来
た
。
イ
ン
ド
の
首
相
の
訪
日
は
実
に
九
年
ぶ
り
で
あ
る
。
日
本
は
森
首

相
か
ら
小
泉
純
一
郎
首
相
に
交
代
し
た
が
日
印
関
係
は
良
好
で
、
小
泉
・
ヴ
ァ
ジ
パ
イ
間
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
推

進
の
た
め
の
「
共
同
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
小
泉
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
れ
た
。
イ
ン
ド
で
は
イ
ン
ド
人
民
党
か

ら
国
民
会
議
派
に
政
権
移
行
し
て
い
た
。
だ
が
、
や
は
り
日
印
関
係
は
順
調
で
、
シ
ン
首
相
と
の
間
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
は
「
ア
ジ
ア
新
時
代
に
お
け
る
日
印
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
―
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
戦
略
的
方
向
性
」
に

格
上
げ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
①
対
話
と
交
流
の
拡
充
、
②
包
括
的
な
経
済
関
係
の
構
築
、
③
安
全
保
障
対
話
・
協
力
の
拡
充
、
④
科
学
技
術
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協
力
、
⑤
文
化
・
学
術
交
流
、
人
と
人
と
の
交
流
の
強
化
、
⑥
ア
ジ
ア
新
時
代
の
幕
を
開
け
る
協
力
、
⑦
国
連
そ
の
他
の
国
際
機
関
で
の

協
力
、
⑧
国
際
的
課
題
へ
の
対
処
の
八
項
目
に
亘
る
「
日
印
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
の
た
め
の
八
項
目
の
取
組
」
の
実

施
に
合
意
が
成
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
続
い
て
シ
ン
首
相
が
来
日
し
、
今
度
は
安
倍
晋
三
首
相
と
「
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
向

け
た
「
共
同
声
明
」
を
発
出
し
、
政
治
・
安
全
保
障
、
経
済
、
科
学
技
術
、
国
民
交
流
、
地
域
的
・
国
際
的
協
力
の
分
野
に
お
け
る
具
体

的
取
り
組
み
に
合
意
が
さ
れ
た
が
、
特
に
画
期
的
だ
っ
た
の
が
、
毎
年
相
互
に
日
印
双
方
の
首
相
が
相
手
国
を
訪
問
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
約
束
を
し
た
の
は
日
本
に
と
っ
て
イ
ン
ド
が
初
め
て
だ
っ
た
。
安
倍
首
相
は
、
イ
ン
ド
の
地
政
学
的
重
要

性
に
つ
い
て
長
年
に
亘
っ
て
訴
え
続
け
て
き
た
。
第
一
次
安
倍
政
権
発
足
直
前
に
著
し
た
『
美
し
い
国
へ
』（
文
藝
春
秋
）
で
も
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
と
同
じ
く
イ
ン
ド
に
つ
い
て
も
「
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
も
っ
と
強
化
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
国
益
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
二
〇
〇
七
年
八
月
、
退
任
間
際
だ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
が
イ
ン
ド
を
訪
問

し
た
。
滞
在
中
、
安
倍
首
相
は
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
と
い
う
有
名
な
演
説
を
イ
ン
ド
国
会
で
行
っ
た
。
安
倍
首
相
は
太
平
洋
と
イ
ン

ド
洋
を
「
自
由
の
海
、
繁
栄
の
海
」
と
捉
え
て
「
一
つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
結
合
」
を
唱
え
、「
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
と
い
う
二
つ
の
海
が

交
わ
り
、
新
し
い
『
拡
大
ア
ジ
ア
』
が
形
を
な
し
つ
つ
あ
る
今
、
こ
の
ほ
ぼ
両
端
に
位
置
す
る
民
主
主
義
の
両
国
は
、
国
民
各
層
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
で
友
情
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
」
と
訴
え
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

私
の
祖
父
・
岸
信
介
は
、
い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
前
、
日
本
の
総
理
大
臣
と
し
て
初
め
て
貴
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
時
の
ネ

ル
ー
首
相
は
数
万
の
民
衆
を
集
め
た
野
外
集
会
に
岸
を
連
れ
出
し
、「
こ
の
人
が
自
分
の
尊
敬
す
る
国
日
本
か
ら
来
た
首
相
で
あ
る
」

と
力
強
い
紹
介
を
し
た
の
だ
と
、
私
は
祖
父
の
膝
下
、
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
敗
戦
国
の
指
導
者
と
し
て
、
よ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
に
違
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い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
岸
は
、
日
本
政
府
と
し
て
戦
後
最
初
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
し
た
首
相
で
す
。
ま
だ
貧
し
か
っ
た
日
本
は
、
名
誉

に
か
け
て
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
出
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
時
そ
れ
を
受
け
て
く
れ
た
国
が
、
貴
国
、
イ
ン
ド
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
も
、
祖
父
は
忘
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
皆
様
が
、
日
本
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
日
、
必
ず
決
ま
っ
て
祈
り
を
捧
げ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

　

祖
父
・
岸
首
相
の
訪
印
時
に
開
か
れ
た
「
岸
総
理
歓
迎
国
民
大
会
」
に
お
い
て
ネ
ル
ー
首
相
が
行
っ
た
演
説
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

た
の
で
あ
る
。
安
倍
首
相
の
演
説
が
終
わ
る
と
イ
ン
ド
の
国
会
議
員
が
全
員
総
立
ち
と
な
り
、
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

安
倍
首
相
は
退
陣
す
る
が
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
首
相
に
返
り
咲
く
と
、
再
び
イ
ン
ド
と
の
関
係
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
九
月
、
モ
デ
ィ
首
相
が
来
日
し
た
際
、
安
倍
首
相
と
の
間
で
、
さ
ら
に
日
印
間
の
精
神
的
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭

に
「
特
別
」
の
語
が
加
え
ら
れ
、
第
一
次
安
倍
政
権
の
時
に
発
出
し
た
「
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
「
特
別
戦
略

的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
へ
と
昇
格
さ
せ
た
。
平
林
元
大
使
は
「
形
容
詞
が
三
つ
も
付
い
た
関
係
は
、
世
界
で
も
な
い
で

あ
ろ
う
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。

お
わ
り
に
―
こ
れ
か
ら
の
日
印
関
係

―

　

中
国
は
今
、「
真
珠
の
首
飾
り
」
戦
略
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
い
っ
た
国
々
の
港
湾
設
備
に
積
極
的
な

支
援
を
行
い
、
そ
こ
へ
人
民
解
放
軍
の
足
場
を
置
く
こ
と
で
海
上
交
通
路
を
確
保
し
て
イ
ン
ド
洋
を
自
ら
の
勢
力
下
に
収
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
当
然
、「
一
帯
一
路
」
と
も
重
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
は
海
軍
力
の
向
上
と
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
と
の
連
携
を
目
指
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そ
う
と
し
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
の
イ
ン
ド
国
会
に
お
け
る
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
と
題
す
る
演
説
は
、
単
に
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
歴
史
的
、
文
化
的
繋
が

り
を
踏
ま
え
た
友
好
的
関
係
を
強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
面
で
の
協
力
を
唱
え
た
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
二
〇
一
六
年
八

月
に
ケ
ニ
ア
で
行
わ
れ
た
第
六
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
で
安
倍
首
相
が
披
露
し
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
・
太
平
洋
」
構
想
へ
と
発

展
し
た
。
こ
の
時
、
安
倍
首
相
は
世
界
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。

　

ア
ジ
ア
の
海
と
イ
ン
ド
洋
を
越
え
、
ナ
イ
ロ
ビ
に
来
る
と
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
を
つ
な
ぐ
の
は
、
海
の
道
だ
と
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
世
界
に
安
定
、
繁
栄
を
与
え
る
の
は
、
自
由
で
開
か
れ
た
二
つ
の
大
洋
、
二
つ
の
大
陸
の
結
合
が
生
む
、
偉
大
な
躍
動
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
交
わ
り
を
、
力
や
威
圧
と
無
縁
で
、
自
由
と
、
法
の
支
配
、

市
場
経
済
を
重
ん
じ
る
場
と
し
て
育
て
、
豊
か
に
す
る
責
任
を
に
な
い
ま
す
。
両
大
陸
を
つ
な
ぐ
海
を
、
平
和
な
、
ル
ー
ル
の
支
配

す
る
海
と
す
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
働
き
た
い
。
そ
れ
が
日
本
の
願
い
で
す
。
大
洋
を
渡
る
風
は
、
私
た
ち
の
目

を
未
来
に
向
け
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
は
も
う
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
に
、
あ
た
か
も
巨
大
な
橋
を
架
け
、
産
業
の
知
恵
を

伝
え
つ
つ
あ
る
。
ア
ジ
ア
は
い
ま
や
、
他
の
ど
こ
よ
り
多
く
、
民
主
主
義
人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
根
づ
い
た
民
主
主
義
、

法
の
支
配
、
市
場
経
済
の
も
と
で
の
成
長
、
そ
れ
ら
の
生
ん
だ
自
信
と
責
任
意
識
が
、
優
し
い
風
と
と
も
に
ア
フ
リ
カ
全
土
を
包
む

こ
と
。
そ
れ
が
私
の
願
い
で
す
。
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
及
ぶ
一
帯
を
、
成
長
と
繁
栄
の
大
動
脈
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

安
倍
首
相
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
直
後
か
ら
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
を
口
に
し
て
き
た
。
ア
メ
リ

カ
も
、
こ
の
概
念
を
受
け
入
れ
二
〇
一
八
年
頃
か
ら
具
体
的
政
策
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の
年
の
八
月
に
ポ
ン
ペ
オ
国



― 139 ―

印中・日印関係と中国の覇権主義

務
長
官
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
回
っ
た
際
に
、
日
本
と
進
め
る
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
や
安
全
保
障
分
野
で
の
投
資
計
画
を
発
表
し
た
。
こ
の
構
想
は
当
然
、
イ
ン
ド
も
大
い
に
歓
迎
し
た
。
二
〇
一
九
年
六
月
の
Ｇ
20
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
に
際
し
て
は
、
安
倍
首
相
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
、
モ
デ
ィ
首
相
と
の
間
で
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
の
実

現
に
向
け
て
連
帯
し
て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し
た
。
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
、
さ
ら
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
も
積
極
的
参
加
を
求
め
て
お
り
、
そ

の
勢
い
は
少
し
ず
つ
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
特
に
国
民
レ
ベ
ル
で
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
を
強
め
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
は
鈍
い
。
多
く
の
日
本

人
に
と
っ
て
イ
ン
ド
は
、
依
然
と
し
て
「
近
く
て
遠
い
国
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
内
閣
府
の
「
外
交
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二

〇
一
七
年
一
〇
月
）
で
も
、「
イ
ン
ド
に
親
し
み
を
感
じ
る
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
親
し
み
を
感
じ
る
」
と
す
る
者
の
割
合
が
四
四
・

〇
％
（「
親
し
み
を
感
じ
る
」
八
・
六
％
＋
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
る
」
三
五
・
四
％
）、「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
す
る

者
の
割
合
が
四
七
・
四
％
（「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
二
七
・
〇
％
＋
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
二
〇
・
四
％
）
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。
た
だ
一
方
で
「
今
後
の
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
関
係
の
発
展
は
、
両
国
や
、
ア
ジ
ア
及
び
太
平
洋
地
域
に
と
っ
て
重
要
だ

と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
「
重
要
だ
と
思
う
」
と
す
る
者
の
割
合
が
七
一
・
七
％
（「
重
要
だ
と
思
う
」
二
八
・
六
％
＋
「
ま
あ

重
要
だ
と
思
う
」
四
三
・
二
％
）、「
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
と
す
る
者
の
割
合
が
一
八
・
九
％
（「
あ
ま
り
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
一
四
・

三
％
＋
「
重
要
だ
と
思
わ
な
い
」
四
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
今
後
は
国
民
間
の
草
の
根
交
流
に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
日
本
の
経
済
界
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
へ
の
誤
解
や
偏
見
も
存
在
し
た
。「
カ
ー
ス
ト
制
度
が
残
存
し
、
近
代
的
な
経
済
交
流
が
難

し
い
」
と
か
「
連
邦
制
で
、
地
域
に
よ
っ
て
習
慣
も
文
化
も
違
い
、
自
治
意
識
も
強
く
、
国
家
間
の
合
意
が
な
か
な
か
地
域
で
反
映
さ
れ

な
い
」、
中
に
は
「
も
し
イ
ン
ド
と
の
交
流
を
強
め
た
場
合
、
そ
の
復
讐
と
し
て
中
国
市
場
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
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た
声
ま
で
筆
者
は
聞
か
さ
れ
た（

（2
（

。
日
本
の
経
済
界
は
、
こ
の
よ
う
に
異
常
な
ま
で
に
中
国
を
気
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
確
か
に
中
国
に
進

出
し
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
外
国
の
企
業
が
出
て
い

く
こ
と
に
よ
る
中
国
の
経
済
的
打
撃
の
方
が
遥
か
に
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
企
業
が
委
縮
す
る
必
要
は
な
い
。

　

中
国
の
覇
権
主
義
は
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。「
一
帯
一
路
」
構
想
は
以
前
と
比
べ
、
多
少
、
鈍
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

停
止
は
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
中
国
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
か
つ
て
、
日
本
が
イ
ン
ド
の
独
立
を
支
持
し
た
よ
う
に
、
再

び
今
の
日
本
が
イ
ン
ド
と
協
力
し
、
ア
ジ
ア
の
自
由
と
平
和
の
た
め
に
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
註
》

（
１
）		

「
人
口
ピ
ー
ク
『
二
一
〇
〇
年
に
一
〇
九
億
人
』
イ
ン
ド
・
中
国
減
少
へ　

国
連
推
計
」『
読
売
新
聞
』（
二
〇
一
九
年
六
月
一
九
日
朝
刊
）。

（
２
）		“Suo M

otu Statem
ent by Prim

e M
inister Shri A

tal Bihari V
ajpayee in Parliam

ent,’ available on G
overnm

ent of India”, 27 
M

ay 1998.

（
３
）		

Ｗ
・
Ｄ
・
シ
ャ
カ
ッ
パ
著
、
貞
兼
綾
子
監
修
、
三
浦
順
子
訳
『
チ
ベ
ッ
ト
政
治
史
』（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）、
三
六
八
頁
。

（
４
）		

同
右
。

（
５
）		

同
右
書
、
三
七
一
～
三
七
二
頁
。

（
６
）		

同
右
書
、
三
七
三
頁
。

（
７
）		

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
日
本
代
表
部
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈http://w

w
w

.tibethouse.jp/cta/w
orld/international/19590310.htm

l

〉
二
〇

一
九
年
一
〇
月
一
〇
日
閲
覧
。

（
８
）		

詳
細
は
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
『
犠
牲
者
一
二
〇
万
人

―
祖
国
を
中
国
に
奪
わ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
が
語
る
侵
略
に
気
づ
い
て
い
な
い
日
本
人
』（
ハ
ー

ト
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、
五
八
～
六
〇
頁
参
照
。

（
９
）		

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
、
石
塚
雅
彦
訳
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
回
顧
録
』
上
巻
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）、
三
二
頁
。
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（
10
）		“H

ong K
ong fights for its survival”, T

he N
ew

 Y
ork T

im
es, June. 4, 2019.

（
11
）		

「『
香
港
手
放
し
た
く
な
か
っ
た
』
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
都
内
で
講
演
『
共
産
嫌
い
』
も
健
在
」『
読
売
新
聞
』
一
九
九
七
年
七
月
五
日
朝
刊
。

（
12
）		
岸
信
介
『
岸
信
介
回
顧
録

―
保
守
合
同
と
安
保
改
定
』（
廣
済
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
三
一
二
頁
。

（
13
）		
岸
信
介
『
二
〇
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』（
サ
ン
ケ
イ
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
一
二
五
頁
。

（
14
）		

同
右
書
、
一
二
七
～
一
三
〇
頁
。
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⑹�　投稿者は，編集委員会の査読を経て，修正・加筆などが済み次第，完成
原稿他を，研究所が毎年定めた日までに，研究支援課に提出すること。	
								      

6．校正	
　掲載が認められた投稿原稿の校正については，投稿者が初校および再校を
行い，編集委員会と所長が三校を行う。
　この際，投稿者が行う校正は，最小限の字句に限り，版組後の書き換え，
追補は認めない。
　校正は，所長の指示に従い，迅速に行う。校正が，研究所が定めた期日ま
でに行われない場合は，紀要に掲載できないこともある。

7．その他
　本執筆要領に規定されていない事項については，編集委員会の議を以て，所
長が決定する。								      
	
8．改廃	
　この要領の改廃は，研究所運営会議の議を経て，所長が決定する。		
							     
　附　則
　この要領は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。				  
					   
　付記：「その他」の区分・定義について

① 調査報告： 専門領域に関する調査。
② 資　　料： 原稿区分の範疇以外で教育・研究上有用であると考えられるもの。
③ 記　　録： 研究所が主催する講演等の記録を掲載するもの。

	
� 以上



重して脚注，後注とも可能とする。
　また，引用・典拠の表示は，日本語で一般的な方式に従うものとする。

⑹�　原稿区分は，「拓殖大学国際日本文化研究所紀要投稿規則」に記載されて
いる種別のいずれかとするが，	「その他」の区分，定義については付記のと
おりとする。

⑺　投稿原稿の受理日は，研究支援課に到着した日とする。
⑻�　完成した原稿１部とコンピューターの機種・使用ソフトを明記した電子

媒体（以下，「完成原稿他」という。）を編集委員会宛に提出し，投稿者は
投稿原稿（データ）の写しを保管する。

⑼�　上記分量を超えた投稿原稿は，編集委員会で分割掲載等の制限をおこな
うこともある。
　投稿者の希望で，紀要の複数号にわたって，同一タイトルで投稿するこ
とはできない。
　ただし，編集委員会が許可した場合に限り，同一タイトルの原稿を何回
かに分けて投稿することができる。その場合は，最初の稿で全体像と回数
を明示しなければならない。
　上記以外の様式等にて，投稿原稿の提出をする場合にも，編集委員会と
協議する。								      
	

4．投稿原稿表紙ならび投稿原稿の提出
　紀要に投稿を認められた研究所員は，完成投稿原稿と一緒に「拓殖大学　国
際日本文化研究投稿原稿表紙」を研究所が毎年定めた日までに，研究支援課に
提出する。

5．原稿の審査・変更・再提出
⑴�　投稿原稿の採否は，編集委員会の指名した査読者の査読結果に基づいて，

編集委員会が決定する。
　編集委員会は，原稿の区分の変更を投稿者に求める場合もある。

⑵　提出された投稿原稿は，編集委員会の許可なしに変更してはならない。
⑶�　編集委員会は，投稿者に若干の訂正あるいは書き直しを要請することが

できる。
⑷�　編集委員会は，紀要に掲載しない事を決定した場合は，所長名の文書で

その旨を執筆者に通達する。
⑸�　他の刊行物に既に発表された，もしくは投稿中の原稿は，紀要に投稿す

ることができない。



拓殖大学国際日本文化研究所
『拓殖大学 国際日本文化研究』執筆要領

1．発行回数
　紀要『拓殖大学　国際日本文化研究』（以下，「紀要」 という） は，原則とし
て年 1 回，年度末に発行する。						    
			 

2．執筆予定表の提出
　紀要に投稿を希望する研究所専任教員ならびに兼担兼任研究員（以下，「研
究所員」という。）は，拓殖大学　国際日本文化研究執筆予定表（以下，「執
筆予定表」という。）を，研究所が毎年定めた日までに，学務部研究支援課

（以下，「研究支援課」という）に提出する。					  
				  

3．投稿原稿
⑴　分量・様式

　投稿原稿の分量ならびに様式は，本文と注及び図・表を含め，原則とし
て，以下のとおりとする。

① 論文 40,000字 （1 行40字×36行で27頁） 以内
　A4縦版・縦書

② 上記以外のもの 20,000字 （1 行40字×36行で14頁） 以内

⑵�　記以外の様式にて，投稿原稿の提出する場合には，研究所編集委員会（以
下，「編集委員会」という。）と協議する。

⑶　使用言語	
　投稿原稿の使用言語は日本語，数字はアラビア数字を用いる。		
　ただし，日本語以外の言語での執筆を希望する場合は，事前に編集委員
会に書面にて申し出て，許可を受ける。					   
　その場合，許可を受けた投稿者は，必ず外国語に通じた人の入念な校閲
を受けたものに限る。	

⑷　図・表・数式の表示	
⒜�　図・表の使用は，必要最小限にし，それぞれに通し番号と図・表名を

付けて，本文中に挿入位置と原稿用紙上に枠で大きさを指定する。図・
表も分量に含める。

⒝　図および表は，コンピューター等を使って， きれいに作成すること。
⒞　数式は，コンピューター等のソフトを用いて正確に表現すること。

⑸　注・参考文献
　注は，本文中に（右肩にパーレンで）通し番号とし，執筆者の意向を尊

ü
ý
þ



（リポジトリへの公開の停止及び削除）			 
第 8 条	 投稿者よりリポジトリへの公開の停止及び削除の申し出があった場合

または編集委員会がリポジトリへの公開の停止及び削除が必要と判断し
た場合には，リポジトリへの公開の停止及び削除をおこなうことができ
る。

			 
（その他）			
第 9 条	 本投稿規則に規定されていない事柄については，編集委員会の議を以

て決定する。
			 

（改廃）			 
第 10 条	 この規則の改廃は，研究所運営会議の議を経て所長が決定する。		
	
			 
　附則
　この規則は，平成 29 年 4 月 1 日から施行する。			 



（執筆要領および投稿原稿）			 
第 5 条	 投稿原稿は，拓殖大学国際日本文化研究所紀要『拓殖大学　国際日本

文化研究』執筆要領の指示に従って作成する。			 
2 　投稿原稿は，図・表を含め，原則として返却しない。		  　
3 �　学会等の刊行物に公表した原稿あるいは他の学会誌等に投稿中の原稿は，

紀要に投稿することはできない（二重投稿の禁止）。		
	

（原稿区分他）			 
第 6 条　投稿原稿区分は，次の表のとおり定める。			 

⑴ 論文 研究の課題， 方法，結果，含意 （考察） 技術，表現について明確で
あり， 独創性および学術的価値のある研究成果をまとめたもの。

⑵ 研究ノート 研究の中間報告で，将来，論文になりうるもの（論文の形式に準
じる）。新しい方法の提示，新しい知見の速報などを含む。

⑶ 抄録 国際日本文化研究所研究助成要領第 9 項⑵に該当するもの。
⑷ その他 上記区分のいずれにも当てはまらない原稿 （公開講座記録等） に

ついては， 編集委員会において取り扱いを判断する。また， 編集
委員会が必要と認めた場合には， 新たな種類の原稿を掲載するこ
とができる。

2 　投稿原稿区分は，投稿者が選定する。ただし，紀要への掲載にあたって
は，査読結果に基づいて，編集委員会の議を以て，投稿者に掲載の可否等
を通知する。			

3 　紀要への投稿が決定した場合には，投稿者は600字以内で要旨を作成し，
投稿した原稿のキーワードを3～5個選定する。ただし，要旨には，図・表
や文献の使用あるいは引用は，認めない。			

4 　研究所研究助成を受けた研究所員の研究成果発表（原稿）の投稿原稿区
分は，原則として論文とする。			 

5 　研究所研究助成を受けた研究所員が，既に学会等で発表した研究成果（原
稿）は，抄録として掲載することができる。			 

（投稿料他）			 
第 7 条　投稿者には，一切の原稿料を支払わない。			 

2 　投稿者には，紀要 3 部を贈呈する。
3 　投稿者が研究所員の場合には，掲載の抜き刷りを50部まで無料で贈呈す

る。50 部を超えて希望する場合は，超過分について有料とする。



拓殖大学国際日本文化研究所紀要投稿規則

（目的）			 
第 1 条	 拓殖大学 （以下， 「本学」 という。） に附置する， 国際日本文化研究所

（以下， 「研究所」 という。） が刊行する紀要には，多様な研究成果及び
学術情報の発表の場を提供し， 研究活動の促進に供することを目的とす
る。			 

（紀要他）			
第 2 条	 研究所の紀要は，国際日本文化研究所紀要『拓殖大学　国際日本文化

研究』という。			 
2 　研究所長は，次の事項について毎年度決定する。		

⑴　紀要の 『執筆予定表』の提出日
⑵�　投稿する原稿 （以下， 「投稿原稿」 という。） 及び紀要の 『投稿原稿表

紙』 の提出日
⑶　投稿原稿の査読等の日程

		
（投稿資格）			 
第 3 条	 紀要の投稿者（共著の場合，投稿者のうち少なくとも 1 名）は，原則

として研究所附属の専任教員，兼担研究員および兼任研究員（以下「研
究所員」という。）とする。			 

2 　研究所の編集委員会が認める場合には，研究所員以外も投稿することが
できる。

		
（著作権）			
第 4 条	 投稿者は，紀要に掲載された著作物が，本学機関リポジトリ（以下「リ

ポジトリ」という。）において公開されることおよび当該著作物の著作権
のうち複製権・公衆送信権の権利行使を研究所に委託することを許諾し
なければならない。			 

2 　共同執筆として紀要に掲載する場合には，共同執筆者全員がリポジトリ
において公開されることおよび当該著作物の著作権のうち複製権・公衆送
信権の権利行使を研究所に委託することについて承諾し，投稿代表者に承
諾書を提出しなければならない。投稿代表者は，共同執筆者全員の承諾
書を投稿する原稿と一緒に研究所に提出しなければならない。		
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